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　冷たく冴さえた秋の夜風が、金こん銅どうの炉ろから糸のように立ち昇る香こう煙えんを揺らしている。

　大和国やまとのくに吉よし野の、金きん峯ぶ山せん寺じ。

　本ほん殿でん蔵王ざおう堂どうの扉は大きく開け放たれ、支院から流れ出た読ど経きようと鉦かねの音が響いていた。堂内は山さん岳がくを駆け巡る修しゆ験げん道どうの総本山に相応ふさわしく、松や檜ひのき、躑躅つつじや梨なしなどの雑多な木々が、節ふしの残る白しら木きのまま御み柱はしらに使われており、さながら奥深い森のようである。

　燭しよく台だいの火に照らされ、巨大な厨ず子しの闇やみに浮かぶのは、青しよう黒こく色に塗り上げられた三体の本ほん尊ぞん、蔵王ざおう権ごん現げん。

　爛らんと光る両眼に、逆立つ頭髪。口の端に鋭い牙きばが突き出た形相は、憤ふん怒ぬで満ちている。右手に天てん魔まを粉ふん砕さいする三さん鈷こ杵しよを構え、左手は刀とう印いんを結び、肩をいからせて火か焰えん光こうを背負う様は恐ろしくも雄お々おしかった。

　その怒りに燃えた六つの眼が、向かい合う二人の僧を見下ろしている。列柱の間に漂ただよう空気は、鉛なまりを溶かし込んだかのように重い。

　腰の折れた老僧が、皺しわと見分けのつかぬ糸目を細めて、愛まな弟で子しに尋たずねる。

「法ほう鷲じゆ、やはり山を下りるのか？」

「当然です」

　少年僧は愚ぐ問もんだと言わんばかりに、くいと顎あごを持ち上げた。

　印象的な三さん白ぱく眼がんは深く切れ上がり、鼻筋と口元には、きかん気な性格が色濃く表れている。短めの総髪は四方八方に撥はね、おさまりが悪い。十四という歳とし相そう応おうの背丈だが、四し肢しは峻しゆん烈れつな大おお峰みね山さん系けいを日夜駆けることで鍛きたえられており、細いながらも大人に負けない力を備えていた。袴はかまに鈴すず懸かけと結ゆい袈げ裟さを纏まとい、傍らには師から譲り受けた錫しやく杖じようと、旅道具を収めた肩かた箱ばこが置かれている。

　老僧が数珠じゆずを手首に落とし、脂あぶら光びかりのせぬ禿とく頭とうを撫なで上げた。

「そなたのことだ。思い直せと言ったところで、無む駄だなことだろうな」

　法鷲は胸を反らしたまま、無言で頷うなずいた。

　日頃から少年を敵視している学僧たちが傍そばにいようものなら、色めき立つこと間違いない不ふ遜そんさだが、老僧は露つゆとも気にする素振りがない。山や羊ぎを思わせる白く豊かな眉まゆ毛げを持ち上げ、眼を薄開いた。

「小さ夜よが何いず処こへ連れ去られたか、当てはあるのかね？」

「残念ながら、全くの闇やみの中です」

　少年の唇が、くっきりと折れ曲がった。

　あの男に魔ま気きを感じ取ったその場で調ちよう伏ぶくしていれば、こんな事態にはならなかった。勝ち目が五ご分ぶも感じられなかったにしろ、刺し違えることは出来たはず。小夜を攫さらうと思わず、逃がしたことは痛恨の極きわみだった。

　深い目め尻じりの皺を搔かき、老僧が問う。

「忠ただ光みつ卿きようのもとに連れて行かれたとは考えられんか？」

「そう思い、陣中にいる叔お父じに文ふみを送って確かめましたが、小さ夜よの姿は見ていないと返事がきたんです」

　誠実さが何よりの取とり柄えである叔父が噓うそをつくとは考えにくかった。それに忠光の庇ひ護ご下かにあるなら、小夜自身が文で無事を知らせてこないとおかしい。

「何も分からぬのに山を下りて、どうするつもりだ？」

「一ひと先まず京へ向かおうと思います。糞くそ親父ならば、清きよ河かわの出入り先に心当たりがあるかもしれませんから」

　あの男──清河八はち郎ろうは父の紹介状を携たずさえ、ここ金きん峯ぶ山せん寺じの門を叩たたいた。勤きん王のうの志こころざし篤あつく、才気溢あふれるという評は噓ではなかったが、よくもあんな邪じや悪あくな輩やからを寄こしたものである。

　ただ、宮廷一の謀ぼう略りやく家かの父らしいと言えば、余りにらしい。彼の本質をすぐに見抜けず、咒しゆの手ほどきをしてやった自分が一番の愚おろか者である。

　腹の底にふつふつと怒りが滾たぎり、法ほう鷲じゆは錫しやく杖じようを強く握り締しめて立ち上がった。

「では行きます」

　師に頭を下げることなく肩かた箱ばこを背負い、そびらを返す。

「法鷲」

　温厚な老僧らしからぬ厳げんなる声音だったが、苛いら立だつ法鷲は振り返りもせず、その場で立ち止まって尋たずねた。

「何でしょうか？」

　背中に突き刺さる師の視線が錐きりの刃先の如ごとく鋭い。何か余程大事なことを告げたいようだ。

　老僧の声が重く堂内に響く。

「天てん魔ま外げ道どう皆みな仏ぶつ性しようなり。これを努ゆめ々ゆめ忘れるでないぞ」

　法鷲は肩の力を抜き、小鼻から失笑を漏もらした。

「外道は、どうあろうと外道です。そんな甘いことをおっしゃっていると、いずれ私如きに遅れを取ることになりますよ」

　心からの忠告だった。万まん巻がんの経典の通つう暁ぎようは元より、峰みね々みねに分け入った歳月は比べるまでもなく師が長じている。けれども今は手を少し伸ばせば、その背中に届きそうだ。

　開祖役えんの行ぎよう者じやの再来と謳うたわれる両者の才は互角。魔を粉ふん砕さいし、衆しゆ生じようを救済しようと真剣に試みる心根の差が、師弟の距離を急激に縮めていた。

　師は京の宮廷から頻ひん繁ぱんに声が掛かるようになってから、浮き世の論理に搦からめ捕られ、おかしなことになっている。娘のように可か愛わいがっていた小夜を攫さらわれながら、弟子たちに獣けものの如き男を追わぬよう厳命した理由が、幾いくら考えても分からぬ。

　山やま裾すそまで響き渡る釣つり鐘がねの音に呼応し、近くの森に潜ひそむ鳥が甲かん高だかく鳴いた。

　何か言い返してくることを期待したが、老僧は押し黙ったままだった。吉よし野の山やまの風が吹き込んできたかのように、胸がすっと寒くなる。事を成なした後ここに戻ってきても、師から学ぶことはないのかもしれない。

　法ほう鷲じゆは、それ以上何も言わずに歩を進め、蔵王ざおう堂どうを出た。

　星々が青く輝く夜天に、両翼を広げた鳳ほう凰おうを思わせる大屋根の輪りん郭かくが浮かんでいる。眼下には、堂どう塔とう伽が藍らんの甍いらかが波となり幾いく重えにも連なっていた。その一つ、女によ人にん堂どうは清きよ河かわに、火を放たれた為、今は黒炭の柱を残すのみだ。お陰で、すっかり闇やみに溶け込んでおり、目を凝こらしても見えない。

　法鷲は大きく息を吐はき出し、錫しやく杖じようで石いし畳だたみを叩たたいた。

「小さ夜よ、すぐに探し出してやる。待ってろよ」

　秋あき枯がれの桜の枝に、眩まばゆいばかりの半月が座っている。小夜も何いず処こかで、助けが来るのを信じて見上げているに違いなかった。

　法鷲は錫杖を背負い、両手の指を組み、飛ひ行ぎよう自じ在ざい印いんを結んだ。

「中ちゆう央おう五ご方ほう五ご千せん乙おつ護ご法ほう、唯ただ今いま行ぎようじ奉たまわる──」

　朗ろう々ろうと唱えた真しん言ごんが風に乗り、麓ふもとまで駆け下りていく。

「──オン・ウカヤ・ボダヤ・ダルマシキビヤク・ソワカ」

　背に長大な咒しゆの翼が生え出た。王鳥の如ごとき緩ゆるやかな羽ばたきと共に、法鷲の体が夜空に浮かび上がる。
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　虫の音が、かしましい秋の夜。

　商家の中庭に、悄しよう然ぜんと佇たたずむ少女の姿があった。

　総髪を高く結い上げ、白しろ麻あさの長なが着ぎを角帯で固く締めているが、月下に冴さえる美び貌ぼうのせいで、その男装は余り役目を果たしていない。後背の縁えん側がわには、革表紙が厳いかめしい数冊の魔ま導どう書しよが積まれていた。

　落ち葉を巻き上げ、庭を吹き抜けていく風が、冬の匂いを孕はらんでいる。にもかかわらず、少女の総身から、汗が滝の如ごとく噴き出していた。長着の胸元が濡ぬれ、肌が僅わずかに透けて見える。

　少女は、そんなことを気にも掛けず、顎あご先さきから玉の汗を滴したたらせながら、闇やみに刻まれた魔法陣越しに、飛ひ翔しようする光球を眼で追っていた。拳こぶしほどの大きさで、色は夜空の月と瓜うり二つだ。

　神経を研とぎ澄まし、光球をぐんぐんと加速させていく。流星のように宙を疾はしり、池の縁ふちに立つ石いし灯どう籠ろうに当たって音もなく砕け散った。

　直撃した笠かさの部分に傷一つなく、表面を覆おおう苔こけすら剝はげていないが、少女は、まずまずといった表情で頷うなずき、疲ひ労ろうで痺しびれ始めた指先に魔力を送り込んだ。

　白銀の魔法陣から、光の球が一つ、二つと出現し、闇にたゆたう。

　月と見間違えたのか、草むらに潜ひそむ虫たちが、かしましさを増した──




　大おお坂さか松まつ屋や町の昼下がり。魔導書が散乱する離れの一室。着流しの裾すそから白い太ふと腿ももをのぞかせた少女が、日に焼けた畳たたみの上に横たわっている。

　りん、りん、りん……。

　眠りの縁で彷徨さまよっていた伊い織おりは、小さな鈴の音で目を覚ました。背にしている障しよう子じの向こうで、三毛猫のコマが縁側を駆け抜けていったらしい。

　重い瞼まぶたの隙すき間まに見える部屋は薄明るい。伊織は手て枕まくらのまま唇に手もそえず、大おお欠伸あくびをかいた。

　三日も寝ずに片付けた翻ほん訳やく書しよを依頼主に送り届け、下宿先である、この亀かめ屋やの離れに戻ってきたところまでは、しっかり覚えている。修得したばかりの魔法に磨みがきを掛けるべく、中庭に出た辺りから記憶に霞かすみが掛かっていた。力尽き、ここに寝ているということは、術の限界に挑戦した後、礼れい蔵ぞうから借り受けた魔導書を読み直していたのだろうか。

　秋が深まりつつあるのに、布団もしかず眠り耽ふけった為、身体からだが酷ひどく冷え切っていた。かと言って、今すぐ押し入れから寝具を引っ張り出す気になれない。目を閉じたまま二の腕を抱え込み、猫のように丸くなると、額ひたいに生暖かいものが触れた。

「ん？」

　片瞼を開いた伊織の目の前に逞たくましい胸があった。袖そで口ぐちがだらしなく乱れている。

　寝る時は自分の部屋で寝ろと口を酸すっぱく言っても、赤せき眼がんの青年は一向に聞く耳を持たなかった。気づかぬうちに書斎に上がり込んでは、毎日のように高いびきを搔かいている。

（本当に何度言ったら分かるんだ、こいつは）

　うんざりし、頭を起こした。冬とう馬まが口を半開き、気持ちよさそうに寝息を立てている。

　腑ふ抜ぬけた横顔に呆あきれながら瞼まぶたを下ろすと、障しよう子じの隙すき間まから吹き込んだ秋風が、伊い織おりの首筋を冷たい手で撫なで去った。自然と背が縮こまり、はからずも冬馬の胸に額ひたいを押しつける形になる。すぐさま体を引き離そうとしたが、人肌の温ぬくもりが心地良く全身に浸しみ渡り、膠にかわで固められたかのように姿勢を変えることが出来ない。

（まあ、いいか……）

　今しばらくは冬馬も起きそうにないし、まだ眠かった。山積していた仕事を終わらせた今日ぐらい、心ゆくまで微睡まどろんでも罰ばちは当たらないはずだ。

　などと胸の中で思っていた伊織に、寝返りを打った冬馬が、不意に覆おおい被かぶさってきた。驚き目を見開くより早く、裾すそを割って彼の手が入り込み、張りのある小こ尻じりを摑つかんだ。少女の背筋に、ぞわっとした形容出来ぬ感覚が走り抜ける。

「なっ……」

　伊織は言葉にならない叫びをあげ、冬馬を突き放して飛び起きた。心しんの臓ぞうが暴れる胸元を押さえ、はだけていた着流しの裾を直す。

「貴様、何を考えてるんだ！」

　目を逆立て不ふ埒らち者ものを睨にらみつけると、呆れたことにまだ寝息を立てていた。むにゃむにゃと口を動かしながら、冬馬が嬉うれしそうに笑う。

「……伊織、遠慮するなよ」

　少女は頰ほおを朱に染め、肩を震わせた。

「巫ふ山ざ戯けたことを言うな、この変態！」

　天井を抜かんばかりの怒声と共に、脚を大きく振り上げる。断罪の鉄てつ槌ついと化した踵かかとを冬馬の鼻っ柱に叩たたき落とした。




「いてぇなあ。俺が何をしたってんだよ？」

　冬馬が目め尻じりに涙を滲にじませ、伊織に抗議した。右手で押さえている鼻は、鬼灯ほおずきの実のように赤く色づいている。

「惚とぼけるな」

　憤ふん然ぜんと言い、伊織は冬馬を睨みつけた。着流しを改め、袴はかまをはいている。正座の両りよう膝ひざが、いつもより堅固に閉じられていた。

「惚けるも何も、俺は寝てただけだぞ。いい夢を見ていたのに、いきなり踏みつけやがって」

　唇を尖とがらせ、手を差し出す。

「杉すぎ屋やの大福を返せ。まだ沢たく山さん残ってたんだぞ」

「知るか！」

　伊織は冬馬の手を叩き落とし、頰を膨ふくらませ、ぷいと顔を背けた。寝言の意味は分かったが、生なま尻じりを揉もまれたことは断じて許せない。

　一方冬とう馬まは、ひとしきり抗議した後、夢の中で食べきれなかった好物を惜しみ、しげしげと指先を見つめた。

「しかし、やけに生々しかったな。今も指に、大福の柔らかさが残ってるぜ」
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　言って、鼻を近づける。

「ほんのり甘い匂においもするし……」

「嗅かぐな！」

　伊い織おりは片かた膝ひざ立だち、冬馬の脳天に拳こぶしを落とした。

「いてぇな。何怒ってんだ？」

「自分の胸に手をあて、訊きいてみろ。この変態！」

　大声で怒鳴られ、何かに思い至ったらしく、青年が赤せき眼がんを細めた。

「ひょっとして、寝ぼけてお前の胸を揉んだのか？」

　そう言ってすぐ、

「いや、そんなわけないな。お前の胸が、あんな揉み心地があるはずがねえ」

　と否定し、今も感覚の残る掌てのひらを見下ろした。

　伊織の堪かん忍にん袋ぶくろの緒おが、ぶちりと切れる。魔導書の間に埋もれていた刀を手に取って立ち上がり、鞘さやを払いのけた。

「馬ば鹿か！　阿あ呆ほう！　死ね！」

　叫びつつ、竹たけ光みつを振り回す。泡あわを食って逃げる冬とう馬まの髪を二度三度と髪を掠かすめたが、流石さすがに名うての剣士。刀身が額ひたいに直撃する寸前、白しら刃は取どりで受け止めた。

「伊い織おり、何を怒ってるのか話せよ。さっぱり分からねえぞ」

「問答無用だ！」

　と吠ほえた伊織の後ろで、誰かが空から咳ぜきを一つした。慌あわてて振り返ると、障しよう子じ紙がみにしゃんと背筋を伸ばした人影が映っている。

「伊織さん、冬馬さん。お茶を持ってきましてんけど、中に入っても宜よろしいですか？」

「よく来てくれた、お紺こんさん。助けてくれ」

　冬馬が竹光から両手を放し、戸口へ転がるように駆け寄った。

「冬馬、卑ひ怯きようだぞ！」

　言ったが、時とき既すでに遅く、障子が開き、大おお家やである戸と沢ざわ家の刀と自じ、お紺が姿を現した。

　老いを感じさせぬ鋭い一ひと重え瞼まぶた。細ほそ面おもてに皺しわは少なく、綺き麗れいに白くなった髪に、上品な簪かんざしを差している。孫が生まれ、隠居した身だが、息子の五ご郎ろう右え衛も門んより遙はるかに風格があると言っていい。

「伊織さん、えらい剣幕ですけど、何かありましたんか？」

　声に、いささか咎とがめの響きがあるのは、決して聞き違えではない。

　武ぶ州しゆう屋やの事件に一応の幕が下りた夏の終わり。異様な赤せき眼がんの為、下宿先が見つからぬ冬馬のことをお紺に相談したところ、離はなれの空あき部屋への仮住まいを承しよう諾だくしてくれた。しかし、今思えばそれが、そもそもの失敗である。

　お紺の茶飲み話を避けるのに、良い身代わりが出来たと喜んだのも数日のこと、店に押し借りにやってきた不ふ逞てい浪ろう士しを冬馬が追っ払ったことを皮切りに、戸沢家の誰もが赤眼の青年に好感を持つようになった。その筆頭がお紺で、近隣の商家が銭を出し合い、無職の彼を用心棒として雇うよう話を運んでやるなど、何かと世話をやくようになった。ついでに新しい下宿先を探してくれれば良かったのだが、余程気にいったらしく、仮住まいではなく正式な店たな子こにしてしまったのである。

　軒のき先さきを貸して母おも屋やをとられた今、公正な裁きをお紺には期待出来ない。それを分かっていながら、伊織の口から不用意な言葉が零こぼれでた。

「こいつが不ふ埒らちなことを……」

「不埒？」

　語尾と一緒に、お紺の目め尻じりが吊つり上がった。

（しまったな……）

　伊織は失言に気づき、口を一文字に閉ざした。

　お紺は最近、店子二人が男同士でありながら、けしからぬ仲ではないかと怪あやしんでいる気配があった。事実無根にも程があったが、疑惑の目を向けられること自体、気分が悪い。

「いや、もういいです」

　伊い織おりは言いつつ、一瞬冬とう馬まに視線を飛ばし、覚えておけよと睨にらみつけた。鞘さや内うちに納おさめた竹たけ光みつを文ふ机づくえに立てかけ、腰を下ろす。

「それやったら、宜よろしい。仲が良すぎるんも考えものやけど、喧けん嘩かはあきまへんで」

　お紺こんが傍らに置いていた漆うるし塗ぬりの盆を持って部屋へ入り、障しよう子じを閉める。

「甘いものでも食べて、お腹の怒り虫を宥なだめなはれ」

　言って、散らかり放題の魔ま導どう書しよを手早く片付け、湯飲みと角皿を並べていった。

　甘い香りが、伊織の鼻び腔こうをくすぐる。見れば皿に、杉すぎ屋やのものと思おぼしき大福が山のように盛られていた。

「おっ、正夢だったか」

　冬馬が喜色満面で戸口から戻り、図ずう々ずうしくも伊織の隣で胡座あぐらをかいて、夢にまで見た好物を頰ほお張ばり始めた。

　杉屋の大福は、餅もちの肌き理めが細やかで絹布団のように柔らかい。中のつぶ餡あんも甘さが絶ぜつ妙みようで、舌が蕩とろける。伊織も、もちろん大好きだったが、顔色を曇くもらせたまま手を伸ばさなかった。

　つき合いが長いので、お紺のやり口は読めている。人の食い意地につけ込むのは、決まって何か厄やつ介かいな頼み事がある時だ。

「冬馬さん、食べながらで構いませんから、ちょっとうちの話を聞いてくれはりますか？」

　大福を口に放り込んで頷うなずく冬馬の隣となりで、伊織は天井を見上げ、それきたと両の肩をすくめた。

「湊みなと屋やさんのところに、年頃のお嬢さんがおりますやろ？」

「凜りんのことか？」

　冬馬が訊きき返し、湯飲みの縁ふちを抓つまんで、ずずと熱い茶をすすった。

「そうです。別べつ嬪ぴんさんやと、思いまへんか？」

　湊屋の箱入り娘と言えば、別嬪中の別嬪、松まつ屋や町一の小町だ。女の伊織が見み惚ほれるほど可か憐れんな容姿の持ち主であり、しかも気立てがすこぶる良い。

　そう言えば、秋の初め。芝居見物からの帰路、風ふう体てい賤いやしい数人の浪ろう士しにからまれた凜を冬馬が助けたことがある。湊屋の大おお旦だん那なが娘を連れて、わざわざ礼を言いに来た時、伊織も離れにいた。笑いえくぼの可か愛わいい凜を前にして、鼻を伸ばした輩やからがいたことをはっきり覚えている。

　少女が知らずに寄せた眉まゆ根ねをちらりと見て、冬馬が湯飲みを置いた。

「そりゃあな。でも、凜より伊織の方が別嬪だぜ」

　馬ば鹿かなことを言うなと声を荒げようとした伊織に代わり、お紺こんがぴしゃりと言い放つ。

「そんなしょうもない冗じよう談だんは宜よろしい」

　笑みを欠片かけらも浮かべず、冬馬ににじり寄った。

「実は、湊屋さんから見合いの話が来てますんや」

「誰に？」

　そう訊ききながら、横目で伊い織おりを見る。ぞんざいに大福を摑つかみ、親の仇かたきの如ごとくもしゃりもしゃりと食い千切る少女の顔が怖い。

　青年の視線を引き戻すべく、お紺こんが腿ももを音高く叩たたいた。

「冬とう馬まさんに話してるんやから、冬馬さんに決まってますやろ。相手はもちろん、お凜りんさん。どないです？　道どう頓とん堀ぼりの茶屋で、一度見合ってはもらえまへんか？」

「前にも言ったが──」

「冬馬さんが志こころざしをお持ちなのは、重々承知してます」

　お決まりの断り文句を、お紺が強い口調で遮った。

「せやけど、お凜さんがえらい惚ほれようらしいんですわ。湊みなと屋やさんとうちら亀かめ屋やは、太たい閤こうさんの頃からのお付き合い。頼み込まれて、あきませんでしたとは言えまへんのや。ここはうちの顔を立てて、首を縦に振ってくれまへんか？」

　答えに窮きゆうした冬馬が、大福を二つ三つと口に押し込んだ。

　無む駄だな悪あがきにお紺は苦笑したが、救いの主が現れる。秋の陽射しを浴び、仄ほの明あかるい障しよう子じの向こうから、気弱な声が掛かった。

「大奥様、お話し中すみません。ちょっと宜よろしいでしょうか？」

「多た吉きち、どないしたんや？」

　大事な話の腰を折られ、お紺の声が厳しい。そろりと障子が開き、丁でつ稚ちの多吉が戦せん々せん恐きよう々きようといった顔つきで現れた。戸と沢ざわ家に奉ほう公こうに来て一年も経たっておらず、まだまだ肝きもが小さく、機転も利きかない。

　多吉が縁えん側がわに手をつき、要件を告げた。

「八や巻まき様のお使いが、店に来てはります。何でも、伊織先生と冬馬さんに至急お屋敷へ来て頂きたいそうで」

　それを聞くが早いか、冬馬が頰ほお張ばっていた大福を熱い茶で流し込んだ。

「よし。行こう、伊織」

　言うなり、隣の部屋に駆け込み、二刀を帯にぶち込んで戻ってきた。畳たたみの上に落ちていた舶はく来らい物ものの外がい套とうを拾ひろいあげ、大福を口にくわえたままの少女の腕を摑つかんで立ち上がらせた。

「というわけだ、お紺こんさん。行ってくるよ」

　冬馬は目を合わさず言って、伊織を引っ張り、縁側に出た。

　脱だつ兎との如く逃げ去る青年の背に、お紺が叫ぶ。

「冬馬さん、帰ってきたら、うちの部屋に寄りなはれや。ええ返事を絶対に聞かせてもらいまっせ」




　印いん版ばん屋やが軒のきを連ねる高こう麗らい橋ばし通りに、目指す『八はつ海かい堂どう』がある。間口は広くもなければ狭せまくもなく、表おもて構がまえも立派ではないが悪くもない。極ごく々ごく平へい凡ぼんな書しよ肆やに見えるが、その実は違う。

　月に一度ふらりと旅先から戻ってくる店主弥や平へいの正体は、公こう儀ぎの隠かくし目め付つけ八や巻まき礼れい蔵ぞうだった。店で働く者全てが彼の部下で、大おお坂さかの闇やみに目を光らせている隠おん密みつたちだ。

　二人を先導している丁でつ稚ちの幸こう太たも、多た吉きちと歳としが同じと思えぬほどしっかりしている。道中、何を訊きいても、話せと言われていることしか口にしない。それでいて、無愛想に感じないのは、流石さすがに礼蔵の手の者だ。

　太陽は中天を過ぎたばかりだが、灰雲が薄く広がっていて空色は良くない。風も強く冷たく、行き交う人々の歩みは、追い立てられるかのように早かった。

　伊い織おりの足取りが荒いのは、寒さが理由ではない。隣となりを歩く冬とう馬まも、それは重々承知している。

「俺だって嫌いやだぜ。でも断るのは、世話になっているお紺こんさんに悪いだろ？」

「私に訊くな。お前が好きにすればいいじゃないか」

　伊織は素そっ気けなく言い、口の端はじに付いていた餡あんを指で拭ぬぐい取った。

「だったら怒るなよ」

「はあ？　何で私が、怒らなきゃならない？」

　伊織が露ろ骨こつに顔を歪ゆがめた。

「そんな顔してよく言うぜ」

　冬馬は言って、引き攣つる伊織の頰ほおを指で突つこうとしたが、寸前で払いのけられる。

「汚い指で触るな」

「やっぱり怒ってるじゃねえか」

　肩をすくめた冬馬を無視し、少女は足を速めた。歳の割に世慣れた幸太は、傍そばで不毛な痴ち話わ喧げん嘩かを聞きながら、澄すまし顔である。

　ほどなくして、八はつ海かい堂どうに辿たどり着いた。店先の出し箱に、人目を引く色いろ鮮あざやかな役者絵が看板代わりに並べられている。

「旦だん那な様、お二人をお連れ致しました」

　幸太に続き、紺の暖の簾れんをくぐると、薄暗い帳ちよう場ばに礼蔵が座っていた。町ちよう人にん髷まげを結い、何ど処こから見ても商家の主あるじだ。咥くわえていた煙管キセルを煙草たばこ盆ぼんに置き、伊織たちに深く頭を下げる。

「急にお呼び立てして申し訳なかったです」

「気にしないで下さい。暇ひまを持て余していたところでしたから」

　伊織は洋よう靴ぐつの紐ひもをほどき、慣れた様子で中へ上がり込んだ。

　武ぶ州しゆう屋やの事件以来、礼蔵とは妙みような関係が続いていた。頼まれ事をすることもあれば、頼み事もする。人の良い彼に甘えぬよう、その割合を等しくするよう努めていたが、最近はどうも上う手まくいっていない。それもこれも、長ちよう州しゆう藩はんに関わる大変事が原因だ。

　全ては尊そん皇のう攘じよう夷い浪ろう士しの首しゆ魁かい、真ま木き和泉いずみが長州の後ろ盾だてを得て、孝こう明めい天皇の大和やまと行ぎよう幸こうを企くわだてたことに端たんを発する。神じん武む天てん皇のう陵りようを参拝して攘夷を誓い、その勢いで天下に号して倒とう幕ばくを試みる計画だった。硬軟交えた長州の政治工作が効を奏し、大和行幸の詔みことのりが下りたが、尊そん攘じよう派はの暴走を危き惧ぐする公武合体派の反撃に遭あう。会あい津づ藩はんと薩さつ摩ま藩はんが手を結び、佐さ幕ばく派はの中なか川がわ宮のみや朝あさ彦ひこ親しん王のうを通じ、天皇から長ちよう州しゆう系列の公家の参さん内だいを禁じる詔しよう勅ちよくを得たことで、一気に形勢が逆転した。

　今を遡さかのぼること一ひと月つき、文ぶん久きゆう三年八月十八日。会津、薩摩、淀よどの藩兵が結束し、御所の堺さかい町まち御ご門もんを警衛していた長州の藩兵を排はいし、門を固く閉ざした。世に言う『禁きん門もんノの政せい変へん』である。勤皇を藩はん是ぜとしていた長州兵は、発狂するが如ごとくに激怒したが、御門を背にした会津や薩摩の藩士に刃やいばを向けては朝ちよう敵てきになる為、屈くつ辱じよくの撤てつ退たいを余よ儀ぎなくされた。熱烈な攘じよう夷い推すい進しん派はでありながら、幕府に格別な親愛の情を有していた孝こう明めい天皇の御心を、真ま木き和泉いずみや長州を始めとする尊そん攘じよう派はが大きく読み違えたことが敗着と言える。

　翌日の激しい雨の中、官位を剝はぎ取られた前さきの権ごん中ちゆう納な言ごん三さん条じよう実さね美とみら七しち卿ぎようを護り、二千の長州兵が故国へと落ち延びた。これを機に、我が世の春にあった尊攘の志士たちが続々と転落していく。藩政を牛ぎゆう耳じっていた諸藩の尊皇攘夷の勢力は一気に力を失った。地に潜ひそんでいた草そう莽もうの志士たちは追い詰められ、各地で散発的に挙兵しては、圧倒的な兵力を誇る幕軍によって鎮ちん圧あつされている。

　京きようや大おお坂さかでも、長州という絶大な後ろ盾だてを失った浪ろう士したちが白昼、幕府の捕ほ吏りに野良犬の如く斬きられていた。家か禄ろくを召し上げられた身と言っても、伊い織おりも出自は長州。万一の時に迷惑が掛からないよう、近頃は適てき塾じゆくに顔を出さず、翻ほん訳やくの内職と魔法の修得に励はげんでいる。

　しかし、藩はん邸ていから出るに出られない他の長州藩士に比べ、遙はるかに自由だった。それもこれも大坂町まち奉ぶ行ぎよう所しよに礼れい蔵ぞうが、長州とは縁えんが切れており、叛はん心しんはないと保証してくれたからだ。懐ふところには、町奉行松まつ平だいら丹たん後ごの守かみの印が押された証書が収まっている。町を歩いていて捕吏に身分を問い質ただされても困ることはない。

　公こう儀ぎ隠おん密みつである礼蔵に貸しを重ねるのは良いことでないと分かっているものの、それでは生たつ計きも成り立たない。こちらの引け目を察し、礼蔵が魔導書の翻訳を頼んでくれているが、禁門ノ政変以降、どうにも難儀な関係になっていた。

　そんな中、松まつ江えで出会った頃から変わらぬのが、冬とう馬まの態度である。礼蔵も偽ぎ名めいの弥や平へいで呼び続け、気安く肩を叩たたいている。

「急ぎの用件って何なんだ？」

　草ぞう履りを脱ぎ捨て、冬馬も帳ちよう場ばに上がり込んだ。

「では奥に入ってお話ししましょう」

　礼蔵が煙管キセルの火を消し、立ち上がった。

　店に客はいないが、道の往来は激しい。急ぎと聞いて予見していたが、どうも余人の耳には入れることの出来ぬ話のようだ。

　東とう方ほう聖せい堂どう会かいのことか、あるいは彼らと手を結び、行方の分からぬ桂かつら小こ五ご郎ろうのことか。狭せまい廊下を歩き、奥座敷に入った伊織の緊張は徐々に高まっていった。

　襖ふすま以外、三方の壁は書しよ棚だなで囲まれており、昼下がりにもかかわらず行灯あんどんに火が入っている。

　栗くり茶ちやの座布団に伊い織おりと冬とう馬まが腰を下ろすと、早さつ速そく、礼れい蔵ぞうは本題に入った。伊織に真剣な眼まな差ざしを向ける。

「適てき塾じゆくで同窓だった長ちよう州しゆうの中なか司つかさ俊しゆん哉やどのをご存知ですね？」

　伊織は眉まゆ根ねを引き締しめ、頷うなずいた。

　中司俊哉は幼少の頃からの知り合いで、亡なき兄としばしば、その天与の才を比肩された。当時は女の姿をしていた伊織も、何度となく顔を合わせたことがある。兄の名を名乗り適塾に通うようになってからは、親しいつき合いは皆無なものの、机を並べて学んだ仲だ。己おのれの才能に傲おごるところはあるが、性根は悪い人間ではないように思う。今は付き従っている小こ五ご郎ろう共々、何ど処こにいるかは知らない。

「彼が、どうかしましたか？」

「実は今、この屋敷の二階におります」

　礼蔵がさらりと言って、太い人差し指で天井を指さした。

「彼が、久く世ぜ先生にどうしても会いたいと言っているんです」

　思わぬことを告げられ、言葉を失った伊織は、一つ瞬まばたき我に返った。

「どうして俊哉さんが、ここに？」

「桂かつら小五郎を追っていて、偶ぐう然ぜん、彼を保護することが出来たんです」

「保護？」

　片眼を細め、怪け訝げんな声色で訊きき返した。倒とう幕ばくの急きゆう先せん鋒ぽうである小五郎と行動を共にし、行方をくらましていた俊哉を、公こう儀ぎ隠おん密みつが保護する故ゆえなどない。妙みような胸騒ぎが黒雲のように湧わき起こってきた。

　礼蔵が面おも持もちを固くして、長い息を吐はいた。

「長州の行く末を案じた為に、皮肉にも藩はんから追われ、非常にまずいことになったんです。詳くわしくは彼が話すでしょう」

　襖ふすまが開き、若わか番ばん頭とうの藤とう次じが伊織を二階へ案内すべく廊下で控えていた。青あお瓢ひよう簞たんに目鼻を付けたような青年だが、冬馬の見立てによると、八はつ海かい堂どうの中で礼蔵の次に腕が立つそうだ。

「では、話を聞いて参ります」

　と立ち上がった伊織に続き、腰を浮かそうとした冬馬を礼蔵が制した。

「申し訳ありませんが、冬馬さんは私とここにいて下さい。中司どのは、久世先生とだけ話がしたいそうなんです」

　冬馬が中腰のまま、不満顔で尋たずねる。

「一人で会わせて大丈夫なのか？」

　礼蔵の丸く大きい瞳に、沈ちん痛つうな色が過よぎった。

「それは心配ありません。一人では寝起きも出来ませんので……」

　藤とう次じに先導され、伊い織おりは、側面に引き出しが幾いくつも設もうけられている箱階段を上っていった。二階の短い廊下を突つき当たり、若番頭が跪ひざまずく。どういうわけか、部屋からきつい香こうの匂においが漂ただよい出ていた。

　不吉な予感を感じつつ、瓢ひよう簞たんの形をした引き手に指を掛ける。

「入ります」

　伊織は返事を待たずに、色いろ褪あせた襖ふすまを開き、中へと入った。香に混じった魚を腐くさらしたような悪あく臭しゆうに鼻奥を撫なでられ、思わず手で口元を覆おおいそうになったが、ぐっと堪こらえる。静かに襖戸を閉ざし、六畳間の真ん中にしかれた布団で仰あお向むけに寝ている俊しゆん哉やのもとに歩み寄った。まんじりと天井を見つめている彼に声を掛け、枕まくら元もとに腰を下ろす。

「お久しぶりです」

　何気ない声音を装よそおったが、伊織の喉のどは強こわばっていた。彼と最後に会ったのは、四し天てん王のう寺じ以来となる。久きゆう闊かつを叙じよすほど、月日は流れていないのだが、変わり様が余りに凄すさまじい。

　幽ゆう鬼きの如ごとく頰ほおがこけ、青白い顔をした俊哉の四し肢しがない。布団の上からでも、はっきりと分かった。盛り上がっているのは、胴体部分だけだ。

　それにしても胸が薄い。瘦やせたという一言で片付けるには、余りに不穏な兆ちよう候こうだ。

　背筋に悪寒を感じた伊織に、枕の上の俊哉が、目玉を向けた。鷲わしの嘴くちばしのように尖とがった鼻を怒りに任せて、ふんと鳴らす。

「本当に幕府の犬になっていたのか……。見み損そこなったぞ」

　手足を失い、重じゆう篤とくかに見えたが、声は意外にも明めい瞭りようだった。瞳にもまだ光がある。と言っても、地じ獄ごくの亡もう者じやのそれと同じで、苦痛と悲ひ嘆たんを依より代しろにする鬼火の輝きだ。

「私は公儀に飼われてなどいませんよ。ご存知かもしれませんが、この夏の桂かつらさんとの一件にしても──」

「違う。あいつは桂さんじゃない」

　伊織の釈明を俊哉が、きっぱり遮った。

「どういうことです？」

「あれは偽にせ者ものだったんだ」

「本当ですか？」

「お前に噓うそを言って、何の得がある？」

　俊哉が疑われるのは心外とばかりに、血走る目玉を剝むき出した。

「散々利用された後、やっと別人だと気づいたら、この様ざまだ。笑いたければ、笑っていいぞ」

　言って、空そら笑わらう姿が痛々しい。

　彼の告白に驚きはしたものの、信じがたいことではなかった。冴さえへの仕打ちを後日冷静に考えるようになってから、あの外げ道どうは小こ五ご郎ろうではなく、誰かが幻術の魔法で人相を偽いつわっているのではないかと疑っていた。だが、かつて恋心を抱いだいた人だった為、記憶と重ならぬことがあっても、己おのれの憧どう憬けいが真実をねじ曲げているのだと思い、口に出すことはなかった。

（私も笑われて仕方ないな）

　と胸のうちで独りごちた伊い織おりの表情は尚も硬い。小こ五ご郎ろうを憎むという重い気持ちを胸から取り去ることが出来るのは素直に嬉うれしいが、彼の偽にせ者ものが暗あん躍やくしていると知り、気分は晴れなかった。

「あの男が、よく偽物だと分かりましたね」

「俺が、気づいたわけじゃない。ある晩、本物の桂かつらさんが、おこもに身をやつして現れ、俺と一緒に行動している男は、自分じゃない。曲くせ者ものが魔法で化けていると教えてくれたんだ。それがなけりゃあ、今もあいつの下で汗水垂らして働いていたはずだ」

　言って、自じ嘲ちようの笑みを瘦こけた頰ほおに刻んだ。

「で、何者だったんです？」

「尻しつ尾ぽを摑つかもうとしたが、駄だ目めだった。ただ、分からなくとも、はっきりしている。あいつは、俺たちの敵てきだ」

　掠かすれた声で断言した俊しゆん哉やに、水差しの水を飲むかと尋たずねる。億おつ劫くうそうに首を横に振った彼の喉のど元もとを見て、伊織は両眼を細めた。皮ひ膚ふが生白く妙な質感をしている。ざわつく心を無理に抑おさえ込み、知らねばならない重大事を訊きく。

「あの男は、何を企たくらんでいたのですか？」

「それもよく分からんが、長ちよう州しゆうの為にならんことをしているのは確かだ。あいつが、久く坂さかさんや品しな川がわさんが止めるのを無視して、真ま木きたちと大和やまと行ぎよう幸こうを煽せん動どうしたんだ。挙げ句に、どうなったかお前も知っているだろ？」

　伊織は大きく頷うなずいた。言われてみれば確かに、大和行幸は軽挙が過ぎる。朝廷に深く人脈の根を伸ばしていた長州ならば、孝こう明めい天皇が大の佐さ幕ばく派はであることを知っていて当然だ。志士の間で声望が高くとも、久く留る米め水すい天てん宮ぐうの元宮司で、戦略家としての才が乏とぼしい真木和泉いずみに旗はたを振らせたことも納なつ得とくがいかない。事を手堅く運ぶ小五郎が、そんな馬ば鹿かな真ま似ねを良しとするはずがなかった。

　大和行幸から始まる長州の転落を、偽の小五郎が画策したと考えるのが、自然な流れだ。東とう方ほう聖せい堂どう会かいとの繫つながりもある男の正体と目的は気がかりだが、同じぐらいに知りたいことが伊織にはあった。

「本物の桂さんは、何をしてるんです？」

「聖堂会の連中に付け狙ねらわれて、藩はん邸ていに近づけないそうだ」

「今は何ど処こに？」

「居場所を教えてくれなかったから俺にも分からん。水みず臭くさいと思ったが、懸けん命めいな判断だったよ。もし教えられていたら、奴やつらに居場所を無理やり喋しやべらされていたはずだからな」

　偽の小五郎が何を企たくらんでいるにしろ、本物が現れれば全てが御ご破は算さんになる。血ち眼まなこになって探しているのは、想像に難くない。伊い織おりが、必死に隠れているだろう彼を聖堂会の追っ手に先んじて見つけるのはまず不可能だ。心配ではあるが、今の時点で、小こ五ご郎ろうの命を救えるのは、小五郎しかいない。

　暫しばし黙もくした俊しゆん哉やが、意を決した表情で口を開いた。

「久く世ぜ、布団をめくってみろ」

「冷気は身体からだに毒ですよ」

「そんなことは構わん。俺の姿を目に焼き付けておけ」

　口振りからして、ただの怪け我がではないのは確かだった。躊ちゆう躇ちよする伊織を見上げ、俊哉が顎あごを動かし、早くやるよう促うながす。

「では」

　言って布団をめくった伊織は、忌いまわしい魔ま導どうの技わざを目まの当たりにし、絶句した。

　俊哉の首から下が、犬ほど大きい蛞蝓なめくじの胴どう体たいに変わっている。ぬらぬらと光る白い肌が、俊哉の息づかいに合わせて小さく上下していた。肉ひだが意識的か、無意識的かは分からぬが、波打つように絶えず動いている。

「何てことを……」

　言葉の代わりに喉のどをせり上がってくるのは、激しい嘔おう吐との感覚だった。これ以上は凝視出来ず、布団を俊哉の身体からだに掛け戻す。

「一いつ切さい合がつ切さい喋しやべらされた後、あの男に新しい術の実験に力を貸せと言われたんだ。目覚めたら、こんな姿さ」

　そう言って浮かべた笑みが余りに痛々しく、伊織の胸を締めつけた。この禍まが々まがしさは、間違いなく禁きん呪じゆだ。しかし、詳しよう細さいが分からなければ、術を解ときようがない。偽にせの小五郎を捕らえ、解呪の方法を聞き出すまで、俊哉はこのままだ。

「言っておくが、同情はするなよ。これは相応の罰ばつだ。ろくでもないことの片棒を担かついじまったからな」

「ろくでもないこと？」

「食い詰めの浪ろう人にんを数え切れないほど口く説どいて、京の南にある笠置かさぎ山やまの奥深くに連れていった。でも、山を下りてきた奴やつは一人もいない。あの偽者がきっと、禁呪の実験に使ったんだ。そうと知らずに俺は……」

　俊哉は言って、口くち惜おしそうにひび割れた下唇を嚙かんだ。

　掃はいて捨てるほどいる浪人が、洛らく中ちゆうから消えても訝いぶかしむ者などいない。浪人も浪人で、倒とう幕ばく派はの大立者である桂かつら小五郎の名を聞けば、同行を拒絶出来るわけがなかった。

「桂さんが偽者だと、藩はん邸ていに伝えたのですか？」

「もちろん、伝えた。だが、信じてもらえず、俺は奴に捕らえられ、化け物にされちまった。直接話した蔵元役の北ほう條じようどのが通じていたのか、それとも、別の誰かに漏もらし、そいつが偽者に耳打ちしたかは分からん」

　とは言っても、京きよう都とと大おお坂さかの藩はん邸ていに詰めている藩士全員が、籠ろう絡らくされているとは考えにくい。父遠えん水すいの失政を覚えている者も多く、歓迎されぬにしても、門を叩たたいて藩邸に乗り込む方法が一番の得策ではなかろうか。

　黙り込む伊い織おりの心中を見抜き、俊しゆん哉やがたしなめる。

「無む駄だなことを考えるなよ。八や巻まきどのが藩邸に探りを入れたところ、俺は幕府の犬で、桂かつらさんにあらぬ嫌疑を被かぶせようとしたことになっているらしい。あいつが画策した大和やまと行ぎよう幸こうを最後まで反対していた久く坂さかさんが、七しち公く卿ぎようと一緒に長ちよう州しゆうに落ちた今、お前が藩邸に乗り込んだところで、誰も信じないぞ」

　伊織は返す言葉が見つからず、下唇を嚙かんだ。俊哉が、幕府の走そう狗くとして烙らく印いんを押されてしまっているのは厳きびしい。ただでさえ、信用のない自分が、彼を弁護しても、聞く耳を持つ者は皆無だろう。

　悔くやしさの余り、拳こぶしで腿ももを叩いた伊織に、俊哉が首を傾かたむけた。

「だが、このまま奴やつを放置すれば、長州は奈落の底に引きずり込まれる。久く世ぜ、腹立たしいが、お前しか頼ることが出来ん。あの男を捕らえ、白日の下もとに正体を晒さらしてくれ」

　偽にせの桂を放置すれば、長州並びに天下の災難になりかねない。安やす請うけ合いすることではないが、悩むことでもなかった。

「分かりました。やりましょう」

　伊織は俊哉の瞳をとらえ、声に力を込めて答えた。厄やつ介かい事ごとは御ご免めんだが、これは例外だ。礼れい蔵ぞうの力を借りることになるだろうが、暗あん躍やくする偽の小こ五ご郎ろうを見逃すわけにはいかなかった。

「頼んだぞ」

　頷うなずいた俊哉の眼光が、僅わずかに緩ゆるんだ。伊織を見つめたまま、ぽつりと呟つぶやく。

「そうだ。お前には、あと一つ言っておくことがあったな」

「何でしょう？」

「お前の妹のことは、すまなかった。攫さらわれたと分かってすぐに俺が、助けに行っていたら、あんなことにならなかったはずだ」

　唐とう突とつな謝罪に、伊織の目が丸くなる。彼が、あの日のことを悔やんでいたとは今の今まで思いもしなかった。

「何を勘かん違ちがいされているんです？　妹は、病やまいに倒れたんですよ」

「噓うそをつくな。病にしては、死ぬのが早すぎる。本当にすまなかった」

　勘違いだと繰り返したものの、言葉が続いて出てこなかった。

　俊哉が、息を吐はきながら瞼まぶたを落とす。

「これでやっと死ねるな……」

「馬ば鹿かなことを言わないで下さい」

　俊しゆん哉やがやおら両眼を開いた。鬼火が消え去り、瞳の底が新月の夜のように静まっている。

「久く世ぜ、長ちよう州しゆうを救えよ」

　彼の意図を察し、身を乗り出したが間に合わない。

「俊哉さん！」

　舌を嚙かみ切った俊哉の口の端から、紫色の血が糸を引いて流れ落ちた。




　一階の奥座敷に戻った伊い織おりは、冬とう馬まと礼れい蔵ぞうに俊哉の自死を告げた。

　伊織が頼む前に、手て代だい数人が異形の遺い体たいの始末をつける為、二階へ駆け上がっていった。治ち癒ゆ魔法を尽つくせば、一命を取り留めさせることが出来たのでは、という後悔もある。しかし、あの姿を見た後では、彼の本意に逆らうことは不可能だった。救えなかったことの代だい償しようではないが、せめて遺い灰はいは長州に帰してやりたい。

　冬馬が時し化けた表情で、ぼりぼりと後ろ頭を搔かき、伊織に尋たずねる。

「あいつは何を話して死んだんだ？」

「全部話すが、その前にお前に見てもらいたいものがあるんだ」

　そう答えてすぐ襖ふすまが開き、若番頭の藤とう次じが中へ入ってきた。俊哉の告白の裏を取る為、取ってくるよう頼んでおいた一枚の手配書が、伊織の手に渡る。

　怜れい悧りな瞳も、すっきりとした鼻筋も、よく描かれていた。

（これなら別人と間違うことはないな）

　後は幻術を破る赤せき眼がんで真実を見ていた冬馬が、どう答えるかだ。瓜うり二つの出来映えに感心しつつ、人相書きを彼の膝ひざ元もとに置く。

「この男に見覚えはあるか？」

　赤眼で穴あなが空あくほど見つめてから、おもむろに問い返す。

「知らねえな。誰なんだ？」

「桂かつら小こ五ご郎ろうだ」

　一瞬の間を置き、冬馬の紅あかい瞳に光が奔はしった。

「あの男、偽にせ者ものだったのかよ」

　伊織は頷うなずき、俊哉から聞いたことを全て明かした。冬馬が鼻息を荒くし、胸の前で掌てのひらに拳こぶしを打ちつける。

「そりゃあ、何としても捕まえなきゃなんねえな。やろうぜ、伊織」

「そうだな」

　気負いを見せず、応じたが、伊織の胸には期するものがあった。武ぶ州しゆう屋やの一件から二ふた月つきほどしか経たっておらず、冴さえを失った心の傷は未いまだに癒いえていない。

　礼蔵が振り返り、渋しぶ染ぞめの文ふ机づくえから筆と墨すみ壺つぼと半紙を取り出した。藤次を手招きして傍らに座らせ、冬馬に言う。

「人相を描かせますので、偽にせの桂かつら小こ五ご郎ろうの顔について詳くわしく話して頂いただけませんか？」




　冬とう馬まが語り終えると、藤とう次じはさらさらと筆を走らせ、完成した人相書きを伊い織おりたちに差し出した。端整な顔立ちなのは小五郎と同じだが、鼻び梁りようと口元の力強さがまるで違う。瞳にしても尊大さが匂におい立っており、似ても似つかなかった。

「何ど処こからどう見ても、桂さんじゃないな」

　伊織は言って、唇を引き結んだ。武ぶ州しゆう屋やの事件の直後、冬馬が小五郎の容よう貌ぼうについて、気になることを言った。しかし、河原で見た異能力を解明する鍵かぎだったので、関心がその一つに集中してしまい、人相書きを作る発想には至らなかった。あの時、少し広い視野で物事を見ていれば、すぐに偽者だと気づけたはずだ。

　悔しがる伊織の隣となりで、冬馬が生なま乾がわきの墨すみが光る人相書きをしげしげと見つめ、満足そうに頷うなずいた。

「いい出来だ。やるなあ、藤次」

　額ひたいの汗を拭ふき恐縮する若番頭に、礼れい蔵ぞうはねぎらいの言葉を掛け、帳ちよう場ばへ戻るよう命じた。描き出された男の顔を見た直後から、彼の表情の色が優すぐれない。伊織は、偽の小五郎が誰か分からぬが、礼蔵は違うようだ。

「八や巻まきどの、心当たりがおありのようですね？」

「あるにはあるのですが……」

　言葉を濁にごし、口を閉ざす。

「何が引っ掛かってるんだ？」

　冬馬に問われて尚、礼蔵は懐ふところ手でで腕を組み、沈ちん黙もくを続けた。低く唸うなってから、いかにも腑ふに落ちないと言った口調で答える。

「似た男をよく知っているのですが、死人なのです」

　礼蔵は、いい加減なことを言う男ではない。それを熟知している伊織は何と返すべきか迷ったが、冬馬が一刀で断じる。

「悩むことはねえよ。こうやって悪事を働いているってことは、生きてる証しよう拠こだ。それに正しよう蓮れん寺じ川がわであいつを臍へそまで斬きり下げたが、死ななかった。東とう方ほう聖せい堂どう会かいと関わりのある連中は、まともな考え方では縛しばれねえぞ」

　少々乱暴な論法だが、的は外れていない。

「八巻どの、その死人の名を教えて下さいませんか？」

　伊織に促うながされ、礼蔵は、すっきりとしない顔のまま懐手を解いた。

「庄しよう内ない藩はん郷ごう士し、清きよ河かわ八はち郎ろう。お二人も名前だけなら、耳にされたことがあるのでは？」

「俺は知っている。伊織はどうだ？」

　残念ながら聞き覚えがなく、伊織は首を振る代わりに肩をすくめた。

「しゃあねえなあ。俺が教えてやるよ」

　偉えらそうに言い、胡座あぐらを外して立て膝ひざを抱いた。

　庄しよう内ない藩はんという土つち臭くさく雪深い北国に生まれながらも、清きよ河かわ八はち郎ろうは、稀き代だいの出来物として尊そん攘じようの志士たちに広く知られる存在である。剣を取らせれば北ほく辰しん一いつ刀とう流りゆうの達人、学問は麒き麟りん児じたちがひしめく江え戸どですら凌しのぐ者は少なく、文武を兼ね備えた才覚は天下一と名高い。

　横よこ浜はまの外国人居留地を焼け討うちした猛もう烈れつな攘じよう夷い論者であり、諸国を遊歴しては数多あまたの志士と交って、得意の弁べん舌ぜつで京けい畿きへと誘い、巷ちまたに流血の雨を降らせた。清河の真意を知り、袂たもとを分かつことになったが、土ひじ方かたや沖おき田たら壬み生ぶ浪ろう士し組ぐみの面々も口車に乗り、武ぶ州しゆうの田舎いなかから剣をひっさげ京へ来ている。

　腹に陰いん謀ぼうを秘しながら堂々と幕ばく臣しんとも渡り合う彼を、胆たん力りよくがあると賞賛するか、蝙蝠こうもりの如ごときと罵ば倒とうするかは、人それぞれで評価は一致しない。英雄の才と策謀家の奸かん知ちを合わせ持ち、乱世の群ぐん雄ゆうの中でも、ひときわ異質の輝きを放つ人物だった。

「春先に江戸へ戻ったという噂うわさを聞いたのが最後で、死んだとは聞いちゃいねえ。まあ、恨みを買うのが得意な男だから、いつ何ど処こで殺されてもおかしくないがな」

　そう締しめくくった冬とう馬まに、伊い織おりが得心のいかない顔で訊きく。

「えらく詳くわしいな」

「これくらい当たり前だ。俺だって、志士の端はしくれだぜ」

「よく言うよ。用心棒稼業に精を出し、町娘から見み初そめられることが、志士の本分なのか？」

　伊織は、棘とげのある言い回しで冬馬をやり込め、礼れい蔵ぞうに話を向けた。

「清河が死んだという話の出所は確かなのですか？」

「直接手を下したわけではありませんが、信用に足る筋から話を聞きました。最後は江戸で講こう武ぶ所しよの剣術師し範はん、佐さ々さ木き只ただ三さぶ郎ろうどのの手で斬きられたそうです。余人ならいざ知らず、練れん達たつの佐々木どのが、標的に息があるのを見逃すわけがありません。それに我々も松まつ江えのことがあるまで、清河を追っていましたから、彼の性格は知っています。あの攘じよう夷い狂ぐるいが、東とう方ほう聖せい堂どう会かいと手を結ぶとは思えぬのです」

　伊織から手痛い言葉を浴びた冬馬が、ふて腐くされた顔で反論する。

「この時世だ。宗しゆう旨し替がえも別に珍めずらしいことじゃないぞ。魔法の力を思い知れば、誰だって純粋な攘夷の無理に気がつく。それにだ。間違いなく、正しよう蓮れん寺じ川がわで嫌いやというほど見た太刀筋は、北辰一刀流だった。清河と言えば、玄げん武ぶ館かんの虎とら、免許皆伝の腕前だ。偽の桂かつらの正体は、奴やつに違いねえ」

　伊織も、聞いたばかりの清河の評と三度相対した偽の小こ五ご郎ろうに重なりあうものがあった。人を操り、利用することになれた男の獣けものの如ごとき悪あく臭しゆうが、今も鼻奥から消えていない。

「清河の正体があれなら、何の不思議もないか……」

　と独りごつと、礼蔵は一ひと頷うなずきし、目元を覆おおっていた迷いの霧を晴らした。

「解とけぬ謎なぞについては、偽にせの桂かつら小こ五ご郎ろうを捕らえれば分かることですし、今ここで悩んでも意味はありませんな」

　冬とう馬まは偉えらそうに頷うなずき、礼れい蔵ぞうに尋たずねる。

「で、肝心の偽者が、何ど処こにいるか見当はついてないのか？」

「一つ当たりをつけているところがあります」

「まさか笠置かさぎ山やまじゃないよな？」

　冬馬が、念の為といった口調で訊きいた。俊しゆん哉やを取り逃がした偽者が、そんな場所に留まるはずがない。思った通り、礼蔵の答えは否いなだった。

「中なか司つかさどのを保護したのが、笠置の山中なんです。柳生やぎゆう藩はんに手兵を借り受け、大規模な山狩りを行いましたが、ねぐらがあったと思おぼしき焼け跡しか見つかりませんでした」

　冬馬が畳たたみに片手をついて身を乗り出す。

「じゃあ、何処なんだ？」

「吉よし野のです。天てん誅ちゆう組ぐみのことは、ご存知ですかな？」

「馬ば鹿かにするなよ。知ってるに決まってるだろ」

　大和やまと行ぎよう幸こうに呼応し、暴発した尊じよう攘いの志士の典型が天誅組である。禁きん門もんノの政せい変へんの四日前に、公家の中なか山やま忠ただ光みつを奉じて倒幕挙兵を敢かん行こう、雪崩なだれと化して五ご條じよう代官所を襲撃し、代官を殺害した。が、勢い乗って押し寄せた高たか取とり城じようの攻略に失敗し、天然要よう害がいの地である吉野へと敗走。自分たちが御み輿こしとして担かつぎ上げるはずだった孝こう明めい天皇に追つい討とう令れいを出され、現在は圧倒的な兵力を誇る幕軍の包囲下にあると、大坂にも生い駒こまの峰みねを越えて伝えられていた。

　礼蔵は、いらぬことを訊いたと恐縮し、肉厚の背を丸めた。余計な説明を加えず話を戻す。

「先日、大和にいる部下から、天誅組の陣中に桂と似た男が出入りしているという報告があったんです」

「それは、見過ごせませんね」

　伊い織おりは、目元を厳しくした。何の目的で天誅組と行動を共にしているかは分からないが、偽の小五郎が大和行幸に関わっていたという俊哉の証言もあったので、突とつ飛ぴな話ではない。

「私もそう思い、真偽を確かめるべく、丹に乃のを天誅組が本陣を置いている吉野へ向かわせました」

　丹乃と聞いて、伊織の眉まゆ尻じりが無意識に、ぴくりと跳ねた。

　礼蔵の一人娘で、忍びの技のみならず、高位の召しよう喚かん魔法を駆く使しする少女。

　夏の終わりに淀よど川がわの岸で見かけて以来、顔を合わせていない。出会った当初ほどではないが、出来るだけ関わりたくないというのが正直な気持ちだ。

　しかし、顎あごに手を当て考え込んでいるのは、別のことである。

「じゃあ、俺たちも後を追おうぜ」

　間かん髪はつ入いれずに言った冬馬に、礼蔵が申し訳なさげに顔を向ける。

「それが、私は当分、京を遠く離れることが出来ないんです」

　禁きん門もんノの政せい変へんによって行き場を失った尊そん攘じようの志士たちは、窮きゆう鼠そとなったが故ゆえに、不穏な噂うわさが絶えない。中には御所を襲って天皇を奪い、倒幕の大おお戦いくさを起こそうと企くわだてているというものもあった。偽にせの小こ五ご郎ろうは軽視出来ない存在だが、要の京で凶事が勃ぼつ発ぱつしては意味がなく、礼れい蔵ぞうが大和やまとに下れないのは、やむなき事だ。

「厚かましい話とは、重々承知しておりますが、お二人にすがるしか術すべがございません。娘が、偽の桂かつら小五郎を探り出し、捕ほ縛ばくするのを助けて頂いただけないでしょうか？」

「水みず臭くさい言い方はよせよ。吉よし野の行きは、俺たちに任せてくれ」

　冬とう馬まはそう請うけ負おい、瞳で同意を相棒に求めたが、伊い織おりは黙り込んだままだった。首を捻ひねり、うつむく少女を覗のぞき込む。

「どうしたんだ？　気乗りしない顔して？」

　伊織は顎あごから手を放し、礼蔵へ顔を向けた。

「私が望むのは、桂さんの偽者を捕らえることだけです。丹に乃のどのと合ごう力りきし、天てん誅ちゆう組ぐみごと討とう伐ばつするという話ならお断りしますよ」

　高位召しよう喚かん士しである丹乃と力を合わせれば、砦とりでの一つや二つ造作なく捻り潰つぶせるだろうが、そこに偽の小五郎がいるかどうかは分からない。伊織の標的は彼一人であり、幕軍の代わりに天誅組を討伐するなど、まっぴら御免だった。

「これは言葉足らずでしたね。そんなことをお願いするつもりはございませんから、心配しないで下さい」

　言って丸い背を伸ばした。

「そもそも、私自身は、天誅組を殲せん滅めつすることに反対なんです。多くの人間が、彼らを憂ゆう国こくの志士と見なしています。それを残らず攻め滅ぼしたとなれば、非業の死に心打たれ、天誅組に続こうとする輩やからを生み出しかねません。いつまでも吉野に居座られたり、京に攻め上られたりするのは論外ですが、押し寄せた幕軍に恐れをなし、何ど処こぞへ散ってくれるのが一番です。なので丹乃にも、強こわ押おしをせぬよう厳命しています」

　花よりも実を取るという隠おん密みつの礼蔵らしい考え方だった。これで胸の内は晴れたが、別の問題がある。

「ならば、どうやって天誅組の陣中に乗り込むかが問題ですね。丹乃どののように、私たちは忍の技を使えませんから、義挙に賛同した志士を名乗って陣中へ入るしか良い手がないように思います。ですが、私と冬馬では、志士としての経歴もなければ凄すごみもありません。手ぶらで門前に立っても、怪あやしまれて砦とりでの扉は開かないはず……」

「ご安心を。手は打ちます」

「どのような？」

「天誅組の主力は十と津つ川かわの郷ごう士しですが、土と佐さ藩はんの郷士も多く参加しているのはご存知でしょうか？」

「噂うわさは聞いています。京きようや大おお坂さかに潜せん伏ぷくしていた郷ごう士しがこぞって合流したらしいですね」

　急転直下の政変を受け、最も悲劇的な立場に追い込まれたのが、他でもない土と佐さ藩はんの郷士たちだった。その由ゆ縁えんを辿たどると戦国の世の終わり、徳とく川がわ幕府の黎れい明めい期まで遡さかのぼることになる。

　四国一の武門、長ちよう宗そ我か部べ家の命運は、戦わずして敗れた関せきヶが原はらの戦いを境に坂から転がり落ちた。勝者徳川家いえ康やすの命でお家取り潰つぶしになり、土佐二十万石ごくは没収。捲けん土ど重ちよう来らいを謀はかった最後の当主盛もり親ちかも、大坂夏の陣で史書に残る猛もう勇ゆうを示したが、力尽きて捕らえられ、京の三さん条じよう河が原はらで子女と共に斬ざん首しゆされた。

　土佐の地に残った長宗我部家の家臣たちは、関ヶ原の功により遠えん州しゆう掛かけ川がわから移封となった山やま内のうち一かず豊とよを主君として戴いただくことになるが、さしたる武ぶ勲くんもなく世渡りの巧うまさだけが取とり柄えといっていい新しい主に悉ことごとく反発した。対して一豊は、譲歩では状況を打開出来ぬと判断し、彼らを徹てつ底てい的な弾だん圧あつ政策によって抑え込んだ。その一つが山内家の家臣を上士、長宗我部家の遺い臣しんを郷士とする身分制度で、後者は貧困の中、前者に絶対的な服従を強しいられた。蔑べつ視しと憎悪が連綿と育はぐくまれた結果、上士と郷士は、決して交わることがない水と油と化した。

　必然的に差別的身分制を打倒すべく、風雲の時流に多くの郷士が祖国を捨てて身を投じ、過激な尊そん攘じようの志士となった。大和やまと行ぎよう幸こうにより始まる回天の戦いくさを誰よりも望んだ土佐郷士たちだったが、禁きん門もんノの政せい変へんにより彼らを保護していた長ちよう州しゆう藩が没落したことで、日ひの本もとに居場所がなくなる。他藩の志士ならば、祖国へ逃げ落ちることが出来たのだが、政変の影響で尊そん皇のう攘じよう夷い派はの土と佐さ勤きん皇のう党とうが瓦が解かいし、公武合体派の現当主山やま内うち容よう堂どう肝きもいりの上士たちが藩はん政せいを掌しよう握あくした為、故郷は最も危険な場所になっていた。進めども退ひけども地じ獄ごく。天下の孤こ児じとなった彼らが、無む謀ぼうな試みと知りつつも、天てん誅ちゆう組ぐみへ大挙して参加したのは、このような理由があった。

「実は、天誅組の陣中に桂かつら小こ五ご郎ろう現るの一報を受けてすぐ、縁のある土佐藩の郷士に本陣への案内を頼み、承しよう諾だくしてもらっているんです。相手は難敵。丹に乃のが敵中に忍び込んでも、一人では手の施ほどこしようがありませんから」

　如い何かにも礼れい蔵ぞうらしい、手回しの良さだ。偽の紹介状よりも、土佐の郷士を伴っていた方が遙はるかに有効だろう。

「訊きくと彼は、天誅組の総裁の一人、土佐藩郷士吉よし村むら寅とら太た郎ろうの知己らしいんです。久く世ぜ先生と冬とう馬まさんは、彼の御お供ともということにすれば、無下にはされないはずです」

「心強い話ですが、その方は八や巻まきどのが公儀に仕える身と知って尚、力を貸すと承諾されたのですか？」

「もちろんです。こちらが公儀の為に働いていると打ち明けておかなければ、不測のことが起きた場合に支障が生じますからね」

　礼蔵はさらりと言ったが、土佐藩の郷士は判を押したかのように尊攘の志士が多く、自藩と幕府を敵視するのが常だ。公儀方の人間と知って力を貸す土佐郷士が、この世にどれほどいるだろうか。

「その方、何者なのですか？」

「友人の弟子で、今は公儀が設立した神こう戸べ海かい軍ぐん塾じゆくの塾じゆく頭とうをやっています」

　礼れい蔵ぞうの答えに、冬とう馬まが苦笑する。

「海の男と一緒に吉よし野のの山奥に入るとは、妙な具合だな。しかし、よくこんな物騒な仕事を引き受けてくれたもんだぜ」

「腕は私や丹に乃の以上に立つ御ご仁じんですからね。肝きもの太さも天下一。私が頼むと、二つ返事で引き受けてくれました」

　礼蔵と丹乃の力は、魔物に互ごする。興味深げに赤せき眼がんを輝かせた冬馬に笑みを返し、礼蔵が言葉を継いだ。

「それに吉野行きに関しては彼の意思なんです。天てん誅ちゆう組ぐみに加わっている同郷のご友人たちを説得し、海軍塾に引き込みたいとのこと。彼にとって砦とりでへの手引きは、ついでの仕事なんですよ」

「天誅組の人間を説得ですか……」

　伊い織おりは、男の命知らずに呆あきれ、語尾が霞かすんだ。

　幾いくら同郷の士でも、山深く追い詰められて殺気だつ天誅組の面々に、尊そん皇のう攘じよう夷いの旗はたを降ろして幕府に鞍くら替がえしろと説得するつもりとは恐れ入る。肝の太さに関しては、本当に天下一かもしれない。

　しかし、そうなると男の供ともに化けている伊織たちも、安あん穏のんとした身ではいられない。今回の吉野行きは、難事が雨の如ごとく降り注ぐことになりそうだ。

　伊い織おりが鼻から溜ため息いきを漏もらし、礼蔵に尋たずねた。

「その方とは、いつ引き合わせて頂いただけるのでしょうか？」

　昼八つの鐘を聞きながら、礼蔵が首を傾かしげる。

「午後の一番には、お越しになるはずだったんですが、遅いですなあ」

　店の方から馬ば鹿かに大きな声が聞こえてきた。

「おう、ここじゃな。八や巻まきさんはおるがか？」

　土と佐さの訛なまりだった。噂うわさをすれば、待ち人が来たらしい。

「この声……」

　冬馬が鶴のように首を伸ばし、足音が近づいてくる廊下へ顔を向けた。心なしか瞳の輝きが増しているように見える。

　礼蔵が、膝ひざの上でぽんと掌てのひらを打った。

「そう言えば、冬馬さんが修行されたのは、同じ桶おけ町まちの道場でしたね。ひょっとしたら、お知り合いかもしれませんな」

　襖ふすまが開き、大きな男が癖くせ髪がみを搔かきつつ中へ入ってきた。海風が吹き込んできたかのように、にわかに潮の匂においが座敷に漂ただよう。

「八や巻まきさん、遅れてすまん。ちと道に迷うた」

　南海の生まれに似つかわしい太い眉まゆと浅黒い肌。柔和な瞳と微笑を含んだ口元は、陽気な性格を感じさせた。歳としは恐らく三み十そ路じ手前といったところだろう。上うわ背ぜいは六尺しやくを超え、胸板も厚い堂々の偉い丈じよう夫ふだが、身なりが余りに酷ひどい。大波打って暴れる癖くせ髪がみの結い方が、だらしなさ過ぎる。小こ袖そでも袴はかまも着た切り雀すずめらしく、潮と垢あかでまみれていた。

　伊い織おりが眉根を寄せたのも無理なく、目の前に現れた大男は、とても大公儀の海かい軍ぐん塾じゆく塾じゆく頭とうには見えない。待ち人とは違うのではと訝いぶかしむ伊織の隣で、冬とう馬まが飛び跳ねるようにして立ち上がった。

「龍りよう馬まさん！」

　男がぽかんと口を開けた。

「冬馬、何でおまんが、ここにおるがよ」
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　男の名は、坂さか本もと龍馬と言った。

　江え戸ど遊学中、北ほく辰しん一いつ刀とう流りゆうの創始者千ち葉ば周しゆう作さくの弟、定さだ吉きちのもとで剣を学び、塾頭を務め、免許皆伝の腕前だという。冬馬とは十も歳が離れており、同時期に師事していたわけではないが、龍馬が定吉一家を訪たずねた際、道場に顔を出して赤眼の少年に稽けい古こをつけてやったそうだ。

　冬馬曰いわく、防具一式をつけながら竹刀しないの一打で殺されるかと思ったのは、後にも先にも彼だけとのこと。鬼のように強いが、仏のように大らかで兄のように面倒見も良く、短い間ながら随ずい分ぶん可か愛わいがってもらったらしい。

　小こ千ち葉ばの兄弟弟子が再会を祝した後、伊い織おりは再度、八はつ海かい堂どうの奥座敷で俊しゆん哉やの告白を語り、龍りよう馬まからも話を聞いた。その中で伊織は、彼が桂かつら小こ五ご郎ろうと旧知の仲と知り、人の縁えんの連なりに驚いた。若かりし頃の剣術試合で対戦して以来、何かと交流があったそうだ。

　友人が行方不明になり、その偽にせ者ものが跋ばつ扈こしていると聞かされた龍馬は、改めて礼れい蔵ぞうの申し出を快かい諾だくし、伊織たちを天てん誅ちゆう組ぐみの砦とりでに連れて行き、必要があれば荒事にも力を貸すと約束してくれた。

　ならば急ぐにこしたことはない。そう意見が一致し、八海堂から直接吉よし野のへ向かうことになった。

　礼蔵が用意してくれた旅道具を下げ、街道を進むこと二日。三人は二ふた上かみ山やまの南なん麓ろく、竹たけ内のうち峠とうげを越え、大和やまとの地を踏んだ。

　初日とは打って変わり、秋晴れの空が伊織たちの頭上に広がっている。山の木々は黄色く色づき、目に楽しかった。吹き下りてくる風は冷たいものの、ぽかぽかとした陽射しのお陰で苦にならず、一行の足取りは軽い。

　太陽が紺こん碧ぺきの空の頂点を極きわめた頃、伊織たちは、古いにしえの時代に天上の神々が住んだとされる金こん剛ごう山ざんの中腹、高天原たかまがはらを進んでいた。山道の西にし斜しや面めんは麓ふもとまで見渡す限り、稲いな穂ほが頭こうべを垂らす田園である。点在する小さな集落からは、炊すい煙えんがたなびいていた。

　先を急ぐ三人は、歩きながら握り飯を頰ほお張ばり、昼ひる餉げはすました。夕刻には天誅組が代官所を襲撃した五ご條じように到着する予定である。今晩は旅籠はたごに泊まって英気を養い、吉野へは明朝分け入ることになっていた。

　慌あわただしい旅路だが、賑にぎやかな龍馬のせいで会話が途切れることはない。冬馬が風変わりな兄弟子を慕したう理由が、伊織にも何となく分かり出してきた。

「清きよ河かわさんのことは知っちゅうよ。同門でも道場が違ったから、手合わせは数えるほどしかしとらんがの。去年の夏、京の酒席で顔を合わしたのが、最後じゃ」

　龍馬は言い、よれた襟えり元もとに手を入れ、胸を搔かいた。昨夜の宿屋で袴はかまにこぼした味み噌そ汁しるが染みとなっていたが、本人は一向に気にしていない。ちなみに、伊織と同じく洒落しやれた洋よう靴ぐつを履いているが、言うまでもなく泥だらけで、黒革ではなく茶革に見える。

　冬馬を挟はさんで並び歩く伊織が、彼に首を傾かたむけた。

「清河は、どんな男でしたか？」

「利口な人じゃな。頭の悪い儂わしは、何を聞いてもさっぱりじゃった」

　龍馬は言って、空に向かって笑みを弾はじかせた。本当に馬ば鹿かなのかは判断がつきかねるが、万事この通りで偉えらぶるところがない。言葉の裏に意味を隠すこともなく、気持ちの良い男である。

「桂さんの偽者が、清河だと思いますか？」

「何とも言えん。清きよ河かわさんは、鵺ぬえのように正体の分からん人やきに」

　そう答えたところで上り道が終わり、見晴らしの良い草原に出た。そこだけぽっかりと開き、風に白い穂を揺ゆらす芒すすきに三方を囲まれている。麓ふもと側がわだけは谷へと落ち込み、下草に覆おおわれた急斜面となっていた。

　立ち止まった龍りよう馬まが眼を細め、額ひたいに手て庇ひざしをあてがう。南の空の下に、大海の如ごとき吉よし野のの山々が見えた。

「おおっ、絶景じゃのう。高天原たかまがはらとはよう言うたもんじゃ」

　まるで雲の上から眺めているような神々しい景色だった。稜りよう線せんが、なだらかに高さを増しながら幾いく重えにも重なり合い、彼方かなたまで続いている。

　口を閉ざして心ゆくまで高天原の眺めを楽しんでから、誰先となく歩き出す。

　冬とう馬まが、自分よりも頭半分背が高い兄弟子を横目で見上げた。

「ところで、龍馬さん。ずっと訊きこうと思ってたんだけど、どうして船乗りなんかになったんだよ」

　微かすかながら不服の響きがある。かつて怯おびえるほど強かった龍馬が、剣の道に進まず、海へ出てしまったことが気に入らぬようだ。

「勝かつ先生に出会って、儂わしの考え方は変わったきに。これで出来ることには限りがあると分かったんじゃ」

　言って、腰に差している長刀の柄つかを掌てのひらで叩たたいた。

　名が出た勝先生とは、礼れい蔵ぞうの友人で公儀の軍ぐん艦かん奉ぶ行ぎよう、勝海かい舟しゆうのことである。尊そん攘じようの志士の間では、その開明さ故ゆえに悪評が高く、反対に佐さ幕ばく派はの中では、旗はた本もと一いちの切れ者だと評されていた。呆あきれたことに、売ばい国こく奴どを斬きるつもりで勝の屋敷に乗り込み、そこで説き伏せられ、弟子になったそうだ。

　冬馬が、得心のいかぬ声で尋たずねる。

「でも、わざわざ船乗りにならなくても、いいじゃないか」

　龍馬は気分を害した様子もなく、声に出して笑った。

「冬馬、あの巨大な清しん国を破った英吉利イギリスが日本と同じ小さな島国ということは、知っちうか？」

　頷うなずいた弟弟で子しに、問いを重ねる。

「じゃあ、何でそげに強いと思う？」

「そりゃあ、絶対的な武力を持つ魔法士が沢たく山さんいるからだろ？」

「半分は当たっちょるが、それじゃあ丸はやれんのう」

　言って顎あごを撫なでた龍馬は、弟に教え諭さとす兄のようだった。首を捻ひねり、柔らかな眼まな差ざしを伊い織おりに向ける。

「久く世ぜ君は、どうじゃ？」

「魔法は限られた者しか使えません。列強の強さは、それを万人が使えるように、魔法兵器の技術を高めたことと、魔法を動力に使って大量生産を可能にし、産業を発展させて国力を高めたからだと思います」

「おしいのう。当たっちょるが、それでは足らん。肝心なことが一つ抜けちょる」

　眉まゆ根ねを下げ残念そうに言うと、歩を早めて二人の前に出て振り返った。後ろ向きに歩きながら、唾つばを飛ばし熱く持論を語り始める。

「列強諸国は、魔ま動どう船せんを造り出して大おお海うな原ばらに乗り出し、貿易をしとるがよ。印度インドに清しん、世界中の国々で商売をして、富を吸い上げ、がっぽがっぽと金かね儲もうけじゃ。そのこじゃんとある金で、国力を更に高めちょる。日本も鎖さ国こくなんて馬ば鹿かな真ま似ねは終わりにして、どんどん海に出て外貨を稼がんと駄だ目めじゃ。そいじゃき、儂わしは勝かつ先生の下もとで操船術を習っちょる。これからの世を動かすのは、武士じゃなく船乗りぜよ」

　そう語気強く断言し、誇らしげに胸を反らした。

（面おも白しろいことを言う人だな）

　冷めた性格の伊い織おりでも、龍りよう馬まの言葉に魅力を感じた。人より感じることが多い冬とう馬まが、どんな気持ちかは容易に想像出来る。

　彼の横顔を見上げると、先程まで不満げだった顔つきが、見事に感心と憧どう憬けいのそれへと変へん貌ぼうを遂げていた。

　龍馬が、大きく両腕を広げる。

「なあ二人とも、神こう戸べ海かい軍ぐん塾じゆくに入らんか？　魔動船の操術をただで学べて飯も食える。幕府の紐ひもつきだが、こまいことは気にしちょったら太い男にはなれん。吉よし野のから帰ったら、儂と一緒に神戸へ行こう」

　そう誘われ、冬馬の瞳が浮き浮きと輝いた。

「どうする、伊織？」

　少女は向けられた熱い視線をさっと振りほどき、龍馬に答えた。

「お誘い下さったのはありがたいですが、私は止やめておきます。洪こう庵あん先生の下で、まだ学びたいことがありますし、長ちよう州しゆうにいる母にも仕送りをする必要がありますから」

　肩を落とした龍馬が、自分以上にしょんぼりとしている冬馬に尋たずねる。

「ほんに残念じゃが、おんしは来るじゃろ？」

　即そく頷うなずくと思いきや、奥歯を固く嚙かみしめ、何やら悩んでいるようだった。それを見かねて伊織が促うながす。

「行けよ、冬馬。大おお坂さかで用心棒暮らしをしているより、坂さか本もとさんについて行った方が、お前の為だぞ」

　突き放したような言い方だったが、心の内を明かすと、是ぜ非ひともそうして欲しかった。荒波に立ち向かう船乗りが、安全な仕事でないのは重々承知している。しかし、それ以上に、剣を片手に生きるような世界から、彼を引き離しておきたかった。

　伊い織おりの思いに気づく様子もなく、冬とう馬まが口ごもる。

「そりゃあそうだが、この呪じゆ紋もんのこともあるし……」

　彼の指差す胸には、祖父である大魔法士シーボルトによって、魔ま封ふうじの呪紋が肉深く刻み込まれていた。千を超える人食によって生み出される強大な魔人の力。それを抑え込む為の処置だが、凄せい惨さんな記憶を失っている冬馬に、未いまだ教えていない。抜き差しならぬ事態が生じぬ限り、永遠に隠しておきたかった。

「何か分かったら手紙を送って知らせてやる。お前が傍そばにいてもいなくても、呪紋の解呪方法が見つかるかどうか、結果は変わらん。無為に日々を過ごさず、坂さか本もとさんの下もとで有為に生きろ」

　そう強く言うと、冬馬が黙り込んでしまった。嚙かみ合わぬ両者の心を察した龍りよう馬まが、口を挟はさむことなく、後ろ歩きをやめて元の並びに戻る。

　何に迷っているのか訝いぶかしむ伊織の顔に、正面から強い風が吹きつけた。

　視線を前に向けると、見通しの良い草原が途絶え、山道が森の中へと続いていた。その入り口に聳そびえるブナの巨木の下で、半刻振りに見る旅人の姿があった。

　額ひたいに頭ず巾きん、腕に念珠、身に梵ぼん天てんの付いた結ゆい袈げ裟さを纏まとった山やま伏ふしだった。ブナの根元に腰を下ろし、焚たき火で焙あぶった鮎あゆにかぶりついている。他人の昼ひる餉げをじろじろ見るつもりはなかったが、瞳がすぐには離れない。僧でありながら魚を食らう生なま臭ぐさぶりが珍しかったのではなく、山伏が余りに若かったからだ。

　鋭い目つきのせいで大人びて見えるが、歳としの頃は十三、四といったところだろう。大おお坂さかで時々見かける山伏は、いかさまの祈き禱とうで金品を巻き上げ、酒を飲むような破落戸ごろつきばかりで、良い印象がない。だが、これが偏見で、古代からの山さん岳がく信しん仰こうの聖地である吉よし野の金きん峯ぶ山せんや熊くま野の三さん山ざんでは、厳しい修行を積む修験者たちがいることも知っていた。賢かしこそうな少年に見えるので、恐らく後者かと思われる。鮎を豪快に食っていたことについては、修験道が肉食を禁じていない為、香具や師しの類と断じる材料にはならない。

　伊織は、若い山伏から視線を沈ちん黙もくしたままの冬馬に戻した。

「何な故ぜ黙ってる？　ひょっとして湊みなと屋やの入り婿むこになりたいのか？」

「何で今、その話が出てくるんだよ」

　冬馬が口を尖とがらせ、顔を背けた。

　焼き鮎の腹をもしゃりと嚙み切った山伏が、すれ違おうとする旅の一行に気づき手を止めた。伊織たちは見ていなかったが、切れ上がった目め尻じりが、更に険しくなる。

　山道が、斜面に生おい茂しげる木々の間に入っていった。秋の心地良い陽光が遮られ、足下が急に冷え出した。

　冬馬が首を振り戻して尋たずねる。

「なあ、お前は俺がいなくて大丈夫なのか？」

「ああ、何の問題もないぞ。私はお前じゃないんだ。進んで物騒なことには関わらん。今回の吉よし野の行きで目的を果たせば、元の生活に戻るつもりだしな」

「いや、そうじゃなくて……」

　言って髷まげを搔かき毟むしる顔に、煮え切らぬ色が浮かんでいた。

　焦じれた伊い織おりが、彼の脇わき腹ばらを少し強めに肘ひじで突つく。

「何なんだ、はっきり言え。男だろ」

　そこまで言われ、冬とう馬まはむっとした表情を浮かべると、伊織を真まっ直すぐ見下ろした。

「俺は──」

　自や棄け気味の告白を、後背からの声が遮る。

「おい、そこの赤せき眼がん。ちょっと待ちな」

　喧けん嘩か調子の呼び止めに、伊織は何事かと振り返った。

　食べかけの鮎あゆを投げ捨てた若い山やま伏ぶしが、錫しやく杖じようを握り、こちらを睨にらんでいる。その視線が結ぶのは、ただ一人、赤眼の主だ。

　負けずとも劣らぬ鋭い眼光で、冬馬が睨み返す。

「坊ぼう主ず、俺のことか？」

「あんた以外に、誰がいるんだよ」

　怒りを煽あおるように言い、何かを透かし見るように両眼を細めた。銅どう環かんの鳴る錫杖を振りかざし、その先端を冬馬に向ける。

「それにしても、酷ひどい魔ま気きを背負っているな」

「祈き禱とうなら必要ないぜ」

　冬馬が、その手は喰わないとばかりに鼻で笑い飛ばしたが、彼の腸はらわたが煮え立っているのは、一目で明らかだ。子供相手に殴りかかりはしないと思うが、伊織の瞳は落ち着きなく両者を往復した。

　若い山伏は怖おじける気配なく、しげしげと見つめて独り頷うなずく。

「なるほど、人間じゃないのか」

　当たらずも遠からぬ言葉を聞き、伊織の小さな胸がざわつく。動どう揺ようを隠し、冬馬の前に出て強い口調で制した。

「くだらん喧嘩は買うなよ」

「分かってるさ」

　笑って、伊織を押しのけて一歩前に出る。

「俺は異人の孫だが、鬼の血は流れてねえぞ」

　と答えた冬馬を無視し、若い山伏は、伊織と龍りよう馬まを眺め、真ま面じ目めな声音で忠告する。

「あんたら、知らないようだから教えてやるが、こいつは人喰いの魔物だ。今すぐ離れた方がいいぜ」

（人喰い……）

　伊い織おりの顔から血の気が引いた。山やま伏ぶしお得意の虚きよ言げんが、たまたま正せい鵠こくを射ただけなのは分かっているが、胸の高鳴りが大きくなっていく。

　弟おとうと弟で子しへの無礼が腹に据えたのか、龍りよう馬まの表情も、厳しいものになっていた。

「おんし、人をからかうのは、それぐらいでやめちょき」

　若い山伏は肩をすくめ、微み塵じんも反省することなく、

「からかっちゃいないさ。事実だよ、事実」

　と、又も煽あおるように言った。

「てめぇ、いい加減にしろよ」

　怒りに火がついた冬とう馬まが歩き出す。伊織は駆け寄って、彼の袖そで口ぐちを摑つかんだ。腕を胸に抱きかかえ、元の方向へと力一杯に引っ張る。

「行こう、冬馬」

　少女の温ぬくもりと懸命な声こわ音ねにほだされ、冬馬の歩みが止まった。しかし、少年がそれを許さない。

「うまくたぶらかしたもんだな。そうやって人の皮を被かぶっておいて、腹が減ったら、犯して喰うのか？」

　伊織に腕を引かれ、下がりかけていた冬馬が、足を元に戻した。舌打ちし、怒気で赤く染まったうなじを揉もんだ。

「いいぜ、その喧けん嘩か買ってやる」

「おい、冬馬！」

　腕を強く抱き締めた伊織を見下ろし、冬馬が、心得顔で片眼をぱちりと瞬しばたたかせた。

「安心しろ。餓が鬼き相手に、手荒な真ま似ねはしねえよ。ちょっとケツをひっぱたいてやるだけだ」

　言って腕を振り解く。伊織は、少年に向かって歩き出した冬馬を追おうとしたが、少女の肩を大きな手が摑んだ。

「やらせちゃり。これは、向こうが悪いきに」

「坂さか本もとさん……」

　振り返った伊織に、龍馬が諭さとすように言う。

「冬馬も酷ひどいことはせん。それは分かるじゃろ？」

　確かにその通りで、返す言葉がなかった。相手は子供、しかも刃やいばを持たぬ山伏だ。錫しやく杖じようは武器と言えなくもないが、北ほく辰しん一いつ刀とう流りゆうの免許皆伝である冬馬の脅きよう威いとは成りえない。刀を抜くことなく、組み伏せるぐらいは朝飯前のことだろう。

　剣の技量が読めぬのは仕方ないとしても、体格差の不利は歴然である。にもかかわらず、若い山伏の尊大な態度は変わらない。

　緩ゆるやかに唇の端を引き上げ、冬馬を手招いた。

「ついて来い。広いところでやるぞ」

　言って踵きびすを返し、山道を戻っていく。冬とう馬まもあとを追い、森を抜けて草原に出た。

　金こん剛ごう山ざんの頂いただきから駆け下りてきた風が、枯かれた下草を揺らす。

「もうここらで、いいんじゃないか？」

　苛いら立だつ冬馬が腕を組み、立ち止まった。少年が振り返り、伊い織おりたちの姿を探す。二つの人影が、ブナの巨木の下で成り行きを見守ることにしたのを確認し、

「これだけ離れりゃ、巻き添えにせずすむか」

　と独りごち、歩みを止めた。道に錫しやく杖じようを突き、冬馬を再度手招く。

「来な、化け物」

「泣くなよ、糞くそ餓が鬼き」

　冬馬が拳こぶしの骨を鳴らし、近づいていった。

　少年は錫杖を構えず、胸の前に手を掲かかげ、指を組んで印を結んだ。何を考えているのか、修験道のものと思おぼしき呪じゆ文もんを声高らかに唱え始めた。

「ノウマク・サラバ・タタギャテイビャク・サラバ──」

「馬ば鹿かか、お前は」

　嘲あざ笑わらった冬馬だが、少年の指に深しん紅くの火か焰えんが迸ほとばしったのを見て、表情が固まる。

「──ウンタラタ・カンマン」
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　裂れつ帛ぱくの気合いと共に発せられた真しん言ごんが、草原の空気を震わした次の瞬間、冬馬の足を摑つかみ取らんと、地面から腕の形をした炎が立ち昇った。

「何!?」

　赤せき眼がんを見開き、後方へ跳ね飛んだ。が、新たな火か焰えんの腕が地から生はえ出て、冬とう馬まを襲う。

　ちっ、と舌打ちし、枯かれた下草の上を転がりよける。逃げる獲物を追い、炎が次々と大地から迸ほとばしり、かわされては大気に散った。

　地獄へと引き込まんとばかりに炎腕が伸びる。火の指先が袴はかまを掠かすめるが、摑つかませない。

　冬馬は大きく蜻蛉とんぼ返りを打ち、最後に生え出た炎腕を振り切った。

　少年が感嘆の口笛を鳴らし、指の印を解く。瞬またたく間に、下草に燃え移っていた炎が、空へと立ち昇る煙だけを残し、一いつ斉せいに消え去った。

「初見で火か界かい咒じゆをよけ切るとはな。やるじゃないか、化け物」

　そう賞賛しながらも挑発した少年の顔に、焦あせりの色はない。手応えのある敵と相まみえたことを喜んでいるように見えた。

　焼け折れた草が、風に舞い、冬馬の眼前を過よぎる。

「騙だまされたぜ。そんななりをしておきながら、魔法士だったのかよ」

　言って、鞘さやごと刀を引き抜いた。無む手てでは敵かなわぬというのは、打倒な判断である。

「勘違いするな。魔法士じゃねえ、修験者だ」

　少年が昂こう然ぜんと胸をそびやかせる。

「俺は金きん峯ぶ山せん寺じの法ほう鷲じゆ。魔を封ふう滅めつする者だ」

　そう名乗るや、錫しやく杖じようを地に叩たたき捨て、両手で印いん契げいを結んだ。

「ソンバ・ニソンバウン・バザラ──」

「雷撃ル＝ボウ！」

　術を阻止しようと駆けだした冬馬の脇わきを抜け、電光が奔はしった。

　狙ねらい誤らず飛来したが、法鷲は、冷静に地面の錫杖を蹴けり上げ、直撃寸前で雷いかずちの矢を阻はばんだ。自らの機転を誇ることなく、顎あごに手を当て、ブナの巨木の下へ声を投じた。

「初めてみたぜ。あんた、魔法士だったのか」

　風に総髪をたなびかせた伊い織おりが、法鷲に向け魔法陣を構えていた。眼まな差ざしは、白はく刃じんのように鋭い。

「退ひけ。でないと次の雷らい撃げきは、手加減しないぞ」

　そう凄すごみ、腕を掲かかげたまま、冬馬の元へ歩み寄っていく。端はたから見れば岩のような表情だが、異けしき呪しゆを目まの当たりにし、胸中の動揺は凄すさまじい。

（何なんだ、いったい……）

　魔法陣が展開することなく、術が起動するなどありえない。呪文も伊織が記憶する、どの魔法言語にも当てはまらなかった。

（まさか、本当に修験道の呪法が発現したのか）

　井戸で水を汲くみ上げるのに、誰もが釣つる瓶べを使うが、他に方法がないわけではない。それと同じで西洋の魔法体系以外にも、超常の力を発現する魔法体系があってもおかしくなかった。研究が進みさえすれば、日本の呪術も、効果のないまやかしから脱却するのではと伊い織おりは常々思っていた。だが、想像するのと、敵として直面するのでは全く話が違う。動揺が表情に滲にじみ出ないようにする為には、多大な努力が必要だった。

　法ほう鷲じゆが伊織を見つめながら、念珠を巻きつけた腕を振り上げ、冬とう馬まを指差す。

「もう一度言うが、そいつは魔物だ。人の姿をしているからって──」

「黙れ！」

　狼おおかみの如ごとく伊織に吠ほえられ、法鷲が肩をすくめた。

「仕方ねえな。化けの皮を剝はがさねえと分かんねえか」

　言って、腕の念珠を前方に放り投げ、左右の手で印を形作る。眉まゆ根ねをきりりと引き締め、咒しゆを唱え始めた。

「綜すべよ、綜べよ、金こん剛ごう童どう子じ。搦からめよ、童子。不ふ動どう明みよう王おうの正しよう末まつの本ほん誓せい願がんを以もつてし、この悪魔を搦めとれとの大誓願なり──」

「させるかよ」

　冬馬が、弓ゆ弦づるを撥はねた矢の如く駆け出す。刀を斜ななめに構え疾しつ走そうする彼の足あし下もとで、法鷲の捨てた念珠が光った。刹せつ那なのうちに白煙がもうもうと噴き出し、辺りを覆おおい尽くす。

「鬱うつ陶とうしい真ま似ねしやがって」

　冬馬は立ち止まることなく、勢いに任せてそれを突き抜けたが、法鷲の姿がない。詠えい唱しようが煙の中から聞こえていた。

「──搦めとりたまわずんば、不動明王の御不覚、これに過ぎず、タラータ・カンマン・ビシビシバク・ソワカ」

　数条の光こう芒ぼうが白煙を貫つらぬく。伊織の五感が、咒の襲来を嗅かぎ取った。

「冬馬、くるぞ！」

　煙の中からか、それとも地面からか。出所の分からぬ攻撃を警戒し、視線を巡らせたのも数瞬、伊織は己おのれの胸元が輝くのを感じた。

「何っ！」

　見下ろしたと同時に、数すう把はの金きん縄じようが痛みを伴わず噴き出し、複雑に絡み合いながら全身を縛しばり上げた。

「おかしな術を使いやがって」

　冬馬にも金色の縄なわが頭から爪つま先さきまで巻きついていた。首筋に血管を浮かべ、それを振りほどこうとしているが、縛いましめが緩ゆるむ気配はない。

　白煙が風に押し流され、法鷲が姿を現した。緊きん縛ばくを施ほどこされた伊織に、素そっ気けなく告げる。

「不ふ動どう金きん縄じよう法ほうだ。こいつを調伏したら解げ縄じようしてやる。そこで見てな」

　腰帯から金こん剛ごう杵しよを抜き取り、冬とう馬まへと背を返した。

「待て！」

　少女の叫びが、草原に虚むなしく響き渡る。何本かの指先は辛かろうじて動くが、魔法陣を描くまでは出来ない。

　諦あきらめずにもがく伊い織おりの頭上の梢こずえが揺れた。大きな人影が隣に降り立ち、法ほう鷲じゆに向けて黒くろ鉄がねの拳けん銃じゆうを構える。

「よけておうせよ」

　龍りよう馬まは妙みようなことを言い、引き金を引いた。

　撃げき鉄てつが弾丸を叩たたき、魔法陣が銃身を軸にして華か麗れいに展開する。同じ刹せつ那なの中で、銃口が蒼あおい火を噴き、魔弾が撃ち出された。

　背後から襲い来る飛来音に気づき、法鷲が横っ飛びでかわす。彼のいた地面が弾はじけ、炎えん柱ちゆうが立ち上がった。

「くそっ。術界の外に逃げられてたのか」

　そう悔しがった法鷲目がけ、龍馬が連続で引き金を引いた。色の異なる魔法陣が現れては消える。一つ目の弾丸は雷いか土づちを、二つ目の弾丸は氷ひよう刃ばを、三つ目の弾丸は鉄の荊いばらを吐はき出し、地面を穿うがった。法鷲は、それらを掠かすらせずに転がりよけ、白い頭こうべを垂らした芒すすきの繁しげみの中に飛び込んだ。身を隠すには充分な長さだった為、姿が完全に見えなくなる。

「冬馬、怪け我がしちょらんか？」

　大声で問い、弟弟で子しの無事を確かめると、龍馬は、ほっと息を吐いた。伊織は、彼の手の中で白い煙を漂ただよわせている拳銃に目を奪われ、暫しばし言葉を失っていた。黒鉄に輝く表面を呪じゆ紋もんが覆おおい尽くしている。

「魔ま法ほう銃じゆうを持ってたんですか？」

　驚く伊織の眼前に、龍馬が拳銃をかざした。お気に入りの玩具おもちやを見せびらかす子供のように、白い歯を見せて微ほほ笑えむ。

「ええじゃろ？　スミス＆ウェッソンじゃ」

　魔法銃は、近代魔法兵器の雛ひな形がたである。撃鉄が雷管を叩たたいて、薬やつ莢きよう内ないの魔法薬の反応を引き起こし、弾丸に封じ込められた魔法が起動するという仕組みとなっている。魔弾は、たった一度の使い切りで高度な魔法も適用出来ないが、それを補おぎなって余りある利点があった。使用者に魔力を求めず、誰でも扱あつかうことが出来たのである。

　横よこ浜はまなど複数の港が諸外国に開かれて以降、魔法銃も日本に持ち込まれるようになったが、一丁で魔ま導どう書しよが購入出来るほど高価な為、巷ちまたで早々お目に掛かれる代しろ物ものではない。更に難点を挙げると、西洋の武器商人は、日本人が魔法銃の知識を持たぬことにつけ込み、自国で型遅れになったものを売りつけることが多かった。大枚をはたき、火ひ縄なわ銃じゆう程度も威力がないガラクタを手にする危険があったので、諸しよ藩はんが相争って求めるには至っていない。幕府と御ご三さん家け、長ちよう州しゆうを除く西国の雄藩が、自慢の洋式部隊に配備しているだけだった。

　伊い織おりは、長なが筒つつの魔ま法ほう銃じゆうを購入した商人に取とり扱あつかい書しよの翻ほん訳やくを頼まれた際、現物を手に取ったことがある。試し撃ちもさせてもらったが、短銃を見るのはこれが初めてだった。その経験から、龍りよう馬まの魔法銃はガラクタでないどころか、一級品であると推測出来る。列強の外交官や武器商人と交流がある軍艦奉行勝かつ海かい舟しゆうの弟子ともなれば、最新式の銃を手に入れることも可能なのだろう。北ほく辰しん一いつ刀とう流りゆうの使い手にもかかわらず、実益を重んじて西洋の武器を用いるところは、武士を時代遅れとする、いかにも彼らしい。

　龍馬が、魔法銃を手にしたまま、

「ちと待ってくれんか。離れておると危ないきに」

　と言って冬とう馬まの元へ駆け寄り、金きん縄じようで縛しばられた彼を軽々と抱えて戻ってきた。

「龍馬さん、早く解いてくれよ」

「分かっちょる」

　龍馬が脇わき差ざしを抜き、縄なわを断とうと試みたが、金属音をたて刃が弾はじかれる。

「そんなもんじゃ、俺の咒しゆは切れないぜ」

　三人から離れた芒すすきの群が揺れ、法ほう鷲じゆが出てきた。

「しかし、次から次に面おも白しろいものを出してくるな。あんたら何者なんだ？」

　龍馬は問いに答えず、天を仰いだ。

「逃げてくれんかったか」

　その横顔を見て、冬馬が気づく。

「龍馬さん、さては当てる気がなかっただろ？」

　脇差を鞘さやに戻し、こくりと頷うなずいた。

「人殺しはせんと決めちゅう。儂わしは近眼じゃき、足だけ狙ねらい撃つような器用な真ま似ねは出来ん」

　言って銃口で額ひたいを搔かき、苦笑する龍馬を怒る気になれなかったが、今はそんな悠ゆう長ちようなことを言える状況でもない。

「あっちは退ひく気がなさそうですし、当てなければ、我々がやられますよ」

　伊織が言うと、龍馬がしゃがみ込み頭を抱えた。

「じゃから困っちょる。魔弾をこれ以上無む駄だにしとうないし、どうしたもんかのう」

　地面に向かって、ぶつぶつと何かを言っている兄弟子に、冬馬が忠告する。

「龍馬さん、ぐずぐずしてる暇ひまはないぜ」

　仁王立つ法鷲が、両手を合わせていた。

「おっさん、次は逃がさねえぞ」

　そう宣言し、印を結んで、先程の咒を唱え始める。

「綜すべよ、綜べよ、金こん剛ごう童どう子じ。搦からめよ、童子──」

　うつむく龍馬が立ち上がり、袂たもとから黒革の小箱を取り出した。蓋ふたを開け、綺き麗れいに並ぶ銃弾を物ぶつ色しよくする。

「やっぱりこっちの方が、足止めにはなるじゃろうなあ」

　と呟つぶやきながら、一つの銃じゆう弾だんを抓つまみあげた。しげしげと見つめ、盛大な溜ため息いきをつく。

「しょうがないのう……。高たか杉すぎさんから貰もろうた最後の一発なんじゃが、背に腹は替えられん」

　留め金を外して銃を折り、蓮れん根こん型の弾倉へ銀に輝く魔弾を装そう塡てんした。しかと両眼で照しよう星せいを覗のぞき、法ほう鷲じゆの胸元に狙ねらいを定める。

「おんし、恨むぜよ」

　さも悔しげに下唇を嚙かみ、龍りよう馬まが引き金を引いた。

　撃げき鉄てつが下り、魔法銃が輝く。側面に展開した魔法陣が、先のそれよりも豪ごう壮そう精せい緻ちを極きわめ、魔弾の威力のほどを推測させた。

　風を切り裂いて飛ひ翔しようし、狙い通りに法鷲の心臓を穿うがつと思われた銃弾が、閃せん光こうと共に弾はじける。瞬まばたきする間もなく伊い織おりの視界が、白く包まれた。

　草原に響いていた詠えい唱しようが途絶え、何ど処こからともかく大勢の女の声が聞こえてくる。

（何が起こってるんだ？）

　恐る恐る瞼まぶたを開いた伊織は、目の前の光景に愕がく然ぜんとした。

　十数人、いや数十人の美女が、白い肌を露あらわにし、法鷲に群がっていた。淫みだらに微ほほ笑えみながら、彼に長く艶つややかな脚を絡ませ、こぼれ落ちんばかりの豊満な胸を押しつけている。

　伊織は頰ほおをひくつかせ、龍馬に軽けい蔑べつの眼まな差ざしを注いだ。

「こんな馬ば鹿かな魔法で、どうにかなるわけが──」

「やったぞ！　動ける！」

　冬馬が歓声をあげた。

　彼の身体からだから、金きん縄じようが跡形もなく消え去っている。それを見て気づいたが、伊織も同じく四し肢しが自由に動いた。しかし、縛いましめの解かれた両手を見下ろせど、龍馬とっておきの魔弾が引き起こした結果が信じられない。

「き、効いたのか……」

　釈然としないまま法鷲に瞳を戻すと、ふっくらとした唇の美女に耳を甘あま嚙がみされ、顔を熟うれ落ちそうな柿かきの如く真っ赤に染めていた。魔法によって生み出された幻影の女たちに為なす術すべなく、袈け裟さや袴はかままで脱がされ、肉の海に飲み込まれていく。

　伊織は、余りの馬鹿らしさに何も言う気になれなかった。

「あの野郎、これで──」

「やめちょき」

　龍馬が、お礼参りに向かおうとした冬馬の襟えり首くびを摑つかんだ。腕を伸ばして伊織も引き寄せ、そのまま剛力にまかせて二人を抱え上げた。

「よし、逃げるぜよ」

　言うや、名に相応ふさわしく馬のように駆け出す。一直線で向かった草原の縁ふちを蹴けり、崖がけの如ごとき急斜面に身を投じた。

「うわぁ！」

「はう！」

　重なり合う二人の絶叫が尾を曳ひいて、谷へと滑すべり落ちていく。
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　伊い織おりたちが、吉よし野の山系の北端、五ご條じように辿たどり着いたのは闇やみが深まる戌いの刻だった。

　旅装を解いたのは、旅籠はたご椿つばき屋や。初めて訪れた山間の宿場町で、この小さな宿を選んだのには訳がある。女将おかみから下男に至るまで、その正体は公こう儀ぎ隠おん密みつであり、大おお坂さかを立つ際、礼れい蔵ぞうから必ずここで一泊するよう言われていた為だ。

　天てん誅ちゆう組ぐみが襲撃した代官所から離れていたので、軒のきを連ねる旅籠に被害は見受けられなかったが、騒動の煽あおりを受け宿場町に人影は乏しく、椿屋も三人以外に客はない。温泉好きの伊織はこれ幸いと、男どもが寝静まった後、湯船を一人占め出来ると楽しみにしていた。

　月光が天窓から射し込み、立派な檜ひのきの丸まる太た梁ばりを照らしている。木材の一大産地である十と津つ川かわ郷ごうが近いだけあり、柱や床に使われている木が、大坂の宿よりもずっと良い物が使われていた。障しよう子じ腰板に描かれている椿の花も品ひん雅がな筆致で、隠密が片手間で営んでいる隠れ家とは、とても思えない。

　伊織たちが通された奥座敷の中央には、囲い炉ろ裏りが設もうけられ、薄い白煙が立ち昇っていた。椿屋は広い旅籠ではなく、襖ふすま向こうの続き間は、垣根もなく通りに面している。しかし、伊い勢せ街道から枝のように延びた小道の行き止まりで、真向かいには建物もなく人影もない。出格子の外は静まり返っていた。

　龍りよう馬まが、行儀悪く投げ出した足を焙あぶりながら、手て酌じやくで熱あつ燗かんをついだ。杯さかずきを傾け、すきっ腹に流し込み、腸はらわたから息を吐はく。

「まっこと生き返るぜよ」

　まだ暦こよみは秋だが、山ふところに抱いだかれた五條は、一足先に冬が到来したかのように寒かった。床板も小指がかじかむほど冷たく、火の粉舞う囲炉裏の端は、ことのほか心地良い。

　空からになった杯に、龍馬がなみなみと酒を注いだ。

「えらい目に遭おうたのう」

　それに異論はないが、伊織は頷うなずかず、澄まし顔で湯気の立つ番茶を啜すすった。龍馬の魔ま法ほう銃じゆうによって窮地を救われたものの、その後、とんでもない目に遭あったのは、彼のせいだ。川底に打ちつけた尻しりに、ひりひりと余よ韻いんが残っている。

「しかし、たまげたぜよ。久く世ぜ君は、山やま伏ぶしが、あのような魔法を使うと知っちょったか？」

　龍馬は言って、女将が酒と一緒に置いていった白しろ胡瓜きゆうりのぬか漬づけを指で摘つまみあげ、ぽりぽりと小気味のいい音を鳴らして食べた。伊織はすぐに答えず、湯飲みを掌てのひらの内で回しながら少し考え込んだ。

「聞いたこともなければ、見たのも今日が初めてです。ただ、あれが本当に修験道の呪じゆ法ほうなら、金きん峯ぶ山せん寺じに人が押し寄せていないとおかしいですけどね」

　その力を認めながらも、汚らわしい毛け唐とうの技だと魔法を忌いむ人間は巷ちまたにごまんといる。修験道の修行で昼に見たような技を使えると噂うわさが流れれば、すぐに大騒ぎとなって、伊織の耳にも入るはずだ。実際に使い手と立ち会うことなく、誰かに話だけを聞いたとしたら、きっと信じなかっただろう。

「使える者が限られちょるのか、秘伝にして余人に漏もらさぬようにしちょるんだろう。いずれにしろ、二度と手合わせしたくない相手じゃったな」

　同感です、と答えた伊い織おりの斜はす向むかいで、冬とう馬まが、目元をきつくした。

「俺は、あいつに会いたいぜ。訳の分かんねえ因いん縁ねんをつけられたのに、借りを返しそびれたからな」

　言いながら、龍りよう馬まから借りた魔ま法ほう銃じゆうを手の中で弄もてあそんでいる。余程嬉うれしいのか、先刻から片時も放していない。

　伊織が、眉まゆを顰ひそめて窘たしなめる。

「やめとけ。また苦もなく捻ひねられるぞ」

「もう手は読めてるから、どうってことないさ。詠えい唱しようの間に速攻で片付ければ、いちころだぜ。白い煙に逃げ込まれた時は、距離を取って、出てきたところをこいつで狙ねらい撃てばいい」

　銃を構えて照しよう星せいを片眼で覗のぞき込んだ冬馬に、龍馬が、にべなく告げる。

「これは儂わしのじゃき、やれんぞ」

「じゃあ龍馬さん、何ど処こで買ったか教えてくれよ」

　冬馬は少し落らく胆たんしつつも、簡単には諦あきらめない顔つきだった。

「上海シヤンハイぜよ」

　龍馬が、意外な場所を口にして杯さかずきを仰いだ。酒で濡ぬれた唇を袖そでで拭ぬぐって言葉をつぐ。

「まあ、買こうたのは儂じゃなくて、土産みやげにもろうただけじゃがな」

　と種明かしたのを聞き、記憶が呼び起こされる。

「長ちよう州しゆうの高たか杉すぎさんにですか？　昼間、銃弾を貰もらったと言っていましたよね？」

　頷うなずいた龍馬の顔の広さに、伊織は呆あきれた。幕臣勝かつ海かい舟しゆうの弟子でありながら、何なに故ゆえこれほど倒幕派の知己が多いのだろう。

　伊織の驚きを余よ所そに何食わぬ顔で、龍馬が脇わきに置いていたお銚ちよう子しを取ろうとして手を止める。

「ああ、そうじゃ。忘れちょったが、久く世ぜ君も長州じゃったのう。高杉さんをよく知っちゅうがか？」

「いえ、名と顔ぐらいです」

　伊織は、噓うそがばれぬよう言葉短く答えた。

　高杉晋しん作さくは、桂かつら小こ五ご郎ろうと並び称される長州の若き傑けつ物ぶつだ。伊織の亡ぼう兄けいが親しくしていたので、よく見知っている。狂的とも評せる激烈な性格の持ち主で、果か敢かんに行動を起こす。その為、白はく刃じんの方が恐れをなし、避けて通るが、彼を真ま似ねる凡ぼん人じんは無事で済まない。彼と知り合わなければ、兄にも違う運命があったのではと、どうしても思ってしまう。そんな自分が嫌いやで仕方なかった。

　伊織の揺れる心に気づかず、冬馬が、がっくりと肩を落とした。

「上海シヤンハイは、遠いなあ。せめて長なが崎さきなら、どうにかなったのに……」

「買う金もないんだ。諦あきらめろ」

　魔法の使えぬ冬とう馬まが、魔法銃を欲しがる気持ちはよく分かる。だからこそ伊い織おりは、儚はかない夢は毒かと思い、あえて断念を迫る強い口調で言ったのだが、龍りよう馬まが蒸し返す。

「冬馬、そんなに欲しいならやってもいいぜよ」

「本当かい、龍馬さん？」

　冬馬が声を弾はずませ、膝ひざ立だちで歩み寄った。無邪気な笑顔を浮かべる彼の鼻先に、龍馬が、人差し指をぐいと突きつける。

「その代わり、海かい軍ぐん塾じゆくに入ることが条件じゃ」

　冬馬の笑みが、瞬またたく間に萎しぼんでいった。龍馬の傍らに魔法銃を置いて引き下がり、稲いな藁わらの円座の上に胡座あぐらをかくと、浮かぬ顔で答えた。

「じゃあ、考えとくよ」

「行けよ、冬馬」

　伊織は、声を尖とがらせた。龍馬の破格の申し出を断るのは、愚ぐの骨こつ頂ちようである。第一──

「馬ば鹿かなお前が何を考えても無む駄だだぞ。こんな時こそ、行動しないでどうする」

「別にいいじゃねえか。俺の勝手だろ」

　振り払うように言い、唇をへの字に結んだ。その表情を見て、龍馬が訳知り顔で微ほほ笑えむ。

「ははん。おんし、惚ほれたおなごがおるな。それで大おお坂さかを離れたくないんじゃろ？」

　なるほどと膝を打ち、伊織は身を乗り出した。

「やっぱり湊みなと屋やの凜りんか？」

「何でそうなるんだよ」

　怒ったように早口で答え、冬馬がうなだれる。

「鈍どん感かんもここまで来ると、ただの無神経だぜ……」

　声が小さく、伊織は聞き取れなかった。彼の逡しゆん巡じゆんの原因が自分にあると気づかず、矢や継つぎ早ばやに問う。

「まさか丹に乃のじゃないだろうな？」

「あほか」

　首を上げた冬馬が鼻で笑い、伊織の胸元を指さした。

「的外れなことばかり言ってないで、そのない胸に手を当てて少し考えろ」

　失礼千万な反撃に、少女の眉み尻けんがひくつく。

「なくて悪かったな。それに私の胸は関係ないだろ」

　声を荒げた伊織を、龍馬が要領のえない顔で、まじまじと見つめた。

「久く世ぜ君の胸に何がないんじゃ？」

　呪じゆ紋もんによって男装の幻術が発動しており、魔人の目を持つ冬馬以外の人間には、伊織は男にしか見えない。と言っても、術の効力に関係なく、ただでさえ小振りな胸にきつく晒さらしを巻きつけているので、女とは分からないのだが……。

　どうやって言い抜けるかと一瞬悩んだ隙すきをつき、冬とう馬まが口を挟はさむ。

「龍りよう馬まさん、実はこいつ──」

「馬ば鹿か！　言うな！」

　と怒鳴りながら放った跳び蹴げりが、顔面を捉とらえ、冬馬がもんどり打って後ろに転がった。

「お前、本気で蹴りやがったな」

　鼻を赤く腫はらして、起き上がってきた。

「おまんら、ほんに元気じゃのう」

　龍馬は吞のん気きに言って、喧けん嘩かの仲裁に入ろうとせず、笑顔で二人を眺めた。

　喧けん騒そうの奥座敷に廊下から、浪華なにわ訛なまりのしとやかな声が掛かる。

「えろう賑にぎやかですけど、中に入らせてもろうて宜よろしいですか？」

　子供じみた摑つかみあいを見られるのを恥はじ、伊い織おりは、さっと冬馬から身体からだを離した。

「おう、かまわんき」

　龍馬に迎え入れられ、柳やなぎ腰ごしの女将おかみが襖ふすまを開いた。

　優しさに満ちた瞳と賢そうな鼻筋。大人しい色遣いの小こ袖そでを着ているにもかかわらず、佇たたずまいが垢あか抜ぬけている。目元の涙黒子ぼくろが色気を醸かもす、大坂の花か街がいでもお目に掛かれないような美人だった。物腰は落ち着いており、歳の頃は三十を超えているように思うが、整った眉び目もくのせいで年齢が薄ぼけている。胸は豊満な割に手足は細く、力仕事には向かないように見えたが、礼れい蔵ぞうの下で椿つばき屋やを任されていることから察するに、隠おん密みつとしての技量は高いに違いない。名は外見同様に艶あでやかで、紅こうといった。

　その紅が、もうもうと湯気が昇る大きな鉄てつ鍋なべを両手で囲い炉ろ裏りへと運んできた。梁はりから吊つるされた自在鉤かぎに引っ掛ける。

　濃厚な味み噌その匂においを嗅かぎ、龍馬が呻うめいた。

「お紅さん、腹がひついて死にそうぜよ」

「おまっとうさんでした」

　紅は言って、小こ皺じわ一つない目め尻じりに微笑を滲にじませた。女将に続き奥座敷に入ってきた年増の女中たちが、皿や膳ぜんをてきぱきと並べていく。鮎あゆの塩焼きに山菜と茸きのこの天ぷら。食欲をそそる匂いが鼻び腔こうをくすぐり、たちまち伊織たちの腹が鳴った。

「二人とも休戦じゃ。まあ、座れ」

　龍馬に促うながされ、睨にらみ合いながら腰を下ろす。

　紅は、そんな二人にちらりと笑みを向けると、女中たちを下がらせ、自ら給仕を始めた。椀わんに鍋の具をよそう。

「山のもんしかありまへんけど、お代わりなら沢たく山さんあります。牡ぼ丹たん鍋なべは特に、精が出ますさかい、たんと召し上がって下さい」

　膝ひざ元もとの大皿には、牡ぼ丹たんの如ごとき身の赤い猪いのししの肉が、花弁の形で鮮やかに盛られていた。赤身に対して、やや白い脂あぶら身みが多いような気もするが、盛りつけの華やかさと相まって何とも美う味まそうに見える。

「ほいさ」

　龍りよう馬まは、紅こうから湯気の立つ椀わんを受け取るや、箸はしを摑つかんで豪快にかき込み、大おお袈げ裟さすぎる笑みを浮かべた。

「げにまっこと美味いちや」

　紅は、せっつく龍馬のお代わりに応じてから、伊い織おりたちの椀にも牡丹鍋なべをたっぷりよそい、膳ぜんに置いた。喧けん嘩かの名残なごりで、まだ目元が険しい少女に微ほほ笑えみかける。

「温かいもんを召し上がって、縦になってるお腹を横にして下さい」

　伊織は、促うながされるまま椀を手に取った。滅めつ多たに食する機会はないものの、牡丹鍋は嫌いではない。猪肉の臭くささは難点だが、湯気を嗅かぐ限り、風味豊かな八はつ丁ちよう味み噌そがうまく匂においを消していた。白菜や長なが葱ねぎ、豆腐にも出だ汁しがしっかり染みているので、かなり時間を掛けて煮込んでいるのが分かる。

　猪肉を箸で持ち上げると、妙に柔らかかった。脂身が多いせいかなと考えながら、口に運んだ。

「あっ、美お味いしい」

　伊織は、思わず声を漏もらした。

　さぞくどい味だろうという予想に反し、ぷりぷりとした脂身が甘い。固いはずの赤身も、これが猪肉かと疑うほど柔らかく、少しも嫌いやな匂いがしなかった。嚙かめば嚙むほどに、濃厚な肉汁が溢あふれだし、白飯によく合う。大量に使われている味噌も、幾いくつか違う種類が使われていて、味が奥深い。猪肉や野菜の旨うま味みが溶け出した汁を飲むと、身体からだが芯から温まっていった。

　冬とう馬まも一口食べて驚いた顔をしたが、まだ怒っているのか無言で平らげ、紅に空からの椀を突きだした。

「ええ食べっぷりですね。男は、こうやないと」

　嬉うれしそうに微笑む女将おかみに、龍馬も空の椀を差し出す。

「ほんに、舌が蕩とろけそうじゃな。こげん美味い牡丹鍋は、食ったことがないぜよ」

「おおきに。でも、何も難しいことはしてませんよ。猪肉は、よう煮れば煮るほど、柔らこうなって美味しゅうなるんです」

　そう簡単に説明したが、他にも秘ひ訣けつがあるはずと勘かんぐる味だった。紅といい、礼れい蔵ぞうといい、何なに故ゆえに公こう儀ぎ隠おん密みつは揃そろいも揃って料理上手ばかりなのだろうかと訝いぶかしみながら、伊織の箸も二人に負けじと進む。

「飯も酒も美味いし、女将は別べつ嬪ぴん。ほんに極ごく楽らくじゃき」

　ご機嫌の龍りよう馬まにたおやかな手つきで酌しやくをした紅こうが、お銚ちよう子しを冬とう馬まに向けた。

「失し本もと様も、一いつ献こんどうぞ」

　誘われるまま彼が杯さかずきを掲かかげたのを見て、伊い織おりが咎とがめる。

「おい、やめとけ。明日に障さわるぞ」

「別にいいじゃねえか。日をまたいで酒が残るような飲み方はしねえよ」

　と突っぱね、一息で飲み干す。

「後は、気楽にやらせてもらうぜ」

　言って、囲い炉ろ裏りの灰の中に首を出していたお銚子を抜き取り、手酌でちびちびとやり始めた。

「久く世ぜ君も飲まんか？」

「下げ戸こなので遠慮しておきます」

　強い口調で断られ、龍馬が、残念そうに眉まゆ尻じりを垂らした。ならばと、女将おかみにお銚子を向ける。

「ほいじゃ、しょうないのう。お紅さんは、どうじゃ？」

「では、一献だけ」
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　言って、酌を受けた紅は龍馬に返へん杯ぱいし、結局、差しつ差されつ杯を重ねた。頰ほおを染めることなく給仕をこなし、伊織たちもよく食べよく飲み、瞬またたく間に半刻が過ぎ去る。三人共、呆あきれた蟒うわ蛇ばみで数合の酒が、乾いた砂地に水を撒まくように消えていった。

　伊織は一人だけ酒を飲まなかったので、誰よりも早く箸はしが止まり、手持ち無ぶ沙さ汰たになった。夕ゆう餉げが終わった後、紅こうに話を訊きこうと思っていたが、赤ら顔の男二人は、だらだらと飲み食いを続けており、いつ果てるか分からない。このまま夜よ更ふけまで酔っぱらいにつき合わされるのは、御免だった。牡ぼ丹たん鍋なべのお陰で温かくなり、うなじや背中にうっすらと汗が滲にじんでいる。出来れば今すぐにでも、露ろ天てん風呂に入りたかった。

　伊い織おりは熱い番茶を飲み干し、大満足の夕餉を終わらせた。緩ゆるんでいた頰ほおを引き締め、居ずまいを正す。

「紅どのが、桂かつらさんの偽にせ者ものを天てん誅ちゆう組ぐみの陣中で見つけたんですか？」

「いいえ、うちの部下です」

　と答え、膝ひざを伊織に向けた。

「その方から直接お話を聞けますか？」

　続けて問うと、紅は酒気を感じさせない吐と息いきを漏もらし、首を横に振った。

「ええ忍びやったんですが、天あま辻つじ峠とうげに撤退した天誅組を探りに行ったきり、戻ってこんようになりました。それで礼れい蔵ぞう様が、丹に乃の様をこちらにお寄こしになられたんです。うちみたいな大年増は、使いもんになりゃしませんから」

　そうは言うものの、礼蔵が彼女の力を軽く見積もったようには思えない。手て練だれの隠密が殺されたことによって、魔法に長たけた偽の小こ五ご郎ろうが、天誅組の陣中に現れたという疑いを濃くし、切り札を早めに切り、万全を期したかったのだろう。

「丹乃どのから、桂さんの偽者に関して何か新しい話が届いてないでしょうか？」

「陣中で盗み聞く限り、出入りしているようですが、姿までは見てないそうです。深く入り込んで探ろうにも、敵方に一人勘かんの鋭い姫君がいて手こずっていると、先日山を下りてこられた時に悔しがっておられました」

　酒しゆ杯はいを眺めながら、黙って耳を傾けていた龍りよう馬まが、やおら視線を上げ話に割り込む。

「砦とりでにおなごがおるがか？」

「天誅組の主将、中なか山やま忠ただ光みつ卿きようの妹君だそうです」

　権ごん大だい納な言ごん中なか山やま忠ただ能やすの七男、中山忠光。まだ二十はたちだが、尊そん王のう攘じよう夷い派はの巨きよ魁かい真ま木き和泉いずみと親交が深かった為、大和やまと行ぎよう幸こうを端に発する天誅組の総大将に祭り上げられた不幸な公達きんだちである。当然、彼はお飾りに過ぎず、戦せん闘とうの指揮は土と佐さ藩はんの吉よし村むら寅とら太た郎ろうら三人の総裁が、執とっていると幕府側は目していた。そんな立場で、妹をわざわざ危険な陣中に連れ込んでいるとは理解出来ない。

　龍馬は、子女を道連れにしていることが余程腹立たしかったらしく、

「寅の奴やつ、何をやっちゅうか」

　と愚ぐ痴ちり、乱暴に杯さかずきを呷あおった。紅が、彼の心を慰なぐさめるかのように、そっと酒をつぐ。

「徒いたずらに姫君を引き込んだわけではないようです。勘働きが良い上、不思議な力をお持ちのようでして」

（潜せん入にゆうした丹に乃のを感知して近づかせないだけでも、充分不思議だがな）

　と内心思いつつ、伊い織おりが尋たずねる。

「いったい、どんな力なんですか？」

「突然、天てん誅ちゆう組ぐみの兵士の中に、信じがたい膂りよ力りよくを持つ者が現れたんです。それが一人、二人と増えていき、いつの間にやら大半の兵士が、異能の力を有するようになりました。丹乃様が、その原因を調べたところ、どうやら姫君の手て翳かざしを受け、怪力を授かっているらしいんです。お陰で、砦とりでの正門前は幕兵の屍し体たいが累るい々るいとなっております」

　このままの勢いで反転攻勢を掛けられ、包ほう囲い網もうを突破されることを恐れた幕軍の指揮官が、寄せ手の主力紀き州しゆう藩はんに頼み込み、国元から虎とらの子の洋式兵三百を呼び寄せる事態に至ったそうだ。早晩、精強な援軍が到着するという知らせを聞き、沈み込んだ幕兵の士気が、やっと盛もり返しているらしい。

　龍りよう馬まが目を細め、杯さかずきごしに問う。

「久く世ぜ君は、そげな魔法を聞いたことがあるがか？」

　伊織は眉まゆ根ねを寄せ、思案気な顔を作った。

「筋力強化の魔法は、知っているだけでも幾いくつかあります。術者の能力が高ければ、凶暴な戦せん闘とう力りよくを発揮しても何もおかしくありません。ただ、分からないことが一つ。攘じよう夷いに凝こり固まっている天誅組が、夷い狄てきの技と蔑さげすむ魔法を用いるとは思えないのですが」

「魔法と縁えんがないからこそ、ころりと騙だまされちょるかもしれんぞ」

　すっかり酔っぱらって首筋まで赤い冬とう馬まが、深く頷うなずく。

「そうだぜ、伊織。天てん魔ま党とうのことを忘れたのか？」

　松まつ江えで伊織たちを襲撃してきた攘夷志士の結社天魔党は、魔法士神かん藤どう治じ部ぶに与えられたミスリル銀の魔法具を本ほん邦ぽうの神具と信じ込んでいた。そのミスリル銀を使って危あやうく殺され掛けたので、もちろんよく覚えている。

「忘れちゃないが、天誅組とは人の数も違うし、河かわ田たのような馬ば鹿かが首領に収まっているわけじゃないぞ。それでも騙されているのなら、何か理由があるはずだ」

　その疑問に対し、紅こうがすかさず答える。

「丹乃様も手て翳かざしの現場を見ていませんが、異能の力を授かった兵士たちは皆口を揃そろえて、蔵ざ王おう権ごん現げのご加護だと言っているそうです。何でも妹君は、修験道の総本山金きん峯ぶ山せん寺じで修行を積み、無双の法力を手に入れたとのこと。その触れ込みを信じ、西洋伝来の魔法とは露つゆとも思っていないようです」

　と聞いて、全員の顔色が変わった。

　在家仏教の元祖である修験道は、女によ人にん結界などの例外はあるが、性別を理由にして門を閉ざすことはない。その上、金峯山寺は、後ご醍だい醐ご天皇が仮御所を設もうけたことで知られる勤きん皇のうの社寺だった。攘夷派の公家である忠ただ光みつの妹が、そこで修行を積むことに筋が通る。三人が一様に驚いたのは、これとは別のことだった。

　冬とう馬まが、頭から丸かじりしていた鮎あゆの塩焼きを、もしゃりと食い千切る。

「そう言えば、あの糞くそ餓が鬼きも金きん峯ぷ山せん寺じだと言ってなかったか？」

　伊い織おりは頷うなずくと、何のことか分からぬ紅こうに、今日、高たか天まが原はらで襲い掛かってきた若い山やま伏ぶしのことを話した。

「金峯山寺は化けの皮で、剝はがせば東とう方ほう聖せい堂どう会かいの禁きん呪じゆ使いが出て来るのではと、丹に乃の様と話しおうてたんですが、考え直す必要があるかもしれませんね」

　冬馬が、赤ら顔を歪ゆがめる。

「しくじったな。逃げずに、あの餓鬼をとっちめていたら、何か分かったかもしれないぞ」

　敵てきを知ることは、戦いくさの常道。今更言っても始まらないことだが、千せん載ざい一いち遇ぐうの好機を逃のがしたようである。

　目元の涙黒子ぼくろに指をあてがい考えに耽ふけっていた紅が、頰ほおから手を放した。

「失し本もと様にご執しゆう心しんのようですから、追ってきていないとは限りません。若い山伏は、そないに見かけるもんでもないですし、街道や旅籠はたごに人をやって調べさせましょうか？」

「やってくれ、お紅さん。見つけたら、俺がふん縛じばってやる」

　言って、冬馬が胸を叩たたいた瞬間、旅籠の外で、どんと大きな物音がした。その響きからして近くではなく、遠い空が鳴ったように思える。龍りよう馬まもそう聞こえたらしく、

「雷じゃろうか？」

　と誰に尋たずねるでもなく言った。

「おかしいですね。雨の匂においは、少しもせんかったんですが」

　小首を捻ひねり、紅が立ち上がる。襖ふすまを開き、続き間を歩いていった。外の天気を窺うかがおうと、出で格こう子しに手を掛けた刹せつ那な、夜空に紫色の光が瞬またたいた。

「随ずい分ぶん奇き妙みような色の稲光だな」

　そう訝いぶかしんだ伊織とは、別のものを見て、冬馬が赤せき眼がんを細める。

「何だ、あのでかい影は？」

　さっと尻しりを上げ、窓辺へと走り出した。冬馬の後を追い、伊織たちも奥座敷を離れる。

「儂わしは、見えんぜよ」

「私も見えまへんなあ」

　そう応えた紅の隣で、伊織は格子の間に顔を近づけて目を凝こらした。月明かりに照らされた山の稜りよう線せんが、微かすかに闇やみに浮かんでいる。

「俺には見えるぜ。どでかい影が尾根の上で暴れてやがる」

　冬馬の興奮が伝わり、伊織の胸の鼓動も次第に速くなっていった。冷静になろうと心がけたが、口調が熱を帯びる。

「丹乃のヌアザじゃないのか？」

「あれは違うな。ヌアザの二回りはでかいぞ」

　丹に乃のが召しよう喚かんする銀腕の王ヌアザは、人の身の丈の三倍はある巨きよ軀くだ。それを小さいと言い切ったことに伊い織おりは驚いた。

「じゃあ何なんだ？」

「駄だ目めだ。遠すぎて輪りん郭かくしか分かんねえ」

　夜の一点を見つめながら、紅こうが呟つぶやく。

「この距離とこの方向。紀き州しゆう藩はんの洋式部隊の夜営地に、近いかもしれませんね」

　胸のざわつきが増し、伊織は息苦しさを感じた。こんな気分のまま、一夜を明かす気にはなれない。ならばと、奥座敷へとって返した。

「おい、何ど処こに行くつもりだ？」

「ひとっ飛びして、様子を見てくる。影の正体が何なのか分からないと気持ちが悪いだろ？」

　伊織は言い、折り畳たたんでいた外がい套とうを拾い上げ、肩に羽は織おった。

「だったら、俺も行く」

「酔っぱらいは、ここにいろ。邪魔になるだけだ」

「これくらいの酒、屁へでもねえよ。いいから連れてけ」

　とは言うものの、駆け寄ってきた足取りは怪あやしい。

「心配するな。遠くから偵察するだけで、無理に距離を詰めるつもりはないさ」

「無理をする気が本当にないなら、俺が一緒でもいいじゃないか」

　そう食い下がり、少女の袖そでを摑つかもうとした冬とう馬まを、龍りよう馬まが後ろから引き剝はがした。

「ほいだら、久く世ぜ君頼む」

「龍馬さん、放してくれ」

　振り返って抗議する冬馬の首に、龍馬が太い腕を差し込み、無理やり黙らせた。赤い顔が、更に赤くなっていく。

（早く立ち去らないと死ぬかもな）

　と胸の中で笑うと、少し緊張が解れた。切迫した事態が生じた時の為に魔力は温存していたので、飛行魔法で往復出来るし、何の問題もない。

「もし、明日の朝になっても戻らなかった時は、探しに来て下さい」

「任せとうせ」

　龍馬は首を絞しめたまま頷うなずき、暴れる冬馬に一言も喋しやべらせなかった。

　紅が、伊織の首元に手を伸ばした。子を送り出す母のような眼まな差ざしを浮かべ、緩ゆるんでいた外がい套とうの紐ひもを締める。

「無理はいけませんよ」

　はい、と歯切れ良く答え、伊織は座敷を出た。




　皓こう々こうと輝く満月の傍そばを、魔法陣の蒼あおい光が尾を曳ひいて過よぎっていく。

　伊い織おりは一陣の風になり、夜の帳とばりを切り裂いていた。眼下には、森が海のように果てなく続き、梢こずえが波のように揺れている。

　二つ、三つと尾根を越えていくうち、風鳴りに紛まぎれて何か聞こえてきた。散発的な破裂音は恐らく──

「銃声だな……」

　紅こうが語っていた紀き州しゆう藩はんの洋式部隊が何かと交戦下にあるらしい。他にも悲鳴や地響きが、向かい風に乗って運ばれてくる。伊織は、音の出所を探し、飛行しながら注意深く視線を張り巡らせた。暫しばらくして、右前方に見える峡きよう谷こくを巨大な黒影が走り抜ける。

「何だ、あのでかさは……」

　伊織は呟つぶやき、宙空で制止した。

　一瞬のことだったので、詳しい形状までは分からないが、とにかく巨大だった。疑念の余地なく、魔法によって生み出された生物か、別世界からやって来た召しよう喚かん獣じゆうだろう。人の輪りん郭かくに近いが、腕は長く、前脚と形容した方が正しい。

　もっと見たいと惹ひかれる気持ちと魔物への恐怖がせめぎ合い、進むことも退くことも出来ず、巨影が消えた谷間をまんじりと見つめた。魔法陣を浮かべる指先に汗が滲にじんでいく。

　伊織は緊張で火ほ照てる胸に、冷たい夜気を吸い込んだ。

（もう少し高く飛んで近づけば、襲われる心配はなかろう）

　そう用心深く行動することに決め、谷上の空に眼まな差ざしを向けたが、近くに人の絶叫を聞き、瞳を戻した。

「何ど処こだ」

　月明かりと満天の星に照らされ、視界は悪くない。森を見渡す伊織の足あし下もとで、数本の木が音をたてて倒れた。

「真下か！」

　生おい茂しげった広葉樹が織りなす天てん蓋がいに、所々黒い穴が空いている。伊織は、魔法陣から吹き出す風を急激に緩ゆるめ、黄色く色づく枝の間を抜けて降下していった。

　両足で着地し、四囲を窺うかがう。折り重なる梢に星空の光が阻はばまれ、闇やみの色が濃かった。

　方向は分からないが、切迫した荒い息と下草を蹴ける音が、どんどん接近してくる。伊織の胸の鼓動も、それに応じて早まりだした。

　掌てのひらの魔法陣を握り消し、すぐさま指に金色の光を灯す。詠えい唱しよう圧あつ縮しゆくが出来る雷らい撃げきならば、出が早い上に致命傷とはならないので、何が迫ってくるにしても対応がし易やすい。

　木々が薙なぎ倒される音に続き、人のものとは到底思えぬ重低音の足音が、森を揺らした。

「まさか、あのでかいのが来ているのか……」

　その自問を、胸のうちで否定する。巨影が消えた谷は、山二つ向こうだ。そんな凄すさまじい速さで移動出来るわけがない。

　だからと言って安心出来るはずがなく、伊い織おりは緊張で乾いた唇を舐なめ、雷撃の魔法陣を胸の前に掲かかげた。

「無理はしないと言っておきながら、何をやってるんだ、私は……」

　自じ嘲ちようの笑みを浮かべたが、人の叫び声を聞いてしまっては引くことが出来ない。前方の繁しげみが割れ、男が二人飛びだしてきた。

「た、助けてくれ！」

「化け物だ。化け物がいるんだ！」

　続け様ざまに叫び、魔法陣を構えていた伊織の腕にすがりつく。

　血の気が引ききり、二人とも顔が青白い。出いで立ちは長い筒つつ袖そでの陣じん羽ば織おりと細ほそ袴ばかまで、甲かつ冑ちゆうを身につけておらず、刀は一本差しだった。恐らく紀き州しゆう藩はんの洋式兵だろう。

　伊織の腕を痛いほどの強さで握る手が、ぶるぶると震えていた。尋じん常じようならざる恐怖を目まの当たりにしたらしく、瞳は虚うつろで焦点が合っていない。

「落ち着け。何を見たか、ゆっくり話すんだ」

　伊織に促うながされ、男たちが答えようとした瞬間、何かが近くの木立を押し潰つぶした。血走った目玉を飛び出さんばかりに剝むき出し、二人が後方の闇やみへと首を捻ひねる。

「来た。来やがった」

「後は頼んだぞ」

　伊織を突き飛ばし、転がるようにして逃げ去った。

「おい、離れるな！」

　振り返ったが、二人の背中は見えない。追い掛けるべきか、ここに留まり何かを待ち受けるべきか、伊織が迷っていると、魔法陣を向けていた繁みの奥がざわざわと鳴った。枝を折りながら、黒い塊かたまりが木の天てん蓋がいを突き破り、夜空を過よぎる。

「あのでかさで飛べるのか？」

　飛ひ翔しようした何かは、熊くまよりも遙はるかに大きく見えた。谷間に消えた巨影と同じく、ただの野獣ではありえない。

　また枝が折れる音に続き、紀州兵たちの悲鳴が森に木霊こだました。

「うわあああ！」

「ぎゃあ！」

　伊織は、間に合ってくれよと呟つぶやき、下草を蹴けって駆けだした。枯かれ葉はに足を滑すべらせながら、木々の間を走り抜ける。闇に隠れていた枝先で頰ほおが切れ、血が流れても、拭ぬぐいもせずに突き進む。倒木を跳び越え、山肌が露ろ出しゆつした岩場に出た。

　足あし下もとに二人の骸むくろが転がっていた。胴どう体たいが真横に骨ごと両断され、桃色の腸はらわたが無残に流れ出ている。まだ指先がぴくぴくと震えているが、死後痙けい攣れんであって、生きているわけではない。

　伊い織おりは、真新しい血だまりを踏み、月を背にする魔物と対たい峙じした。

　峡きよう谷こくに消えた黒影ほどは大きくないが、太く短い二本脚で立つ、その体たい軀くは人の三倍はあるように見える。何が入っているのか、太たい鼓こ腹ばらは、はち切れんばかりだ。身に毛は一本も生えておらず、蛙かえるの肌に似た光沢を放ち、目鼻のある位置には小さな穴が穿うがたれていた。牙きばの突き出た顎あごは大きく、伊織ならば簡単に丸まる吞のみ出来そうだ。両手は巨大な戦せん斧ぷの形をしており、分厚い刃先から血を滴したたらせている。

　巨体の背で羽ばたく小さな蝙蝠こうもりの翼を見て、伊織は頰ほおを歪ゆがめた。

「嫌いやなものを思い出させてくれるじゃないか」

　松まつ江えで神かん藤どう治じ部ぶが召しよう喚かんした異世界の魔物も、同じような翼が生えていた。その姿を見て、嫌悪感が腹の底から湧わき起こるところも似ている。気のせいか、周囲の空気が氷に触れたかのように冷たく感じた。

　伊織は首を振って悪夢を払いのけ、魔法陣を構えた。神経を集中し、一撃必殺の魔力を注ぎ込む。

「──雷撃ル＝ボウ！」

　金こん色じきの矢が闇やみを奔はしり、狙ねらい通りに魔物の腹を直撃したが、呻うめき声はあがらない。水面に雫しずくを落としたかのように、小さな波紋が生じただけで、雷いか土づちの牙は敵を屠ほふることなく飲み込まれてしまった。

　呆あつ気けにとられたのも束の間、喉のど元もとに恐怖がせり上げってきた。

「じゃあ、これならどうだ」

　強い口調で言って、弱気を吹き飛ばすと、五指を踊おどらせた。雷術が効かないからと言って、絶望するのはまだ早い。

「我汝なんじに命ず、アレグロの刃を掲かかげよ──」

　蒼い燐りん光こうを放つ魔法陣が、宙に浮かび上がる。伊織の詠えい唱しように引き寄せられるかのように、魔物が緩かん慢まんな動きで接近してきた。

「──斬きり裂け、俱ぐ風ふうの将。烈風刃ラディニアン！」

　伊織の掌てのひらから、風の円刃が噴き出し、猛然と敵へと迫る。肉の弛ゆるんだ下した顎あごに食い込む軌き道どうだったが、魔物が戦斧を一振りして、彼方かなたへと弾はじき飛ばした。

「出鱈目でたらめな真ま似ねをしやがって」

　呻うめき、震える唇を嚙かんだ。対攻撃魔法の能力が高すぎる。三十六計逃げるにしかずと考え、後ずさった伊織に、魔物が地を震わせ突進してきた。これまでの鈍にぶい動きとは比べものにならぬほど速く、飛ひ翔しようの魔法陣を描く暇ひまもない。

　致命的な後手を踏んだと瞬時に理解し、総身の血の気が音をたてて引いた。足がすくみ、後ろを向いて逃げ出すことも出来ぬ伊織の背後で、聞き覚えのある真しん言ごんが響く。

「──ウンタラタ・カンマン」

　岩盤から生えた炎の腕が、巨きよ軀くにまとわりつき進撃を止めた。戦せん斧ぷを振るえど、火か焰えんは皮ひ膚ふに密着しており、空を切るばかりだった。

　呆ぼう然ぜんとする伊い織おりの手を、駆けよってきた山やま伏ぶしが摑つかんだ。

「こっちだ。ついて来い」

　有無も言わせず、森へと引き込み、手を握ったまま走り出す。月光の届かぬ道なき道を駆け抜け、躊躇ためらうことなく急な斜しや面めんを滑すべり落ちていった。着地に失敗した伊織を無言で引き上げ、また走り出す。

　落ち葉が降り積もる水みず楢ならの下で、ようやく山伏が足を止めた。伊織は荒い息を吐はきながら、その顔を見つめた。肺が空気を求め、言葉が滑なめらかに出てこない。

「お前……」

　三さん白ぱく眼がんの少年が、唇の端はしを引き上げる。あれだけ走ったのに、息は少しも乱れていなかった。

「よう、また会ったな」

　伊織を救ったのは、昼間に襲い掛かってきた若い山伏だった。確か法ほう鷲じゆと名乗ったはずだ。

「どういう風の吹き回しだ？」

「俺が討うつのは、悪魔や外げ道どうだけだぜ。人間は敵てきじゃない。風向きは何も変わってないぞ」

　そう切り返し、梢こずえの間から岩場の様子を窺うかがった。赤い炎が朧おぼろ気げに見えるが、魔物の姿を捉とらえることが出来ない。

　伊織は息を整え、一ひと先まず礼を言った。それをさらりと聞き流した彼に、疑問をぶつける。

「何なんだ、あの魔物は？」

「俺が知りたいくらいだぜ。叫び声を聞いて来てみたら、いきなり襲ってきやがった。金きん縄じよう法ほうを自力で破るし、とんでもない奴やつだぞ。きっと火か界かい咒じゆも、時間稼かせぎにしかならないはずだ」

　法鷲の額ひたいに、よく見ると脂あぶら汗あせが滲にじんでいた。

　目を細めた伊織の鼻び腔こうを血の香りが撫なでる。出所を探り、首を傾けるとすぐに見つかった。

　少年の脇わき腹ばらが、赤黒く染まっている。どうしてすぐに気づかなかったのかと不思議に思うほど、血の量が夥おびただしい。

「ちょっと見せてみろ」

「たいした傷じゃないさ」

　言って、法鷲が身体からだを捻ひねる。

「たいした傷かどうかは、医者が決めることだ」

　伊織はむすりと唇を結び、水楢の根元に膝ひざをついた。切り裂かれ、血で赤く染まった結ゆい袈げ裟さに手を掛け、患かん部ぶを覗のぞき込む。

「あんた、医者なのか？」

「まあな」

　白い肋あばらが見えるほどの深傷だが、幸いなことに内ない臓ぞうは傷ついていなかった。声静かに詠えい唱しようし、指を奔はしらせる。

「──古いにしえの大神官ロムルの御名において、我に癒いやし手に力を与えよ。治癒掌カピノス！」

　魔法陣から発した山やま吹ぶき色いろの光が、傷口を照らした。切断されていた血管が繫つながり、ゆっくりと肉が閉じていく。

　法ほう鷲じゆが、完全に塞ふさがった傷を見下ろし、大きく息を吐はいた。額ひたいの脂あぶら汗あせを手甲で拭ぬぐい去って、頭を下げる。

「ありがとよ。助かった」

　伊い織おりは、思っていなかった反応に戸惑い、長い睫まつ毛げを瞬しばたたかせた。法鷲が、心外とばかりに目を細める。

「何だ、その顔？」

「お前は山やま伏ぶしのくせに、魔法を毛け唐とうの術と蔑さげすまないんだな」

　未いまだ多くの日本人が、西洋からもたらされた超常の力を忌いみ嫌い、恐れていた。魔法の有効性をよく知らぬ人間に、処置を施ほどこそうとすると必ず激しい拒絶にあう。その偏見が特に濃厚なのは、別の神を奉じている仏教僧や神官たちだった。

　伊織は昔、旅先で馬に踏まれ腰骨を折った僧に出くわし、余りに苦しんでいたので魔法で治してやったところ、礼の代わりに汚らわしい真ま似ねをしてくれたなと拳こぶしで思い切り殴られた。助けたこと自体は後悔していないが、以後は、そういう目に遭あうのだと腹をくくることにしている。なので、少年が素直に礼を言ってくるなど想像だにしなかった。

　法鷲が、ふっと鼻で笑う。

「修験道を、そこらの仏教と一緒にするなよ。病魔を退け、邪悪を滅めつする呪じゆ力りよくがあれば、教義がいくら違おうとも排はい除じよしないぜ」

　そう自じ慢まんげに言い、伊織を見つめた。

「ところで、あんた一人なのか？　あの赤せき眼がんの化け物はどうした？」

　少女の瞳が、青い炎を孕はらむ。眉まゆを吊つり上げ、法鷲の胸むな倉ぐらを摑つかむや、頰ほおに往復で平手打ちを喰らわせた。呆あつ気けにとられている少年の胸元から手を放し、伊織が凄すごむ。

「もう一度、冬とう馬まを化け物と言ったら、こんなもんじゃすまないからな」

「忘れたのか？　あんたらは騙だまされてるって言っただろ」

　法鷲が不満げに口を尖とがらせ、赤くなった頰を撫なでた。

「私は騙されてない。冬馬が、人を喰った事情も大体分かってる」

「だったらどうして、あいつと一緒にいるんだ？」

「じゃあ逆に訊きこう。お前は、意思に反して人肉を喰わされた人間のことも、化け物と呼ぶのか？」

　伊織は怒りで瞼まぶたを朱に染め、少年を睨にらみすえた。冬馬が食人をしたのは事実に違いないが、望んでやったわけではないと確信がある。何人であろうと、彼を罵ののしるのは許せない。

　その迫力が、伊い織おりの無念と憤いきどおりを伝えたらしく、法ほう鷲じゆが尖とがった口を元に戻し、真剣な声色で尋たずねた。

「あいつに何があったんだ？」

「話せば長いが──」

　問いに答えようとした伊織の頭上で、水みず楢ならの梢こずえが騒いだ。月光を阻はばむ黒い影が、ゆっくりと地面に降りてくる。蝙蝠こうもりの小さな翼で、何な故ぜ巨体を浮かせることが出来るのかは謎なぞだった。

　灌かん木ぼくを踏み潰つぶし、地に降り立った魔物が、起伏に乏しい顔を二人に向ける。火か焰えんの腕に篤あつく抱ほう擁ようされたにもかかわらず、肌に焼け跡が残っていなかった。

　法鷲が伊織を押しのけ、前へと進み出る。

「足止めにしかならないのは分かっていたが、火か界かい咒じゆに囚とらわれたのに、少しも弱ってねえな。つくづく頑がん丈じような野郎だぜ」

　呆あきれ返る少年に、伊織は肩を並べた。

「冬とう馬まのことは、ここから無事に逃げ出せたら教えてやる」

「じゃあ、あれを何とかしないとな」

「まさか倒すつもりなのか？」

　片かた眉まゆを跳ね上げた伊織を横目で見ながら、法鷲が唇に不ふ敵てきな笑みを刻んだ。

「俺は修験者だぜ。魔に背は向けらんねえよ」

「大したお題だい目もくだが、勝算があるんだろうな？」

「魔を浄じよう滅めつさせる、とっておきの咒しゆがある。ただ、陀だ羅ら尼にが少々長い。刻ときを稼いでくれると有あり難がたいんだが、頼めるか？」

　と尋たずねた法鷲の顔は、子供のくせに肝きもが据わった中々の男ぶりだった。口に出せば、どちらも嫌いやがるだろうが、何ど処こか冬馬に似ている。

（尚のこと、殺させるわけにはいかないな）

　伊織は頰ほおに、微苦笑を禁じ得なかった。

「分かった。その代わり、とっておきが失敗した時は、お前の尻しりを引っぱたいて連れて逃げるぞ。置いていって死なれでもしたら、寝覚めが悪いからな」

　誰かにも同じ科白せりふを言った記憶がある。

「あんた、何って名前なんだ？」

「訊きいてどうする？　死んだら、読ど経きようでもあげてくれるのか？」

「そうじゃない。仲間の名を知らずに、戦いたくないだけさ」

　青あお臭くさいことを言う少年を見て、伊織の頰の微苦笑が広がった。涼すずやかな声で久く世ぜ伊織と名乗り、魔物へと踏み出す。

「法鷲、一度で決めろよ」

「任せな」

　強気な声音で応じ、二つ手を外げ縛ばくして指を立て合わせる。凜りんと瞳を光らせ、陀だ羅ら尼にを唱え始めた。

「ノウモボダヤ・ノウモタラマヤ・ノウモソウキヤ・タニヤタ──」

　伊い織おりも五指を操り、魔法陣を描いていく。

「私に、少しつき合ってもらうぞ」

　そう誘ったのを理解しているかのように、魔物が太たい鼓こ腹ばらを揺らして近づいてくる。足あし下もとから這はい上がってきた恐怖を振り払うべく、伊織は声を大にして呪しゆを唱えた。

「雷将よ、我の結印に応じ、汝なんじの下げ僕ぼくを地に放て──」

　雷術が効かぬのは百も承知だが、刻ときを稼ぐのは、この魔法に限る。

「──天あま翔かける雷獣、ツーロンの闇やみに吼ほえろ。飛雷震レヴィス！」

　魔法陣から射出された光球が、魔物の鼻先に飛ぶ。次の刹せつ那な、強烈な閃せん光こうと爆音を迸ほとばしらせるはずだったが、長い舌がくるりと巻きつき、巨大な顎あぎとの中へと引き込んだ。喉のどを鳴らして飲み込んで魔力を吸収する。牙きばの隙すき間まから漏もれ出たのは、貧弱な光と犬の屁へのような音だった。

「くそっ、悪あく食じきが過ぎるぞ」

　伊織は歯は嚙がみしながらも、すぐさま魔法陣を描き変えた。

「──嵐の巣を出いでよ、バイラルの黒くろ蜂ばち。敵を刺し、爆はぜろ。爆針風ケイレル！」

　詠えい唱しようを森に響かせ、五指に巻きついた黒い旋せん風ぷうを魔物に投じる。風の鏃やじりは、複雑な軌き跡せきを描いて飛び、四方から敵を襲った。が、戦せん斧ぷの一振りで、蝿はえか蚊かの如ごとく次々叩たたき落とされていく。

　伊織は、それでもめげずに旋風を放ち続け、魔物の足を止めた。振り返り、少年に叫ぶ。

「まだか！」

　法ほう鷲じゆは頷うなずくことなく、法力を咒しゆに注ぎ込んでいた。親指を組み、孔く雀じやくの頭に見立て、六つ指を滑なめらかに羽ばたかせる。陀羅尼を唱える声は、覇気に満ちていた。

「──クドキャウカ・ノウモラカタン・ゴラダラ・バラシャトニバ・サンマンテイノウ・ナシャソニシャソ・ノウマクハタナン・ソワカ」

　法鷲の背に、美しい色の長大な光翼が生え出た。鋭い嘴くちばしをもった頭と羽毛で覆おおわれた胴が続々と現れ、神しん威いを帯びた大鳥と化す。天を裂かんばかりに鳴き、魔物を襲った。

　巨木も小枝のように薙なぎ倒す戦斧が、大鳥の頭に剛速で振り落とされる。苦もなく両断すると思いきや、形が霧消したのは魔物の腕の方だった。咒の鳥の体中に取り込まれ、肘ひじから先が丸太のように途切れる。

　刻ときの間も置かず再び鳴いて、嘴を敵の太鼓腹に突き刺した。見る見る魔物が縮んでいく。数瞬後には跡形もなくなり、ぬばたまの闇だけが残った。

「ざまあみろ……」

　吠ほえるも語尾は掠かすれ、膝ひざから崩れ落ちた。咒の鳥が、夜空に飛ひ翔しようして砕け散り、星々の狭はざ間まで輝く。

「おい、法ほう鷲じゆ！」

　伊い織おりは駆けより、頭から地面に倒れる寸前の彼を抱き止めた。脇わきに手を入れ、顔を覗のぞき込む。肌に血の気がなく青白かった。

「どうした？　しっかりしろ」

　伊織の問い掛けに、法鷲が精一杯の笑みを返す。

「心配すんな。法力を使い尽くしただけだ。ひと眠りさえすりゃあ、大丈夫だ……」

　言って、ゆっくり瞼まぶたを下ろした。




　月が空に残る夜の半なかば。客たちが床とこについた宿しゆく場ば町まちは、水を打ったように静まり返っていた。

　伊織は眠りこける法鷲を背負い、椿つばき屋やの前に降り立った。山へ単身向かった客人を迎える為、軒のきの行灯あんどんにまだ火が入っている。

　錫しやく杖じようを突きながら歩く少女の足取りは鈍にぶい。男の割に小こ柄がらだといっても、自分の背とさして変わらぬので、法鷲の爪つま先さきが石いし畳だたみの上に引き摺ずられている。紫地に椿つばき紋もんを白く染め抜いた玄関幕をくぐると、すぐに廊下の奥から紅こうが駆け寄ってきた。

「久く世ぜ様、ご無事で何よりです」

　胸元に手を当て、安あん堵どの息を漏もらす。

「すみません。遅くなりました」

「ほんまに心配しましたよ。こんな遅くまで、何をしてはったんですか？」

「影に辿たどり着く前に、おかしな魔物と出くわしたんです。こいつがいなければ、どうなっていたやら」

　言って、背に担かついでいた法鷲を帳ちよう場ばの床の上に転がした。目を丸くした紅が歩み寄って両りよう膝ひざをつき、少年の顔を覗き込む。

「どないしたんですか、この子？」

「山で拾ったんです。意識はないですが、命に別状はないので、座敷で寝かせてやってもらえませんか？」

　寝入り方の深さが、気になり診察してみたところ、脈は正常で腹部の傷も悪化していなかった。修験道と魔法を同一に考えるわけにはいかないが、底を尽きた魔力を生成する為、体内の精気が消費され、昏こん睡すい状態下にあると思われる。いつ目が覚めるかは、肉体の頑強さ次第だ。何か手を打つのは、明日の夜になっても、容態が変わらぬ場合でいい。

　紅が、法鷲を膝の上に抱き、頰ほおの汚れを袖そで口ぐちで拭ぬぐう。

「それは構いませんけど、えろう変わった拾いもんですなあ。ひょっとして、山やま伏ぶしと言うことは、先程お話しになられた──」

「おう、久世君。無事じゃったか」

　いつの間にか龍りよう馬まが、帳場の衝つい立たての上に顔を出していた。紅が膝に抱く少年を見て、眉まゆ根ねを跳ね上げる。

「誰かと思えば、昼間の小こ僧ぞうじゃないがか」

「山中で偶ぐう然ぜん再会したんです」

「ほう、それは奇き縁えんじゃのう」

　龍りよう馬まが顎あごを撫なで、衝つい立たての陰から出て来た。彼の後ろに誰もいないのを見て、伊い織おりが尋たずねる。

「ところで、冬とう馬まは？」

「久く世ぜ君を追うちゅうて聞かんもんじゃから、締め落とした。今もよう寝とるぜよ」

　そう事もなく言った龍馬を見て、伊織は苦にが笑わらった。

「また無茶なことを……」

　しかし、変わった男だ。平気で人を失神させたり、谷底に叩たたき落としたりするかと思えば、殺したくないから魔ま法ほう銃じゆうを当てたくない、と言い出す。傍そばにいて飽きないが、面倒だとも言い換えることが出来る。

「きっと目が覚めんのは、酒のせいじゃ。とにかく、何があったか詳くわしく教えとうせ」

　龍馬は言って、紅こうの膝ひざの上で眠っている法ほう鷲じゆを抱きあげた。




　龍馬と紅に山中の出来事をつぶさに話してから半刻。伊織は岩風呂の縁へりから頭を上げると、両手で緩ゆるかに波打つ月影を湯ごとすくい上げ、顔を洗った。夜気で冷えた頰ほおから、ほかほかと白い湯気が立ち昇る。骨身に染みる温ぬくもりが、心地良くて堪たまらない。

「極ごく楽らくだな」

　そう独りごち、頭の手て拭ぬぐいを押さえながら、思い切り背筋を伸ばした。身体からだに刻まれた男装の呪じゆ紋もんのせいで、銭湯の暖の簾れんをくぐる気になれず、日頃は大きな湯船と縁えんがない。それ故ゆえ、温泉は、旅先での最大の楽しみだった。

　椿つばき屋やは小さな旅籠はたごだったが、岩風呂は分不相応に大きい。さらに有あり難がたいことに、森に四方を囲まれており、人目を気にする必要がなかった。山での出来事を話し終わった後、龍馬は床についたので鉢はち合あわせる心配はない。広い湯船を独占し、思う存分満まん喫きつしていた。

　まだ眠り続けている冬馬と法鷲が目を覚まし次第、膝をつき合わせて話をしないと面倒なことになりそうだが、今から悩んでも仕方なかった。谷間に消えた巨影や襲ってきた魔物のことも、腹を括くくって山に踏み入るしかなく、今は疲れを癒いやすのが先決である。

「それにしても、いい湯だな」

　二の腕を撫なでると、まだ洗い粉を使っていないのに玉の肌がつるりと滑すべった。女将おかみの紅が、美人の湯と評判がいいと教えてくれたが、噓うそではないようだ。

　早起きして朝風呂に入ろうと目を瞑つぶって考えていると、脱衣所の方から足音が近づいてきた。まだ起きているのは紅ぐらいなので、彼女かと思ったが、すぐに予想が裏切られる。

「よう、捜したぜ」

　肩に手て拭ぬぐいを引っ掛けた法ほう鷲じゆが、湯煙の向こうに現れた。掛け湯もせず湯船に入り、隣となりに腰を下ろす。

　伊い織おりは伸ばしていた足を引っ込め、両りよう膝ひざを抱え込んだ。呪じゆ紋もんの効力で女の身体からだを見られる心配はないし、相手も子供だが、気き恥はずかしいことに変わりない。不意を打たれたこともあって、声が上ずる。

「も、もういいのか？」

「まだ頭はくらくらするけど、大丈夫だ」

　法鷲は言って、掌てのひらの腹でこめかみをトントンと叩たたいた。

「俺は柔やわな鍛きたえ方をしてねえからな。一風呂浴びて、ぐっすり眠れば、明日の朝には本調子に戻ってるはずさ」

　白い歯を見せて笑う彼の顔を見る限り、やせ我が慢まんではなさそうだ。大事に至らず、ほっとしたが、どうせならもう少し寝ていて欲しかった。裸はだかを見られぬようにするには彼が出ていくまで、湯船に浸ひたり続けるしかない。

（いくら何でも、ちときついか……）

　伊織は悩みつつ、額ひたいに浮かぶ汗を湯で洗い落とした。法鷲が、それを横目で見ながら、頭を下げる。

「女将おかみに、宿に連れて来られてからの話は大体聞いた。えらく世話になっちまったな」

「私も、あの魔物から助けてもらったんだ。礼などいらんよ」

「いや、あんたがいなきゃ、話にならなかった。孔く雀じやく明みよう王おう呪じゆ法ほうは、魔も喰うが法力も喰うんだ。しかも、とんでもない大食らいだから、意識がなくなっちまう。効かない場合は即そく、魔物の餌えさだ。天てん魔ま相手に命を落とすのは本望だが、今はやらなきゃいけないことがあるから、思い切れずにいたのさ」

　だったら躊ちゆう躇ちよせずに逃げ出せと言いたいが、魔を野放しには出来ないと返してくるに違いない。妙に頑かたくなで、向こう見ずなところも、誰かさんと同じだ。心底馬ば鹿かだと思うが、嫌いな性格ではない。

　法鷲が、湯に浸した手拭いで顔を拭い、大きく息を吐はいた。

「しかし、あんな魑ち魅み魍もう魎りようが跋ばつ扈こするとは、世も末だぜ。俺は初めて見たが、魔法士のあんたはどうなんだ？」

「似た奴やつは見たことがあるが、あれが何なのか詳くわしくは知らん」

　神かん藤どうが真しん呪じゆで召しよう喚かんした獣けものを真っ先に思い出したものの、総身に脂あぶら汗あせをかくような恐怖は感じなかった。仕事柄、色々な魔導書や史書に目を通しているが、あんな魔法耐性の強い魔物に類するような記述に覚えがない。偽にせの小こ五ご郎ろうの背後に控える東とう方ほう聖せい堂どう会かいが、歴史の闇やみから古いにしえの獣を新たに蘇よみがえらせたのだろうか。いずれにしても、手て強ごわい召喚士が行く手に潜ひそんでいることだけは確かだ。

　法ほう鷲じゆが、眼まな差ざし鋭く問い掛けてくる。

「じゃあ、知ってることを教えてくれよ」

　声音の含むところが何か、伊い織おりにはすぐ分かった。

「冬とう馬まのことか？」

「そうだ。山で約束したろ？」

　伊織の腹案だが、魔物を消し去った法鷲に、天てん誅ちゆう組ぐみの本陣まで同行を頼もうと思っていた。となると、人喰いを言い当てた彼に、魔人のことを隠し通して良い結果にはならない。全てを打ち明け、冬馬に対する誤解をとかなければ、顔を合わせた時に激突しかねなかった。

「聞かせてやるが、口外はするなよ──」

　伊織は言葉を慎しん重ちように選び、胸の呪じゆ紋もんで力が封印されていること含め、冬馬と魔人について知る限りのことを話した。無言で頷うなずき続けた法鷲の横顔は、時折曇くもりはしたものの、冬馬に対する嫌悪感がついぞ露あらわになることはなかった。

「結局、本人には、魔人のことを一切話してないんだな？」

「当然だ。幸運にも、人喰いの悪夢を忘れてるんだぞ。それを思い起こさせるようなことはしたくない。第一、お前に今話したことも推測であって、事実かどうか完かん璧ぺきな裏を取ったわけじゃないしな」

　法鷲が、湯煙が消える夜空を見上げる。

「残念だが、あいつが人を喰ったのは間違いないぞ」

　声に気き鬱うつな響きがあった。伊織が、両りよう膝ひざを固く抱えたまま尋たずねる。

「どうして、そう言い切れる？」

「あいつに取り憑ついている霊が、俺に語りかけてきたんだ」

　言って、法鷲が肩をすくめた。

　伊織は膝に顎あごをのせながら、穴があくほど彼を見つめたが、噓うそをついているようには見えなかった。そもそも、事実を言い当ててもいるし、霊の声が聞こえるのは本当のことなのだろう。

「修験道の修行を積めば、誰でも同じように霊が見えたり、声が聞こえたりするのか？」

　西洋にも死者の声を聞く死し霊りよう魔術があると、物の本で読んだことがある。かなり特とく殊しゆな術なので、修得に時間が掛かる上、限られた者しか使えないと書かれていた。法鷲のような若い山やま伏ぶしが会得していることを考えれば、この分野は修験道に一いち日じつの長ちようがあるようだ。

　と胸の中で感心していた伊織に、法鷲が首を振る。

「これは、修験道とは全く関係ないぞ。俺は、子供の頃から霊が見えたり、聞けたりしたんだ。お陰で不気味に思われて、親に寺に入れられちまった。全く厄やつ介かいな力だよ」

　心底うんざりといった感じの表情だった。

　自分の意思に関係なく霊が見えるのであれば、気の毒というより他はない。彼を同情する気持ちと共に、ある思いがふと胸を過よぎった。

「私の後ろは、どうだ？」

　伊い織おりはそう訊きいて、背中を指差した。

　骸がい骨こつのように瘦やせ衰えた父遠えん水すいが、張り付いていても少しもおかしくない。長ちよう州しゆうへの帰参を誓いながら未いまだ果たさぬ娘に、さぞ業を煮やしていることだろう。

　伊織の不安をよそに、法ほう鷲じゆは一いち瞥べつもせず答える。

「見えねえよ。霊を背負って歩いてる人間なんて、滅めつ多たにいるもんじゃない。だから、百ひやつ鬼き夜や行こうのように群れで引き連れているあいつを見た時、何としても調伏しなければと思ったんだ」

　仮に自分の背に恨めしげな父がいても、法鷲は見えないと答えるだろう。伊織は、愚ぐにもつかないことを口にしたと後悔しつつ、何より大事なことを尋たずねた。

「お前の力で、冬とう馬まの後ろにいる霊を成仏させることは出来そうか？」

「祓はらってみなきゃ分かんねえ。数が多いし、怨おん念ねんが深いのも少なくないからな。それに、あいつごと浄じよう滅めつさせることになるかもしれない。やるだけやってみてもいいけど、調伏して何も残らなかったら、洒落しやれになんねえだろ？」

　頷うなずく伊織に向け、法鷲が身体からだを捻ひねった。眼前に両手を掲かかげ、指で四角い形を作る。

「言ってみれば、あいつは怨念を閉じ込めた箱なんだ。俺の力は、その箱全部を消すことしか出来ねえ。あいつを本当に救いたいなら、鍵かぎを見つけて扉を開けな」

（そう簡単に、魔人のことが解決するわけはないか……）

　落胆の息が、湯の上に小さな波紋を生んだ。それを横目にしながら、法鷲が言葉をつぐ。

「もう一つ忠告しておくと、あいつが、人を喰ったことを絶対に思い出させないようにしとけよ。もし真実を知れば、きっと気が狂う」

　声に冬とう馬まの身を深刻に案じる響きがあった。伊織が知ること以上に、何か良からぬことがあるらしい。

「狂うほど冬馬に取り憑ついている霊が多いのか？」

「数も多いが、霊の正体が悪過ぎる」

　そこまで言って数瞬悩んだ後、溜ため息いき混じりに答える。

「あいつは母親を喰い殺してるぞ」

　考え得る最悪の内容だった。伊織の目め尻じりが吊つり上がる。

「本当か？」

「俺は、そんなたちの悪い冗談は言わないぜ。あいつの背中に取り憑いているお袋さんが、俺に囁ささやきかけてきたんだ。胸むな糞くそが悪い話だが、噓うそじゃねえよ」

　冬馬に、おぞましい所業を強しいた誰かに対し、激しい怒りがこみ上げてきた。伊織は苛いら立だちに任せ、親指の爪を深く嚙かんだ。

「何があっても記憶を取り戻させるわけにはいかんな」

　そう声に出して誓った少女に、法鷲が湯船の底に膝ひざをつき、神妙な顔つきで頭を下げた。

「昼間は悪かった。そういう事情があると知らず、言いたい放題だったな」

「謝るなら、冬とう馬まに謝ってくれ。人喰いの化け物呼ばわりしたことを」

　事実とは言え、彼の心を傷つけたことに変わりはない。二人の折り合いを良くする為、謝罪して欲しかった。

　法ほう鷲じゆが暫しばらく黙り込んでから溜ため息いきをつき、目頭を揉もむ。

「明日の朝、あいつが起きたら詫わびとくよ。お前が斬きった人間の霊を見たのは噓うそじゃないが、人喰いは言葉の綾あやだったとな」

　物わかり良く応じた少年の素直さが、ささくれ立っていた伊い織おりの心に浸しみた。眉み間けんの皺しわを緩ゆるめると、胸元をしっかり隠しながら腕を伸ばして、法鷲の頭を撫なでる。

「お前は案外、いい子だな」

「やめろよ。歳としが変わらないくせに、俺を子供扱あつかいするな」

　嫌いやがって身を引き、口を尖とがらせたが、子供にしか見えない。

「じゃあ、幾つだ？」

「十四だ」

「やっぱり子供だ。私の方が、三つも年上だぞ」

　と誇る伊織を、法鷲が鼻で笑う。

「たった三つじゃないか」

「分かった。じゃあ子供扱いはやめて、弟扱いにするよ」

　笑って、ぐしゃぐしゃと少年の癖くせ髪がみを撫なでた。その手を邪険に払いのけ、法鷲が怪け訝げんな面おも持もちで尋たずねる。

「あんた、霊が見える俺のことが、気味悪くないのか？」

「どうして気味悪く思わなきゃなんないんだ？」

　きょとんと目を丸くした伊織を見て、法鷲が呆あきれ顔で頰ほおを搔かく。

「あんた、ちょっと変わってるな。そんな顔で尋ね返してきたのは、あんたを入れても二人しかいねえぞ」

　立ち上がって、岩風呂の縁ふちに置いていた手て拭ぬぐいを肩に掛けた。

「よし、気に入った。背中を流してやる」

　言うなり、伊織の二の腕を摑つかんで力任せに引き上げる。

「お、おい。ちょっと待ってくれ」

　伊織は突然のことで気が動転し、腰まで湯に浸つかりながら、不自然にも手拭いで胸元を隠した。それを見て、法鷲が口の端を曲げる。

「何、女みたいなことしてんだ？」

「ほうっておいてくれ。女みたいに貧弱な身体からだを見られるのが嫌なんだ」

　下へ手たな言い訳をした伊織に、法鷲が肩をすくめた。

「別に男の裸はだかなんか、興味ねえよ」

　言って顔を背けると、湯船から力任せに伊い織おりを引きずり出した。

「絶対に、こっちを向くんじゃないぞ。見たら殺すからな」

「分かってるって」

　法ほう鷲じゆは、呆あきれ返った声音で言い、必死に裸ら体たいを隠す少女を洗い場へと連行した。

「まあ、座れよ」

　伊織の両肩を摑つかみ、強引に檜ひのきの風呂椅い子すに座らせる。顎あごを抓つまみながらその背中をまじまじと見つめ、独り頷うなずいた。

「なるほど、そういうことか。入れ墨ずみを見られるのが嫌いやだったんだな？」

　伊織の抵抗を違う意味に解し、法鷲が背後で膝ひざを落とした。

「別にいいじゃないか。俺は気にしないぞ。お前も男なら、自分がやったことを後悔するな」

　言って、ぺしりと伊織の尻しりを叩たたく。

　驚きと怒りが喉のどにつまって声にならず、無言で拳げん骨こつを法鷲の脳天に落とした。俯うつむいて呻うめき声を漏もらした少年が顔を上げて抗議する。

「男のくせに、尻を叩かれたぐらいで怒るなよ」

「全然ぐらいじゃない。お前の尻と一緒にするな」

　伊織は顔を赤らめ立ち去ろうとしたが、肩を両手で押さえつけられた。

「訳が分かんねえぞ。何で、そんなに腹を立ててるんだ？」

　相手が答えに窮きゆうしているのも勘づくことなく、法鷲が閃ひらめいたと拳こぶしを打つ。

「あっ、分かったぞ。これは入れ墨ずみじゃなくて、あいつの胸にも刻まれてる呪じゆ紋もんってやつなんだろ？　で、あんたのは、どんな効力があるんだ？」

「何でお前に言わなきゃならない？　ほうっておいてくれ」

「そうか、詮せん索さくは野や暮ぼだったな。でも、魔法で男に化けてるとか言うなよ」

「当たり前だ」

　素っ気なく答えたが、正せい鵠こくを射い貫ぬかれて肝きもが冷えた。逃げ出したいのは山々だが、腕力では勝てない。面倒なことになってきたなと思いながら、伊織はぎこちない空気を嗅かぎ取られる前に、別の話題を振った。

「訊きこう訊こうと思ってたんだが、お前は、どうしてあんな山の中にいたんだ？」

　法鷲が、米こめ糠ぬか入りの洗い粉を手て拭ぬぐいにまぶしつつ答える。

「天てん誅ちゆう組ぐみの本陣に行く道中だったんだ。咒しゆを使って空を飛んでいたら悲鳴が聞こえてきたんで、森に降りたってわけさ」

　思わぬ答えに、伊織は首を捻ひねって法鷲を見た。

「まさか天誅組に加わるつもりなのか？」

「俺は尊そん皇のう攘じよう夷いに興味はねえよ。まあ、十と津つ川かわ出でのお袋の親族が何人か砦とりでに籠こもっているから、全く他ひ人と事ごととは言えないけどな」

　吉よし野の山さん塊かいの真ん中にある十と津つ川かわ郷ごうは、比類なき勤きん皇のうの地だ。助太刀にはせ参じるというのなら至し極ごく明解なのだが、話が見えてこない。

「じゃあ何をしに行くんだ？」

「人捜しさ。幼おさな馴な染じみが、金きん峯ぶ山せん寺じの女によ人にん堂どうから連れ去られたんだ。本陣にいる叔お父じ貴きから何の知らせもないから、いないとは思うんだが、他に当てがなくてな」

　今夜、紅こうから聞いた話が、伊い織おりの頭を駆け巡った。金峯山寺に関わる少女が、他にいるとは思えない。

「ひょっとして捜してるのは、中なか山やま忠ただ光みつ卿きようの妹君か？」

　そう尋たずねるや、法ほう鷲じゆに肩を摑つかまれ、洗い場の岩床に押し倒された。少年の瞳が、ギラギラと光っている。

「あんた、小さ夜よのことを知ってるのかよ！」

「落ち着け」

　只ただならぬ勢いに圧倒され、伊織はいきなり組み伏せられたことに文句も言えず、呆ぼう然ぜんとしながら宥なだめるしかなかった。

「教えてくれ！　小夜が本陣に連れ込まれてるのか！」

　どうやら、ただの幼馴染みではないらしい。

「名前までは知らんぞ。金峯山寺で修行を積んだという忠光卿の妹が、天てん誅ちゆう組ぐみの砦とりでにいると聞いただけだ」

　興奮を冷ますかのように、法鷲が腹の底から熱い息を吐はき出した。

「そうか。やっと見つかったぜ」

　声に安あん堵どが色濃く滲にじんでいる。余程捜したのだろう。

「見たわけじゃないから、保証は出来ないぞ」

「いや、充分ありがてえよ。清きよ河かわ八はち郎ろうって奴やつに攫さらわれてから、全く何ど処こにいるか分からなかったんだ」

　清河の名を聞き、今度は、伊織が声を大きくした。

「お前、あの清河八郎を知ってるのか？」

「そういや、あいつは尊そん攘じようの志士の間では有名らしいな。話せば少し長くなるんだが──」

　と語り出そうとした矢先、叫び声を聞きつけた冬とう馬まが、浴衣ゆかた姿で脱衣所から飛びだしてきた。伊織を押し倒している法鷲を見て、眉まゆ尻じりを吊つり上げる。

「お前、何やってんだ！」

「あんたこそ、風呂に入るなら服は脱いでこいよ」

　至極当然のことを言った法鷲に、冬馬が鬼の形相で迫る。

「離れろ、馬ば鹿か！」

　そう怒鳴って少年を伊い織おりから引き離し、そのまま湯船に投げ捨てた。体勢を整える間もなく頭から落ち、見事な湯ゆ柱ばしらが打ち上がる。

「てめえ、何すんだ！」

　ずぶ濡ぬれの法ほう鷲じゆが、撥はね飛ぶように湯底から立ち上がった。先程、殊しゆ勝しようにも謝ると言っていたが、投げ飛ばされて、そんな思いは消し飛んだらしい。両眼にはち切れんばかりの怒気が孕はらんでいた。

「二人とも落ち着け」

　伊織は手て拭ぬぐいで胸元を隠しながら、懸命に宥なだめたが、互いに聞く耳を持つ様子がない。

　冬とう馬まが浴衣ゆかたのまま湯船に踏み入り、拳こぶしの骨を音高く鳴らした。

「糞くそ餓が鬼き。お前だけは勘かん弁べんならねえ」

「上等だ。吠ほえ面づらかくなよ」

　売り言葉に買い言葉で応じた後は、攻守入り乱れての激しい拳の応おう酬しゆうとなった。猛もう烈れつな一撃を喰らって、のびたかと思えば、すぐに立ち上がってお返しの一発を見舞う。湯船に沈んでは、相手の足を摑つかんで転がし、馬乗りになって殴り掛かろうとした。

　伊織が業を煮やし、声を限りに叫ぶ。

「やめろ、二人とも！」

　返事に代わって洗い桶おけが飛んできた。伊織の額ひたいにぶつかり、コンと良い音が鳴る。それを境に、少女の目が一気に座り込んだ。

「聞く気がないなら仕方ないな。二人仲良く反省しろ」

　片かた頰ほおをひくひくと痙けい攣れんさせ、金こん色じきの燐りん光こうを灯した指を宙に奔はしらせる。瞳に憐れん憫びんの情は欠片かけらも見当たらない。

「雷撃ル＝ボウ！」

　掌てのひらの魔法陣から出現させた雷球を容よう赦しやなく湯船に叩たたき込んだ。
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　翌日、伊い織おりたちの姿は、杉の木立が取り巻く山中にあった。

　澄み切った空を仰げども、切り立った山の稜りよう線せんに隠れて太陽が見えない。昼の盛りを過ぎたばかりにもかかわらず、谷間の道は薄明るく肌寒かった。陽が直接降り注がないせいで、足元の落ち葉が酷ひどく湿し気けている。踏みつけても音は鳴らず、泥を踏んだような気持ち悪い感触が足裏に伝わった。

　人が並んで歩くのがやっとの小道が、蛇行する天あまノの川かわに沿って果てなく続き、右を見ても左を見ても鬱うつ蒼そうとした木々が伊織たちを圧するように生おい茂しげっていた。息苦しいほどに、樹木の香りがきつい。

　峻しゆん険けんな山さん岳がくが群れている地が、大軍の運用に適さないのは兵学の常識だが、ここへ来て、身に染みて実感出来た。南北朝の御み代よ、吉よし野のに逃げ込んだ後ご醍だい醐ご天皇を足あし利かが方の軍勢が追い詰めきれなかったのも当然に思える。重い具足で身を固めた寄せ手の兵士は進軍しながら、さぞ気が滅め入いったことだろう。

　天てん誅ちゆう組ぐみの討とう伐ばつに向かった幕軍が下草を刈かり取り、道を踏みならしていたお陰で、かなり苦労は軽減されているものの、伊織の額に浮かぶ玉の汗が絶えることはなかった。魔力を温存する為、飛ひ翔しよう魔法を使わないことにしたのだが、このまま体力を削けずり取られては戦力にならない。連れの男たちは、息も乱さず歩いていなければ、とうの昔に弱音を吐はいているところだ。呆あきれることに、伊織と龍りよう馬まの前を並び歩く犬猿の二人は、朝から肘ひじで互いを小突きながら罵ののしり合いを続けている。そんな元気があるのなら、背中におぶってくれと言いたかった。

　法ほう鷲じゆが、冬とう馬まを睨にらみあげる。

「昨日の続きをやってもいいんだぜ」

「構わねえが、今度は泣いても許さねえぞ」

「はあ？　誰がいつ泣いた？」

「お前だ、糞く餓そ鬼がき」

　冬馬に肩を拳こぶしで突かれ、法鷲が肘を打ち返す。不毛な小競り合いに呆れ、伊織は溜ため息いきを漏もらした。雷撃から目を覚ました直後、殴り合いの喧けん嘩かを始めた二人を再び折せつ檻かんし、休戦を約束させたが、この様である。出会いが最悪だったのは否めないが、相性が余程悪いようだ。

　そんな二人が一緒に天誅組の本陣を目指すことになったのは、伊織と龍馬が懇こん々こんと利を説いたからに他ならない。伊織たちは、主将中なか山やま忠ただ光みつを知り、修験道の技を駆く使しする法鷲がいれば心強いし、法鷲は、砦とりでを包囲する幕軍を安全に通行出来る伊織たちがいれば、無む駄だな手間が省ける。そして何より、共通の敵、清きよ河かわ八はち郎ろうの存在が大きかった。

　かくの理由で呉ご越えつ同どう舟しゆうすることになった二人が、目の前で角を突き合うのを見て、伊織は今日何十度目かになる溜息をついた。

「ほんに仲がええのう。まるで兄弟みたいじゃ」

　無ぶ精しよう髭ひげの生えた顎あごを搔かきつつ、にこやかに笑う龍馬に、伊織は冷ややかな眼まな差ざしを向けた。先を歩く二人の背を指差す。

「あれをどう見たら、そう思うんです？」

「ほんとに好かんなら、並んで歩かんぜよ。違うか、久く世ぜ君？」

「坂さか本もとさんは、楽天家過ぎますよ」

　伊い織おりは言って天を仰ぐと、歩調を早め、今にも拳こぶしを交えそうな二人に追いついた。

「お前たち、それぐらいにしておけ」

　冬とう馬まが歩きながら、首を捻ひねって振り返る。

「伊織、止めんな」

「こいつだけは、我慢ならねえ。やらせてくれ」

　法ほう鷲じゆが、手にしていた錫しやく杖じようを構えた。息巻く二人に、伊織が鋭い視線を射込む。

「喧けん嘩か両成敗という言葉を知ってるか？」

　口を尖とがらせ何か言い掛けた二人に先んじて話を続ける。

「この際、どっちが悪いかなんて、どうでもいい。つまらないことで、私の手を煩わずらわさないでくれ」

　平らな声音に、凄すさまじい冷気が秘められていた。応じなければ、制裁の雷いか土づちが降り注ぐと察し、冬馬たちが揃そろって唾を飲み込んだ。

「お前たち、返事はどうした？」

　伊織が言いながら、指先に金こん色じきの光を灯した。男の意地で首を縦に振らぬ二人を見かね、龍りよう馬まが声を掛ける。

「まあ、力があり余っちょるのはええことじゃが、暴れるんは魔物と出で会くわすまでやめちょき」

「そうだぞ。昨日のでかい影が消えた谷まで、あと少しだ。お気楽に仲間割れしている場合じゃないだろ」

　伊織が続けると、二人は互いを一ひと睨にらみしてから子供のように顔を背けあった。治まらぬ怒りのせいか、足取りが荒くて速い。仲良くする気もなければ、腰を落ち着けて休む気もさらさらないらしい。

（まったく世話の焼ける奴やつらだ）

　伊織は呆あきれつつ腰の竹たけ筒つつを外し、渇かわいた喉のどを潤うるおした。足の筋肉は悲鳴をあげているが、小道を少し下りれば川が流れていて、飲み水に困らないのが唯ゆい一いつの救いである。

　押し黙って歩く三人を見回しながら、龍馬が大人の笑みを滲にじませ目を細めた。刺とげ々とげしい沈黙を立ち切るべく、唐とう突とつだが、大事なことを尋たずねる。

「なあ、法鷲。聞きそびれとったが、おまんは清きよ河かわさんと、どういう縁えんがあったんじゃ？」

　少年が足取りを緩ゆるめ、伊織たちの傍そばまで下がってきた。冬馬は会話に加わろうとせず、一人黙々と先んじて歩いていく。

「一年前、あいつが修験道の呪術を身につけたいと言って、金きん峯ぶ山せん寺じを訪ねてきたんだ。奥峰にも入って、それなりの修行は積んだが、才能がなかったんで、三み月つきもしないうちに山を下りたけどな」

　法ほう鷲じゆは、一度薄い唇を結んでから、眼を伏せた。

「厄やつ介かい払ばらいが出来たと思って、清せい々せいしていた一ひと月つきほど前、ふらりと寺に戻ってきた。そしたら、何があったか知らねえが、まるで別人になっていやがったんだ」

「別人？」

　伊い織おりは、訊きき返したが、その意味に心当たりがないわけではない。法鷲が、言葉を選び、少し間をあけてから答えた。

「人外といった方が正しいかもな。戻ってきた清きよ河かわは、見た目は人でも、人の匂においが微み塵じんもしなかった。それで、すぐに追い払ったんだ」

　正しよう蓮れん寺じ川がわで目撃した偽の小こ五ご郎ろうの異能力が、伊織の脳裏を過よぎった。新たな符号も、清河の正体を指し示しているように思える。

　得心していた伊織の隣で、龍りよう馬まが小首を傾かしげた。

「分かっていながら、どうして調伏しようとせんかったんじゃ？」

　確かに出会うなり、冬馬に挑み掛かった彼らしくない話だった。法鷲が足あし下もとの小石を蹴けり飛ばす。

「まるで勝てる気がしなかったし、相打ちの覚悟もなかった。でも、あの日からそれを後悔しなかった日は一日もねえ。俺の弱さのせいで、小さ夜よが清河に攫さらわれちまったんだからな」

　顔は見えなかったが、声に怒りが満ち溢あふれていた。

「時に退ひくことも勇気じゃし、生きてるからこそ出来ることもある。過ぎたことで自分を責めてもしょうがないぜよ」

　龍馬はそう慰なぐさめると、無言のまま振り返りもしない少年の肩を叩たたいた。

「噂うわさ通どおり天てん誅ちゆう組ぐみの本陣に、小夜どのがおればいいのう」

「いたとしたら、とんだ遠回りだぜ。金きん峯ぶ山せん寺じから京なんかに出ず、直接天あま辻つじ峠とうげに行っていれば、幕軍に包囲される前に連れ出すことが出来たのに」

　彼の声音を聞く限り、少女が砦とりでにいることに半信半疑のようだった。同じ気持ちの伊織が、法鷲の背に問う。

「忠ただ光みつ卿きようの妹君も、お前みたいに修験道の技を使えたのか？」

「からっきし駄目だった。可か愛わいがってくれた忠光様に、いつか恩返しが出来るようになりたいと言って、一緒に修行はしてたけどな」

「修験道も魔法と同じで、持って生まれた才能が必要というわけか」

　伊織は顎あご先さきを抓つまみ、頷うなずいた。修験道と魔法も突き詰めていけば、理ことわりは大きく違わないのかもしれない。

　法鷲が歩きながら、振り返る。

「才もそうだが、心根の賤いやしい輩やからに咒しゆは伝授しないことになってる。そうしないと、西洋の魔法みたいに悪事に使われることになるからな。何ど処こからか噂うわさを聞きつけて、山に来る奴やつもいるが、大半は門前払いだ。残った人間も、荒行で更に篩ふるい落とす。咒の真理に辿たどり着けるのは、どれだけ多くても二年に一人ってとこさ」

　その秘密主義が良い悪いは別にして、修験道の呪術が巷ちまたに広がらぬ理由はよく分かった。

「なるほどな。でも、邪悪な輩を排はい除じよする金きん峯ぶ山せん寺じが、どうして清きよ河かわを受け入れたんだ？」

「勤きん皇のうの志こころざしが厚い俊才の清河に咒を授けるよう、京の公家筋から頼まれたからさ。攘じよう夷いを実現する為、今きん上じよう陛下が望んでらっしゃると書かれた文を読んで、断れると思うか？」

　語気強く問い返してきた法ほう鷲じゆを見ながら、伊い織おりは黙し、眉まゆ根ねに皺しわを寄せた。

（どうもきな臭くさい話だな……）

　東とう方ほう聖せい堂どう会かいと繫つながりのある清河が、孝こう明めい天皇の御名を利用出来るほどの公家と繫がっているとするならば重大事だ。もちろん、清河が掲げている表おもて看板を見て信用し、紹介状を書いたとも考えられるが、そう信じ込むほど伊織は気楽な性格ではなかった。

「その公家筋とは、誰なんだ？」

「知らねえよ。俺が、紹介状を読んだわけじゃねえからな」

　法鷲は言うと、視線を逸そらした。知っていて惚とぼけたようにも見えるが、固く引き結ばれた唇から察して、話すつもりはなさそうだ。追及したところで望む答えに辿り着けそうにない。

　伊織は静かに息を漏もらすと、後日に備え、清河と宮廷の関係を胸に刻み込んだ。少し間を置いてから、別の気になることを尋たずねる。

「だったら仕方ないな。しかし、小さ夜よどのは修験道の術を使えないのに、どうして清河に攫さらわれたんだ？」

「考えられることは、一つだ」

　法鷲が視線を伊織に戻し、顔の前で人差し指を立てた。

「小夜は霊や魑ち魅み魍もう魎りようが俺以上に見えたし、少しなら話も出来た。おまけに性根が優しいから、たまに山を下りると、そういう類が、うじゃうじゃとよって来やがった。清河の目的は分からねえが、これに眼をつけたとしか考えられねえ」

　興味深い異能の力だ。法鷲と同じく、清河が、それをどう使うつもりかは見当もつかないが、忠ただ光みつ卿きようの妹であるという理由だけで拉ら致ちしたわけではなさそうである。

「その力と同じように、手て翳かざしも、昔から使えたのか？」

　法鷲は即座に首を左右に振った。

「小夜のことは昔からよく知っているが、手翳しなんかしたこともねえし、修験道の呪じゆ法ほうに剛力を宿す術もねえ。まるっきりの噓うそか、清河に何かを仕込まれたかのどっちかだ」

　法鷲の断言に、清河と東方聖堂会の繫がりを加味すれば、導き出される答えは一つしかない。

　伊織は龍りよう馬まに黒目がちな瞳を向けた。

「手て翳かざしの正体は魔法──あるいは禁きん呪じゆと考えて良さそうですね」

「つまり天てん誅ちゆう組ぐみは、まんまと騙だまされちょるわけだな」

　龍りよう馬まが苦い薬を嚙かんだように口の端を歪ゆがめた。吉よし村むら寅とら太た郎ろうを始めとする同郷の士が、事もなく謀たばかられていることが歯がゆいようだ。

「それを責めるのは、酷こくだと思います。主将の妹が、まさか夷い狄てきの魔法を使うとは誰も想像しませんよ」

　伊い織おりは言いながら、さして重要なことではないが、法ほう鷲じゆにもう一つ聞きそびれていることがあると気づいた。

「忠ただ光みつ卿きようの妹君と幼おさな馴な染じみということは、お前も生まれは公家なのか？」

「一応な」

　問われたくないことだったのか、法鷲は不快そうに鼻に小こ皺じわを寄せ、前を向いて歩き出した。

「小さ夜よは藤ふじ原わら北ほつ家けに連れん枝しを持つ名家で、俺は家業もない貧乏公家の息子だ。でも、母親が同じ十と津つ川かわ郷ごうの生まれだったから、子供の頃からつき合いがあったんだ。まあ、腐くされ縁えんってやつだな。屋敷で働く下女に戯たわむれで、手をつけたのも一緒。物心つく前に、父親から厄やつ介かい払ばらいに押し込まれた先も、同じ金きん峯ぶ山せん寺じだったってわけさ」

　そう打ち明けた少年に追いつき、龍馬が肩を抱いた。にやにやと笑いながら、法鷲の頰ほおを指で突く。

「おまん、忠光卿の妹君に惚ほれちゅうな？」

「まあな」

　あっさり認め、龍馬の腕を振り払う。

「だから何があっても取り返したいんだ。あいつの為なら、俺が死んだって構わねえ」

　その決意を示すように、声には燃えるような響きがあった。

（子供と思っていたが、中々どうして）

　と心中、考えを改めた伊織と龍馬が真逆の反応を示した。

「おまん、まだ子供じゃのう」

　言って、法鷲の頰を指で突いた。

「何でだよ」

「男なら惚れた女を泣かしちゃいかんぜよ。そんなことも分からんのは、子供じゃ。のう、久く世ぜ君」

　同意を求められ、伊織は苦笑いで応じた。この四人の中で本当の大人の男は、彼一人なのかもしれない。

　反論出来ず、口をへの字に曲げた法鷲の前で、冬とう馬まが立ち止まった。

「どうした？」

　伊織が呼びかけると、そびらを返した。何かあったらしく、表情が厳しい。

「酷ひどく臭においやがる。この先で、大勢死んでるみたいだぞ」

　三人の瞳に緊張の光が走ったが、予期せぬことではなかったので、誰も狼ろう狽ばいの色は浮かべていない。

「あの影が消えた谷だ。用心して進むぞ」

　伊い織おりは言って、冬とう馬まの背を叩たたいた。

「じゃあ、様子を見てきてやるよ」

　法ほう鷲じゆは言うや、錫しやく杖じようを置いて小道を離れた。天を突かんばかりの巨木に取りつき、猿ましらの如ごとく登っていく。暫しばらくして梢こずえの間をすり抜け、少年の声が降ってきた。

「いい鼻してるじゃないか。河原が屍し体たいで埋め尽くされてるぜ」

　伊織は蔦つたが巻きついている幹に手をつき、巨大な笠かさを仰いだ。目を凝こらすと、折り重なった枝葉の奥に人影があった。

「昨日の魔物はいないか？」

　尋たずねると、法鷲が大きな葉音と共に目の前に落ちてきて、片かた膝ひざ立ちで着地した。かなりの高さから飛び下りたにもかかわらず、何事もなかったように、けろりとした顔で立ち上がる。

「見た限りはいなかった。ただ、そこら中の木が薙なぎ倒されてたぜ」

　昨夜の影は、どうやら幻まぼろしではなかったようだ。

　法鷲が爪つま先さきに錫杖を引っ掛けて拾い上げ、少し先の灌かん木ぼくの切れ目を指差した。

「あそこの斜しや面めんから河原に下りられるけど、どうする？」

「寄り道になるが、見ぬふりは出来んだろ？」

　伊織の意見に残る三人も異論なく、抹まつ茶ちやを塗まぶしたような苔こけ生むした斜面を滑すべり下りた。

　魚の背が水面に見えるほど澄み切った川が悠ゆう々ゆうと流れている。山やま間あいの河原にしては長広く、白い川石が敷きつめられており、大きな岩もない。二百の兵が夜営するには、うってつけの長のど閑かな場所だが、今は酸さん鼻びを極きわめていた。

　谷に充満している腐ふ敗はい臭しゆうが酷ひどく、伊織ですら、思わず袂たもとで鼻を塞ふさいだ。慣れぬ者ならば、河原に足を踏み入れた途端に嘔おう吐としただろう。臓ぞう腑ふを撒まき散らし、蝿はえのたかった人馬の屍体が、数え切れないほど転がっていた。流れ出た血が、引き裂かれた陣幕や車輪の取れた荷車の間を縫ぬい、川へと流れ込んでいる。

　周辺の森も、木々が至るところで薙ぎ倒され、まるで猛烈な嵐が駆け抜けたかのようだ。威い力りよくの高い魔法が使われたらしく、一町ほどの広大な範囲で山肌が露あらわになっていた。

　殺人も破壊も過か剰じようで、洗せん練れんされているとは言い難がたい。土手っ腹に大穴が穿うがたれている岩の断だん崖がいに夜営地を設もうけていたはずはなく、数名の斥せつ候こうさえ配置していたとは考えにくかった。何の意図もなく、暴れ回ったようにしか解釈出来ない。得体の知れぬ敵に苛いら立だち、伊織の眉み間けんに深い皺しわが刻み込まれた。

　法鷲と龍馬が、敵が潜ひそんでいないか確かめる為、陣幕の陰へと歩いていく。しゃがみ込んで足あし下もとの骸むくろを観察する少女の隣に、冬とう馬まだけが残った。

（昨日と兵士と武装が同じだな）

　見覚えのある陣じん羽ば織おりに、三つ葉葵あおいの家紋が描かれている。手に握られていたのは、火ひ縄なわではなく、細かな術式が刻印された魔法銃だった。

「間違いない。紀き州しゆう藩はんの洋式部隊だ」

　そう断定した伊い織おりの横で、冬馬が手て庇ひざしを作り、河原を見渡した。

「こりゃあ全滅したんじゃねえか」

「だろうな」

　伊織は頷うなずき立ち上がった。

　人の形をまともに残している骸が少ないので、はっきりした数は分からないが、五ご條じよう方面に退却してきた兵士と道中出で会くわすことはなかった。これだけの虐ぎやく殺さつにあいながら、尚も戦意を保ち、天てん誅ちゆう組ぐみを包囲する幕軍本隊と合流したとは考えにくい。逃走を試みた幾いく人にんかは、伊織自身が目撃したように追っ手に殺されたのだろう。

「伊織、どう思う？」

　冬馬が袖そでを引っ張り、数歩先の屍し体たいを指し示した。

　陣羽織の脇わきから臓ぞう腑ふが噴き出し、細ほそ袴ばかまを白い骨が突き破っている。仰あお向むけで絶命しているが、目鼻以外は判別しようがなかった。全身が押し潰つぶされており、身体からだの厚みは半分もない。骸の周囲は窪くぼ地ちの如ごとくへこみ、とてつもなく大きな足跡に見える。

「何かに踏み殺されたようだな」

　伊織の声音が、重く沈みこんだ。足から全体を想像すると、ヒュドラが可か愛わいく思える巨大さだった。まともに戦ってどうにかなるとは思えない。

　冬馬が、やってられないとばかりに首を振った。

「たった一匹で、この惨さん状じようかよ」

「大半はそのようだが、全員じゃないぞ。この屍体を見てみろ」

　伊織は言って数歩歩き、足下の骸を指差した。肩から首にかけて無残に食いちぎられ、どす黒い色の筋肉や骨が露ろ出しゆつしている。

「牙の痕あとが、小さすぎる。これだと昨日の晩、私と法ほう鷲じゆが出会した魔物の口と同じぐらいの大きさだ」

「子分を引き連れてたってわけか」

「そう考えると、この惨状が余計に納なつ得とく出来る。あの魔物は、対魔法の力が、尋じん常じようじゃなかったからな。洋式部隊じゃ、相性が悪すぎだ」

　魔法銃よりも刀や槍やりで応戦した方がましだと思うが、人の倍以上の体たい軀くに向かって行く勇気を持つ人間など然そう然そういない。途中で効かぬと気づきながらも、撃ち尽くすまで弾だん丸がんを放ったはずだ。

　伊い織おりは片かた膝ひざをつき、焦点を失った瞳で天を睨にらんでいる兵士の瞼まぶたをそっと掌てのひらで下ろした。そこに法ほう鷲じゆと龍りよう馬まが、冴さえぬ顔で戻ってきた。

「陣幕の向こうも魔物はいなかったぜ」

「転がっちょったのは、紀き州しゆう兵へいの屍し体たいだけじゃ」

　龍馬が顎あごを搔かきつつ、首を捻ひねる。

「しかし、おかしいのう。敵の死し骸がいが一つも見当たらんぜよ」

「紀州兵が交戦したのが、召しよう喚かん獣じゆうなら骸むくろは残りませんよ。絶命した半刻後には、塵ちりと化しますから」

　召喚獣が棲すむ異界とこちらの世界では、万物の理ことわりが違う。故ゆえに、水が高きところから低きに流れるように、やがて存在は維持出来なくなる。召喚獣の身体からだから流れ出る血は一滴たりとて、地に還かえることはない。

　冬馬が、赤せき眼がんを伊織に向けた。

「清きよ河かわが召喚主と思うか？」

「分からない。もし、こんなことが出来るのなら、正しよう蓮れん寺じ川がわで私たちと戦った時に使っても良かったはずだ」

　冬馬が頷うなずき、腕を組む。

「出し惜しんだとも、別の誰かの仕業とも考えられるな」

「いずれにしても、幕府の援軍を襲ったということは、天てん誅ちゆう組ぐみの後ろ盾だてとなっている魔法士だ。手て強ごわい敵がいるようだぞ」

　伊織は、言って目元を険しくした。

　二百の精兵を壊滅させた魔物たちと正面からぶつかっては結果が見えている。他には目もくれず、迅じん速そくに召喚者を叩たたくしかない。

　冬馬が、気負いで固くなった伊織の肩に手を置いた。

「まあ、何とかなるさ」

「お前は、どうしていつもお気楽なんだ？」

　眉まゆを顰ひそめた伊織に、冬馬が笑みを返す。

「だって、気重に考えてもしょうがないだろ？」

「同感じゃが、これだけの数のミニエーがあって、この有様じゃ。褌ふんどしを締めてかからんといかんぜよ」

　龍馬は言って、弟弟で子しの尻しりを叩いた。冬馬が頷き、振り返る。

「ところで、龍馬さん。ミニエーって、何なんだ？」

「おまんの足あし下もとにも転がっている魔法銃のことじゃ」

　言われて、冬馬が足下の銃に視線を向けた。

「ミニエー銃は、旧式のゲーベル銃より威い力りよくのある魔法を射出出来るぜよ。値を叩いたとしても、一丁十八両はするじゃろうな」

「龍りよう馬まさんの短銃と比べたら、どっちが上なんだ？」

「儂わしの銃の方が威力は上じゃし、連射も出来るが、飛距離はミニエーが勝っちょる」

「威力が劣って十八両かあ」

　冬とう馬まが腕組みし、残念そうに呟つぶやいた。住み込みの用心棒の身で、十八両は大金である。今の境遇に甘んじていれば、とても手に入る代しろ物ものではない。

　法ほう鷲じゆが、傍そばに落ちていたミニエー銃を拾い上げた。

「全部拾い集めたら、かなりの金になるな」

「坊ぼう主ずのお前が、それを口にするなよ」

　冬馬が言って、眉まゆ根ねを寄せた。感心なことに、喉のどから手が出るぐらいに欲しいくせに死人の持ち物を奪うつもりはないようである。

「俺をそこらの坊主と一緒にすんな。金の有あり難がたみも分からん奴やつは、神仏も語れねえよ」

　法鷲は、そう言いながらも、持っていたミニエーを投げ捨てた。金の有り難みが分かることと、賤いやしい振る舞いをすることは別らしい。

　全てかき集めれば一財産だが、伊い織おりも、そんなさもしいことをするつもりは毛頭なかった。

「まあ、幕軍に知らせてやれば、回収にくるだろう。これだけ数があるのに、拾って届けるわけにもいかんしな」

「こげに山深ければ、戦場稼ぎの盗人ぬすつとも来んか」

　龍馬の腕を、冬馬が指で突く。

「そうでもないみたいだぜ」

　言って顎あごをしゃくった上流側の河原に、二つの人影があった。

「妙な組み合わせじゃが、あれは盗人じゃなかろう」

　一人は背に洋よう外がい套とうを羽は織おり、顔を天てん蓋がいですっぽり覆おおい隠した侍さむらい。その後ろを、白しら拍びよう子しのような直垂ひたたれを纏まとい、元げん禄ろく笠がさを被かぶった少女が歩いている。確かに龍馬の言う通り、妙な組み合わせだが、盗人には見えない。近在の神社の巫み女こが、誰かから河原に屍し体たいが山と積まれていると聞きつけ、供養しにやって来たのだろうか。

　そう予想をつけた伊織の後ろで、法鷲が、ぽつりと呟く。

「小さ夜よ……」

「ん？　どうした？」

　振り返ると、少年が目を丸々と見開き、呆ぼう然ぜんとしていた。次第に瞳の底から熱い興奮が、激流となって湧わき起こる。

「おい、小夜！　俺だ！」

　法鷲が声を張り上げ、妙な二人連れに向かって走り出した。遠ざかる背中を驚きながら見つめる伊織に、冬馬が問う。

「小さ夜よって、あいつの幼おさな馴な染じみの名前だよな？」

「ああ。でも、忠ただ光みつ卿きようの妹君が、何でこんなところにいるんだ？」

「砦とりでから逃げ出してきたんじゃないか？」

「だといいが……」

　伊い織おりは、歯切れ悪く応じた。手て翳かざしで天てん誅ちゆう組ぐみを助けている妹を、主将の忠光が易やす々やすと手放すだろうか。

「とにかく俺たちも行こうぜ」

　言って駆けだした冬とう馬まの後を、伊織と龍りよう馬まが続いた。

「小夜、捜したぞ！」

　屍し体たいを次々と飛び越え、走り寄る法ほう鷲じゆに向かって、突如、数弾の火球が襲い掛かった。直撃したかと思ったが、少年は驚くべき反射を見せ、川石の上を転がりよけた。怒れる山猫のように吠ほえ立ち、錫しやく杖じようを構える。

「くそっ！　何しやがる！」

　天てん蓋がいの侍さむらいの右手に、紅くれないの魔法陣が浮かんでいた。詠えい唱しようなしで術を起動させる人間は然そう然そういない。胸を不吉な予感が蝕むしばむ。

　元げん禄ろく笠がさの少女が、唇の下に手を添え艶えん然ぜんと微ほほ笑えんだ。

「いい身のこなしだねえ」

　澄んだ声に酷ひどく不ふ釣つり合いな、莫ばく連れん女おんなの口調だった。

「小夜、俺が分からないのか？」

　困惑する法鷲に、少女が首を振って否定する。

「私の名前は、鵺や子こさ。人違いはよしておくれよ」
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　その語尾が宙に消える前に、三人が立ちすくむ少年のもとに辿たどり着いた。遠巻きのまま身構える。

「別人だったのか？」

　伊織は問いつつ、元禄笠を脱いだ少女を横目で見て青ざめた。

　凜りんとした細い眉まゆと小造りの鼻。人形ように優美な顔立ちで、触れれば折れそうなほど手足が華きや奢しやだ。真まっ直すぐで長い黒髪が、血管が透けて見える白はく磁じの肌を際きわ立だたせている。洛らく中ちゆうでも、これだけ可か憐れんな姫君を見つけることは困難だろう。

　伊織の心しん胆たんを凍こおりつかせたのは他でもない。すっきりとした奥おく二ぶた重えの下で輝く双そう眸ぼうが、鮮血で染め抜いたかのように赤かった。

　鵺子と名乗った少女が、柄つかに手を掛けている冬馬を見て、瞼まぶたを重たげに押し上げる。

「私と同じ赤眼がいるとは驚きだね。まさか、あんたも魔人かい？」

「魔人？　何のことだ？」

　顔を顰しかめて問い返す冬馬の隣で、伊織は思わず早はや鐘がねのように鳴り出した胸元を押さえた。清きよ河かわの背後に潜ひそむ東とう方ほう聖せい堂どう会かいならば、魔人の製造方法を知っているだろうし、それを実行することに躊ちゆう躇ちよするわけがない。

　そう言えば死んだ俊しゆん哉やが、偽にせの小こ五ご郎ろうの命に従い、笠置かさぎ山やまに食い詰め浪ろう人にんを数えきれぬほど連れていったが、誰も帰ってこなかったと話していた。人外の所業が行われた結果が、目の前の少女なのかもしれない。

「くそったれ。そういうことか」

　眦まなじりを吊つり上げた法ほう鷲じゆが、鵺や子こに錫しやく杖じようを向けた。

「おい、そこの憑ひよう魔ま。封ふう滅めつされたくないなら、大人しく小さ夜よの身体からだから出ていけ」

　伊い織おりは耳慣れぬ言葉に、両眼を鋭く細めた。

（憑魔だと？）

　法鷲は冬とう馬まの背後に無数の亡霊を見た時、そうは言わなかった。二人のやりとりを聞く限り、鵺子が少年を見覚えているふしはない。魔人となった少女に悪霊が憑ひよう依いし、心を奪い取ったのだろうか。

　鵺子が指を添え、細い顎あごを持ち上げた。

「ふーん。お前、面おも白しろい力があるみたいだね」

「面白いと思えるうちに、何ど処こへなりと消えろ」

　怒りでこめかみを震わす法鷲に、鵺子が不ふ敵てきな笑みを投げ返す。

「何がおかしい？」

「欲しけりゃ、御ご託たくを並べずに力ずくで奪いな。私のようにね」

　言って乳ち房ぶさを鷲わし摑づかみ、淫いん靡びに歪ゆがめた。

「いい身体からだと思わないかい？　胸だって案外あるんだよ」

　法ほう鷲じゆの瞳に蒼あおい炎が迸ほとばしった。額ひたいに青筋を浮かべて吠ほえる。

「てめえ、今すぐ滅してやる！」

「いいぜ。遊んでやるよ」

　鵺や子こが乳房から手を放し、指招く。

　錫しやく杖じようを振り上げ、躍おどり掛かろうとした法鷲の前に、天てん蓋がいの侍さむらいが洋よう外がい套とうを風に靡なびかせ、立ちふさがった。手には鉄てつ錆さび色の魔法陣が握られている。

「お前も人間じゃねえな。糞くそみたいな匂においがしてるぜ」

　法鷲が不快げに鼻をひくつかせた。

　天蓋の侍を注意深く眺めながら、伊い織おりが小首を傾かしげる。

（この侍の洋外套、何ど処こかで見たような……）

　答えが閃ひらめくと同時に、激しい怒気が血管を駆け抜け、全身へと広がった。奥歯を嚙かみ鳴らした伊織に、冬とう馬まが尋たずねる。

「おい、どうしたんだ？」

　怒りで打ち震える伊織の耳に、彼の声は届かなかった。首筋が、みるみる朱を帯びていく。

「清きよ河かわが下げ衆すなのは分かっていたが、ここまでとはな」

　そう吐き捨て、指に青の燐りん光こうを灯した。宙に描き出した魔法陣を摑つかみ、腕を突き出す。

「烈風刃ラデイニアン！」

　風の円刃が唸うなりをあげ飛ひ翔しようし、天蓋の侍を襲った。男が、またも詠えい唱しようなしで鉄錆色の魔法陣から黒い大おお盾だてを出現させ、両手で構え持つ。

　伊織は、それを見て、瞬時に反応した。指を奔はしらせ、魔法陣に新たな図形を描き加える。

　旋せん風ぷうの刃が軌き道どうを曲げ、盾を回り込む。胸を仰のけ反ぞらせ避けようとした侍の天蓋を切り裂き、森へ飛び去った。

「何だ、こいつ!?」

　冬馬が、驚きの声をあげたのも無理はない。白日に晒さらされた侍の首から上は、人間のものでなかった。

　先の尖とがった触しよつ覚かくが二本。ヌメヌメと光る肌。目も口も鼻もなく、何ど処こからどう見ても巨大な蛞蝓なめくじにしか見えない。

　鵺子が、唇に手を当て、くすくすと笑った。

「可か愛わいい顔をしてるだろ？」

　伊織は少女を睨にらみつけたまま、魔法陣を握り潰つぶした。爪先が掌てのひらに深く食い込む。

「俊しゆん哉やさんの身体からだ、返してもらうぞ」

「あんたの身体をくれるんなら、返してやってもいいぜ」

　言って鵺や子こが、元げん禄ろく笠がさを川かわ面もに投げ捨てた。

　法ほう鷲じゆが、錫しやく杖じようを地に放り、左右の手に刀印を結んだ。

「小さ夜よに取り憑ついている憑ひよう魔まは、俺に任せてくれ」

　頷うなずいた冬とう馬まが、静かに鯉こい口くちを切った。

「あの蛞蝓なめくじの方は、俺が片付ける」

　そう告げるや抜刀し、川石を蹴けって駆け出した。

　迎え撃つ蛞蝓侍ざむらいが、両手に黄土色の魔法陣を浮かべる。そこから同色の霧きりが勢い良く噴き出し、冬馬の行く手に立ちこめた。

　伊い織おりの脳裏に、かつて翻ほん訳やくした魔導書の一説が過よぎる。その色と形態に酷こく似じしている魔法ならば、飛び込むのはまずい。

「さがれ！　その霧に触れるな！」

　伊織の叫びが見えない手た綱づなとなり、猛然と駆けていた冬馬が足を止めた。勢いが殺しきれず、前のめりになるも踏ん張り、後方へ跳んだ。押し寄せる霧が前髪を掠かすめたが、何とか振り切り、間合いを取って青せい眼がんに構えた。

「あんたも、すばしっこいねえ」

　鵺子が余興を楽しむかのように、白い頰ほおを綻ほころばせた。

　黄土色の霧に触れた紀き州しゆう兵へいの屍し体たいが、次々と泥のように崩れ落ちていく。肉が腐くさり、露出した骨も瞬またたく間に液化し、形を失う。川石の上に軍装だけが残った。

「むかつく魔法だな」

　言って、唾を吐はき出した冬馬の額ひたいに、溶けた前髪が雫しずくとなって伝い落ちる。

　腐ふ食しよくの霧が鵺子と蛞蝓侍を隙すきなく包み見込んでいった。

「冬馬、少し待ってろ」

　伊織は五指を踊おどらせ、宙空に古いにしえの文字と複雑緻ち密みつな模様を刻んだ。

「──古鉄の縛いましめを破り、コルディアの馬を駆れ。行使せよ、颶ぐ風ふうの王。轟嵐ゴー＝バツシユ！」

　暴風の柱が数条立ち上がり、周囲を覆おおい尽くしていた濃のう霧むを瞬く間に吸い込んで蒼あおい空へと運び去った。

　冬馬が地を蹴ける。

「霧さえ晴れたら、こっちのもんだぜ」

　剣を斜めに構えて突進する彼に、目のない蛞蝓侍が頭の触しよつ覚かくを向けた。指を動かすことなく、両手に魔法陣を浮かべだ。

　指を奔はしらせようとした伊織の横に、龍りよう馬まが進み出る。抜く手も見せず、懐ふところから魔法銃を引き抜いた。

「それはやらせんぜよ」

　立て続けに銃声が響き、空気が震える。狙ねらい澄ませて放たれた二つの弾丸が、炎を纏まとって蛞蝓なめくじ侍ざむらいに迫り、その両手に命中した。口がないので悲鳴はあがらなかったが、痛みは感じるらしく、胸を仰のけ反ぞらせて身もだえし、触覚の先端をくねらせる。

　一気に間合いをつめた冬とう馬まは躊ちゆう躇ちよせず、剣を水平に振り切った。骨に当たる手応えなく、肉を切る感覚だけが柄つかから伝わる。斬きり飛ばした蛞蝓の頭が、河原に転がった。暫しばし遅れて、仁王立ちしていた胴体が紫の鮮血を噴き上げ、仰向けで倒れた。

「何てことをしてくれるんだい。父とう様さまに叱しかられるじゃないか」

　鵺や子こは眉まゆ根ねを寄せて言ったが、劣勢になったことを恐れる様子が欠片かけらもない。転がってきた蛞蝓の頭を足で踏み潰つぶした。

　法ほう鷲じゆの声が、河原に響く。

「──搦からめ捕りたまわずんば、不ふ動どう明みよう王おうの御不覚、これに過ぎず、タラータ・カンマン・ビシビシバク・ソワカ」

　印いん契げいを結んだ指が、眩まばゆい閃せん光こうを放った。それに呼応し、鵺子の胸元が輝く。咒しゆによって縒よりあげられた金きん縄じようが幾本も噴き出し、少女の身体からだにきつく巻きついて拘束する。

　鵺子が、烏からすの羽根の如ごとき漆しつ黒こくの睫まつ毛げを瞬しばたたかせた。

「お前、変わった術を使うなあ」

　まるで奇術を見たかのように言い、手足を動かそうとしたが、不動明王の神力に押さえつけられ小こ揺ゆるぎもしなかった。

「口ほどにもねえな」

「それは、あんたの方さ」

　鵺子が、小さな唇の端を引きあげる。

「じゃあ今すぐ、金縄をほどいてみろよ」

　法鷲が、少女から憑ひよう魔まを祓はらうべく前へと踏み出した瞬間、何ど処こからともなく異音が接近してきた。

「何だ、この音……」

　四囲に視線を巡らせた伊い織おりの傍そばを、黒い影が高速で駆け抜ける。冬馬の赤眼が、飛ひ翔しよう体たいを捉とらえた。

「上だ！」

　そう叫んだ同瞬、空から飛来した戦せん鎌れんが、鵺子を掠かすめて足あし下もとに突き立った。衝撃で川砂が宙に舞い、寸断された金縄が地に落ちて消え去る。

　前を行く法鷲の背が、動揺を隠しきれず微かすかに揺れた。龍りよう馬まが銃を折り、空から薬やつ莢きようを捨てながら、両眼を細める。

「ただの鎌かまではなさそうじゃのう」

　三日月の形をした黒くろ鉄がねの両刃は、斧おののように肉厚だった。長さも大人の脚ほどあり、少女の細腕では持ち上げることすら叶かなわぬように思える。石せき突づきに取り付けられた鉄てつ鎖さが、猫の尾のように手首に絡みついた。

「ハイドラ、心配してくれたのかい？」

　鵺や子こが、戦せん鎌れんの黒刃を白い指で愛おしげに撫なでる。

「お前はいい子だ。でも、私がこんな虫けらどもに負けるわけないじゃないか」

　言って柄を握り、地面から引き抜いた。軽々と片手一本で風を切り、豪壮な戦鎌を華きや奢しやな肩に背負う。

　伊い織おりは、鵺子の赤眼を睨にらみ、渇いた喉のどに唾を飲み込んだ。少女が発する重圧は、清きよ河かわや神かん藤どうに劣らなかった。

「こいつは、一人でどうにかなる相手じゃない。総掛かりでいくぞ」

「女一人を袋ふくろ叩だたきにするのは趣味じゃないが、仕方ないみたいだな」

　冬とう馬まが、刀身を濡ぬらしていた紫の血を振り落とす。

「小さ夜よを絶対に殺すなよ。憑ひよう魔まを祓はらえば、正気に戻る」

　全ては、そう熱く語った法ほう鷲じゆの双肩に掛かっていた。四人が力を合わせたとしても、何の足あし枷かせもない魔人を殺せるとは思えない。少女の身体からだから悪霊を打ち祓えるか否かが勝敗を分かつ。

　「俺が斬り込んで、あの鎌を取り上げるから、後は何とかしろ」

　頷うなずく法鷲を追い越し、剣を構えた冬馬が進む。

「坂さか本もとさん、私が先に仕掛けます」

　銃弾を装そう塡てんしている龍りよう馬まに一声掛け、伊織は指先に金こん色じきの光を灯した。冬馬がそうであるように、魔人の命を脅おびやかすのは得策ではない。足止め程度の威力になるよう、慎重に魔力を絞しぼり込む。

　娼しよう婦ふの笑みを浮かべた鵺子が、可か憐れんな唇に舌をはわせた。

「さあ、私を楽しませておくれよ」

　伊織は、艶なまめかしく指を動かして挑発する少女に魔法陣を向けた。片眼を閉じ、狙ねらいを定める。外すような距離ではない。

「雷撃ル＝ボウ！」

　掌てのひらから迸ほとばしった雷獣が、獲物に牙をむく。

「私も、なめられたもんだねえ」

　鵺子が一歩も動かず、戦鎌を一振りすると、肉薄していた雷らい土づちが忽こつ然ぜんと消失した。湾わん曲きよくした両刃に光の刻印が浮かび上がる。

「何!?」

　目を瞠みはり、棒立ちになった伊織に続き、龍馬が魔法銃の引き金を引いた。宙空で銃弾が破裂し、鋼はがねの荊いばらが飛び出す。狙い通り戦鎌に絡みつくかと思われたが、鵺子が刃光を斜めに煌きらめかせると、視界から跡形もなく消え去った。

「まさか……」

　伊い織おりは冷たい汗が滲にじむ胸元を摑つかみ、言葉を飲み込んだ。

　大崩壊以前、ドワーフたちが、高等魔法種族であるエルフに対抗する為、あらゆる魔法を刃に吸収する武具を鍛え上げたという記述が史書に残っている。だが、製法は後世に伝わらず、神話の領域を出ない。伝説の神器が少女の手に握られているとは思わぬが、目の前で起こった事象とは合致する。

「だったら、これはどうだ！」

　疾しつ風ぷうを起こして、冬とう馬まが打ち掛かった。腰の入った鋭い一撃だったが、鵺や子こが両刃の鎌で顔色も変えずに受け止める。

「そんな打ち込みで、私を倒せると思ってるのかい？　死にたくなければ、本気できなよ」

　言って、片手で押し返した。

「女の力じゃねえな」

　冬馬は一いつ旦たん引いて間合いを改めてから、二の太刀を送り込んだ。刃が嚙かみ合い、火花が散ったが、鵺子の悠ゆう然ぜんとした表情は変わらない。くるりと身を返し、巻き込むようにして戦せん鎌れんを振った。冬馬に切っ先を鍔つば元さきで受け止められるや、息をつかせず連撃を繰り出す。

「押されてるだと……」

　伊織の目から見ても、冬馬が劣勢だった。一撃の重さと剣にはない独特な軌き道どうに惑わされ、後ご手てに後手にと回っている。

　間合いを探りあうことなく、二人の身体からだが激しく入れ替わる為、伊織も龍りよう馬まも魔法を放てない。ならばと、法ほう鷲じゆが印いん契げいを結んで、再び咒しゆを唱えた。

「──タラータ・カンマン・ビシビシバク・ソワカ」

　鵺子の胸が輝き、金こん色じきの縛いましめが噴き出す。

「同じ手は喰わないよ」

　戦鎌で冬馬をあしらいながら、もう一方の手で魔法陣を描いた。

「魔刃鎧ウオリル＝ド！」

　身体から針はり鼠ねずみのように無数の刃が生え、四し肢しに巻きつく金縄を断った。法鷲は舌打ちを漏もらしたが、無む駄だではなく、鵺子の暴風の如ごとき連撃が一瞬緩ゆるんだ。その隙すきを逃さず、冬馬が離れたと同時に、伊織は呪じゆを放った。

「──汝なんじ、亜あ法ほうに従え。轟雷デユラス！」

　雷撃の檻おりに包み込まれた鵺子が、戦鎌を軽やかに回転させた。雷いか土づちの牙が両刃に余さず刈かり取られ、いとも容易たやすく破は獄ごくされてしまった。

「そんな魔法じゃ、私を倒せないって、まだ気づかないのかい？」

　伊織は、きつく奥歯を嚙かみ、胃の腑ふを滑すべり落ちる悪寒を堪こらえた。刃が吸収出来る以上の魔力を送り込めば、魔法が効く可能性があったが、その場合は少女を過度に傷つけてしまう。何か打開策を練ねらねばと焦あせる伊い織おりに、龍りよう馬まが告げる。

「このままじゃ、いかん。ちと行ってくる」

　魔法銃を懐ふところに仕舞い、腰間の長刀をすらりと引き抜いた。巨漢にそぐわぬ速さで駆け、鵺や子こと刃やいばを交差させていた冬とう馬まに加勢する。

　龍馬が長刀を振る度たび、轟ごうと凄すさまじい刃音が起こった。しかも上段、下段と打ち分けながら、無駄な繫つなぎがない。冬馬を翻ほん弄ろうし変へん幻げん自じ在ざいの動きにも惑わされず、的確に受け止め、攻撃へと切り返していた。堪たまらず、鵺子が戦せん鎌れんを両手に持ち替える。

「強い」

　伊織の口から、感かん嘆たんの声が漏もれ出た。

　少女に深傷を負わさぬよう気を配りながら、凶悪な刃をいなすのは至難の業わざだが、龍馬は易やす々やすとやり遂げている。兄弟子に船乗りになったと聞かされた冬馬が、不服そうだったのが、今なら頷うなずけた。剣に生きている土ひじ方かたや沖おき田たと比較しても、遅れを取るようには思えない。

　鵺子が、龍馬と冬馬の息のあった剣技に圧倒され始めた。

「やるじゃないか。私も出し惜しみをしちゃいけないねえ」

　言って後ろへ飛び退のき、戦鎌の刃先を河原に突き立てる。

「──虚きよ空くうの闇やみに棲すみし同朋はらからよ、旧ふるき印に応えろ。来い、ゴーント」

　弧を描いて地を斬きり払った。尋じん常じようならざる冷気を吐はきながら裂け目が広がっていき、戦せん斧ぷの形をした四本の巨腕が伸び出た。その既き視し感かんに伊織が眩暈めまいを覚える中、巨大な口を持つ頭部に続き、はち切れんばかりの太たい鼓こ腹ばらが現れる。二体の魔物が足を引き抜くと、傷口が塞ふさがるように地の亀き裂れつが独りでに閉じていった。川石を踏み散らして歩き、阿あ吽うんの像の如ごとく召しよう喚かん主ぬしの左右に控えた。

　戦鎌を肩に掛け、鵺子が微ほほ笑えむ。

「頭数を揃そろえさせてもらったよ」

　冬馬が、出現した魔物に切っ先を向け、伊織に尋たずねる。

「ひょっとして、こいつらか？」

「ああ。昨日の魔物だ」

　と答えると、鵺子が身を乗り出した。

「何だって？　ゴーントを見たことがあるのかい？」

　法ほう鷲じゆが、伊織に代わって答える。

「その不細工の仲間なら、俺が昨日、封ふう滅めつしてやったぜ」

　鵺子が腰骨に手をあて、胸を反らして高笑う。

「私は、ついてるねえ。一匹戻ってこなかった理由を調べにきたんだけど、名乗り出てくれるとは思わなかったよ。お陰で捜す手間が省けた」

　言って、艶あでやかな流し目を法ほう鷲じゆに送った。

「ちょっと顔を貸しておくれ。父様が会いたがってるんだ」

　憑ひよう魔まを生み出した黒幕の正体は、一人しか考えられない。

「清きよ河かわ八はち郎ろうのことか？」

　そう踏み込んだ伊い織おりに、鵺や子こが問いを返した。

「面おも白しろいことを言うね。あんたら何者なんだい？」

　ほぼ、黒幕を清河と認めたような反応だった。伊織は更に鎌を掛けた。

「お前の父親の知り合いさ。清河は今、何ど処こにいるんだ？」

「それは答えられないよ」

　鵺子は首をすくめ、法鷲に視線を戻した。

「あんた、どうだい？　私と一緒に来てくれれば、命は助けてやるし、この身体からだを使って気持ちいいこともしてやるよ」

　纏まといつくような甘ったるい声を発し、股こ間かんに指を這はわせる。

　法鷲が答えるのも汚らわしいとばかりに、唾を吐き捨てた。憤ふん怒ぬで滾たぎりきった形相は、鬼そのものである。切れ上がった眦まなじりから覗のぞく眼球は血走り、こめかみの脈は激しく打ち震えていた。

「馬ば鹿かだねえ。そんなに痛い目に遭あいたいのかい？」

「やれるもんなら、やってみろ」

　法鷲が腰から金こん剛ごう杵しよを引き抜き、印契を結んだ左手を縦横に走らせた。

「オンカマヤシャ・バザラサトバ・ジャクウン・バンコク・ハラベイシャヤウン」

　裂れつ帛ぱくの気合いを込めた真しん言ごんに応じ、金剛杵の上下の刃先が、剣の如ごとく伸び出る。法鷲が刀身に指をはわすと、蒼あおい炎が纏まといついた。

「楽に滅してもらえると思うなよ。覚悟しな」

　言って、神力を帯びた金剛杵を構えた。鵺子を睨にらみ据えたまま、伊織たちに告げる。

「これは、俺の戦いくさだ。あんたらまで、つき合う必要はないぜ」

　冬とう馬まが、心外とばかりに眉まゆを吊つり上げた。

「馬鹿野郎。餓が鬼き一人おいて逃げれるわけがねえだろ」

　彼らしい不器用な言葉に、伊織の口の端が綻ほころぶ。

「まあ、そういうことだ」

　と言った少女の袖そでを、冬馬が摑つかんで引き寄せる。

「お前と法鷲で暫しばらく憑ひよう魔まの動きを止めてくれ。その間に俺と龍りよう馬まさんが、でかい方を片付ける」

　法鷲のとっておきの咒しゆ──孔く雀じやく明みよう王おう法ほうが一度しか使えないことと、敵の数、特性を考えれば、それしかないように思う。しかし……

「あいつは、オークどころの強さじゃないぞ」

「再生さえしなけりゃ、どうってことないさ」

　言って、伊い織おりのうなじに手を回した。

「それより、自分のことを心配しろ。くれぐれも無茶すんじゃねえぞ」

「お前こそ無茶するなよ」

　伊織は、冬とう馬まの顎あごに拳こぶしをあてがい、手荒く押しのけた。

「ほいじゃあ、露つゆ払はらいは任せちょけ」

　龍りよう馬まが首筋を揉もみながら進み出る。冬馬が小走りで兄弟子に追いついた。

「龍馬さん、少しは腕を上げたところを見ててくれよ。あいつらが相手なら、加減なしでいけるから」

「なら、どっちが先に倒すか賭かけるか？」

「いいぜ。何を賭ける？」

　些いささか緊張感に欠けるやりとりをしながら向かってくる冬馬たちに、二匹の魔物が地響きをあげて突進し、すぐさま激戦となった。

「法ほう鷲じゆ、耳を貸せ」

　伊織の囁ささやきに、少年が頷うなずく。

「じゃあ、行くぜ」

　言って、飛ひ燕えんの如ごとく駆けだした。

　鵺や子こが、酷こく薄はくな笑みを浮かべながら手招く。

「おいで。遊んでやるよ」

　憑ひよう魔まの眼中にない伊織の指に光が灯った。凜りんとした詠えい唱しようが風に乗り、河原に響き渡る。

「──天あま翔かける雷獣、ツーロンの闇やみに吼ほえろ。飛雷震レヴイス！」

　魔法陣から飛びだした雷らい弾だんが、法鷲の脇わきを疾はしり抜け、標的へと向かった。

「まだ無む駄だって分からないのかい？」

　鵺子は嘲あざ笑わらい、魔法を搔かき消す戦せん鎌れんを振りかぶる。その間合いの外で、光の弾が破裂し、万雷が地に落ちたかのような轟ごう音おんと閃せん光こうが迸ほとばしった。

　刹せつ那な、瞼まぶたを閉じて、それをやり過ごした法鷲が、蒼そう炎えんの刃が伸び出た金こん剛ごう杵しよを風車の如く振るい、鵺子を急襲する。少女の赤眼は光に視力を奪われ、焦点があっていなかった。

「猪ちよ口こ才ざいな！」

　そう雄お叫たけび、戦鎌を薙なぎ払う。法鷲は地を蹴けって飛び越え、金剛杵を脳天に打ち下ろした。

「くらいやがれ！」

　渾こん身しんの一打を、鵺子が長柄で受け止める。法鷲は息をつかせず、二の太刀、三の太刀を送り込んだが、目の見えぬ少女を突き崩せない。

　伊織は、それを見て、素早く呪しゆを唱えた。

「雷撃ル＝ボウ！」

　魔法陣から疾はしりでた雷いか土づちの矢が、狙ねらい通り鵺や子この手を撃ち抜く。

「くっ」

　呻うめいた少女の手から、戦せん鎌れんが落ちた。すかさず、法ほう鷲じゆの刃やいばが宙を走る。

「もらった！」

　回かい避ひ不能の一撃が胸に吸い込まれる寸前、戦鎌の長柄に付いていた鉄てつ鎖さが、意思をもって跳ね上がり、金こん剛ごう杵しよを弾はじいた。

　思わぬ反撃にあい、体勢が崩した法鷲が、ちっと舌打ち、間合いを取り直す。

「ハイドラ、お前はほんとにいい子だ」

　鵺子が差しのばした腕に鞭むちが絡まる。戦鎌は素早く鉄鎖を縮め、主の手中に戻った。

「まったく厄やつ介かいな武器だな」

　落胆の息を吐はいた伊い織おりに、鵺子が赤眼を射込む。閃せん光こうに奪われた視覚が戻り、焦点が定まっていた。

「あんた、やってくれたね」

　声に怒りを滲にじませ、拳こぶしを地に叩たたきつけた。

「影牙タイタス！」

　身構えた伊織の影から、巨大な手が生はえ出た。

「何っ！」

　殺気を感じて身を捻ひねったが、避けきれない。薙なぎ払われ、鞠まりのように河原を転がった。頭を強く打ったせいで視界が暗転しかけたが、気力で意識を繫つなぎ止める。何本か骨が折れたらしく、すぐに立ち上がることは出来なかった。

「伊織！」

　身を案じて叫んだ法鷲の髪を、黒刃が掠かすめた。

「余よ所そ見みをしてる余裕が何ど処こにあるんだい？」

　凶相を浮かべた鵺子が、大上段から戦鎌を打ち下ろすと、法鷲の手から金剛杵が弾き飛ばされた。ならばと、拳を握り締めた少年の足に鉄鎖が絡まり、引き摺ずり倒す。跳ね起きようとした法鷲の腹に、少女の爪つま先さきがめりこんだ。堪たまらず、呻うめき声を漏もらし、もんどり打った少年の身体に、石突から離れた鉄鎖が十と重えに巻きついた。

「ほら、言わんこっちゃない」

　鵺子が腰骨に手をあて、法鷲を見下ろす。

「どうだい？　大人しく言うことを聞けば五体満足で連れてってやる。逆らえば四し肢しは胴どうから、おさらばだ。好きな方を選びな」

　言って、身動きの取れない少年の首筋に鎌かまを突きつけた。

「くそったれが」

「それが返事かい？」

「小さ夜よに取り憑ついてなけりゃあ、貴様なんか……」

「それは勘かん違ちがいさ。私は小夜に取り憑いてるわけじゃないよ」

「どういう意味だ？」

「その話は後でゆっくり聞かせてやるよ」

　鵺や子こは言って、鎌を高々と振り上げた。

「まずは運びやすいよう、手足をもがせてもらおうかねえ」

　空を背にした黒い三日月の刃から目を逸そらさず、法ほう鷲じゆは唇を嚙かんだ。

　鎌が振り落とされると思った次の瞬間、鵺子が右眼を押さえて苦しげに呻うめいた。歯を食いしばり、背を丸めてのたうつ。やがて呻き声は、獣の如ごとき叫びとなった。

　伊い織おりは痛みを堪こらえ、半身を起こした。

「何が起こったんだ……」

　もがき苦しむ鵺子の左眼が、墨すみを溶かし込んだような黒色に変わっていた。最初は光の加減かと思ったが、間違いない。

「調子にのるんじゃないよ！」

　鵺子の絶叫が、谷に木霊こだました。荒い息をつきながら、くの字に折れ曲がっていた背筋を伸ばす。手を放した右眼は、何な故ぜか赤いままだった。

　鵺子が、涎よだれで濡ぬれた唇を袖そで口ぐちで拭ぬぐい、法鷲を睨にらみつける。

「あんた、余程小夜に好かれていたようだね。こうまで必死に嚙みつかれるとは思わなかったよ」

　肩に戦せん鎌れんを掛け、足あし下もとから伸びていた影を踵かかとで蹴けった。少女の身体からだが、ゆっくり地面に沈み込んでいく。

「悪いが、出直させてもらうよ」

「逃げるんじゃねえ！」

　叫んで起き上がろうとした法鷲の胴どうを、鉄てつ鎖さが締めつける。肋ろつ骨こつが折れる嫌いやな音が鳴った。それで役目を果たしたと感じたのか、鉄鎖は少年を解放し、蛇へびのように這はって長柄に巻きつき石突に繫つながった。

「小夜に会いたきゃ、天てん誅ちゆう組ぐみの本陣に来な。頑張って急ぎなよ。さもないと、身体を全部いただいちまうからね」

　鵺子はそう言い残し、影の中に消えた。法鷲が、拳こぶしを地面に振り落とす。

「てめえ、待ちやがれ！」

　その叫びも虚むなしく、砂地に水が染みこむようにして黒影も消失した。

　強敵は去ったが、伊織の胸に安あん堵どは来ない。魔物と交戦している冬とう馬またちに目を向けると、果か敢かんに熊くまを襲う猟犬さながら、素早い出入りで間合いを制していた。

「せええええっ！」

　気合い声をあげた龍りよう馬まが、戦せん斧ぷの形をした巨腕をかいくぐって懐ふところに飛び込み、剣を逆ぎやく袈け裟さに振り上げた。分厚い肉が斬きり裂かれ、太鼓腹から、でろりと紫色の臓ぞう物ぶつがこぼれ落ちる。恐るべきことに致命の一撃とはならず、魔物は人の足ほど太い腸はらわたを地面に引き摺ずりながら、獲物に襲い掛かった。

　だが、どちらが化け物かと言えば、龍馬の方になるかもしれない。怒ど濤とうの如ごとく繰り出される連撃を神がかった動きでかわし、凶悪に煌きらめく戦斧を掠かすらせもしなかった。

「これならどがいぜよ」

　巨腕が空を切り、地面に突き立ったのを見逃さず、足場にして肩まで駆け上がり、白刃を真横に薙ないだ。凄すさまじい血ち飛沫しぶきが噴き上がり、魔物の首が転がり落ちる。

　龍馬は、地鳴りを立てて転倒する巨きよ軀くに目もくれず、刀身の血ち脂あぶらを振り払った。その足あし下もとに、もう一体の魔物の首が転がってくる。

「手こずらせやがって。負けちまったじゃねえか」

　血刀を肩に担かついだ冬とう馬まの正面で、首を失った魔物が、幹を断たれた樫かしの大樹のように、地響きをあげ河原に倒れ込む。龍馬が、逞たくましくなった弟弟で子しの背を見て、眼を細めた。

「おまん、腕をあげたのう」

「龍馬さんも、腕は落ちてないみたいだな」

　振り返った冬馬の赤眼に、地に横たわる伊い織おりの姿が飛び込む。

「おい、大丈夫か！」

　血相を変え、駆けよってくる青年に笑みを返し、伊織は仰向けに寝転がった。血で汚れた頰ほおを冷たい風が撫なでる。

　砂を撒まき散らしたような秋雲が、谷間の空に流れ込んでいた。
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　一羽の鷹たかが甲高い鳴き声をあげ、頭上を飛び去って行った。夕ゆう照しようの残ざん滓しは消え去り、宵よいの空は紺こんから黒へと変じつつある。

　丈高い木々に囲まれた山道の闇やみは色濃い。そんな中、伊い織おりたちは、石や窪くぼに足を取られながら駆けていた。

「待て、法ほう鷲じゆ。一人で行くんじゃない」

　荒い息の合間を縫って、懸命に叫んだが、遮しや二に無む二にに走る少年は振り向きもしなかった。どんどん背中が遠のき、闇の中に溶けようとしている。気持ちは焦あせるが、先刻から駆け通しなので、足がついていかない。鵺や子こたちとの戦いと治ち療りようで魔力が底を尽きてしまい、魔法も使えなかった。

　伊織は、痛む脇わき腹ばらを押さえ、隣を走る冬とう馬まに訴えた。

「あいつを止めてくれ」

「惚ほれた女の危機だ。仕方ねえよ」

「それは分かるが、幕軍の陣地に近いはずだ。あの勢いだと、まずいことになるぞ」

　鵺子が地中に逃げた後、法鷲の取り乱し方は凄すさまじかった。すぐさま天てん誅ちゆう組ぐみの本陣に向かうと言って聞かず、冬馬と龍りよう馬まに手を借りて押さえつけなければ、砕けた肋ろつ骨こつも治せなかったほどだ。法力を使い果たし、咒しゆで飛ぶことも出来ぬほど疲ひ弊へいしているのに、足が寸刻も止まらないのは、日々の鍛きたえ方よりも身を焦こがす激情に理由があるように思える。幕軍の見張りの兵士が道に立ち塞ふさがれば、きっと問答無用で殴り倒し、先に進もうとするに違いない。

「だったら、俺たちが追いつくしかねえな」

　冬馬は言うなり、少女の汗ばむ脇に手を差し込み、軽々と胸に抱え上げた。走り詰めで紅潮していた伊織の頰ほおに、狼ろう狽ばいの朱が重なる。

「おい、何するんだ！」

「我慢しろ。お前一人、置いてけねえだろ」

　そう叱しかった冬馬の息は、人一人抱きかかえながら少しも乱れておらず、走る速さも変わっていなかった。

「だからって──」

「あれだけ魔力を使ったんじゃ。甘えたらええぜよ」

　後ろから並び駆けてきた龍馬も、額ひたいに汗を浮かべているが、顔に疲れの色はなく平然としていた。二人とも名にふさわしく、馬に等しい体力である。よく考えれば、一緒に走る方が無理な話だ。

　いつの間に先を行く法鷲の姿が見えなくなっていた。不ぶ恰かつ好こうだが、やむをえないと悟り、伊織が溜ため息いきを漏もらす。

「意地を張ってる場合じゃないか……」

「分かったら黙ってろ。舌を嚙かむぞ」

　冬とう馬まは言って、少女を抱えたまま、走る速さを上げた。龍りよう馬まも当然、遅れを取らない。

　伊い織おりの息がようやく落ち着いた頃、山道が勾こう配ばいを増してきた。顔を上げると、坂の頂上に丸太造りの柵さくが設もうけられている。その前に篝かがり火びが据えられ、火の粉を空に舞い散らしていた。天てん誅ちゆう組ぐみを包囲する幕軍の北陣に到達したようだ。

　闇やみの高みに掲かかげられた軍旗の下、三人の足あし軽がるが立っていた。陣じん笠がさを首に引っ掛け、胴どう鎧よろいを身につけている。その内の一人が、坂を駆け上ってくる山やま伏ぶしの姿に気づき、にわかに騒ぎ出した。別の足軽が手て槍やりを構え、大音声で叫ぶ。

「何者だ、止まれ！」

　篝火の光を吸い、茜あかね色に染まる切っ先を見ても、法ほう鷲じゆの足取りが緩ゆるむことはなかった。背から錫しやく杖じようを引き抜き、足軽たちの間に飛び込む。

「邪魔するな！」

　錫杖で手槍を薙なぎ払い、立ちはだかった三人を悉ことごとく打ち伏せ、疾しつ風ぷうの速さで柵を駆け抜ける。鎧がい袖しゅう一いっ触しょくとは、まさにこのことと言える強さだが、腕力だけで幕軍の中を突破出来るはずがない。見張りの叫び声に気づき、北陣全体が騒がしくなってきた。

　少年を追う冬馬と龍馬が、呻うめきながら地を這はう足軽を飛び越えて柵を抜ける。道は一転、下り坂になった。

　眼下の闇の中に、天を焦こがすほどの無数の篝火が見えた。大和やまと周辺の諸しよ藩はんから搔かき集められた万を超える軍勢が、猫の額ひたいのような山やま間あいの平地に押し込められている。伊織は一瞬、初めて見る戦陣の夜景に目を奪われたが、すぐに法鷲へと引き戻した。

　挑み掛かってくる相手を次から次に錫杖で殴り倒して突き進んでいる。その先には、竹たけ鞭むちを手にした足軽頭がしらに従い、槍の穂先を整然と構える兵士の一団があった。

「まずいことになってきたな」

　頰ほおを引き攣つらせた伊織に、冬馬が首を振る。

「いや、大丈夫だ。見てみろよ」

　槍やり衾ぶすまを割って、少女が一人進み出てきた。夜目に鮮やかな緋ひ色いろ地じの小こ袖そでに見覚えがある。手には、細作りの洋剣が光っていた。

　法鷲が左右から襲ってきた足軽を難なく蹴け散ちらし、行く手を遮る少女へ突進した。

「どけ、女！」

　吠ほえつつ、錫杖を真横に薙いだ。洋剣の切っ先が舞い上がり、辺りに鋭く金属音が響く。次の瞬間、手から得物を失っていたのは法鷲の方だった。弾はじき飛ばされた錫杖が、近くの竹たけ藪やぶの中に落ちて見えなくなる。

　少女は洋剣を自ら捨て去り、さっと法鷲の襟えり首くびを摑つかんだ。身体からだを沈めながら少年を背負い上げ、竜巻のように捻ひねりを加えつつ地面に叩たたき落とした。余りの早技に受け身を取ることが出来ず、気絶したのか、法鷲が道に大の字になったまま起き上がってこない。

　冬とう馬まが立ち止まり、伊い織おりを下ろした。隣で、龍りよう馬まが苦にが笑わらって頰ほおを搔かく。

「ほんに、おなごには弱い奴やつじゃのう」

　その言葉は間違っていないが、相手が悪すぎたとも言える。

　腰まで届く髪は清らかで、面おも立だちは凜り々りしくもあり、可か憐れんでもある。長い睫まつ毛げに縁ふち取どられた瞳の輝きは、気高いとも高こう慢まんとも形容できたが、正解は後者だと身に染みて知っている。

　丹に乃のが洋剣を拾い上げ、鞘さや内うちに納めた。

「随ずい分ぶん、遅かったじゃない。何してたの？」




　夜が深まるにつれ、凄すさまじい数の星が天を埋め尽くしていった。五ご條じようの空も綺き麗れいだったが、ここ十と津つ川かわとは比べようがない。山深く、空気が澄み切っているせいだろう。

　天てん誅ちゆう組ぐみが砦とりでを構える天あま辻つじ峠とうげは、見渡す限り山しかない吉よし野ののほぼ中央部にありながら、交通の要よう衝しようでもあった。五條から十津川郷を縦断し、熊くま野の、新しん宮ぐうへ至る西熊野街道と、高こう野や山さんへ続く西方の道との交差点に位置する。大和やまと周辺から勤皇の志士を集つどいつつ、大軍を寡か兵へいで迎え撃つのに、ここほど適当な地はない。

　天辻峠は、南北に流れる天あまノの川かわに寄り添うように聳そびえており、縦に長い。切り立つ崖がけと峻しゆん険けんな嶺みねに囲まれている為、纏まとまった数の兵で攻め込むには、なだらかな南斜面を駆け上がるしかなかった。対する天誅組は、その侵攻を阻むべく、丸太で組み上げた防ぼう塁るいを十と重えに築き上げていた。とりわけ登り口に据えられた正門は難攻不落を誇り、幕軍の波状攻撃を悉ことごとく跳ね返しているらしい。本陣は夜の帳とばりに隠れて見えないが、頂いただきの少し下方の高台にあり、そこで菊の紋の御旗を隆りゆう々りゆうと掲げているそうだ。

　峠下で肩を寄せあうように犇ひしめいている百戸ほどの集落は、土蔵から馬小屋に至るまで残さず幕軍に徴用されていた。もちろん、それでは数が足らぬので、森の木を伐ばつ採さいし、田や畑に粗末な小屋を建て、兵士たちは夜よ露つゆを凌しのいでいる。秋とは思えぬ寒さが骨身に染みるらしく、篝かがり火びの周りは何ど処こも、人だかりが出来ていた。

　身を切るように冷たい風が、尾根を滑り下り、伊織の首筋を撫なでた。堪たまらず外がい套とうの襟えり元もとを締めようとしたが、指先がかじかんで、上う手まく紐ひもを結ぶことが出来ない。

「それにしても、酷ひどい有様だな」

　先を行く丹乃の背に語りかけながら、散々たる幕軍の陣中を横目で眺めた。

　北陣はさほどではなかったが、中央に進めば進むほど、手負いでない兵士を見つけ出すことが困難になった。軍旗と具足は血と泥で汚れ、表情は皆一様に脅おびえきっている。とても寄せ手のそれではない。

「昨日から砦を出て、積極的に仕掛けてきてるの。紀き州しゆう兵へいが合流次第、こっちが一気に攻勢を掛けるはずだったんだけど、今は、いつ包囲網を破られてもおかしくないわ」

　幕軍の戦略を読み取り、各個撃破を狙ったのだろうか。紀州藩の洋式部隊も、まさか前線から離れた道中で襲撃されるとは思わなかったに違いない。

「お前も、ヌアザを出したのか？」

「忍びが表舞台に出るのは、よくないんだけど、潰かい走そうされても困るでしょ。ほんと参ったわ」

　丹に乃のは肩をすくめると、枝を打ち払っただけの丸太柵さくを乗り越え、月明かりの射さない森の中へと入っていった。小道は暗く、丹乃が手に持つ提ちよう灯ちんがなければ、足を落とす先すら見えそうにない。幕軍が陣地を設営する為、木々を伐採した跡と思おぼしき、空き地に辿たどり着いたところで立ち止まり、振り返った。

「ここなら人はいないわ。話って何？」

　二人きりで話をしたかったので、冬とう馬またちはあてがわれた陣幕の中に置いてきた。法ほう鷲じゆは命に別状はないが、未いまだ目を覚ましていない。

　伊い織おりが腰を下ろすには丁度いい、切り株を指差す。

「じゃあ、そこに座れ」

「言われなくても座るわよ」

　提灯を脇わきに置き、切り株に座った丹乃の前で、伊織は跪ひざまずくと、少女の着物の裾すそに手を掛けた。

「な、何すんの？」

「怪け我がしてるだろ？」

　言って、足あし下もとを覗のぞき込んだ。案あんの定じよう、丹乃の踝くるぶしが青紫色に腫はれ上がっている。伊織に気取られぬよう歩いていたが、明らかに妙な足取りだった。回復魔法を使うことが出来る丹乃が、怪我を放置している理由は魔力が尽きているからだろう。神族ヌアザを召しよう喚かんし、日長一日戦えば、無理のない話だ。

「こんなの大したことないわ」

　伊織は反論を平らな表情で無視し、強がる少女の足首をむんずと摑つかんだ。腫れ上がった患かん部ぶに、親指がめり込む。

「きゃっ！」

　思わず悲鳴をあげた丹乃が下唇を嚙かみ、怒りに満ちた視線を射落としてきた。伊織は悪びれることなく、それを射返す。

「医者の前で、くだらん噓うそをつくな。じっとしてろ」

「いい性格してるわね」

「お前ほどじゃないさ」

　言って、指先に燐りん光こうを灯した。陣幕で一休みし、僅わずかに回復した魔力を使い切って治ち癒ゆを施す。青紫色だった患部は瞬またたく間に色が落ちていき、白絹のように艶つややかな肌色に戻った。

　丹乃が冷ややかな眼まな差ざしを向けつつ、くるくると足首を回す。

「治癒魔法の腕は、私よりも上みたいね」

「当然だ。隠おん密みつより治療が下へ手た糞くそな医者がいてたまるか」

「一応、礼は言っとくわ」

　素直でない横顔に苦笑しながら、伊い織おりは頃合いの切り株に腰を下ろした。丹に乃のが首を背けたまま尋たずねる。

「で、話って何なの？」

　伊織は緊張で渇かわいた喉のどに、唾を飲み込んだ。顔は平静を装いつつも、今の今まで質問したいと気が急せいていたのだが、いざとなっては言葉が鉄のように重く感じ、すぐに出てこなかった。

「……お前、魔人を知ってるか？」

　丹乃が、正面に向き直って訊きき返す。

「何、それ？　聞いたこともないわよ」

　どう二の句を継ごうかと悩んだ伊織を見て、丹乃が意地の悪い笑みを頰ほおに咲かせた。

「噓うそよ、噓。知ってるわ」

　呆あきれて睨にらみつける気になれず、伊織は桃色の唇をへの字に結んだ。丹乃が意外なことをつけ加える。

「何でも訊きなさい。父さんよりも、私の方が魔人のことは詳しいわよ」

　自信に満ちた口調だった。礼れい蔵ぞうは公こう儀ぎの隠かくし目め付つけであると共に、伊織が足あし下もとに及ばぬ熟じゆく練れんの魔法士である。丹乃自身が高位召しよう喚かん士しでなければ、彼より知識があると言われても、到底合点がいかなかっただろう。

「じゃあ、冬とう馬まのことも気づいてるのか？」

「当然よ。最初は、これが反応しなかったから、ただの眼病かと思ったけど、気になったから調べさせてもらったわ」

　言って、緑石の手首飾りを見せた。伊織の脳裏に一片の記憶が過よぎる。確か船場の幽霊屋敷で彼女と初めて会った時、これを見ながら何事か呟つぶやいていた。魔人を探知する手首飾りを、どうして常に嵌はめているかは分からないが、見込んだ通り、自分以上に知識はありそうだ。

「冬馬は、胸の呪じゆ紋もんで魔力を抑え込んでるんでしょ？」

「何で、知ってるんだ？」

　驚く伊織に笑みを返すだけで、丹乃は手口を明かさなかった。

「彼しかいないのは分かってたけど、流石さすがはフォン・シーボルトね。魔人の力を封じ込めるなんて、普通は出来ることじゃないわよ」

　ここまで摑つかまれているなら、逆に色々と打ち明けやすい。伊織は、河原で少女に出会い、逃げ去るまでの仔し細さいを話した。

　全てを聞き終わった後、丹乃が細い眉まゆを歪ゆがめ、顎あご先さきを抓つまんだ。

「本当に赤せき眼がんだったの？」

　伊織が深く頷うなずくと、丹乃は怪け訝げんな顔つきで首を捻ひねった。

「でも、おかしいわね。遠目で忠ただ光みつ卿きようの妹を見たことがあるけど、普通に黒い瞳だったわよ」

「それは最近の話なのか？」

「五日ほど前よ」

「じゃあ、その間に魔人となったんじゃないか？」

　難しく考えなければ、そういうことになる。しかし、丹に乃のの目元は晴れなかった。

「気に食わないわ。魔人の片方の赤眼が、色落ちする話も聞いたことがないもの。憑ひよう魔まのことといい、何かありそうね」

　鵺や子このことは何も解決しなかったが、丹乃にはまだまだ訊ききたいことがある。伊い織おりは真剣な眼まな差ざしで、身を乗り出した。

「なあ、教えてくれ。魔人は、そもそも何なんだ？」

　丹乃が考え込むように、眉まゆ根ねを引き締める。

「一言で言えば、魂を集める器うつわよ」

「器？」

　伊織は、よく分からず、すぐさま訊き返した。

「魂は魔力の根源。人の身体からだも亜あ人じんの身体も、それを一つしか収められないように出来てるわ。その限界を超える為、生み出されたのが、器を鍛きたえて押し広げる〝魔人の法〟よ」

「外げ道どうに堕おちても、強大な力を手に入れたかった奴やつが考えたってわけか？」

　伊織の問いに、丹乃がかぶりを振る。

「それは違うわ。魔人の法を施ほどこしても、必ず力が手に入るわけじゃないの。尋じん常じようならざる鍛たん錬れんに耐え抜いて器になれるかどうかは、誰にも分からない。悪ければ、膨ぼう大だいな魔力が毒になり死に至るわ。だから利口な魔法士は、自分から魔人になろうとは思わないの」

（そういうことか）

　かねてよりの疑問が一つ氷解した。人の命を虫けらのようにしか思っていなかった神かん藤どう治じ部ぶや徳とく田だ玄げん安あんが、強大な魔力を欲し、自ら魔人になろうとしなかったことが今まで分からなかった。一か八かの賭かけに乗るほど馬ば鹿かではない彼らが、試みなかったのは当然の話だ。

「じゃあ、ミスリルの錬れん成せい炉ろの燃料にする為だけに魔人は造り出されたのか？」

「半分正解ね。魔人が唯ゆい一いつ無む二にの燃料として生み出されたのは当たってるけど、ミスリルの錬成炉は、その使い道の一つにしか過ぎないわ」

　丹乃が一息置き、意外なことを口にした。

「どうして亜人の歴史や遺い構こうが、西洋にだけ残ってると思う？」

「西洋にしか、亜人たちが棲せい息そくしてなかったからだろ？」

　歴史家や考古学者が導き出した定説である。

　丹乃がつまらなそうに鼻から小さく息を漏もらした。

「本当にそう思ってるの？」

「ああ。東洋に亜人の国家が存在していたなら、何らかの痕こん跡せきがないとおかしいからな」

「ほんと頭が固いわね。西洋以外の亜あ人じん国家は、大だい崩ほう壊かいで塵ちり一つ残さず消えたのよ」

　馬ば鹿かにした口調で言われ、伊い織おりの目め尻じりに険が浮かんだ。丹に乃のの説には、丸太が通り抜けるほどの穴がある。

「大崩壊で遺構が残らなかったのは良いとしても、西洋の史書に、その存在に触れた記述が一切ないのは説明がつかないぞ」

　伊織に正論を向けられても、丹乃の態度は揺るがない。

「西洋よりも遙はるかに進んだ魔法文明を有していた東洋の亜人国家は、神をも凌りよう駕がする力を追い求めて、とりかえしのつかない過ちを犯したの。歴史家たちは、そのおぞましい所業を後世に伝えるのを憚はばかり、彼らに関わる全てをあえて書き残さなかったのよ」

　聞きかじった風説を語るような声音ではなかった。緊張が増し、伊織は喉のどに強烈な渇きを覚えた。

「何をやったんだ？」

「生み出したの。大崩壊を引き起こした獣を」

　丹乃は重い塊かたまりを吐はき出すように言い、大きく息を吸い込んだ。

「封印されて、東洋の何ど処こかに眠っているということ以外、どんな力を持っていたか、詳しいことは誰も分からないわ。でも、その獣──私たちが〝東方の獣アザグ＝トース〟と呼んでいる存在が、世界を根底から変えてしまったことだけは確かよ」

　伊織の頭の奥で、昨夜の記憶がもぞもぞと蠢うごめいた。

「まさかと思うが、紀き州しゆう兵へいを全滅させた奴やつが、その何かじゃないよな？」

「馬鹿言わないで。違うに決まってるじゃない。東方の獣アザグ＝トースが現れてたら、山の形が変わるどころか、この辺りは跡形もなくなっていたわよ」

　確かに大崩壊を引き起こしたような化け物が現れて、あれぐらいの破壊ですむわけがない。愚ぐ問もんだったなと反省し、伊織はほりほりと顎あごの下を搔かいた。

「だったら、私や冬とう馬まが見たのは何だと思う？」

　丹乃が、片手を額ひたいにあて考え込む。

「召しよう喚かん獣じゆうの類じゃないかしら。東とう方ほう聖せい堂どう会かいの連中は、禁きん忌き中の禁忌──〝アルファソスの暗黒の大巻〟に収められている召喚魔法をよく使うもの。貴方あなたたちが見た影は、山が死角になって、こちらからは見えなかったけど、大巻には、それぐらい大きい奴も載っているわよ」

　神かん藤どう治じ部ぶが使った召喚術も、その魔導書に記されていたものだろうかと思いつつ、伊織は話を本筋に向け直した。

「で、東方の獣アザグ＝トースに魔人が、どう関わってくるんだ？」

「獣の餌えさにする為、魔人は生み出されたの。魂を搔き集め、獣に捧げるまで器うつわの中で守り続ける。だから東方聖堂会の連中は、魔人のことを聖杯って呼んで、大切にしているわ」

　伊織は目元を更に厳しくした。そこから導き出される答えは一つしかない。

「聖堂会は、獣を蘇よみがえらせる気なのか？」

「そうよ。奴やつらが、世界中で戦争や騒乱を引き起こし、自分たちの魔人に魂を狩らせているのは、それが理由なの」

「魂を狩るって、どういう意味だ？」

　戦争に参加し、生きたまま人を喰うということなのだろうか。

「魔人は、天に還かえる魂を吸い取る力があるの。戦争を起こせば、労せずして大量の人間が死ぬ。世界を相手に戦うより、遙はるかに効率がいいってわけ」

　倒幕派の背後で暗躍することにより、維新が成功した後、何らかの恩恵を授かるつもりに違いないと単純に思い込んでいたが、大規模な戦せん闘とう自体が目的だったとは質たちが悪い。日ひの本もとを蝕むしばむ聖堂会という寄生虫を綺き麗れいに除去しなければ、佐さ幕ばく、尊そん攘じようの志士たちに止とどまらず、戦火が広がり無む辜この民まで犠ぎ牲せいになる。しかも、悪あく辣らつな彼らのこと、他にも何かを企たくらんでいるかも知れない。

　ただ、腑ふに落ちないことが一つ──

「冬とう馬まが、死んだ人間の魂を吸い取ったところを見た覚えがないぞ」

「魔封じの呪紋のせいで、本来の力を使い切れてないせいじゃないかしら」

　伊い織おりは腕組み、低く唸うなった。自分の有する知識では、その推測が正しいとも間違っているとも判断がつかない。

「いずれにしても、野放しには出来ないな」

　丹に乃のは頷うなずき、緑石の腕飾りを袂たもとの中に仕舞った。

「母からヌアザを託されたのは、聖堂会の目論見を阻はばむ為なの。私の母方の一族は、東方の獣アザグ＝トースが復活しないよう、気の遠くなるような昔から戦ってるわ。私は公儀の隠おん密みつとして働いてるけど、それは使命を果たすのに都合がいいってだけのこと。父さんにも内緒にしていることは沢たく山さんあるわ。世界と幕府を、同じ天てん秤びんには掛けられないでしょ？」

　伊織は否定も肯定もせず、丹乃の顔をじっと見つめた。

　同意を求める表情に、悪びれる様子は皆無だ。神族ヌアザを継承するからには、それぐらいの背景があっても何もおかしくないし、丹乃の礼れい蔵ぞうに対する妙な距離感も腑に落ちる。幕府のことは別にどうなってもいいが、倒幕の動きの中で長ちよう州しゆうが戦災に巻き込まれるとあっては見過ごせない。

　伊織にとって、世界と長州は、同じ天秤の皿に載っている。どちらかを選べと言われても、答えることは不可能だ。迷いなく使命を選ぶ丹乃は、間違ってもいないし、正しくもない。言えるのは、自分以上に重い使命を背負っているということだけだ。

　それにしても、聖堂会の野望が納なつ得とく出来ない。

「世界を滅ぼして、何の意味があるんだ？」

「獣は、単純に世界を滅ぼす兵器じゃないわ。聖堂会の目的が何かは分からないけど、魔人を生み、戦争に利用するような奴やつらが望むことなんて、ロクでもないに決まってるわよ」

「確かにそうだな」

　伊い織おりは言って、腕組みをほどいた。聖堂会の真の目的よりも、ある意味大事なことを尋たずねる。

「冬とう馬まを人間に戻す方法を知らないか？」

　魔人である限り、平穏無事に生きられない。この時世と彼の性格を考えると、それを望むことは難しいかもしれないが、普通の人間であれば、龍りよう馬まのように生きることも出来る。

　そんな伊織の一いち縷るの望みを、丹に乃のがあっさり搔かき消す。

「魔人が人に戻るのは、骸むくろになった時だけよ」

　と答え、ふっと瞳に影を宿らせ、視線を落とした。

「まあ、私が教えてもらってないだけかもしれないけど……」

「誰なら知ってる？」

　勢い込んで尋ねた伊織の視線を、丹乃がにべなく弾はじき返す。

「無む駄だなことは考えない方がいいわよ。そもそも貴方あなたが会えるような人じゃないし、人間に戻す方法を知っていても教えるわけがないもの」

「無駄かどうかは、会ってみないと分からないぞ」

「分かるわ。魔人には、それだけの価値があるもの」

　伊織は、一呼吸置いて考え、再び尋ねた。

「聖堂会に対抗する為に、強大な力が必要ってわけか？」

「それもあるけど、一番の理由は、魔人を殺せるのは魔人しかいないからよ。魔人は器うつわが割れそうになった時、獣への供物を護まもるべく、自分の中にある魂を使って無敵の力を奮ふるい、破壊を回かい避ひするの」

　神かん藤どうが操るゴーレムに握り潰つぶされた冬馬は、驚異的な力を発揮し、彼を圧倒してみせた。清きよ河かわが正しよう蓮れん寺じ川がわで撤退したのは、魔人の特性を知っていたからに違いない。

「ただの人間じゃ、絶対に殺せないわ。冬馬が神藤と戦った時は、瀕ひん死しの重傷を負ったことで膨ぼう大だいな力が解放されて、魔封じの呪じゆ紋もんが一時的に無効化されたのよ」

　思わぬことを言われ、伊織は眉まゆ根ねを顰ひそめた。冬馬が魔人として、力を奮ったことは今まで誰にも話していない。

「どうして知ってるんだ？」

「冬馬が魔人と分かれば、そんなこと簡単に逆算出来るわ。もちろん、父さんだって気づいてるわよ」

「何だと……」

　伊織の瞼まぶたの上に、くっきりと険が浮かんだ。松まつ江えの事件が落着した後、素知らぬ顔で問い質ただされたが、彼も何が起こったか、大おお凡よそ当たりをつけていた公算が高い。信頼していた礼れい蔵ぞうに騙だまされたような気がして、胸に鈍にぶい痛みが走った。

「根は悪い人間じゃないけど、父さんを信用し過ぎない方がいいわよ。あの人が一番大事なのは、大公儀だから」

　丹に乃のの瞳の奥に、寂せき寥りようとも怒りとも言い切れない複雑な感情が過よぎった。伊い織おりが、それを読み取ろうとしたのに気づき、瞼まぶたを閉じて素早く打ち消す。

「魔人の器うつわを砕いて魂を奪い取ることが出来るのは、同じ魔人だけ。でも、魔人になれる人間は、ほんの一握りしかいないし、私たちは魔人を造ったりもしない。東とう方ほう聖せい堂どう会かいの配下の魔人を倒す為、冬馬を仲間に引き込む必要はあっても、人間に戻す余裕はないわ」

「じゃあ、どうして冬とう馬まを野放しにしてるんだ？」

「誘ったけど、断られたからよ。無理強じいするのは、私の趣味じゃないわ。それに、惚ほれた男が、泥沼のような戦いに引き込まれるのを積極的に望む女なんかいないでしょ？」

　丹乃は、平然と告白し、挑発的な眼まな差ざしを伊織に向けた。

「お前も物好きだな。あいつの何がいい？」

　動揺を隠す為、ことさら呆あきれたように言ったが、上う手まくいかなかった。丹乃が顎あご下したに手を添え、くすりと笑う。

「そんなこと、自分の胸に訊ききなさいよ」

「何度も言わすな。私は、衆しゆ道どうの気は──」

「ないのは知ってるわ。女なんだもん」

　そう遮るや、間かん髪はつ入いれずに駄だ目めを押す。

「背中の呪じゆ紋もんで、男に化けてるんでしょ？」

　丹乃の言葉が鼓膜を貫つらぬき、胸に突き立つ。伊織は、頰ほおが引き攣つりそうになるのを懸命に堪こらえた。即そく座ざに否定しようと思うものの、混乱して良い言い訳が浮かんでこない。

「ば、馬ば鹿かなことを言うな」

　狼ろう狽ばいを隠せぬ伊織に、丹乃は冷ややかな視線を送り返し、実力行使に移った。

「証拠ならあるわよ。目を瞑つむって胸を触ったら──」

　言いながら腕を伸ばし、伊織の胸を摑つかむ。

（しまった……）

　父に刻まれた幻影魔法は、簡易なものなので視覚しか騙だませない。直接触られてしまえば、一巻の終わりだった。

　伊織は青ざめながら、丹乃を見つめた。指が胸の膨ふくらみを探し出せず、自信に満ちた表情が、みるみる陰り出す。

　丹乃が沈黙したまま手を引き、小首を捻ひねった。

「……全然分からないわね」

　失礼極きわまる発言に、伊織は跳ね飛ぶように立ち上がった。

「ほっとけ！　晒さらしさえ巻いてなければ、もうちょっとあるんだぞ」

　虚むなしい弁護が、森の中に響き渡る。丹に乃のが哀しげな色を瞳に滲にじませ、溜ため息いき混じりに呟つぶやいた。

「不ふ憫びんね……」

「同情するな！」

　伊い織おりは怒りに任せて叫んだが、すぐに失言に気がついた。熱く拳こぶしを握り締めながら、丹乃を睨にらみつける。

「お前、鎌かまを掛けたのか？」

　丹乃が心外とばかりに肩をすくめた。

「そんな面めん倒どう臭くさいことするわけないじゃない。胸がなさ過ぎて、本当に驚いただけよ」

　悪意の棘とげはなかったが、真実の刃で無慈悲に斬きりつけてきた。伊織は、あからさまな態度に怒る気力が湧わかず、拳をほどいて切り株に腰を下ろした。

　考えるまでもなく、丹乃が本腰で掛かれば、呪紋を看かん破ぱすることなど朝飯前だ。何を言っても。無む駄だな抵抗に過ぎない。

　落胆の息を漏もらした伊織の膝ひざを、丹乃が叩たたいた。

「安心しなさい、誰にも話さないから。貴女あなたが女だって吹ふい聴ちようしても、私は何の得にもならないもの」

「絶対、誰にも言うなよ」
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　釘を刺し、伊織は口を尖とがらせた。丹乃が、瞳を覗のぞき込み、興味深げに尋たずねる。

「で、貴女あなたは、冬とう馬まをどうしたいの？」

「どうって言われても、私は男として生きなきゃならないから……」

　言い淀よどむ伊い織おりに、丹に乃のが小こ馬ば鹿かにしたような苦笑を向けた。

「そうじゃなくて、私は、貴女が冬馬を東とう方ほう聖せい堂どう会かいとの戦いに何ど処こまで引き込むつもりか、訊きいたのよ」

　誤解を指摘された伊織の顔が、微かすかに赤らむ。口の中で、ごにょごにょと愚ぐ痴ちってから問いに答えた。

「この一件が片付けば、綺き麗れいさっぱり手を引かせるつもりだ」

　丹乃の目め尻じりに険が浮かぶ。

「そんなことが出来ると本気で思ってるの？　もし清きよ河かわを倒せば、聖堂会は貴女たちを放っては置かないわよ」

「寝た子をわざわざ起こすような真ま似ねをするか？」

「そんな上品な連中じゃないわ。首を取ろうと執しつ拗ように付け狙ねらうに決まってる。冬馬を巻き込みたくないなら、奴やつらに彼が魔人と知られる前に、手を引きなさい」

　正論だと認めざるを得ないが、伊織は頷うなずくことも出来なかった。頭痛を覚えたかのように、こめかみを指で挟はさみ込んで、うなだれる。

「それは無理だ。もうバレてる」

　清河は正しよう蓮れん寺じ川がわで戦いを優位に進めながら、冬馬に致命の一撃を加えることなく撤てつ退たいした。その際、冬馬の正体を知っているのか、と伊織に尋たずねた口振りから察して、魔人だと気づいていたのは間違いない。

　伊織が事の仔し細さいを話すと、丹乃は溜ため息いきをついた。

「こうなったら、皿ごと毒を食べるしかないわね。彼を護まもりたいなら、私たちの仲間になりなさい。そうすれば、出来る限りの便宜は図るわよ」

　親切で言っているのは、声音で分かった。しかし、長ちよう州しゆうへ帰参を果たさなければならぬ身なので、易やす々やすと首を縦には振れない。それに疑うわけではないが、正体が定かではない組織に身を投じる気にはなれなかった。

　伊織の心の内を読み、丹乃が言葉をつぐ。

「私たちが何者かは、仲間になれば詳しく教えてあげるわ。そしたら法王庁の書庫じゃなきゃ、お目に掛かれないような魔導書まで手に入るわよ」

　法王庁の書庫という言葉に反応し、伊織の脳裏に、ある疑念が過よぎった。

「まさか礼れい蔵ぞうどのに借りた魔導書は、お前の手配だったのか？」

　清きよ河かわに対抗する為、とある稀き覯こう本ぼんが蕃ばん書しよ調しらべ所しよにないか無理を承知で礼蔵に尋ねたところ、最初はないと返答されたが、数日して下宿先に所望した魔導書を持って現れた。法王庁の異端審問官でなければ取得出来ないような代しろ物ものだった為、興味があり、出所を訊くと言葉を濁した。今思えば、娘に借り受けたのを隠したかったのかもしれない。

　丹に乃のは問いには答えず、熱を帯びた声で伊い織おりを誘った。

「貴女あなたは、もっと強くなる。それは保証するわ。だって才能だけは、私といい勝負だもん。仲間になりなさい。惚ほれた男の一人ぐらい護まもれるようになりたいでしょ？」

　伊織は答えることが出来ず、押し黙った。己おのれの非力は、自分が一番よく分かっている。冴さえをむざむざ殺させてしまったことを猛もう省せいし、寝る間を削けずって新たな魔法を身につけたが、まだ足りない。さりとて父との約束を反ほ故ごにするような決断を今すぐには下させなかった。

　伊織の心が定まらぬのを見て取り、丹乃が取り澄ました顔で告げる。

「即答出来ないのなら、今回の一件が終わるまで待ってあげる。但ただし、冬とう馬まに魔人のことをちゃんと話しなさい」

「無理だ、そんなこと……」

　身を仰のけ反ぞらせた伊織に、丹乃は鋭い眼光を向け、細い顎あごを持ち上げた。

「何、なさけないこと言ってるの？　もし、忠ただ光みつ卿きようの妹が魔人なら、冬馬しか倒すことが出来ないのよ。彼に魔人が何なのか話しておかないと、余計な犠ぎ牲せいが出るわよ」

「それは分かるが、冬馬のことも考えてくれ」

　伊織は沈痛な表情を浮かべ、顔を背けた。いくら記憶がなくとも、人を喰ったと聞かされれば、誰だって深く傷つく。

「じゃあ、魔人がどうやって造られるかだけは、伏せておいたらいいじゃない。私も知らないことにしておくわ。それも嫌いやなら、今すぐ大おお坂さかに帰りなさい」

　丹乃の視線が、頰ほおに突き刺さった。厳しい要求だが、道理は通っている。冬馬に魔人のことを訊きかれる度たびに、いつか話すと逃げていたが、潮時に思えた。これ以上は、流石さすがに避けて通れそうにない。

「……分かった。冬馬を呼んできてくれ」

　言って見上げた夜空に、尾を曳ひいて二粒の星が流れた。




　天の高みに掛かった月が、闇やみを薄め、見つめ合う二人の影を濃くしていた。

「──これが魔人について、私が知る全てだ」

　伊織は、硬い声で言い、口を閉ざした。

　森の奥から川のせせらぎと、おっとりとした秋虫の鳴き声が聞こえてくる。重い告白を終え、ざわつく胸の鼓動を幾いくらか慰なぐさめてくれた。

　沈黙を保っていた冬馬が、大きく息を吐はき出し、にこりと微ほほ笑えんだ。

「話してくれて、ありがとな。でも、一つ噓うそをついてるだろ？」

「何のことだ？」

　平静を装よそおうとしたが上う手まくいかず、視線が微かすかに彷徨さまよう。

「惚とぼけるなよ。どうやったら魔人になるか、知ってるくせに」

　否定をさせぬ強い口調だったが、赤せき眼がんは穏やかな光を放っていた。

「そう固くなるなって。俺は怒っちゃいないし、お前がどうして黙ってるか、大体想像もついてるぜ」

「いい加減なことを言うな。私は何も隠してないぞ」

　辛かろうじて踏みとどまった伊い織おりに、冬とう馬まが強烈な一撃を加えた。

「人間を喰うことで、魔人になるんだろ？」

　馬ば鹿か馬鹿しいと笑い飛ばそうとしたが、舌が凍こおりついて動いてくれなかった。

　押し黙る少女を見て、冬馬が緩ゆるやかに口の端を引きあげた。

「やっぱりな」

　全てを察しきった声だった。伊織は束の間、それでも否定しようかと悩んだが、悪あがきは冬馬を更に傷つけるだけだと思い直す。

「どうして分かったんだ？」

「法ほう鷲じゆが人喰いの化け物って言ってきたろ？　あいつは癪しやくに障さわる餓が鬼きだが、そんな噓うそをつくような奴やつじゃねえ。それで道中、色々と考えてたんだ。魔人の法が、何なに故ゆえ忌き避ひされているのか。お前が隠そうとする理由は何か。突き詰めていけば、答えは一つしかねえよ」

　配慮が足りなかったと悔いる伊織に、冬馬が、慰なぐさめるように温かい眼まな差ざしを向けた。

「随ずい分ぶん長い間、自分が何故赤眼なのか、悩んできたからな。幾いくら頭が悪くても流石さすがに気づくさ。でも、薄情な話だが、実感が湧わいてこないんだ」

　苦にが笑わらい、鼻の頭を搔かいた。深く傷ついているのに、伊織を思って、表に出していないと手に取るように分かった。

「魔人になるには、どれぐらいの人間を喰わなきゃならないんだ？」

「十よりは多いと思う……」

　伊織は消え入るように言い、噓がばれぬよう瞳を背けた。数の問題ではないが、やはり真実は重すぎる。それに彼の母親のことも……。

　幸いなことに冬馬は問い詰めてこず、赤眼を過去に結んで、思案げな顔を作った。

「爺じいさんが帰国する前の数ヶ月ほど、記憶がすっぽり抜け落ちてるんだ。きっとその時に、魔人になったんだろうな」

　母を喰った孫を憐あわれみ、フォン・シーボルトは記憶を盗むことにしたのだろう。失った過去を取り戻そうと足あ搔がく冬馬の表情が、苦く悶もんの色を帯びてきた。

「駄目だ。人を喰ったと分かっても、さっぱり思い出せねえ」

　言って握り締めた拳こぶしが、小刻みに震えている。怒ど濤とうの如ごとく押し寄せる、恐怖と嫌悪と罪悪感に堪たえているようだった。

　取り繕つくろっていた感情が、冬馬の胸の中で徐々に綻ほころび始めているのを見て取り、伊織は語気を強めた。

「誰かに強制されたに決まってる。自分を責めるなよ」

「それは分かんねえぜ。強くなりたくて、俺が望んだかもしれない」

　捨すて鉢ばちに言い、寂しげに睫まつ毛げを伏せた。その痛々しい表情を見て堪たまらず、伊い織おりは立ち上がって、声を張り上げた。

「馬ば鹿かげたことを言うんじゃない」

　冬とう馬まが赤眼を見開き、伊織を睨にらんだ。

「お前に何が分かる？　気休めで適当なことを言うなよ」

　下へ手たな同情は、傷に塩を塗り込むに等しい。そんなことに気づかなかった自分が情けなく、伊織は、しゅんと肩を落とした。

「……すまない」

　うなだれる少女を見て、冬馬が、髷まげが乱れるのも構わず頭を搔かきむしる。

「俺は最低の男だな。慰なぐさめてもらったのに、腹を立てるなんて。どうしようもねえぜ」

　苛いら立だち、腿ももに拳を叩たたきつけた。胸の中で渦巻く激情を御すことが出来ず、奥歯を嚙かみ締める。

　伊織は黙って両腕を伸ばし、震える冬馬の頭をしっかりと抱え込んだ。胸の芯まで仄ほのかな温ぬくもりが染みこんでくる。

「伊織……」

「何があったか知らないが、私は信じてる。お前は、絶対にそんな男じゃない」

　抱き締める腕に、一層力が籠こもった。

　冬馬が伊織の手首を摑つかみ、弱々しく呟つぶやく。

「ありがとな。でも、信じてくれるお前を裏切るかもしれないと思うと怖くて仕方ないんだ」

「だとしても、私の気持ちは変わらないぞ。何があっても、お前はお前だ。噓うそじゃない。眼を見てくれ」

　言って、額ひたいと額を不器用にぶつけると、自分の心を奥底まで見通せるよう、じっと赤眼を覗のぞき込んだ。

「もしお前が最低の男だと分かっても、今のように抱き締めてやる。だから、自分の過去を恐れずに生きてくれ」

　冬馬が瞳の陰りを払い、唇に微笑を滲にじませた。

「伊織、お前っていい奴やつだな」

「馬鹿。こういう時は、もっと気の利きいた科白せりふを言うもんだぞ」

　そう叱しかって、冬馬の頰ほおを甘く抓つねる。

「そんなの思いつかねえよ」

　言いながら伊織のうなじに手を回した。吐息が、互いの唇を撫なでる。魅み入いられたように二人揃そろって瞼まぶたを閉じかけた、その時、小道から空き地に人影が歩み出てきた。

「二人とも、こげなところにおったがか。飯をもろうてきたぜよ」

　龍りよう馬まが、竹の葉でくるんだ握り飯を両手に持ちながら、面食らった顔で瞼まぶたを瞬しばたたかせた。

「おまんら、男同士で何をやっちゅう？」

　伊い織おりは、冬とう馬まの胸を突き飛ばすようにして身体からだを離した。咄とつ嗟さの言い訳が、引き攣つる唇から零こぼれ出る。

「いや、熱があるか測ってただけで……」

　龍馬の後ろから、丹に乃のが澄まし顔で現れた。動揺を隠せぬ伊織を見て腕組みし、頰ほおに悪戯いたずらな笑みを浮かべる。

「まっ、顔も赤いし、そういうことにしときましょ」




　折り重なる梢こずえを縫ぬって朝陽が糸のように射し込み、獣けもの道みちを照らしている。しかし、濃厚な霧きりのせいで、夜明け前に出立した時よりも、視界は悪くなっていた。

　伊織たちが、そんな山中に分け入り、天てん誅ちゆう組ぐみの本陣を目指すと決めたのは、やむなきことだった。真昼に、幕軍の陣地から砦とりでの正門へと歩いていけば、不必要な警戒を招きかねない。そこで何か妙案がないか丹乃に相談し、天誅組が密ひそかに使用している山深くの糧りよう道どうを進むことになったのである。

（自分で決めたことだが、ここまで酷ひどいとはな……）

　伊織の白い溜ため息いきが、瞬またたく間に霧に溶け込む。

　手探り足探りで藪やぶを搔かき分け、崖がけを登っているが、悪夢に迷い込んでしまったかのように、少しも前へと進んでいる気がしなかった。気力と体力が未いまだに残っているのは、三人の同行者が、要所要所で手助けしてくれているからだ。ちなみに、西洋の物に拒否反応を示す天誅組の本陣に乗り込むので、愛用の革かわ靴ぐつを脱ぎ、草鞋わらじに履き替えている。もし、いつものままなら、とっくの昔に足首を挫くじいていたに違いない。

　一行の先頭は、山歩きに慣れた法ほう鷲じゆが務めている。まだ闇が深い寅とらの刻に目覚めた直後は、散々八つ当たりしてきたが、法力の回復なしに魔物に取り憑つかれた小さ夜よを救い出すことは不可能だと、龍馬に懇こん々こんと説き伏せられ、一応の冷静さは取り戻していた。尤もっとも、はやる気持ちは抑えきれておらず、時折声を掛けねば、背中が霧の中に見えなくなるほど引き離されそうになった。

　少年に続くのは冬馬、伊織の順で、近眼の龍馬が殿しんがりである。丹乃については、まだヌアザを召しよう喚かん出来るほど魔力が戻っていないので、今は峠とうげの下で待機していた。

　天誅組の本陣に無事入り込んだ後は、状況を見て、柔軟に対応することになっている。桂かつら小こ五ご郎ろうに化けた清きよ河かわが危あやうい存在であることを面会した人々に説き、どれだけ仲間に引き込むことが出来るかが、重要な要素だった。まず龍馬が土と佐さ郷ごう士しと話し合いを持ち、情報を収集しつつ、外そと堀ぼりを埋めていくつもりである。清河の悪の手が、対処出来ぬほど深く根を張っていると分かった場合は長居せず、憑ひよう魔まに心を蝕むしばまれた小さ夜よを魔法で眠らせて連れ去ると決めていた。

　片かた膝ひざをつき、地面に残る足跡を探っていた法ほう鷲じゆが、やおら立ち上がった。

「こっちだ」

　錫しやく杖じようで次に進む方向を指し示すと、木の根を踏み場にして急斜面を登っている三人を待つことなく歩き始めた。

　伊い織おりは、冬とう馬まに尻しりを押してもらいながら、崖がけ上うえに手を伸ばした。朝あさ露つゆで濡ぬれ、頭を垂らしている羊し歯だを握り締め、何とか這はい上がる。袴はかまの膝についた土を払いながら、霧の中に後背が隠れかけていた法鷲に声を掛けた。

「まだ霧は深いんだから、そう急ぐな」

「あんたらが、遅すぎるんだ。ちんたらしてると置いていくぜ」

　言いつつも、歩みをぴたりと止めた。振り返ってみて、思ったよりも引き離していることに気づいたのだろう。

　龍りよう馬まが崖を登り切るのを待ち、三人揃そろって少年の後を追い掛ける。降り積もる落ち葉に足を取られぬよう視線を落としていた伊織の耳に、そろりと鯉こい口くちを切る音が聞こえた。慌あわてて顔を上げ、刀の柄つかに手を掛けている冬馬の脇わきから前方を見る。立ち止まる法鷲の喉のど元もとに、白はく刃じんが突きつけられていた。

「動くなよ」

　緊迫した声音で言い、槍やりを構えた青年が、木立の陰から姿を現した。頭に兜かぶともなく、胴は塗りが剝はげ、草くさ擦ずりは紐ひもがほつれている。にもかかわらず、見み窄すぼらしい印象を与えないのは、太い眉まゆの下で力強く輝く瞳と逞たくましい体たい軀くが、出いで立ちの酷ひどさを補って余りあるからだ。

「おんしら、何者だ？」

　土と佐さ訛なまりに気づき、振り返った伊織の傍そばを、龍馬が通り抜ける。青年に親しげに呼びかけた。

「儂わしじゃ、龍馬じゃ。内く蔵ら太た、槍やりを引いてくれ」

　我が眼と耳を疑い、青年がぼそりと呟つぶやく。

「坂さか本もとさん……」

「久しぶりじゃのう。小高坂こだかさの悪わる餓が鬼きが、えろう大きゅうなったな」

　懐かしそうに両眼を細める龍馬の顔を正面に見て、疑念が晴れたらしく、青年の強こわばっていた眦まなじりが途端に緩ゆるんだ。槍を下ろし、法鷲に目もくれず歩み寄ってきた。

「私の顔を覚えちょってくれたんですか」

　声を震わせ、龍馬と抱ほう擁ようを交わす。青年から殺さつ伐ばつとした雰囲気が消え、子供のような面おも差ざしになっていた。




　青年の名は、池いけ内蔵太と言った。土と佐さ藩はんの郷ごう士しで龍馬と生家が近く、歳としも五つしか離れていない為、子供の頃はよく可か愛わいがったそうだ。

　旧友である天てん誅ちゆう組ぐみの総裁、吉よし村むら寅とら太た郎ろうに会わせて欲しいと頼むと、内く蔵ら太たは、龍りよう馬まが加勢に来てくれたと信じ込んでいるらしく、来訪の意を訊きかず二つ返事で引き受けた。流石さすがに伊い織おりたちが何者なのか尋たずねてきたが、龍馬が口八丁で丸め込んだ。

　長ちよう州しゆう藩はん士しと小こ千ち葉ばの弟弟で子し、それに偶然知り合った十と津つ川かわ郷ごう士しの血を引く山やま伏ぶし。各々の身分に大きな噓うそをつかず、目的を上う手まくぼかし、天誅組の意思に賛同する志士たちと聞こえるような紹介の仕方だった。信頼する龍馬の同行者だったからか、青年は深く詮せん索さくしてこず、伊織たちを不審な眼で見るのをやめた。

　内蔵太は周辺の地勢を熟知しており、深く立ちこめた霧の中も迷うことなく、一行を先導していった。四半刻も経たたないうちに、天誅組と大書された旗はた指さし物ものがはためく防ぼう塁るいの一つに辿たどり着く。木杭の先に糞ふん尿にようをなすりつけた逆さか茂も木ぎの間を通り抜け、空堀の縁に立った。対岸の土壁を見る限り、ここまで幕軍が攻め寄せた痕こん跡せきはない。

　内蔵太の合図を受け、門の上で人影が動き、丸太橋がするすると降りてきた。

「おまんに見つかるとは、儂わしもついとるのう」

　眼を細めて喜ぶ龍馬の隣で、青年が肩を落とす。

「私は、小さ夜よ様の手て翳かざしを受けちょらんので、猪いのしししか通らんような場所で見張りをさせられちょるんです。他の土と佐さ者ものは、十津川郷士と変わらん扱あつかいを受けちょるのに、私だけ何でか爪つま弾はじきされちょります。正門の守りにつかせて欲しいと吉村さんに何度頼んでも、お前の持ち場はここじゃと聞き入れてくれんのです」

　と面目なさげに告白した内蔵太の背を龍馬が叩たたき、ぱんと景気の良い音が鳴った。

「そう腐るな。もし儂らが幕軍の斥せつ候こうなら、一大事じゃぞ。吉村は、おまんの力を見込んでこそ、糧道の見張りを任せちょるんだ」

「でも私も、他の皆のように槍やり働ばたらきをしたいです」

　と声に無念を滲にじませ、胴金に錆さびが浮いている古びた手槍を肩に負い、丸太橋を渡っていった。防ぼう塁るいの門もん扉ぴが細く開き、目ま庇ひざし深ふかく兜かぶとを被かぶった兵士が出て来る。内蔵太はその男に龍馬らの素性を自信満々に話して、手早く通行許可を取りつけ、空堀の向こうで待っていた一行を手招いた。

「ほいだら行こうか」

　龍馬が、皆が落ち着くように伸びやかな声で言い、先頭を歩く。

　伊織は法ほう鷲じゆの肩に手を置き、耳元で囁ささやいた。

「中では、落ち着いて行動するんだぞ。暴れるのは、最後の手段だからな」

　荒事を自ら引き起こすのは、拙まずいやり方だ。憑ひよう魔まに心を奪われた小夜に一早く見つかり、問答無用で戦せん闘とうとなるかもしれないが、極力味方を増やしてから事に臨みたかった。

「そんなことは分かってる。何度も言うなよ」

　法鷲が不満げに答え、龍馬の後を追う。伊織は、その背を眺め小さく息を吐くと、堀に落ちないよう慎重な足取りで丸太橋を渡った。

　防塁の門をくぐると、正面に欅けやきの巨木が立っていた。かなりの樹齢のようで、枝振りは良い。それを迂う回かいするように道が曲がり、急な坂道となって小高い丘きゆう陵りようへと延びていた。途中に設けられた三つの防護柵さくを越え、坂を登り切った石垣の上に、白壁の屋敷が数戸見える。そこが本陣らしく、霧の中に錦にしきの御旗が、堂々と翻ひるがえっていた。

（人目にはつくが、魔法ならひと飛びだな……）

　と考えながら、視線を丘の上から引き戻す。

　伊い織おりたちが進む道の脇わきに佇たたずむ天てん誅ちゆう組ぐみの兵士たちも幕軍と同様に、具足は頭から爪先まで泥と血で汚れていた。が、うなだれて地面を見つめている者は一人もおらず、戦意の高さが窺うかがい知れる。

　伊織は、冬とう馬まを見上げ、肩越しに囁ささやいた。

「どっちが包囲されているか分からんな」

「昨日は、余程優勢に戦いを進めたらしいぞ。見ろよ、あれを」

　言って指差した先に、刀や槍やりが山となって積まれていた。全て刃は毀こぼれが激しく、鋸のこぎりの歯のようになっている。こんな状態になるには、どれほど人を斬きらねばならぬか、伊織は見当もつかなかった。

「しかし、随ずい分ぶん、居心地のいい場所だな」

　と軽口を叩たたいた冬馬の表情が、柄がらにもなく緊張で固くなっている。早朝に現れた見覚えのない一行を警戒し、すれ違う兵士たちは皆、伊織たちに厳しい眼まな差ざしを向けてきた。肌に突き立つ視線が、針のように痛い。

　そんな中、内く蔵ら太たと肩を並べ歩く龍りよう馬まは、自分の家の庭先かのような足取りで、気負いは微み塵じんも感じさせなかった。素知らぬ顔で、内蔵太に尋たずねる。

「長ちよう州しゆうの桂かつらさんが、ここへ来ちょると噂うわさに聞いたが、見かけたことがないがか？」

「私は、見ちょらんです。本陣に密ひそかに出入りしている方がおるらしいとは、小耳に挟はさんじょりますけど」

　伊織は、二人の会話を聞きつつ、眉まゆ根ねに小こ皺じわを刻んだ。

（それが清きよ河かわだとして、人目を忍ぶ訳は何だ……）

　自問しつつ見上げた坂の上から、数人の兵士が手て槍やりを担いで降りてきた。歴戦の強つわ者ものらしく、一様に面構えが逞たくましい。具足や腰の打うち刀がたなは古びていたものの、内蔵太と違い、拵こしらえ自体は悪くなかった。鉢はち金がねを頭に巻きつけ、先頭を歩いていた大男が、向かってくる一行を見て、野太い声で尋ねる。

「内蔵太、何じゃ、そいつらは？」

　龍馬が、ひょいと顔を上げ、満面に笑みを咲かせた。

「久しぶりじゃのう、那な須すさん」

「龍馬じゃないがか！」

　大男が声を弾はずませ、坂を駆け下りてきた。




　土壁から稲いな藁わらが覗のぞき、赤みがかった飴あめ色の床板には節が目立つ。床の間や違い棚などの座敷飾りはおろか、一枚の畳たたみも敷かれていない。

　天てん誅ちゆう組ぐみの主だつ将の一人、那な須す伸しん吾ごに招き入れられたのは、峠とうげの中腹にある茅かや葺ぶきの屋敷だった。本陣とはやや離れているが、正門へと駆けつけるには便利な場所なので、土と佐さ郷ごう士しの多くが、日頃はここに詰めているらしい。

　龍りよう馬まがいると聞きつけ、縁えん側がわに面した八畳ほどの部屋は人で溢あふれかえり、庭先まで黒だかりが出来ていた。

「ほんになつかしいのう」

「よく来たな」

「龍馬、会いたかったぜよ」

　次々とやって来る土佐郷士は、龍馬を力一杯に抱き締め、笑みを弾はじかせた。中には感かん極きわまり、涙ぐむ者までいる。

　残りの三人は、自然と部屋の片隅に押しやられていた。賑にぎやかに土佐弁をかわす龍馬たちを眺め、伊織は眼を丸くして呟つぶやいた。

「凄すごい慕われ方だな」

　礼れい蔵ぞうが案内を頼んだほどなので、邪険に扱あつかわれることはないと思っていたが、ここまでの歓迎振りは予想外である。

「まあな。人徳だよ、人徳」

　胡座あぐらをかきながら、冬とう馬まが我が事のように胸を張った。誇らしげな彼とは正反対に、法ほう鷲じゆの顔色が優れない。

　伊い織おりは膝ひざを寄せ、少年の耳元で尋ねた。

「さっきから、どうしたんだ？」

　法鷲が眼を座らせ、伊織たちしか届かぬ声音で答える。

「気をつけた方がいいぞ。あの内く蔵ら太たって奴やつ以外、どいつもこいつも酷ひどい臭においをしてやがる」

　寝耳に水のことを聞き、二人の瞳が、にわかに緊迫の色合いを帯びた。

「魔物に取り憑つかれてるのか？」

　冬馬が膝に肘ひじをつき、肩を寄せた。法鷲が土佐郷士たちの一挙手一投足を見つめつつ、首を横に振る。

「臭いが混じり合って、よく分からねえ。ただ、やばいことだけは確かだ」

　言って、さも臭そうに眉み間けんと鼻の間に皺しわを寄せた。

　屋敷に押しかけている土佐郷士たちを見る限り、鵺や子こと名乗る憑ひよう魔まに心を奪われた小さ夜よのような、禍まが々まがしい気配を醸かもす人間は誰もいなかった。心から龍馬との再会を喜び、伊織たちを襲ってくるような予兆は微み塵じんもない。

（だとしたら、あれのことか……）

　天てん誅ちゆう組ぐみの中に、小さ夜よの手て翳かざしを受け、怪力を得た兵士がいると、紅こうや丹に乃のが語っていた。法ほう鷲じゆは、その魔気を嗅かぎつけたのかもしれない。

　伊い織おりは万が一に備え、懐ふところに手を入れ、指先に金こん色じきの光を灯した。その隣で冬とう馬まが、抜き打ちし易やすい位置に、さりげなく刀を動かす。

　一方、土と佐さ郷ごう士したちは笑顔が絶えず、賑にぎやかなことこの上ない。今にも酒盛りを始めそうな勢いだった。那な須すが、丸太ように太い腕を龍りよう馬まの肩に回し、気勢を上げる。

「龍馬が来てくれたからには、百人力じゃ。これで幕軍は、今日の夕陽を拝めんぞ」

　湧わき立つ人垣の後ろに、先程から姿が見えなくなっていた内く蔵ら太たが、ひょっこり顔を出した。

「吉よし村むらさんがお出いでじゃ。道を空けて下され」

　大声を出しながら同士たちを押しのける。内蔵太が難儀しつつ作った通り道から、錦にしきの小こ袴はかまに猩しよう々じよう緋ひ色いろの陣じん羽ば織おりを着た男が、兜かぶとを小こ脇わきに抱えて現れた。

　丸顔で団子鼻。決して美男の類ではないが、つぶらな瞳は鋭く、一見して切れ者だと分かる。猪い首くびで胸と肩が分厚く、固太りの腹は樽たるのようだった。四し肢しは筋肉が盛り上がり、具足が窮屈そうに見える。巨漢が居並ぶ土と佐さ者ものの中でも群を抜き、剛健な体たい軀くだ。

　陣羽織の男を見て、龍馬の瞳が、今までに増して輝きを放つ。

「おおっ、寅とら！　久しぶりじゃのう！」

「龍馬、元気そうじゃな」

　抱き合って、再会を祝する二人の笑みが眩まぶしい。どうやら陣羽織の男は、天誅組の総裁、吉村寅とら太た郎ろうのようである。

　龍馬が、旧友の丸く頑丈そうな肩を撫なでた。

「おまん、瘦やせたんじゃないがか？」

　伊織は、てっきり冗談かと思ったが、本気で心配している声音だった。

「柄になく総裁なんぞに祭り上げられたせいじゃ」

　と、寅太郎は苦り切った顔で認め、部屋に詰めかけている土佐郷士を見回した。

「おまんら、ちと外に出てくれんか？　龍馬と話すことがあるきに」

　全員が、面おも白しろくなさそうに押し黙った中、那な須すが、いち早く抗議の声をあげる。

「何じゃ、水臭い。ここにおるのは、土佐者だけじゃぞ」

「頼む。すぐ終わるから、出ちょってくれ」

　言って、胡座あぐらをかいたまま板間に拳こぶしをつき、深々と頭を下げた。総裁に、そこまでされては、居座ると駄々をこねるわけにはいかず、土佐郷士たちは不満そうに口元を尖とがらせ、ぞろぞろと部屋を出て行った。

「龍馬、後でつき合え」

　那な須す伸しん吾ごが、指で杯さかずきを作って呷あおる振りをし、腰を上げる。寅とら太た郎ろうに事前に申しつけられていたのか、内く蔵ら太たは、最後の一人が縁えん側がわを下りると、障子と襖ふすまを閉めて回り、一礼してから自分も退出した。

　寅太郎が、盗み聞きする者がいないか、四囲の気配を窺うかがう。霧が晴れ、朝陽が照りつけている障子紙に人影は映っておらず、襖の向こうからはしわぶき一つ聞こえてこない。

「誰もおらんようじゃな」

　独りごちた寅太郎の顔から、いつの間にか笑みが消えていた。肉の厚い額に皺しわを刻み、友の胸倉を摑つかんだ。

「龍りよう馬ま、何しに来た？　おまんが、幕府の犬になったのは、耳に入っちょるぞ」

　嚙かみつかんばかりの剣幕だった。龍馬も笑みを胸奥に収めたが、動じる色はなく、真しん摯しな瞳で見つめ返した。

「ほいだら、話は早いぜよ。こんな物騒なことから、手を引くよう皆を説得しにきた」

「馬ば鹿か。そげなことを口にしてみろ。外の連中に裏切り者じゃちゅうて叩たたき殺されるぞ」

　興奮の余り、寅太郎の口から唾が飛ぶ。声は怒気に満ちていたが、友の身を心から案じる忠告だった。

「心配は無用じゃ。那な須すさんたちの腕じゃあ、儂わしは斬きれん。一筋縄ではいかんだろうが、何とかして説き伏せるつもりじゃ」

　寅太郎は、折れる様子のない龍馬の胸倉から手を放し、かぶりを振った。

「甘いちゃ。俺たちは、忠ただ光みつ様の妹君から、有あり難がたい手て翳かざしを受けちょる。おまんが幾いくら剣が立つとしても、こげな風に一ひと捻ひねりじゃ」

　言って、傍らの兜かぶとをむんずと摑つかんだ。鉄砲をも跳ね返す鋼はがねの兜鉢に指が沈み込む。伊い織おりたちが息を飲んで見守る中、あり得ない力で、いとも容易たやすく握り潰つぶしてしまった。

（禁呪だな……）

　伊織は、そう読み、眉を顰ひそめた。筋肉強化の魔法は数あれど、効力に継続性があり、これだけの怪力が発現するものは一つも知らない。歪いびつな力は、必ず災厄を内包している。外見からは分からないが、手翳しを受けた兵士の身体からだは、取り返しのつかない蝕むしばまれ方をしている恐れがあった。

　拉ひしげた兜を放り投げ、寅太郎がにじり寄る。

「五ご條じようを撤退した時ならいざ知らず、今は儂らが幕軍を押しちょる。逃がしてやると言われて、誰も聞く耳はもたんぞ」

　龍馬は、その正論に怯ひるまず、逆に身を乗り出した。

「おまんらが、怪しげな奴やつらに都合良く利用されてると知っても、ここで戦い続けるがか？」

　不穏な言葉を匕あい首くちのように突きつけられ、前まえ屈かがみだった寅太郎が、僅わずかに仰のけ反ぞる。目元を歪ゆがませ、友に尋たずねた。

「それは、どういう意味じゃ？」

　龍りよう馬まは、簡潔に小さ夜よの手て翳かざしが修験道の咒しゆでないことや、背後で暗躍する清きよ河かわと東とう方ほう聖せい堂どう会かいのことを明かし、この地で土と佐さ郷ごう士しの血を流してはならないと熱い語り口で切々と説いた。

「今はいいかもしれんが、必ず手痛い代償を払わされるぞ。ここから手を引いて、儂わしのところに来てくれ。勝かつ先生には話をつけちょるから、幕府の捕ほ吏りが押しかけてきても、おまんらに指一本触れさせん。それは約束するき」

　龍馬は言うと、残ざん酷こくな真実を知り、沈黙する友の双そう肩けんを摑つかんだ。

「儂の目を見とうせ。噓うそじゃないきに」

　寅とら太た郎ろうが、腹の底から息を吐き出し、うなだれる。黙したまま肩を摑む手を払いのけ、面おもてを上げた。表情から怒りは抜け落ちていたが、瞳は死んでおらず、未いまだに力強い光を放っていた。

「龍馬、おまんはほら吹きじゃが、汚い噓をつく男じゃないことは、よおく分かっちょる。じゃがな。それが事実だとしても、俺たちは引けんし、引くつもりもない。小夜様の手翳しが夷い狄てきの力と分かっても、誰も信じんし、騙だまされ続ける方を選ぶぜよ」

　裏表のない率直な言葉だった。これが余人の口から発せられれば、龍馬も即座に翻ほん意いを促うながしたかもしれない。しかし、寅太郎が、そう言い切った背景に、抑圧と苦難の日々があることを知っているので、唇を嚙かみ何も言わなかった。

　寅太郎が、衒てらいなく語りを続ける。

「おまんにしてみれば、愚おろかにしか思えんだろうが、これが俺たちの生き方じゃ。元より死は覚悟の上。幕軍を追い散らして、維新の魁さきがけとなること以外、何も望まん。天てん誅ちゆう組ぐみの屍しかばねを踏み越えていく同士が、必ず幕府を倒し、郷士や民たみ百ひやく姓しようを救ってくれると信じちょる」

　志士の一念は、理屈で曲がることはない。死を受け入れてしまった後では、尚更強固だ。それを頑迷と断じることを、誰にも出来ない。

「儂は……」

　言い淀よどむ龍馬の肩に、寅太郎が手を置く。

「陣中見舞いに来たことにして、皆と酒を飲んだら帰れ。頼むから、ここで俺たちに殺されるような真似はしてくれるなよ」

　静まり返る部屋の外が、にわかに騒がしくなった。庭先にやって来た誰かが、怒鳴り声をあげている。

「何だ？　騒々しい」

　冬とう馬まが睨にらみつけた障子戸が勢い良く開き、細ほそ面おもての青年が数人の近きん習じゆを引き連れ、土足で部屋に踏み込んできた。

　身に纏まとうは、源げん平ぺいの世を思わせる赤あか糸いと威おどしの大おお鎧よろい。腰に帯びた太刀も豪ごう奢しやで、青年の身分の高さを物語っていた。のっぺりとした公家顔をしており、華美な具足が浮いて見える。

　その白い頰ほおを紅潮させ、歩み寄ったのは、寅太郎の前でも龍馬の前でもなかった。

「忠ただ光みつ様」

　公達きんだちを仰ぎ見た法ほう鷲じゆが、すぐさま平伏し、板間に額を擦こすりつける。

（この方が、忠光卿きようか……）

　伊い織おりは頭を伏しながら、心中軽い驚きを覚えた。天てん誅ちゆう組ぐみの主将、中なか山やま忠光と言えば、若手過激公家の筆頭である。熊のような巨きよ軀くでないにしても、もう少し武ぶ張ばった容よう貌ぼうをしていると思い込んでいた。

　忠光が仁王立ち、平伏をした法鷲を見下ろす。

「士し郎ろう、久しいな」

　甲高い声に親しみはなかったが、それが法鷲の本名のようだった。妹の幼おさな馴な染じみとは言え、下女腹なので、金きん峯ぶ山せん寺じでの法名を知るほど親密な仲ではなかったのだろう。

「ご無ぶ沙さ汰たしております」

　平伏している法鷲の横顔が、いつになく固かった。目の前の青年から何かを感じ取ったのか、それとも頭の上がらぬ間柄なのかは分からない。

　忠光が片かた膝ひざをつき、帯から引き抜いた扇せん子すで、法鷲の顔を上に向かせた。

「岩いわ倉くら卿から、お前がここへ来るかもしれんと文が来ていたが、まさか本当に現れるとは思わなかったぞ」

　声音に怒りを通り越した響きがあった。

「あれだけ目を掛けてやったのに、どうして小さ夜よを手て籠ごめにしようとした？」

　余りに予期せぬ言葉だったのか、法鷲の眉まゆが派手に跳ね上がる。

「手籠め？　何のことですか？」

「しらばくれるな！」

　そう怒鳴るや立ち上がり、手に持っていた扇子を少年の顔に投げつけた。法鷲が我に返り、目元の当惑を搔かき消す。血相を変え、大おお鎧よろいの草くさ擦ずりを摑つかんだ。

「忠光様、聞いて下さい。清きよ河かわ八はち郎ろうという男が、小夜を攫さらって──」

「いい加減なことを言うんじゃない」

　忠光が声を張り上げ、弁明を阻む。

「貴様、清河が江え戸どで死んだのを知らんのか？」

「奴やつは生きています。西洋の魔法で──」

　と訴えようとした法鷲の影から、鉄甲を纏まとった腕が伸び、少年の首を締め上げた。龍りよう馬まと冬とう馬まが剣を取るより早く、鼻の突き出た天てん狗ぐの面めん頰ほおを被かぶった黒くろ鎧よろいの武者が音もなく次々と出現し、伊織たちの動きを封じる。

　人のものとは思えぬ凄すさまじい膂りよ力りよくだった。呪文を唱えようにも、喉のど元もとに太い腕が絡み、呻うめき声しか出てこない。

「巫ふ山ざ戯けんな」

　額に青筋を浮かべた冬とう馬まが、纏まといつく鎧よろい武む者しやたちを力任せに振り払おうとしたが、伊い織おりと法ほう鷲じゆの喉のどに白刃が突きつけられているのを見て、抗うのを止やめた。龍りよう馬まも、目の前にいる寅とら太た郎ろうが戸惑いの色を浮かべながらも、佩はい刀とうの柄に手を掛けている為、下へ手たな動きは出来ない。

　忠ただ光みつが、声すら出せず足あ搔がく法鷲に侮ぶ蔑べつの眼まな差ざしを向けた。

「どうせ幕軍に金で雇われ、偵察にでも来たんだろ？　岩いわ倉くら卿きようの子でなければ、この場で斬きって捨てるところだぞ」

　言って踵きびすを返すと、苦く渋じゆうで顔を歪ゆがめる寅太郎に命じた。

「全員、牢ろうに放り込んでおけ。後でじっくり詮せん議ぎする」




「くそったれが！」

　法鷲が叫び、分厚い土壁に向かって拳こぶしを振り上げた。その手首を冬馬が摑つかみ止める。

「やめとけ。拳が潰つぶれるだけだぞ」

「分かってるさ。そんなこと」

　吐き捨てるように言い、腕を振り払うと、その場で胡座あぐらをかき、顔を伏せた。湿った土蔵に押し込められてから、恐らく半刻が過ぎようとしているが、少年の怒りは一向に収まる気配を見せない。

　予想外の急襲を受けたとは言え、こうも事もなく捕らえられるとは思いもしなかった。今となれば、東とう方ほう聖せい堂どう会かいと天てん誅ちゆう組ぐみの関わりを見み極きわめ、患部だけ摘てき出しゆつしようと考えたのは、甘かったと言える。その甘さが招いた現状は、ことのほか厳しい。

　蔵の広さは、間口、奥行き共におよそ三さん間けん。牢ろう獄ごくとして用いる為か、最初から中に荷物は置かれていなかった。壁は人の力で、どうにかなる厚さではない。床板を剝はいでも下に根ね太だはなく、直接地面になっている。鉄てつ鋲びようを全面に打ち込んだ樫かしの扉は、外から錠じよう前まえを掛けられ、唯ゆい一いつの明かり窓は、太い鉄てつ格ごう子しが嵌はめ込まれていた。屋根を破ろうにも、壁に足掛かりはなく、梁はりも跳んで手が届く高さではない。しかも、念のいったことに魔封じまで施ほどこされており、伊織はおろか法鷲さえも咒しゆを使用出来なかった。脱走不能という確信があるらしく、武器と冬馬の仕込み針付きの革かわ籠ご手てを取り上げられただけで、縄なわ目めは受けていない。

　蔵抜け名人の冬馬が、放り込まれてすぐに脱出経路を探したが、まだ見つかっていなかった。龍馬は、寅太郎と物別れに終わったことを悩んでいるのか、壁を背にして胡座をかき、瞼まぶたと口を閉ざし続けている。

（魔法が使えれば、どうにかなるんだがな）

　伊織は、やるせない気持ちを溜ため息いきと一緒に飲み込み、うつむく法鷲の隣に腰を下ろした。

「お前が、小さ夜よどのに不ふ埒らちなことをしていないのは分かってるぞ。きっと清きよ河かわが桂かつらさんのふりをして、忠光卿きように良からぬことを吹き込んだんだろう」

「いや、あの憑ひよう魔まが、小夜の口を操って、手て籠ごめにされたと言ったに違いねえ」

　そう悔しげに言い、床板に拳こぶしを落とした。薄く積もっていた埃ほこりが、仄ほのかに舞い上がる。

「母親の身分が違っても、兄妹の中で忠ただ光みつ様だけは小さ夜よを溺でき愛あいしてた。あの怒り方は、可か愛わいい妹に言われたからこそだ」

「誤解をとくには、あの子に取り憑ついている魔物を祓はらわないと駄目だな」

　冬とう馬まが、明かり窓を見上げながら、会話に加わってきた。彼の言う通り、正気に戻った小夜に、法鷲が無実であることを語ってもらわなければ、疑いは晴れそうにない。しかし、前提が一つあり、伊い織おりは、それを法ほう鷲じゆに尋たずねた。

「忠光卿きようには、何も取り憑いてないのか？」

「多分な。周りの臭においがきつすぎて、絶対とは言い切れないけど」

　自信なさげに言い、うつむいたまま額を搔かいた。

　沈黙を守っていた龍りよう馬まが、やおら眼を開いて立ち上がる。

「とにかく、ここを出るのが先決じゃな。良い知恵を絞しぼらんといかんのう」

　心の中で、寅太郎ら土と佐さ郷ごう士しとの決別を果たしたのか、瞳に陰いん鬱うつな色はなかった。

　伊織は頷うなずき、とりあえず思いついたことを口にした。

「火の手を上げることが出来れば、峠とうげ下したの丹に乃のに気づいてもらえるかもしれませんよ」

「ここに火の気はないし、焼け死なないようにするのは難しいぜ」

　四人が膝ひざを寄せ合い、これから妙案を練ねろうとした矢先、誰かが外で樫かしの扉を叩たたいた。

「士し郎ろう、儂わしだ。俵たわらの鹿しか之の助すけだ」

　その嗄しわがれた声を聞き、法鷲が、すぐさま腰を上げて尋ねる。

「叔お父じ上うえ！」

「見張りには寝てもらった。今から中に入るが、おかしな真似はするなよ」

　そう念押すと、錠じよう前まえが外れる音が聞こえ、扉が開き、いかにも好人物といった感のある丸顔の中年が、細長い包みを抱えて蔵の中に入ってきた。人目を忍んでの行動らしく、挙きよ措そに落ち着きがない。後ろ手で扉を閉め、伊織たちに目もくれず法鷲に歩み寄る。

「士郎、何な故ぜ来た？」

　残念そうに言う鹿之助を睨にらみつけ、法鷲が問い返す。

「叔父上こそ、小夜が一緒にいると、どうして教えてくれなかったんだ？」

「小夜に頼まれたからだ。お前に会いたくないから知らせてくれるなと」

　声に、甥おいを責める響きが強い。法鷲は、うつむいて一度舌打ちしてから、顔を上げ、真まっ直すぐ叔父を見つめた。

「信じられないかもしれないが、小夜は魔物に取り憑かれてるんだ」

「馬ば鹿かなことを言うな」

「小夜が何ど処こにいるか教えてくれたら、憑ひよう魔まを祓はらって証明してみせる。噓うそじゃない」

　懸命に訴える甥を憐あわれむように、鹿之助が深い溜ため息いきをつく。

「いいか？　お前たちを救い出すよう、儂わしに頼んできたのは小さ夜よだ。お前の言う通り、魔物に取り憑つかれているのなら、そんなことを言い出すわけがないぞ」

「きっと今は、憑ひよう魔まに心を奪われてないんだ」

　そう反論されると、鹿しか之の助すけは酢を飲んだように顔を顰しかめた。

「お前の世よ迷まい言ごとには、つき合いきれんわ」

　甥おいを押しのけ、伊い織おりたちの元に進み出た。跪ひざまずき、抱えていた包みを開く。

「ほれ、あんたらの武器だろ？」

　言って、取り出したのは冬とう馬まの刀だった。

「ありがてぇ」

　瞳を輝かせて受け取り、腰に差した。奪われていた革かわ籠ご手てを嵌はめ、脇わき差ざしを帯びる。

　その隣で龍りよう馬まも、大小を帯に差し込み、弾丸を抜き取られていた魔法銃に弾たまを手早く装そう塡てんし直した。

　鹿之助は、残っていた錫しやく杖じようと金こん剛ごう杵しよを立ち尽くす甥に放り投げると、包みをくるくると巻いて立ち上がった。

「ここを出たら、右手の塀を乗り越えて、真まっ直すぐ沢へと降りていけ。少々危ないかもしれんが、見張りに見つかるよりはましだろう」

　と助言した鹿之助に、伊織が尋ねる。

「私たちが逃げた後、貴方あなたはどうするつもりですか？」

「大丈夫だ。命は取られん算段はついとる」

　言って、笑みを浮かべたが、何ど処こかぎこちなかった。伊織たちを安心させる噓うそなのかもしれない。

「さあ、早くこいつを連れて行ってくれ」

　そう言葉をつぎ、振り返った鹿之助の肩を法ほう鷲じゆが摑つかむ。

「叔お父じ上うえ、正直に話してくれ。小夜は、御旗が翻ひるがえっている屋敷の中にいるのか？」

　伊織も、ここへ連れて来られる途中、その屋敷は見た。図星だったらしく、鹿之助の顔色が変わる。見た目通り、人の良い男のようだった。

「やめとけ。お前たちを捕らえた黒こく鎧がい衆しゅうが、目を光らせとる。会う前にまた捕まるのが、おちだぞ」

「さっきは油断しただけさ。影から出て来ると分かってるし、屁へでもねえよ」

　と強気で返した法鷲に続き、伊織が問う。

「天てん狗ぐ面めんの黒くろ鎧よろいたちは、何者なんです？」

　襲撃の手際が良すぎた。十と津つ川かわや土と佐さの郷士に禁呪で力を与えたとしても、あれだけ熟達するには刻ときが掛かる。

「よくは知らん。あいつらは、長ちよう州しゆうの桂かつら先生が、忠ただ光みつ様と小夜の護衛だと言って、置いていったんだ」

　想定していた答えだったので、顔に出るほど驚くことはなかった。

「桂かつら小こ五ご郎ろうが、ここに来てるんですか？」

「一ひと月つきほど前の話で、今はおらんぞ。小さ夜よを連れてきて以来、儂わしは見てない」

　何ど処こかに隠れている可能性は否定出来ないが、鹿しか之の助すけの表情を見る限り、その言葉が噓うそでないのは確かだ。

（さて、どうする？）

　伊い織おりは、他の三人に目配せした。清きよ河かわを捕ほ縛ばくすることが、当初の目的だったが、今は幸いと言える。あの難敵がいなければ、本陣を一撃離脱出来なくはない。

　そんなことを思っているとは露つゆとも気づかず、鹿之助が甥おいの尻しりを叩たたいた。

「お喋しやべりは、これで終わりだ。とっとと逃げろ」

　法ほう鷲じゆが、深くこうべを垂れた。

「叔お父じ上うえ、すまん」

「謝らんでいいから、早く──」

　鹿之助の鳩尾みぞおちに、法鷲の拳こぶしがめり込んだ。

「少し眠っていてくれ」

　糸を切った操り人形のように膝ひざを落とした叔父を抱き止め、床に横たえる。錫しやく杖じようを手に立ち上がり、伊織たちに告げた。

「俺は小夜を取り戻しに行く。あんたらは好きにしな」

　走り去ろうとした法鷲の腕を、龍りよう馬まが摑つかみ止める。

「ちと待つがよ。儂わしが囮おとりになって、派手に暴れちゃる。その隙すきに、屋敷に忍び込め」

　確かに有効な作戦だが、囮役の危険は高い。

「俺も龍馬さんについてくよ」

　冬とう馬まの申し出に、龍馬は首を横へ振った。

「いざ逃げるとなった時に、一人の方がええき。おまんは、法鷲と久く世ぜ君と一緒に屋敷へ行け。三人で掛からんと、あの子は抑えきれんぞ」

　これもまた道理である。独り沈黙しているうちに、仲間との決別を済ませるだけではなく、自分がやるべきことを考えていたのだろう。

　法鷲が、龍馬の手をほどき、頭を下げた。

「悪いな。貧乏くじを引かせて」

「儂は船乗りじゃからな。乗りかかった船は、見捨てておけん」

　龍馬は、くだらないことを言い、自分で笑った。法鷲が神妙な顔で言う。

「見知った顔があっても、人間が相手と思わない方がいいぞ」

「鎬しのぎを削るような危ないことはせんから、心配はいらん」

　言って、魔法銃を顔の前で掲げた。

「ほいだら、先に行くぜよ。次に会うのは、峠とうげの下じゃ」

　龍りよう馬まは皆に告げ、扉を開けた。鹿しか之の助すけが何かで眠らせた見張り二人をまたぎ、屋敷とは逆方向へと走り去っていく。

　伊い織おりは、一いつ旦たん扉を閉め、法ほう鷲じゆに尋たずねた。

「どうする？　小さ夜よどのを見つけたら、手て筈はず通り、連れ出す前に憑ひよう魔まを祓はらうか？」

「出来れば、そうしたいんだが……」

　言い淀よどむ法鷲の肩を、冬とう馬まが叩たたく。

「やめとけ、周りは敵だらけだ。そんな悠ゆう長ちようなことをしてる暇はないぞ。まずは眠らせて連れ出した方がいい。憑つき物落としは後回しだ」

「じゃあ、お前たちで、あの鎌をどうにかしてくれ。小夜どのは、私の魔法で眠らせる」

　言って指の骨を鳴らした伊織に、冬馬が告げる。

「屋敷にいる護衛は、出来る限り俺と法鷲が倒す。雷いか土づちをぶっ放したら、龍馬さんが引きつけてくれた敵を呼び戻すことになるからな」

　土蔵の外で銃声が鳴り、兵士たちが騒ぎ出した。

「坂さか本もとさんが、始めたみたいだな」

　音の出所から察するに、峠の中腹だ。本陣から離れている代わりに、土と佐さ郷ごう士しが詰める屋敷が近い。かつての同士に命を狙われるのを承知で、囮おとり役やくに徹するつもりらしい。

　龍馬の覚悟が、伊織たちの胸に、熱い炎を灯した。

　法鷲が、扉に手を掛ける。その背には、只ただならぬ決意が漲みなぎっていた。

「さあ。行こうぜ」




　刷は毛けの引いたような雲が、頭上を覆おおっている。

　生け垣の中で、息を潜ひそめる伊織たちの耳に、外廊下を駆ける慌あわただしい足音が聞こえてきた。

　庭に面した大広間にいる忠ただ光みつが、甲高い声で尋ねる。

「何の音だ？」

「先程の連中が土蔵から逃げ出し、暴れているようです」

「見張りは何をやっておった」

「何者かに眠らされたようでして……」

「馬ば鹿か者が！」

　そう怒鳴り、忠光は床しよう几ぎを蹴けるようにして立ち上がった。

「まあこれで、士し郎ろうたちが幕軍の手先とはっきりしたな。者ども、麿まろについて来い」

　数人の黒くろ鎧よろいと近きん習じゆを引き連れた忠光が、外廊下を踏みならし、屋敷の外へと出て行く。伊織たちは枝の隙すき間まから、辺りに人影がなくなったのを確認し、身を屈かがめて生け垣を離れた。

　法ほう鷲じゆが一ひと嗅かぎし、母屋とは逆方向にある離れを指差す。

「こっちだ」

　言って先頭を切る少年のすぐ後ろを冬とう馬まが続き、伊い織おりは少し遅れて二人の背を追った。

　法鷲が庭を駆け抜け、濡ぬれ縁えんに跳び乗る。錫しやく杖じようを真横に払って障子戸を開き、表の間に押し入った。

　剽ひよう悍かんな面つら構がまえの兵士三人が、曲くせ者ものに気づき、刀を手に立ち上がる。選ばれた護衛だけあり、不意を突かれながらも鞘さやは抜いたが、それが精一杯だった。冬馬と法鷲が、すれ違い様に得物を一いつ閃せんし、三人の兵士に叫ぶ間も与えず打ち倒す。

　怒ど濤とうの勢いで雪な崩だれ込んだ次の間は、意外にも無人だった。陽の入らぬ薄暗い部屋を突き進む冬馬たちの足あし下もとから影が立ち昇り、人の腕と化す。

「同じ手を喰うかよ！」

　冬馬が、剣けん尖せんを流星の如く疾はしらせ、足首を摑つかもうとした腕を斬きり飛ばした。法鷲も彼に劣らぬ反応を見せ、敵の手首を錫杖の一撃で粉砕する。

　手痛い返り討ちに遭あった黒鎧二人が態勢を立て直すべく、影の中に急きゆう潜せん行こうしようとしたが、冬馬たちが逃さない。

「甘いんだよ！」

　冬馬の打だ突とつが、面めん頰ほおでは防げない目元から入って脳天を貫つらぬく。その血ち飛沫しぶきが艶あでやかに舞い落ちる中、法鷲は錫杖の石突きで黒鎧の喉のど元もとを砕いた。

　畳たたみから上半身を生やした奇妙な屍し体たいを踏み越え、襖ふすまに手を掛ける。伊織は二人の後方に控え、銀に輝く魔法陣を握っていた。

「先手必勝でいくぞ」

　法鷲が襖を開き、冬馬と並んで奥の間に踏み込む。

　前の二人が左右に別れると同時に、隠れていた伊織が躍り出て、魔法を撃ち込む手て筈はずだった。しかし、法鷲が動かない。

　奥の間に誰もいなかったのかと思い、脇わきから中を覗のぞき込むと、部屋の隅に蹲うずくまって震える白拍子姿の少女がいた。怪け我がをしており、左眼が包帯で隠れている。伊織は、その顔を見て、法鷲が立ち尽くす理由が分かった。

　河原で出会った少女を鏡で映し取ったかのように顔形は同じだが、表情がまるで違う。哀しみ、狼ろう狽ばい、脅おびえが複雑に入り交じり、幕ばく連れん女おんなのような不敵さが欠片かけらもない。

「士し郎ろう……」

「小さ夜よ、俺が分かるのか？」

　法鷲が半信半疑で問い掛け、前へと踏み出す。

「お願い、近づかないで……」

　消え入るような声で言った小夜を見て、伊織は、魔法を繰り出すのを止やめた。やはり様子がおかしい。昨日河原で会った少女とは別人だった。しかも、

「眼が赤くないぞ」

[image: ]

　伊い織おりは呟つぶやき、眉まゆ根ねに皺しわを寄せた。

　包帯で隠されていない少女の右眼が、碁ご石いしのように黒かった。屋敷に忍び込んだことがある丹に乃のが、小さ夜よは赤眼でないと語った通りだが、何か釈然としない。昨日、突然苦しみだし、黒く変色したのは左眼だったはず。双そう眼がんとも赤色が抜け落ちたのだろうか……。

　法ほう鷲じゆが膝ひざを畳たたみに落とし、震える小夜を抱き締める。

「随ずい分ぶん探したんだぞ」

　少女と再び巡り会えた喜びと安あん堵どが声に滲にじんでいた。が、法鷲の肩越しに見える小夜の顔色は、青ざめたままだった。

「どうして逃げてくれなかったの？」

「お前を置いて逃げられるかよ」

　法鷲は言うと、小夜の手を摑つかんで立ち上がった。

「長居は無用だ。行くぞ」

「駄だ目めなの。放して！」

　小夜は悲鳴をあげ、手を振り払った。尻しりを畳に擦こすりながら、法鷲から遠ざかる。少女の顔色は青を通り越し、紙のように白くなっていた。

　思わぬ反応にあった法ほう鷲じゆが、苛いら立だちを露あらわに尋ねる。

「何でだよ？」

「私が逃げたら、兄様が殺されるの」

　少女は、それを信じ込んでいるらしく、恐怖が深く表情に刻み込まれていた。

「清きよ河かわにか？」

　眉まゆを顰ひそめた法鷲の問いに、小さ夜よが、こくりと頷うなずく。

「俺が、忠ただ光みつ様も守る。心配するな」

　法鷲が差し伸ばした手を、少女は蛇へびを見るかのように恐れて後ずさった。

「無理よ。勝てるわけがないわ」

　言って、激しくかぶりを振る。

　伊い織おりは、その様を見て、説き伏せるのは無理だと判断した。死角から少女に忍び寄る。

「睡郷への誘いレジーン」

　銀の魔法陣から発した穏やかな光が、小夜を包み込んだ。眠りの淵ふちに引き摺ずりこまれながら、必死に身を捩よじる。

「駄目……」

　それ以上は言葉にならず、少女は瞼まぶたを伏せ、畳の上に崩れ落ちた。

「すまないな」

　伊織は手荒な仕打ちを詫わび、膝ひざをついて、小夜の顔を覗のぞき込んだ。引き攣つっていた頰ほおが緩ゆるみ、静かな寝息を立てている。魔法陣を握り消し、視線を法鷲に向けた。

「詠えい唱しよう圧あつ縮しゆくを使ったから、眠りは浅いぞ」

「峠とうげを下りるまで、持てばいいさ」

　小夜を抱え上げた法鷲に、冬とう馬まが問う。

「この子の兄貴は、どうするんだ？」

「後で何とかする。小夜が逃げたと分かっても、すぐには殺されないはずだ。とにかく今は、ここを出ようぜ」

　振り返った隣室の闇やみから、黒くろ鎧よろいたちが三人、四人と現れ、退路を塞ふさいだ。天てん狗ぐの面めん頰ほおから覗き見える瞳が、昏くらい闘とう気きを迸ほとばしらせていた。怪力だけでは御せぬ敵と理解し、全員が、ぎらりと大だい刀とうを引き抜く。

「楽には逃がしてくれないようだな」

　伊織は言って、指先に金こん色じきの光を灯した。冬馬が手に唾を吐き、柄を握り込む。

「しゃらくせえ。押し通るぞ」




　峠の中腹に、数条の白煙がもうもうと立ち昇っていた。

　崩れ落ちた石垣。焼け焦こげた防護柵さく。氷ひよう塊かいや鉄の荊いばらで手足の動きを封じられた兵士が、道の至るところに転がっている。

「幕府に寝返ったのは、本当ですか？」

　顔を引き攣つらせて尋ねた池いけ内く蔵ら太たの背後で、天てん誅ちゆう組ぐみの軍旗が炎に包まれていた。彼が構える手て槍やりの先には、龍りよう馬まの姿がある。

「儂わしは儂の信念に生きちょる。一緒に逃げんか？」

　言って魔法銃を折り曲げ、空から薬やつ莢きようを地面に落とした。懐ふところに残る最後の銃弾は、まだ敵を引きつける必要があるので使いどころではない。

　円を作り、取り囲んでいる兵士は十数人。見た目では分からないが、怪力の持ち主たちも多いはず。本意ではないが、組み付かれるわけにはいかないので、銃身を帯にねじ込み、鯉こい口くちを切った。二尺二寸の豪刀、陸奥守むつのかみ吉よし行ゆきを抜き放ち、剣けん尖せんを青せい眼がんに据える。

　威い風ふう堂どう々どうとした龍馬の構えを見ても、内蔵太は土と佐さ者ものらしい肝の太さを見せ、気け圧おされることはなかった。表情を覆おおっていた深い失望が、燃えるが如ごとき怒りへと塗り変わる。

「見損ないましたよ」

　言って、槍を左前に構え、捻ひねりを加えて突きだした。岩をも砕くような猛撃だったが、龍馬は眼と足あし捌さばきだけで避けきり、掠かすらせもしない。焦じれた内蔵太が大きく踏み込み、渾こん身しんの一突きを放った。

「まだ若いのう」

　龍馬は残念そうに呟つぶやくと、槍の柄を捕まえて一気に引き寄せ、腹に膝ひざ蹴げりを喰らわせた。口から臓ぞう腑ふが飛び出すような衝撃を受け、内蔵太が、たたらを踏んで後退する。

「どけ、内蔵太！」

　大だい刀とうをひっさげた人影が、顔を蒼そう白はくにしながら尚も槍を構える青年を押しのけ、龍馬の前に躍り出る。

「寅とら……」

　最も当たり難い敵の登場に、龍馬は目元を曇くもらした。全てを承知で、ここを戦場に選んだが、胸が刺すように痛い。

「馬ば鹿かたれが」

　怒気で耳たぶを朱に染めた寅とら太た郎ろうが、猛然と打ち掛かってきた。初太刀を見切り、横へと跳んだ龍馬の傍そばを野太い刃音が駆け抜ける。当たれば、巨木をも両断する一撃だった。とても人の腕力で成なせる技ではなく、もはや獣の領域だ。

　しかし、龍馬も負けてはおらず、剛力の連打を圧倒的な剣技で押し返した。たちまち竜りゆう虎こ相打つ攻防となり、二人を取り囲む誰もが手を出せない。

「せええっ！」

　龍馬は青眼から剣尖を跳ね上げ、鋭い突きを放った。切っ先が頰ほおを掠めたのも怖おじけず、寅太郎が飛び込んでくる。その強撃に太刀を合わせることなく、一歩下がって面打ちに転じた。

「甘いちゃ！」

　寅とら太た郎ろうが火花を散らし、額の前で刃を受け止めた。常人ならば剣を送り込むことなど出来ないほど二人の距離は近かったが、龍りよう馬まは巧みに腰を入れ、胴に強烈な一撃を打ち込んだ。それを鍔つば元もとで弾はじかれるや、さっと引き小手を放ち、攻めながら間合いの外に出た。

　耳みみ障ざわりな金切り声が、坂の上から聞こえてくる。

「たった一匹の鼠そ賊ぞくに、この有様なのか？　士し郎ろうたちは何ど処こに行った？　誰か麿まろに説明しろ」

　近きん習じゆたちにわめき散らす忠ただ光みつの姿が見えた。その後方に控える黒くろ鎧よろいの武者は四人。逃走は極めて困難になったが、役目を果たしたと分かり、龍馬の唇に笑みが滲にじんだ。

　寅太郎が、友の表情を見て、額に刻んだ皺しわを更に深める。

「何を考えちょる？　こげに暴れんでも逃げられたはずじゃろ？」

「おまんらのやり方の中で、一つ気に喰わんことがあってのう。あんな小さいおなごを戦いくさに巻き込むのは、間違っちょるぞ」

　寅太郎は、龍馬の意図を瞬時に読み切り、眉まゆを歪ゆがめた。

「まさか小さ夜よ様を……」

　その呟つぶやきを爆音が搔かき消す。龍馬を包囲する天てん誅ちゆう組ぐみの面々が残らず見上げた本陣で、菊の御旗が、立ち昇る黒煙に煽あおられていた。

「おんし、囮おとりじゃったか」

　寅太郎は歯は嚙がみし、視線を龍馬に戻した。本陣の屋根瓦がわらが飛散し、空へと電光が迸ほとばしる。亀かめほど察しが悪い人間でも、何が起こっているのか理解するには充分な光景だった。

「黒こく鎧がい衆しゆう、そなたたちは、本陣に小夜を救いに行け！」

　忠光が鬼の形相で指示して振り返る。寅太郎に向かって声を張り上げた。

「吉よし村むら、何をやってる！　その下郎を早く叩たたき斬きれ！」

　寅太郎は、友をぐいと睨にらみつけ、剣を八はつ双そうに引きあげた。

「上意じゃ、死んでもらうぞ」

　殺意漲みなぎる声に、物悲しい響きが隠れていた。龍馬は、忠光に向かって顎あごをしゃくり、言わずもがなのことを口にした。

「分かっちょるのか？　あれには将器がないぞ」

「黙れ。おまんが、天誅組を語るな」

　そう吐き捨て、寅太郎が地を蹴けった。修しゆ羅らを潜り抜けてきた無む銘めいの業わざ物ものが、斜めに煌きらめく。龍馬は退かず、逆に前へと踏み込んだ。袴はかまを斬り裂かれながらも、すれ違い、兵士の列へ駆けると、槍やり衾ぶすまに臆おくすることなく跳び込んで、剣を縦横無尽に疾はしらせた。刃鳴りが響き、火花が舞う。兵士たちの手槍が、次々と叩き落とされ、砂煙を上げ地面に転がった。

　その不ふ甲が斐いない様に、忠光の顔が、ますます引き攣つる。

「たった一人だぞ。押し包んで首しゆ級きゆうを上げろ！」

　叱しつ咤たに応じ、兵士たちは打ち寄せる波の如ごとく挑み掛かったが、只ただ一人の剣士に悉ことごとく蹴け散ちらされていった。

　寅とら太た郎ろうを後方に置き去った龍りよう馬まの行く手に、那な須す伸しん吾ごが、研ぎ澄まされた豪ごう槍そうを片手に立ちはだかる。

「那須さん、そこをどいてくれ」

「阿あ呆ほう、出来るか！」

　雄お叫たけび、怒れる猛もう牛ぎゆうの如く突進してきた。防ぎを考えず、胴を空け、力任せに繰り出された槍の勢いが凄すさまじい。穂先を叩たたいた龍馬の剣が、音をたて逆に弾はじかれる。誰の眼から見ても、かわしきれない致命の一撃が脇腹へと吸い込まれていった。しかし、龍馬が、神懸かった反応を見せる。咄とつ嗟さに左手で脇わき差ざしを引き抜き、寸前で迫り来る刃を横へそらした。

「龍馬、覚悟せい！」

　槍を手元に引くと、短く突きだし、動きを誘ってから、切っ先を跳ね上げた。槍先が額目掛けて伸び、頭ず蓋がいを裂くかと思われたが、龍馬は仰のけ反ぞってかわしきる。と同時に、剣を斜めに疾はしらせ、鋼はがねを合わせた胴丸を叩いた。さしもの伸吾も、横腹を襲った猛烈な衝撃を堪こらえきれず、膝ひざをつき、槍を落とす。




「土と佐さ者ものは、どいつもこいつも糞くそほど役に立たんな」

　忠ただ光みつは、そう吐き捨て、近きん習じゆに龍馬を討うち取るよう命じた。本陣の方でも賊ぞくを制圧出来ないらしく、悲鳴と爆音が止やまない。苛いら立だちを募らせつつ、小さ夜よを助けに行くべきか悩んでいると、何ど処こからともなく甲高い小鐘の音が聞こえてきた。脳の芯を搔かきむしられるような不快な響きが、峠とうげ一いつ帯たいに広がっていく。

「何だ、この鐘の音は？」

　混乱に乗じ、幕軍が戦せん鐘しようを打ち鳴らし、正門へと攻め寄せてきたのかと思ったが、眼下の敵陣は凪なぎの海のように静まり返っていた。そう言えば、峠の上から聞こえてきた気もする。敵が脱出の合図に鳴らしたのか、それとも本陣の危機を知らすべく味方が鐘を打ったのだろうか。錯さく綜そうする忠光の思考を、悲鳴の津波が寸断した。




　龍馬に槍をつけようとした兵士が、鐘の音が鳴った途端に頭を抱え込んだ。四囲から湧わき起こった只ただならぬ叫び声が、鼓膜を激しく搔きむしる。

「あああああああっ！」

「ううううううううっ！」

　振り返ると、自分を追ってきていた寅太郎ら土佐郷士たちも、頭を抱え悶もだえ苦しんでいた。焼き鏝ごてを爪先に押し込まれたかのように、顔つきも声も尋じん常じようではない。

「寅！　那須さん！」

　立場を忘れ、とって返そうとした龍りよう馬まの前で、苦く悶もんする兵士たちが一いつ斉せいに姿を変えていく。

　首筋から下の皮ひ膚ふに無数の亀き裂れつが走り、そのまま裂けて硬化し、蜥蜴とかげの鱗うろこのようになった。毛髪が全て地面に抜け落ちた代わりに、頭から先の尖とがった触手がみるみる生え、兜かぶとや陣じん笠がさを弾はじき飛ばした。手足の指は、爪と同化して五尺ほど伸び、それ自体が凶器と化す。小こ袖そでや鎧よろいを突き破り背中に生え出たのは、腐乱した烏からすの羽根を思わせる薄汚れた翼だった。苦く悶もんの叫びが収まるに従い、肌色が亡者の如く抜け、真白へと転じる。耳が顔にめり込み、眉まゆと睫まつ毛げと共に一切の表情が消え去った。目鼻や口は原形を止とどめたが、その微かすかな人の名残なごりが、他の部位の醜悪さをことさら際立てている。

　背筋を走り抜ける悪寒のせいだろうか。陽が雲に隠れたわけではないのに、寒さが急激に増し、指先が冷たい。

「何じゃ、これは……」

　龍馬は言葉を失い、辺りを見渡した。

　この世のものならざる変化を遂げた兵士の数は、視界の中にいるだけでも百を超え、人の姿を保っている者よりも遙はるかに多い。突然目の前に現れた悪夢のような光景に、あちらこちらで悲鳴があがり始めた。人獣たちは、周囲の恐きよう慌こうを余よ所そに、両手をだらりと下げ、無表情のまま突っ立っている。

「ば、化け物になったぞ。どういうわけだ」

　忠ただ光みつが、地面にぺたりと座り込む。近きん習じゆたちが慌あわてて駆け戻ってきたが、問いに答えられる者は一人もいなかった。

　青ざめた内く蔵ら太たが、槍を抱えながら、前にいた寅とら太た郎ろうの顔を覗のぞき込んだ。能面のような表情を食い入るように眼まな差ざしを向け、恐る恐る問い掛ける。

「吉よし村むらさん……大丈夫ですか？」

　とてもそんな風に見えなかったが、他に言葉が見つからなかったのだろう。

　しかし、その悲痛な声は形のなくなった耳に届いたらしく、寅太郎が、光が失せた虚うつろな瞳を内蔵太に向けた。微かに動いた獣の手に殺気を感じ取り、龍馬が駆けだす。

「内蔵太、逃げろ！」

　間に合わぬと見て声を飛ばしたが、遅かった。寅太郎の腕が目にも留まらぬ速さで振り上がり、鉄の胴丸ごと内蔵太の胸を大きく引き裂く。噴き出した血が、霧の如く宙に舞い上がった。

「どうして……」

　内蔵太が呆ぼう然ぜんとしながら、膝ひざを落とす。それを合図にしたかのように、人獣たちが、手近なところにいる兵士を見境なく襲い始めた。一帯が阿あ鼻び叫きよう喚かんの坩堝るつぼと化す中、龍馬は血を浴びつつも走って、内蔵太に止めの一撃を見舞おうとしている寅太郎の前に回り込んだ。

「おんし、何を考えちょる！　目を覚ませ！」

　返答の代わりに、鎌ほど長い獣爪が、振り落とされた。咄とつ嗟さに脇わき差ざしで塞ふさいだが、鈍い音が鳴り、刃が鍔つば元もとで飴あめ細ざい工くのような柔さで砕け散る。守っていては不利と瞬時に悟り、龍りよう馬まは片手一本で強烈な打突を繰り出した。指の間をすり抜けた剣けん尖せんに、肩を激しく叩たたかれた寅とら太た郎ろうが、二歩、三歩と下がった。その隙すきをつき、龍馬は脇わき差ざしを投げ捨て、内く蔵ら太たを抱えあげ後退した。

「しっかりせい！」

　耳元で叫んで、視線を落とす。内蔵太の顔色に精気がなく、口から湧わき水の如く鮮血が流れ出ていた。早く治療しなければ命がないのは一目見て明らかだが、さしもの龍馬も彼を抱えて、この虎こ口こうを突破出来るとは思わなかった。

　寅太郎が死人よりも感情に乏しい顔つきで、ゆっくりゆっくり歩を進めてくる。後ろには、変わり果てた那な須す伸しん吾ごの姿も見えた。歩みは遅いが、威圧感の桁けたが違う。このまま戦えば、長くは持たない。

　一か八かの決断に迫られていた龍馬の視界に、何かが過よぎり、地面に突き立った。次の刹せつ那な、閃せん光こうと共に墨すみのような黒煙が噴き上がり、寅太郎たちが見えなくなる。

「何じゃ、次から次に」

　と堪たまらず呻うめいた龍馬の傍そばに、音もなく人影が立った。

　鉢はち金がねに闇色の忍しのび装しよう束ぞく。口くち覆おおいで顔の半分は隠れていたが、瞳と目元の涙黒子ぼくろで、龍馬は誰かすぐに分かった。

「お紅こうさん」

　名を呼ばれ、小さく頷うなずいた紅が、両手を広げて背を弓なりにそらす。跪ひざまずき、ぎゅっと身を縮めた瞬間、隠し持っていた大量の苦く無ないが、龍馬を掠かすめつつ八方へ飛び出た。黒煙を割って現れた人獣たちに直撃し、新たな煙の中に閉じ込める。

　紅はさっと立ち上がり、炯けい々けいと輝く瞳で龍馬を見た。

「坂さか本もと様。ここは一旦引きましょう」

「分かったぜよ。案内してくれ」

　龍馬は即答し、内蔵太を肩へ抱え上げた。




「中ちゆう央おう五ご方ほう五ご千せん乙おつ護ご法ほう、唯ただ今いま行ぎようじ奉たまわる──」

　法ほう鷲じゆが、小さ夜よを背負いながら指を組み合わせた。咒しゆを唱える声が、朗々と本陣に響き渡る。

　冬とう馬まの神速の一振りが、影の中に逃げこもうとした黒くろ鎧よろいの首を半ば断ち斬り、血煙が舞った。相棒の隣で、伊い織おりは雷撃を放ち、薙刀なぎなたを振りかざして襲い掛かってきた敵の胴を貫つらぬく。泡を噴いて倒れた兵士を見向きもせずに、視線を四方に巡らせた。

　少女が囚とらわれていた屋敷は、激闘によって生じた猛火に包み込まれている。伊織たちがいる庭も、戦いの爪つめ痕あとが深かった。年老いた松の木は無残に折れ、白壁は至るところで崩壊し、転がる屍し体たいは一度には数え切れない。自力で立つ人の姿はなく、こちらに接近してくる足音もまだ遠かった。

　伊い織おりは宙に浮かぶ魔法陣を消し去り、冬とう馬まに尋たずねた。

「坂さか本もとさんを助けに行かなくて大丈夫か？」

「龍りよう馬まさんなら、自分で何とかするさ。それに今から行っても、足手まといになるだけだしな」

　そう言いながらも気になるらしく、赤い瞳は、崩れた白壁の間を縫い、峠とうげの中腹に向けられていた。芥け子し粒ほどの大きさの人影が、壊れた防護柵さくの近くで群れている。それが右往左往しているところを見ると、龍馬はまだ健在のようだ。

「──オン・ウカヤ・ボダヤ・ダルマシキビヤク・ソワカ」

　法ほう鷲じゆの背から、蒼あおく透明な翼が生えた。

「小さ夜よ、帰るぞ」

　言って、空へと飛び立とうした瞬間、耳みみ障ざわりな鐘の音が本陣に鳴り響いた。

「何だ？　引き鐘か？」

　誰の仕業で何が目的かと辺りを探った伊織の眼に、大きく身体を波打たせる小夜の姿が飛び込んできた。震えの余りの激しさに、少年の背から転げ落ちそうになる。法鷲は、一いつ旦たん飛ぶのを諦あきらめ、翼を宙空に消し去った。

「小夜、どうした？」

　心配そうに声を掛け、小夜を土の上に寝かせた。瞼まぶたを閉じたまま、骨を折らんばかりに身をくねらせている。

「ちょっと見せてみろ」

　慌あわてて駆けつけた伊織の目の前で、少女に醜みにくい変容が起こる。白磁の肌が額から足先に渡ってひび割れ、硬い蜥蜴とかげの鱗うろこに転じていく。下した顎あごから牙が伸び、指は巨大な鉤かぎ爪づめと化し、頭から奇妙な触手がうじゃうじゃと生え出て包帯を断ち切る。純白の直ひた垂たれを汚れた翼が突き破ったが、両方の背からは出ない。変へん貌ぼうを遂げたのは、全て右半身だけだった。

　伊織の知る限り、こんな姿の亜人はいない。不快極きわまる見た目は、神かん藤どうや鵺や子こと名乗っていた小夜が召しよう喚かんした魔物と同系統のように思う。

　冬馬が跪ひざまずいて尋ねた。

「何だよ、これ？」

「分からん」

　首を振った伊織の隣で、法鷲が決然と立ち上がった。小夜を見下ろし、左右の手で複雑な印いん契げいを組み上げる。

「きっと憑ひよう魔まが、表面に出てきたんだ。祓はらい落とすから、小夜の手足を押さえつけてくれ」

　そう二人に頼んだ法鷲の背後から、咎とがめ声が聞こえてきた。

「無駄なことは、およしよ」

　振り向いた法鷲が、声の主を見て棒立ちになった。伊織も困惑に困惑が重なり、盛んに瞬まばたきを繰り返した。

「何だと……」

　瓦かわらの落ちた白壁の上に、白拍子の直ひた垂たれを纏まとった小さ夜よが悠ゆう然ぜんと腰を下ろし、こちらに不敵な笑みを送っていた。右手には、柄のついた小鐘が握られている。

　少女の両眼が、最初に出会った時と同じく、血を吸ったように赤い。伊い織おりは脇腹に、冷や汗が流れるのを感じつつ、冬とう馬まに尋ねた。

「あっちの小夜は、幻術じゃないのか？」

「ああ、瓜うり二つだが、誰かが化けてるわけじゃねえ。ただ、よく分かんねえのは、こっちと違って、俺の眼から見ても綺き麗れいな顔のままだぜ」

　壁の上に座る小夜が、高らかに笑った。緻ち密みつな魔法文様が施ほどこされている鐘の表面を白しら魚うおのような指で撫なでる。

「そりゃあそうさ。私の擬ぎ態たいが、こんな鐘の呪じゆ音おん如ごときで解けるわけないじゃないか。そこらの雑ざ魚こどもとは一緒にしないでおくれよ」

　言うや、無造作に小鐘を投げ捨て庭に跳び下りた。

　空気を切り裂く飛来音が、伊織たちの頭上を通過した。にやつく小夜が、腕を天へと掲かかげると、戦せん鎌れんが飼い慣らされた鷹たかのように舞い降り、その長柄が手の中に収まった。

　表情と口調は紛まぎれもなく、河原で出会い、鵺や子こと名乗った少女だ。小夜とは双子のように見分けがつかないが、別人もしくは、魔物だと今はっきり分かった。

　法鷲が、帯から金こん剛ごう杵しよを引き抜き、胸元で構えた。憤ふん怒ぬで吊つり上がった眦まなじりが、炎のように赤く染まっている。

「貴様、小夜に何をした？」

「父様は、望んだ通りのことをしてやっただけさ。魔人になる道を選んだのも、身体を半分差し出したのも、この子自身だよ」

　真実を告げることで、法鷲が傷つくのが余程嬉うれしいのか、鵺子の頰ほおに浮かぶ笑みが大きくなった。その不快な表情を見ながら、伊織は一つ結論に辿たどり着く。俊しゆん哉やと巨大な蛞蝓なめくじで試した禁呪を使い、小夜と何かの魔物を合体させたに違いない。

　固く握り締めた法鷲の拳こぶしが、憤いきどおりの為に震えていた。

「よく言うぜ。どうせ兄貴の命と引き替えに、強要したんだろ？」

「手を掛けないと約束したのは、忠ただ光みつだけじゃない。もう一人いるよ」

　鵺子は言うと、たっぷり間を空けてから法鷲を指差した。

「それは、あんたさ。昨日の夜、小夜から聞いたけど、岩いわ倉くら士し郎ろうってのが、本名らしいね」

　鵺子の狙い通り、言葉が矢となって少年の心臓を貫いた。法鷲が顔を顰しかめて小夜を見下ろす。

「何で俺なんかの為に……」

「馬ば鹿かだねえ。あんたに惚ほれてるからに決まってるじゃないか」

　鵺子は、首を搔かき斬きるように駄目を押し、戦鎌を肩に掛けた。白壁を離れ、荒れ果てた庭をゆっくり横断してくる。

　法ほう鷲じゆは、押し寄せる津波のような感情に翻ほん弄ろうされ、憤ふん怒ぬの形相のまま言葉を失っていた。伊い織おりは見かねて、少年の耳を抓つねり、顔を引き寄せた。

「とにかく、あっちも捕まえて逃げるぞ。丹に乃のなら、この禁呪を解く方法を知ってるかもしれないからな」

　それを盗み聞いた鵺や子こが、細い眉まゆの下で凶眼を閃ひらめかせる。

「寝言を言うんじゃないよ。今が、どういう状況なのか、気づいてないのかい？」

　骨に染み込む冷気を感じ、伊織のうなじの毛が逆立った。鵺子の召しよう喚かん獣じゆうと遭遇した際と記憶が重なる。

「これだけ寒けりゃ、流石さすがに目が覚めるな」

　小夜の半身のように異形の姿となった兵士たちが、白壁を乗り越え、ぞろぞろと亡者の足取りで出てきた。鱗うろこに侵食されていない首から上も、人間らしい表情が一切ない。瞳は虚うつろで、光が失せていた。

　冬とう馬まが、柄から手を放し、掌てのひらの汗を袴はかまで拭ぬぐった。

「ちょっと厄やつ介かいだぞ。木で偶くに見えるが、こいつらは強いぜ」

　冬馬のこういう直感は、まず外れない。魔気に関して、人一倍優れた嗅きゆう覚かくを持つ法鷲も、敵の強さを感じ取ったらしく、頰ほおを強こわばらせていた。

　伊織は、少年の襟えり首くびを摑つかんで引き寄せた。

「一ひと先まず小さ夜よどのを連れて逃げろ。後は私と冬馬で、やるだけやってみる」

　法鷲の瞳に、葛かつ藤とうが過よぎった。小夜の半身を魔物に渡したままにしておきたくないが、このまま戦っても勝ち目はない。数瞬沈黙した後、理性で感情を抑え込み、掠かすれた声で呟つぶやいた。

「すまん」

　燃える屋敷が背後にある為、回り込まれる心配はないが、残りの三方を囲まれており、逃走路は空しかなかった。法鷲が咒しゆを唱え終えるまでは、最低でも冬馬と二人で時間を稼がなければならない。

　伊織は、ぽんと肩を叩たたき、法鷲の前に出た。五指に青の燐せん光こうを灯し、複雑精せい緻ちな魔法陣を宙に刻む。

「──嵐の巣を出いでよ、バイラルの黒くろ蜂ばち。敵を刺し、爆はぜろ。爆針風ケイレル！」

　伊織は、右手を薙なぎ払い、指先に絡む黒くろ旋せん風ぷうを余さず解き放った。砂煙を巻き込みながら飛ひ翔しようし、先頭を歩く人獣たちの鳩尾みぞおちに次々突き立ったが、強きよう靭じんな鱗を貫くことが出来ない。

「だったら、これはどうだ！」

　言って、左手を振り抜いた。凶悪な風蜂が唸うなりを上げ、鱗で守られていない人獣たちの頭部を襲撃する。眼球を砕き、舌を千切り、脳のう漿しようまで食い込んで爆散した。舞い上がった血煙が風に押し流され、無残な顔面が露あらわになる。目鼻や口は跡形もなく、引き潰つぶれた肉と骨しか見えず、残っているのは触手が根を張る後頭部周辺だけだった。

　仲間の死から学習し、人獣たちの動きが変わる。第二波は、飛来する風蜂を鉤かぎ爪づめで打ち落としながら、接近してきた。間断なく撃ち出すことで、敵の前進速度を緩ゆるめているが、この調子では長くは持たない。

「早く行け！」

　声を張り上げた伊織の後ろで、法ほう鷲じゆは、まだ飛行自在法の咒しゆを唱えていた。

　鵺や子こがそれを見ながら、鼻の奥を鳴らして笑う。

「本当に馬ば鹿かだねえ。ここまでして、私が逃がすと思ってるのかい？」

　言って、ぱちりと指を鳴らした。

「起きな、小さ夜よ」

　鵺子が命じた通り、法鷲の足あし下もとで小夜が瞼まぶたを開けた。屋敷から火の粉が舞い散る中、ゆっくり半身を起こし、薄ぼけた眼まなこで周囲を窺うかがう。

「どうして部屋の外にいるの……」

「いいから目を閉じてろ」

　法鷲が急いで印を解き跪ひざまずいたが、間に合わない。小夜の瞳に、変わり果てた自分の右半身が映り込む。

「きゃあああああああ！」

　喉のどが張り裂けんばかりの悲鳴を聞き、伊い織おりは首を捻ひねって、後方を見た。

　予想通りの最悪の結果が、そこにあった。恐怖で焦点を失っている小夜の左眼が、紅こう玉ぎよく色いろに輝いている。

（やはり魔人だったか……）

　小夜を脅迫し、半身を捧げさせたのは、この力が欲しかったからだ。鵺子が右の赤せき眼がんも擬ぎ態たいではなく、本物と見てまず間違いない。

　冬とう馬まが叫び、剣光を煌きらめかせた。

「伊織、前に集中してろ！」

　首を捻り戻した瞬間、弾だん幕まくを潜くぐり抜け、飛び掛かってくる人獣の姿が見えた。巨大な鉤爪が、伊織の脳天に直撃する寸前、刀身が獣の肘ひじを切断し、斬きり飛ばす。顔に、紫色の血が雨のように降り注いだ。

「ここから先は一歩も通さねえぜ」

　冬馬は言って、右手を失った人獣の顔面を叩たたき割り、後方へ蹴けり倒した。息つく暇もなく現れた次の敵に、地じ擦ずりからの強撃を放ったが、盛大な火花を上げ、鉤爪に弾はじき返される。人獣の触覚が、蛇へびの如くうねりながら襲ってきたのをすれ違ってかわし、胴を真横に薙ないだ。斬り裂かれた横腹から、見たこともない形の臓ぞう器きが零こぼれ出る。冬馬は、それを踏みつけ、休むことなく新たな敵に剣を振り落とした。

　伊い織おりも負けじと弾幕を張り直し、人獣たちの侵攻を阻む。燃え盛る屋根から茜あかね色いろの火か塵じんが、粉雪のように庭へ舞い落ちていた。

　法ほう鷲じゆが、自分から遠ざかろうとする小さ夜よの細い肩を摑つかんだ。

「落ち着け！」

「お願い、見ないで！」

　小夜が赤眼に涙を浮かべ、懇願した。鱗うろこで覆おおわれた右の頰ほおには、表情が浮かんでおらず、その醜さを引き立てていた。

「私は、もう人間じゃないの」

　言って、胸を突いて押しのけようとした手を法鷲が振り払う。

「それがどうした──」

「およしよ。嫌いやがってるじゃないか」

　鵺や子こが、法鷲の背後に現れ、戦せん鎌れんを高々と振りかざした。

「きゃっ！」

　法鷲は、小夜を突き飛ばして逃がした。しかし、それが為に、黒刃の餌え食じきとなる。骨と肉を断つ鈍い音が鳴り、右足が刈かり取られた。

「ぐわあああああ！」

　法鷲が転倒し、切り株のようになった太ふと腿ももをばたつかせた。傷口から大量の血が流れ出し、瞬またたく間に血ち溜だまりが出来る。

「次は左足を貰もらおうかしらねえ」

　鵺子は、返り血を気持ち良さげ浴びながら、戦鎌を再び振り上げた。

「やめて！」

　小夜が絶叫し、鵺子にしがみついた。鵺子は、全力で振り払おうとしたが、本来は彼女のものである異形の右手が怪力を発揮し、それを阻止する。

「歯向かうんじゃないよ。忠ただ光みつがどうなってもいいのかい？」

「先に約束を破ったのは、そっちじゃない。士し郎ろうには手を出さないっていうから、私は……」

　忌いまわしい記憶が蘇よみがえり、小夜が言葉を詰まらせた。

「安心しな。あんたじゃないんだから、この子は取って喰いやしないよ」

「黙って！」

　激しく狼ろう狽ばいする少女を見て、鵺子は愉悦で頰を歪ゆがめると、立ち上がろうともがく法鷲へ振り向いた。

「士郎、こいつは、あんたの為に、生きてる人間をたらふく喰ったんだよ。とんだ化け物だと思わないかい？」

　最も知られたくない相手に、鬼畜の所業をばらされ、小夜の表情が、悲ひ愴そうな色に染まり上がる。法鷲は先刻承知のことだったので動揺するどころか、逆に怒りを燃え上がらせた。血ち泡あわを嚙かみ、鵺や子こを罵ののしる。

「化け物は貴様だ。小さ夜よから離れやがれ」

「そんな無様な姿になってるくせに、口の減らない男だねえ」

　忌いま々いましげに言い、法ほう鷲じゆへ投じた戦せん鎌れんを駆けつけた冬とう馬まが叩たたき落とす。

「お前こそ調子に乗るな」

　鵺子に飛び掛かろうとしたが、生き残っていた黒くろ鎧よろいが影から現れ、立ち塞ふさがった。左右からは、人獣が迫ってくる。冬馬は、剣を片手青せい眼がんに構えながら、腕一本で法鷲を担かつぎ上げた。最初は肩の上で暴れたが、出血によって力が入らなくなったらしく、すぐ大人しくなった。

「ちきしょう……」

　呻うめきも、蚊かが鳴くように小さい。

「早く士し郎ろうを連れて逃げて下さい」

　そう涙目で乞こうた小夜の喉のどに、鵺子が爪をめり込ませて圧迫した。もう一方の手を掲かかげ、可愛い下げ僕ぼくを呼ぶ。

「おいで、ハイドラ」

　血ち溜だまりの中に転がっていた戦鎌が、長柄に付いている鉄鎖を伸ばした。主の腕に絡みつき、その手の中に戻る。

「──旧ふるき印に応えろ。来い、ゴーント」

　鵺子は小夜の喉を締めつけながら、戦鎌を振り、切っ先を地に突き立てた。黒刃が異世界への入り口を開き、戦せん斧ぷの腕を持つ魔物──ゴーントを呼び込んだ。太鼓腹を揺らし、庭の土を踏んだのは二体。戦局を決定づけるには、充分な兵力だった。

「いよいよ拙ますいことになってきたな」

　冬馬は後ずさり、肩に担いでいる法鷲の様子を窺うかがった。夥おびただしい量の血を失ったせいで、唇は青く、瞳は宙を彷徨さまよっていた。このままでは意識どころか、命を失うのも時間の問題である。

　額を流れ落ちた冷たい汗が、赤眼に染みこむ。剣先を中段に据えたまま、肩で目頭を拭ぬぐった。靄もやが晴れた視界の隅に、濃こ藍あいの外がい套とうを纏まとった少女が現れる。

「冬馬、こっちよ！」

　丹に乃のが屋根に渦巻く紅こう焰えんを掠かすめ、飛ひ燕えんのように滑かつ空くうしてきた。右手で風を操り、左手を目一杯に伸ばす。

「頼んだぞ！」

　冬馬は、法鷲の帯を摑つかんで頭上に持ち上げた。丹乃が、すれ違い様に抱きかかえ、急上昇する。襲い掛かってきたゴーントの戦斧を振り切り、空へと去った。

「私たちも退ひくぞ」

　伊織は、法鷲の切断された足を拾い上げ、冬馬の元に駆け寄った。五指を奔はしらせ瞬またたく間に、魔法陣を完成させる。

「飛翔ロツド！」

　烈風を巻き起こし、浮上する伊い織おりの腰に冬とう馬まが抱きつく。電光の如き太刀筋で、後背から襲ってきた鉤かぎ爪づめを跳ね上げ、更に横へ払って、ゴーントの肘ひじを半ば断ちきった。

「しっかり摑つかまってろよ」

　伊織は言って、魔法陣から噴く風の出力を上げた。加速し、敵を一気に引き離す。数瞬で炎上する屋敷を眼下に置いた。

　鵺や子こがようやく小さ夜よを引き剝はがし、地面に投げつけて顔を踏みつける。少女の苦く悶もんの叫びを聞きながら、遠ざかる伊織たちを睨にらんだ。

「私からは逃げられないよ。地の果てまで追い掛けてやるからね」







[image: 第五章　Beautiful beast]







　夕暮れの空を鏡に映したかのように、魔物に襲撃された幕軍の陣地が、流れ出た血によって朱に染まっていた。

　土ど塁るいの上に並んでいた砲門は台座から転げ落ち、攻防の用をなしていない。各かく藩はんの主将が宿営していた屋敷の大半は焼け崩れ、炭となった柱や梁はりだけが半ばで折れ地面に突き立っている。谷間の平地に散乱する死し骸がいの数は、千ないしは、二千。黒煙と血臭が風に攫さらわれず立ち籠こめる中、生き残った九千人ほどの兵士たちが明日の陽を拝む為、顔を蒼そう白はくにしながら慌あわただしく行き交っていた。

　伊い織おりは、腹の底からこみ上げてきた溜ため息いきを奥歯で嚙かみ殺すと、横倒しになった板塀を踏み越え、血と肉片がこびりついている陣幕をめくり、身体を滑り込ませた。茣ご蓙ざの上に座っていた三人が、揃そろって視線を上げる。

　冬とう馬まが干飯ほしいを食う手を止め、開口一番尋ねた。

「あいつの足、繫つながったか？」

「何とかな。今は紅こうどのについてもらってる」

　伊織が答えると、冬馬と龍りよう馬まが同時に安あん堵どの息を漏もらした。治療の終わった法ほう鷲じゆは、屋根の残っていた番小屋で、同じく一命を取り留めた池いけ内く蔵ら太たと共に寝かせている。

　伊織は腰を下ろし、二人の病状を手短に説明してから、表情が依然厳しい丹に乃のに尋ねた。

「全軍、撤退することに決まったのか？」

　丹乃は頷うなずき、固く結んでいた唇を解いた。

「まあ、これだけやられたら仕方ないわ。第二波が来た時点で潰かい走そうしなかっただけでもマシと思わなきゃ、罰ばちが当たるわよ」

　無論、伊織も撤退を責めるつもりはない。天てん誅ちゆう組ぐみの本陣から逃げ帰った伊織たちを追い、魔物たちが正門を開き、幕軍に一いつ斉せい攻撃を仕掛けてきた。一いつ旦たん、山を越え、安全なところまで飛んで逃げようかと思ったが、ゴーントの群れが上空を哨しよう戒かいしており、それも出来ず、陣地の中で息を潜ひそめ、猛もう襲しゆうが終わるのを待った。天誅組を討とう伐ばつする為、派遣された兵士たちと言っても、自分たちが虐ぎやく殺さつの呼び水になったのは否定しようがなく、深い負い目を感じていた。借りを返すには、撤退を助けるしかない。

「殿しん軍がりが陣を引き払うまで、どれぐらい掛かる？」

　伊織が尋ねると、丹乃は、顎あごに指を当て少し考え込んだ。

「陽が沈む前に撤退が始まったとしても、明日の朝になると思うわ」

　大軍の運用に適さぬ狭きよう隘あいの地に押し込まれている上に、熊くま野のと高こう野や山さんへ抜ける街道が、魔物によって土砂で塞ふさがれ、退路は五ご條じようへと通じる北の道しかない。その為、撤退は難事となっていた。

　伊織が続けて問う。

「あの女が、幕軍を逃がすと思うか？」

　囲みながらも一方を欠くことで、戦意を削そぐのは兵法の常道である。頃合いを見計らって隘あい路ろに逃げ込もうとしている幕軍に襲い掛かれば、恐きよう慌こうを引き起こし、総崩れに追い込むことは容易たやすい。

「私たちが打って出ない限り、見過ごさないでしょうね。そのつもりがないなら、わざわざ北側の道だけ残して、他を封鎖するわけがないもの」

　冬とう馬まが手の中に残っていた干飯ほしいを頰ほお張ばり、ばりばりと音を鳴らし嚙かみ砕いて竹たけ筒つつの水で流し込んだ。唇を袖そで口ぐちで拭ぬぐい、伊い織おりに膝ひざを向ける。

「じゃあ、やるしかないな。このまま幕軍に紛まぎれ込んでいても、どのみち見つかって戦うことになるんだ。だったら打って出て、主導権を握った方がいい」

「反対はしないが、手を講じないと、時間稼ぎにもならんぞ」

　伊織は言って、胸の前で腕を組んだ。

　魔物の総数は分からないが、実感として、五百を下回るようには思えない。丹に乃ののヌアザは強力だが、魔力の消耗が激しく、敵を殲せん滅めつするまで召しよう喚かんし続けることは不可能だ。正面から挑み掛かれば、勝敗は目に見えていた。鵺や子こがいると思おぼしき本陣を空から急襲することも考えたが、今も数体のゴーントが峠とうげの上空で警戒に当たっているので難しい。飛んでいる間は、攻撃魔法が使えず、空中の戦いになると圧倒的に不利だった。

「何も悩むことはないぜよ」

　龍りよう馬まが、さらりと言い、膝の前に一枚の紙を広げた。何ど処こで手に入れたのか、天あま辻つじ峠とうげ周辺の地形が墨すみで描かれている。その一点、菊の御旗が翻ひるがえっていた本陣を指差した。

「大将を抑え込めば、ええき。こういう作戦は、どうじゃ？」

　言って、一同を招き寄せる。

　作戦は至極簡単で、峠の正門で囮とりでが敵を引きつけている間に、主力が一気に本陣を突くというものだった。龍馬から事の次第を聞いた池いけ内く蔵ら太たが、山中の案内を買って出ているので、闇の中の行軍も問題ない。成否は──

「──正門前に魔物を上う手まく引きつけられるかに掛かってますね」

　かと言って、主力の人数を減して囮に回せば、鵺子を捕ほ縛ばくするのが困難になる。誰をどちらに何人配置するか、よくよく話し合わねばならない。

　しかし、龍馬が思わぬ事を申し出る。

「正門前は、儂わしが一人で引き受けるぜよ。まあ、任せちょけ」

　その放胆な発言を受け、全員が眉を顰ひそめた。無鉄砲さなら負けない冬馬が、誰よりも早く兄弟子を窘たしなめる。

「龍馬さん、そりゃあ無理だぜ」

「儂が、こげなことで法ほ螺らを吹く男と思うがか？」

　と尋ねた口調も瞳も、彼らしく穏やかだったが、その芯に否と言わせぬ強さがあった。返答に窮する冬とう馬まに代わり、伊い織おりが問う。

「思いませんが、どんな策があるのか教えて下さい」

　いくら腕が立つと言っても、無策では敵かなわない。彼の表情を窺うかがえば、何かあるのは間違いなかった。

　龍りよう馬まが片眼をつぶり、にっこりと微ほほ笑えむ。

「ちと特殊な魔法を使うつもりじゃ。魔法銃とは比べもんにならん火力があるから、心配せんでいい」

　丹に乃のが、眼まな差ざしを鋭くして、話に割り込んだ。

「そんな強力な魔法があるなら、本陣の襲撃に回った方が良いのでは？」

「面目ない話じゃが、まだ力の加減が出来んがよ。傍そばに味方がおったら巻き添えにするかもしれん。周りは敵だらけの方が有あり難がたいんじゃ」

　言って苦にが笑わらい、太い眉を搔かいた。

　龍馬が下へ手たを打てば、本陣へと乗り込む伊織たちの危険が増す。どういう魔法か想像はつかないが、彼が噓うそをつくはずがないし、それなりの勝算もあるのだろう。

　龍馬が、一同を見渡し、反対がないのを確かめてから、丹乃に尋たずねた。

「魔物になった連中らは、もう元の姿に戻らんがか？」

　丹乃は首を振り、見込みはないと断言した後、討ち取って調べた魔物について話した。

　オークなどの亜あ人じんでもなければ、召しよう喚かん獣じゆうの類でもなく、獣魔と呼ばれる人造獣が、その正体だった。人体に寄生して成長し、最後に宿主の脳を奪う。複雑な命令に適応出来る個体は滅多に生まれないが、絶大な戦せん闘とう能力と擬ぎ態たい能力を有し、本能で人を殺すので、実用性は高い。それ故ゆえ、東とう方ほう聖せい堂どう会かいの中に、好んで使用する禁きん呪じゆつ使いがいるらしい。

　丹乃は更に、鵺や子こが女王蜂ばちのように繁殖能力を持つ稀き少しよう個体で、その半身を受け継いだ小さ夜よが天てん誅ちゆう組ぐみの兵士に卵を産み込んだに違いないと付け加えた。

　重い空気が漂ただよう中、冬馬が問う。

「その獣魔だけ取り除く方法はないのかよ」

「法王庁の異端審問官が使うような高位の浄化魔法を掛ければ、獣魔は消えるわ。でも、残された身体で命は保てないでしょうね。かと言って放置すれば、侵食が進んで完全体になるだけ。少しでも人の名残なごりがあるうちに殺しておかないと、聖堂会の手て駒ごまとして、命果てるまで使役されることになるわ」

「なら、手加減は必要ないのう」

　龍馬は言って、夕ゆう闇やみが西から迫りつつある空を哀しげに見上げた。暫しばし黙してから視線を陣幕の中に戻し、沈んだ空気を払いのけるかのように音高く膝ひざを叩たたいた。

「決まりじゃ。幕軍が撤退を開始したら、儂わしらも動こう」

　伊織は強く頷うなずき、視線を丹乃に振った。

「ヌアザは、いつ使えるようになるんだ？」

　頼り切るつもりはないが、魔法に高い耐性を持つゴーントを鵺や子この周りから排はい除じよするには、ヌアザの力が不可欠だった。丹に乃のの魔力が回復していなければ、刻ときを待つ必要がある。

「もう大丈夫よ。そういう貴女あなたこそ、どうなの？」

「鵺子だけならいいが、もし清きよ河かわに出てこられたら厳しいな」

　法ほう鷲じゆの足を繫つなぐ為、かなりの魔力を使ってしまった。元々は偽にせの小こ五ご郎ろうを捕ほ縛ばくすべく吉よし野のまで来たので、対決を望まぬわけではないが、本音としては避けたい。もし戦うことになれば、短期決戦を念頭に置き、何か仕掛けねばならないだろう。

「今になっても、現れないんだ。流石さすがに、ここにはいないだろ？」

　冬とう馬まの楽観的な意見に対し、丹乃が首を横へ振る。

「断言は出来ないわ。何ど処こかに潜ひそんで、大がかりな禁呪を仕込んでいるかもしれないわよ」

　伊い織おりの脳裏に、紀き州しゆう兵へいを壊滅させた巨大な影が過よぎった。万一あれとも戦うことになれば、勝ち目は薄い。冬馬の読みが当たっていて欲しいが、丹乃の危き惧ぐは捨てきれない。

　伊織は重い吐息を混じえて言った。

「奴やつが出て来るかは、五分五分だろうな。その気になれば、いつでも幕軍を蹴け散ちらせたはずだ。ここまで引っ張っておいて、天てん誅ちゆう組ぐみの仮面を脱ぎ捨てたのには、何か意味があると思うぞ」

「そんなことは、小さ夜よを取り返しに行けば分かるさ」

　伊織は振り返り、声の主を睨にらみつけた。

「馬ば鹿か。寝てろと言っただろうが」

　法鷲が、紅こうに肩を借り、中へ入ってきた。

「俺は、ここで寝る。置いてかれたら堪たまんねえからな」

　と強い口調で言ったが、顔色は優れない。魔力が惜しかったので、魔法で眠らせなかったのを少し悔いた。

「申し訳ありません。無理にお止めしたら、身体からだに障さわると思いまして」

　紅は詫わびながら、法鷲を茣ご蓙ざに寝かせた。

「紅どのが謝る必要はありませんよ。悪いのは、この馬鹿ですから」

　法鷲の頭を小突いた伊織に、冬馬が真剣な口調で言う。

「足を繫げなかった方が、良かったんじゃないか？」

　隣で肩をすくめた丹乃の瞳は、輪にかけて冷ややかだった。

「ほんと甘いわね。私なら左足も折って、大人しくさせたわよ」

　物騒なことを立て続けに言われ、頰ほおを引き攣つらせた法鷲に、龍馬が満面の笑みを向ける。

「おまん、良かったのう。いい仲間に恵まれて」




　無数の星々が、谷たに間あいの空を覆おおい尽くしている。その眩まぶしいほどの星明かりを吸い、闇すら輝いて見えた。

　戦場を一望出来る土ど塁るいの上で、男が一人、野放図に胡座あぐらをかいている。腰に二刀を帯びておらず、懐ふところにも愛用の魔法銃はない。代わりに、奇怪な血ち化げ粧しようが、耳の先から褌ふんどしの中まで描かれていた。

　龍りよう馬まは視線を手元の杯さかずきに落とした。寒気によって磨みがき上げられた満月がたゆたい、杯の底を銀の光で照らしている。

「いい月じゃ」

　心から言い、酒を一気に呷あおった。熱い塊かたまりが、喉のどを滑り下りていく。膝ひざの横に置いていた徳とつく利りを摘つまみ上げ、月影が消えた杯に傾けた。

　幕軍の撤退が開始してから、既すでに一刻。山やま間あいの隘あい路ろに諸しよ藩はんの部隊が殺到し、大蛇のように長い松明たいまつの帯が出来ていた。それでも、まだ大半の士卒は陣地を出立出来ず、魔物の襲来を恐れ、肩を寄せ合い震え上がっている。

　幕軍はさしずめ、首を壁の穴に捻ねじ入れ、身動きの出来ない状態だった。今、その尻しりを突けば、退くことも迎え撃つことも敵かなわず、壊滅することになるだろう。最悪の事態を阻止せんと、殿しん軍がりが槍やり衾ぶすまを作り、背後を固めているが、どの兵士も腰が逃げており、紙の盾たてほど役に立つとは思えなかった。

「そろそろ、頃合いかのう」

　徳利を逆さにしたが、酒の雫しずくは落ちてこない。最後の一杯をぐっと飲み干し、土塁の下に杯を放り投げた。

　龍馬の予感は的中し、正門の分厚い扉が重々しい蝶ちよう番つがいの音を戦場に響かせ、八の字に開け放たれた。時を置かず、中から獣魔の群れが、溢あふれ出て来る。

　天上を埋め尽くす星々と眩まばゆい銀月の下、夜は隅々まで晴れ渡っていたが、近眼のせいで、獣魔に喰われつつある仲間たちの顔は見えなかった。それを幸とすべきか、不幸とすべきかは分からない。

「儂わしが、もっと早く駆けつけておれば、こげなことにはならんかったのにな。皆、許しとおせ」

　龍馬は、地面に拳こぶしを突いて詫わび、重い腰を上げた。

　正門の前に、獣魔たちが扇おうぎ状じように広がりながら、こちらに向かって来ていた。しかし、血化粧が施ほどこされた顔に脅おびえは一ひと刷は毛けもない。

「おまんらの死は、無駄にはせん。儂が必ず幕府も土と佐さ上士どももまとめて、ぶっ潰つぶしちゃるからな」

　激しい口調で誓い、両の瞼まぶたを落とした。臙えん脂じの燐りん光こうが漲みなぎる指先を八方に疾はしらせ、魔法陣を闇へ浮き上がらせる。

「戯ぎ楽らくにおわせし、八界の竜王よ。戒かい脈みやくに名を連ねし、眷けん属ぞくの声を聞け──」

　朗唱に呼応して、総身に描かれた血化粧が熱を帯び、皓こう々こうと輝き始めた。

「──劫ごう火かを宿し、紅ぐ蓮れんの水に閉じん。逆ぎやく神しんを討つ力を我に託せ。龍人転生ダリウス！」

　龍りよう馬まは叫び、胸の前で両手を合わせた。それと同時に心臓が、どくりと脈打ち、四し肢しに古いにしえの種族の力を送り込む。

（寅とら、さらばじゃ……）

　友への別れの言葉が、今こ宵よい最後の思念となった。

　見開かれた瞼まぶたの間に、禍まが々まがしい龍眼が輝き、顎あごに並ぶ歯が牙へと化していく。元結が勢い良く解け、髪が燃え上がり、後頭部から強きよう靱じんな双角が生え出た。血ち化げ粧しようが皮ひ膚ふを千々に引き裂き、鱗うろこが露ろ出しゆつし、背から雄大な翼が広がる。筋肉が隆々と膨ふくれ上がり、足あし下もとから伸びる影が、瞬く間に人の範はん疇ちゆうを超えていった。

　巨大な龍りゆう人じんは、寒月に向かって雄お叫たけびを放つと、馬の胴ほどある尻しつ尾ぽで大地を叩たたき、血混じりの砂さ塵じんを舞い上がらせた。二本脚で立つ姿は人のようだが、全身鱗で覆おおわれており、首も長く、顔は龍以外の何者でもない。

　遠巻きに戦場の様子を窺うかがっていた幕軍の兵士が、新たな魔物を土ど塁るいの上に発見し、我先にと逃げ出し始めた。

　その悲鳴を聞き、龍人が、ぎょろりと蒼あおい目玉を動かした瞬間、挟はさみ込むように二体のゴーントが降ってきた。夜の高みに戦せん斧ぷを掲げ、鱗に覆われた長首を断ち切らんと斜めに振り下ろす。刹せつ那な、紫の血が噴き上がり、闇を汚した。

　龍人が、左右から襲い掛かってきた敵の太鼓腹に腕を深々と突き刺し、鋭い爪で臓ぞう物ぶつを摑つかんで引きずり出す。ゴーントが脅きよう威いの生命力を示し、振りかざした戦斧を尻尾の一撃で叩き折り、大地に倒れるや、すかさず頭を踏み潰つぶした。

　正門前に溢あふれていた獣魔たちが、氷の上を滑るように移動し、龍人を取り囲んだ。顔は人だが表情はなく、旺おう盛せいな殺意は外見からは窺い知ることが出来ない。後方に控えていた十数匹の獣魔が羽ばたき、空への逃げ道を塞ふさぐ。肉を貪むさぼり尽くすべく、鉤かぎ爪づめを燦きらめかせて、一斉に飛び掛かってきた。

　龍人は、まだ息のあったゴーントの頭ず蓋がいを踏み砕くと、押し寄せてくる獣魔の一角に向け、大きく顎あぎとを開いた。喉のど奥おくから紅蓮の炎が迸ほとばしり、敵の一群を包み込んだ。伊織の呪文を跳ね返した鋼はがねの如き鱗も、神もを殺す龍の息には敵わず、枯かれ葉はのように骨まで燃え尽きた。

　絶大な攻撃力を目まの当たりにしながら、獣魔たちは足を止めず、龍人に襲い掛かった。尻尾の一振りで、数体が首から上を失い、紫の血を撒まき散らす。それを潜り抜けた獣魔たちが、壁のように聳そびえる巨きよ軀くに取りつき、鉤爪や牙を突き立てたが、浅くしか肉に刺さらない。

　吉よし村むら寅とら太た郎ろうの顔が残る獣魔が、空から襲い掛かり、龍人の頭にしがみついた。振り落とされぬよう触手を角に絡ませ、目頭にかぶりつく。龍人は腕を伸ばし、足を摑んで引き剝はがすと、寅太郎の頭を食い千切り、奥歯で嚙かみ砕いた。首なしの屍し体たいを芥ごみのように放り投げ、土塁の下から突進してきたゴーントを片手で受け止める。胸を突くや、脈打つ心臓を摑み出し、いとも容易たやすく絶命させた。

　群がる敵を振り払っては踏み潰つぶし、握り潰しては地に叩たたきつけ、尻しつ尾ぽで弾はじき飛ばしては灼熱の息吹で焼き払う。龍りゆう人じんが殺せども殺せども、獣魔は雲うん霞かの如く押し寄せ、途切れることはなかった。

　月下、死し屍しが累るい々るいと築かれていく。




　生おい茂しげる枝葉をすり抜け、枯かれ葉はの上に斑まだら模も様ようの光が落ちている。

　山肌を覆おおう木々の間に、列をなして歩く人影が六つ。

　伊い織おりたちは、天てん誅ちゆう組ぐみの本陣へ北から回り込む為、渓けい流りゆうを渡り、崖がけを乗り越え、藪やぶを搔かき分け、ひたすら前進を続けていた。森の中はまるで迷宮だったが、先頭を行く内く蔵ら太たを信じ、彼の後を黙々と歩いている。六人のうち、一番疲労の色が濃いのは、伊織ではなく、治療で精気を大量に失った法ほう鷲じゆだった。口数も少なく、足取りも重い。

　伊織が、医者として隣を歩く少年の顔色を窺うかがっていると、風にそよぐ梢こずえの葉音に紛まぎれ、何かが崩れ去る地響きが聞こえてきた。開戦の合図と思おぼしき咆ほう哮こうを耳にしてから、かなりの刻ときが経たつ。なのに、峠とうげ下したの戦闘は続くどころか、激しさは増していく一方だ。

　丹に乃のが、巨木の狭はざ間まに見える細い夜空へ瞳を向けた。

「上う手まく引きつけてくれてるみたいね」

「後は俺たち次第だな」

　と力を込めて言った冬とう馬まの背を見ながら、伊織は、別れ際の龍りよう馬まの笑顔を思い出した。

　もしもの時に役立ててくれと言って魔法銃を渡してきた為、どんな手を使って、獣魔たちを引きつけるのか尋ねた。すると、返ってきたのは予想だにしない答えだった。

　龍の秘術は、元素魔法とは比べものにならぬほど、素質を有する人間が少ない。まず間違いなく、日ひの本もとでは龍馬しか使うことは出来ないだろう。

　その希け有うな力を発揮すれば、正門付近に敵を引きつけることは無理難題ではないはず。しかし、肉体への負荷が激しいことに加え、使用する魔力も甚じん大だいなので、いつ燃え尽きてもおかしくなかった。法鷲の具合は気になるが、立ち止まる余裕はない。

　伊織は、蔦つたの巻きついた倒木を踏み越え、内蔵太に尋ねた。

「本陣まで、どれぐらい掛かりそうですか？」

「もう眼と鼻の先じゃ。見てみい」

　内蔵太が足を止め、前方を指差す。

　森が終わり、六人の前に切り立った崖が現れた。その縁へりに立って下を覗のぞき込むと、焼け残った屋敷の黒い輪りん郭かくが闇の中に浮かんでいた。前庭には、篝かがり火びに照らされた御旗も見える。そこに主がいるらしく、ゴーントが五体、上空を旋回して警戒に当たっていた。

「おまんら、心して──」

　内く蔵ら太たはそこまで言って、意識を失い、膝ひざから崩れ落ちた。当て身を放った紅こうが、仰向けに倒れ掛かってきた青年を豊満な胸で受け止める。

「堪かん忍にんして下さいね」

　幕軍の陣地を出立する前に、内蔵太を案内のみでお役御免にすると皆で決めていた。剣の腕前は中々だが、魔物との戦いに慣れておらず、足手まといになる可能性が高い。彼が深傷を負っても、治療している余裕はなかった。内蔵太を死なせてしまっては、多くの仲間からやっと彼一人救い出した龍りよう馬まに詫わびようがない。

　冬とう馬まが、革かわ籠ご手てから鋼こう糸しを少し引き出す。

「どうする木にくくりつけとくか？」

　紅が、内蔵太を木の根元に寝かせ、首筋に長い指を添える。眠りの深さを確かめ、首を横に振った。

「万一、誰も戻ってこれなければ、干ほし殺ころすことになるからやめておきましょう。少なくとも一刻は目を覚まさないと、うちが請負います」

　一刻以内に片をつけなければ話にならない。異論なく、内蔵太はこのまま放置することに決まった。

　冬馬が、崖がけの縁に足を掛け、真下を覗のぞき込む。

「じゃあ、一気に駆け下りるか」

「ここをか？」

　伊織が思わず、尋たずねたのも無理がない。崖は、ほぼ垂直に落ち込んでいる上に、見下ろすだけで肝が冷える高さだった。山に棲すむ四つ足の獣でも、こんな場所は避けて通るはずだ。

　急がば回れだと主張しようとした伊織に、丹に乃のがすれ違い様に告げる。

「ぐずぐずしてたら置いてくわよ」

　振り返りもせず、濃こ藍あい色の洋よう外がい套とうを靡なびかせ、崖へ身を投げた。僅わずかな足場を見つけ、軽かる業わざ師しのように跳び下りていく。鵯ひよどり越ごえを果たした源みなもとの義よし経つねすら、えびらを叩たたいて賞賛するに違いない身のこなしだった。

　丹乃の姿が、崖下に茂しげっている梢に隠れ見えなくなる。紅が、後に続こうとした法ほう鷲じゆの襟えりを摑つかみ止め、胸の前に抱え上げた。

「おい、おろせ」

「下では仰ぎよう山さん働いてもらいますよって、ここは大人しくしなはれ」

　紅は、そう叱しかるや、縁を蹴けって崖を軽やかに下りていった。体術に限れば、丹乃をも上回るかもしれない。

　冬馬が、伊織と目を合わせて肩をすくめると、その場にしゃがみ込んで、背を向けた。魔法で飛び下りる手もあるが、今は少しでも魔力を無駄にしたくない。

「ほら、行くぞ」

　伊い織おりは溜ため息いきをつき、冬馬の首に抱きついた。今更のことだが、おぶさってみると、背中は大きくて逞たくましい。これから崖がけを飛び下り、敵陣へ乗り込むというのに、妙な安心感が湧わき起こってきた。

「様にならんが、悪くないな」

　囁ささやきを聞きそびれた冬とう馬まが、首を捻ひねって尋ねる。

「ん？　どうした？」

「何でもない。早く行け。置いてかれるぞ」

　伊織は厳しい口調で言い、冬馬の耳先を引っ張ったが、唇には微笑が浮かんでいた。




　元々本陣が置かれていた庄屋屋敷は、他の家屋に類焼を及ぼさなかったものの、土台の石組みだけを残し残ざん骸がいを闇に晒さらしていた。燃え残った柱や梁はりには、まだ火が燻いぶり、崩れ落ちた瓦かわらの隙すき間まから細い煙が棚引いている。

　裏手の木陰に隠れ、息を潜ひそめる伊織たちと御旗が翻ひるがえる屋敷の間に、護衛の獣魔が群れていた。龍馬の奮ふん迅じんで手薄にはなっていたが、それでもまだ数が多く、空には翼を羽ばたかせるゴーントの巨体が見える。

　忍しのび装しよう束ぞくの紅こうが、喉のど元もとに垂らしていた口覆いを鼻頭まで引け上げ、両手に苦く無ないを握り込む。瞳に宿った殺気が日頃の甘さを消し去り、皮肉にも彼女の美しさを際立てていた。

　丹に乃のが、しゃりりと刃を鳴らし、双剣を引き抜く。

「雑ざ魚こは私と紅で、引き受けるわ。貴方あなたたちは先を急ぎなさい」

　言って、長短の剣で頰ほおを浅く斬り裂くと、紅を従えて緑の天てん蓋がいから月下に出た。鮮血で濡ぬれる剣先に魔の光を灯し、頭上に古文字と文様を刻み込んでいく。

　獣魔たちが、侵入者の存在に気づき、一斉に振り返った。五体のゴーントも翼を折り畳たたんで急降下し、瓦が礫れきの上に降り立つ。

　詠えい唱しようが進む従い、球形の魔法陣が高速で回転しながら、巨大化していった。

「──大いなる銀ぎん腕わんの王よ。我、汝なんじを召しよう喚かんする者なり。神名ルドヴィックの無敵の印において命ず。出いでよ、ヌアザ！」

　銀腕で光の殻を突き破り、ヌアザが巨きよ軀くを現した。矢弾を通さぬ鉄の如き赤銅の皮ひ膚ふと、贅ぜい肉にくが欠片かけらもない彫刻のような筋肉に覆われた四肢。その偉い容ようは、魔物を寄せつけぬ迫力がった。

　ヌアザが、背に負う大剣クラウ・ソラスを鞘さや走ばしらせ、切っ先を魔物たちに向ける。

「さあ、来なさい。私たちが相手よ」

　丹乃は、双剣を構えて宣言するや、ヌアザを引き連れ、敵中に飛び込んだ。間断なく襲ってくる鉤かぎ爪づめと触手をかわし、獣魔の額を斬り裂いて、脳のう漿しようをえぐり出す。双剣の演舞を何者も遮れない。ヌアザも、召喚主に一歩もひけを取らなかった。五体のゴーントに囲まれながら、大剣を縦横に振るって、逆に押し返す。

　猛攻によりたちまち守りが崩れたのを見て取り、伊い織おりたちは木陰を駆け出た。瓦が礫れきを踏み越え、本陣へと向かう三人の足下に、主を持たない影が蛇の如く地面を這はって四方から忍び寄る。紅こうは、それを見逃さず、疾しつ走そうしながら昏くらく輝く指先を闇やみに刻んだ。

「影破ヴエイラ！」

　魔法陣越しに投じた苦く無ないが、四つの影に突き立った途端、血ち飛沫しぶきが噴き、伊織たちの袴はかまを濡ぬらした。喉のど元もとを貫かれた黒くろ鎧よろいたちが、地面から藻も搔がき出て息絶える。

「邪魔はさせまへんよ」

　紅は、目元に艶えん麗れいな冷笑を湛たたえ、腰から反りのない忍び刀を引き抜いた。影術を破られた黒鎧の集団が、月明かりの下に陽炎かげろうのように現れ、彼女を取り囲む。紅を信じ、駆け去った伊織たちの背後で、刃鳴りが響き、短い絶命の呻うめきが、夜空に跳ね上がった。




　冬とう馬まが、袈け裟さに斬り捨てた獣魔ごと戸板を蹴り倒す。伊織は魔法陣を握り締め、屋敷の中へと雪な崩だれ込んだ。

　先駆け、廊下から座敷に足を踏み入れた冬馬が、剣を構えたまま小首を捻ひねる。

「いやに静かだな」

　外とは打って変わり、魔物たちの姿はなく、墓場のように静まり返っていた。そのくせ、部屋の隅に置かれた行灯あんどんは、火が入れられ、仄ほのかに輝いている。伊織たちが来ることをまるで待ち構えていたようだ。

　法ほう鷲じゆが二人に視線を送り、低い声で告げる。

「でも、小さ夜よたちの匂いはするぜ」

　犬のように鼻を動かし、歩き出した。

「こっちだ。ついて来い」

　法鷲が、敵の奇襲に備え、咒しゆの刃が伸び出た金こん剛ごう杵しよを握り締めながら、足音静かに進んでいく。中の間を抜け、奥座敷の襖ふすまを開けると、小夜が顔を俯うつむかせ、一人ぽつんと立っていた。

　どういうわけか双そう瞳とうが黒く、半身も獣魔でなくなっていたが、その姿を見て、伊織は胸を搔かきむしられた。眼はどんよりと濁って腫はれ上がり、顔もむくんで紫がかっている。つい先程まで号ごう泣きゆうしていたようだ。

　何ど処こから見ても小夜なのだが、法鷲は、自信なさげに尋ねた。

「小夜なのか？」

「どうして戻って来たの……」

　顔を上げた少女の目め尻じりから、涙が一筋、糸を引いて流れ落ちた。

　護衛もなく小夜一人となれば、罠わなに決まっているが、手を出さないわけにはいかない。伊織は、神経を集中し、辺りの気配を窺うかがった。

「お前を助ける為に決まってるだろ」

　語気強く言いながら、法ほう鷲じゆがゆっくり一歩前へ踏み出す。

「私を助けたいなら、今すぐ逃げて。お願い」

　小さ夜よが細い肩をわななかせて訴える。法鷲が、気持ちを抑えきれず、駆け寄ろうとした瞬間、座敷の奥に黒い霧が噴き上がり、もう一人の小夜──鵺や子こが現れた。右手には戦せん鎌れん、左手には猿さる轡ぐつわを嚙かまされた忠ただ光みつを抱えている。

　身構える伊い織おりたちを見ながら、鵺子が、唇の端を三日月に引き上げた。

「嬉うれしいねえ。来ると思ったよ」

　言って笑みを消し、小夜を睨にらむと、蓑みの虫むしのように縄で手足を縛しばられ、身動きの取れない忠光の首筋に黒刃をあてがった。

「小夜、あんたもいい度胸してるじゃないか。父様の言いつけを破って、ただですむと思ってるのかい？」

　忠光が眼を見開き、身を捩よじる。肉が薄く裂け、血が畳たたみに落ちた。猿轡の隙すき間まから苦く悶もんの呻うめきが、漏もれ出る。

「やめて！」

　堪たまらず叫んだ小夜に、鵺子が赤眼を刃やいばの如ごとく細め、冷然と言い返す。

「やめて欲しけりゃ、役目を果たしな。何も殺せと言ってるわけじゃないんだ。出来るだろ、それぐらいのことは？」

　小夜が、激しくかぶりを振った。

「無理よ。士し郎ろうを貴女あなたたちに引き渡すことなんて出来ないわ」

「忠光が、どうなってもいいのかい？」

　鵺子が、いたぶるように尋ねたが、小夜は屈さなかった。唇を血が滲にじむほど嚙みしめ、叛はん逆ぎやくの瞳を向ける。

「……兄様は大切な人よ。でも、士郎はもっと大切。貴女に手出しはさせないわ」

　言って歩き、身体からだの向きを変えた。法鷲を背にして、鵺子に立ちはだかる。

「じゃあ、こいつは、いらないってわけだね」

　鵺子は、抱えていた人質を畳の上に落とし、容よう赦しやなく顔を踏みつけた。猿轡越しに悲鳴をあげた忠光に、戦鎌を押しつける。

「可哀想に、あんた見捨てられたよ」

　小夜が、右手を獣魔の鉤かぎ爪づめに変化させ、自分の首もとに突き立てた。

「兄様に手を出したら、貴女の身体は、ただですまないわよ」

「好きにしたらいいさ。私は、あんたの身体で一生過ごすからね。母体になる獣魔は稀き少しようだけど、また父様がお造りになるだろうし」

　二人の会話に不穏な予感を嗅かぎ取り、法鷲が眦まなじりを逆立てる。

「貴様、小夜に何をした？」

　鵺や子こが、頰ほおを愉悦の笑みで歪ゆがませた。

「小さ夜よの身体は、私が全部頂いただいちまったのさ。上う手まく化けてはいるけど、その正体は頭の天辺から足の先まで醜い獣魔だよ」

　指差された小夜の背中が、小刻みに震える。言葉が出てこない法ほう鷲じゆに代わり、伊い織おりが啞あ然ぜんとして訊きき返す。

「全部だと？」

　にやつき頷うなずいた鵺子の後に、影が生え伸び、人の形になった。怜れい悧りな瞳を伊織に向け、問いに答える。

「そう、全部だ。少々手間が掛かったがな。魂こん魄ぱく転移の魔法で二人の魂を入れ替えたんだ」

　現れた侍さむらいは、桂かつら小こ五ご郎ろうの姿をしていた。老生した雰囲気を持つ秀でた眉び目もくは、まさに彼そのものである。

「伊織、また会えて嬉うれしいぞ」

　涼やかな声も、小五郎以外の何者でもない。それが、余計に腹立たしかった。面倒な敵が出てきたが、こうなれば、叩たたくのみと覚悟を決める。伊織は魔法陣を構え、男を睨にらみつけた。

「私の名を気安く呼ぶな。お前の正体は分かってる。幻術を解け、清きよ河かわ八はち郎ろう」

　男は薄く笑い、乱れのない鬢びんを撫なでた。

「褒ほめはしないぞ。もっと早く気づいて当然だからな」

　小五郎ではない誰かの声で言い、奥歯を嚙かみ鳴らす。伊織が、一度瞬しばたたいた間に、男の姿が変わる。

　端整な顔立ちだが、小五郎とはまるで違っていた。彫りは深く、錦にしき絵えの役者のように眉根が力強い。傲ごう慢まん、冷酷な性格が、目元や口元から滲にじみ出ていた。

　法鷲が進み出て、震える小夜を背中に庇かばう。男を映す瞳は、憤ふん怒ぬで燃え上がっている。

「清河、貴様だけは許さねえぞ。よくも小夜を泣かせやがったな」

　清河は鼻で笑い、昂こう然ぜんと胸を反らした。

「大事なものなら、どうして守らなかった？　お前が自分の命惜しさに、俺から逃げなければ、小夜は自分の身体を失わずにすんだぞ」

　吐はき気のする科白せりふだが、声に虚きよ言げんの響きがない。魂魄転移の魔法は噂うわさには上るものの、多くの魔導書で陳ちん腐ぷな噓うそと断じられている。しかし、術を掛けられた小夜自身が、清河の言葉を否定しておらず、真に存在していたのだろう。

「下げ衆す野郎が、人様に説教してるんじゃねえよ」

　冬とう馬まが、語気荒く話に割り込んだ。清河が、視線を法鷲から放し、真顔で尋ねる。

「小僧。人間に戻りたくないか？」

「はあ？」

　不可解な問いに苛いら立だち、冬馬が片眉を跳ね上げた。

「俺が、小さ夜よに使った魔法で、お前を誰かの魂を入れ替えてやる。呪われた魔人の身体を手放しさえすれば、平和な人生を送れるぞ」

　魔人の価値を丹に乃のから聞いているので、虫むし酸ずは走ったが、驚くべき申し出ではなかった。そんな悪魔の取引を、冬とう馬まは即断で拒絶する。

「嫌いやだね。貴様に身体をくれてやるぐらいなら、地獄に堕おちた方がましだ」

「そうか。残念だ」

　と言いながらも、さして気落ちした風はない。清きよ河かわは冬とう馬まから視線を退き、今度は小夜に尋ねた。

「俺からも訊きこう。忠ただ光みつは、どうなっても構わないのか？」

　小夜は法ほう鷲じゆの後ろから出ると、清河を無視し、鵺や子この足下で悶もだえている忠光に、涙ながらに告げた。

「兄様、ごめんなさい。私も、すぐに後を追いますから許して下さい」

　悲ひ愴そうな妹の決意を聞き、忠光がぴたりと藻も搔がくのを止やめた。眉根は苦痛で歪ゆがんだままだが、男の顔になる。

　清河が、壁に声を弾はじかせて笑った。

「勘違いするな。忠光はすぐには殺さんよ。芋いも虫むしとでも合身させて、硝子ガラス鉢ばちで飼ってやる」

「父様、胴体の方は私に下さいな。妹を犯させたり、色々楽しめそうですから」

　鵺子が、反へ吐どの出るようなことを嬉き々きとして言い、清河に振り返った。それを見て、阿あ吽うんの呼吸で、男二人が動く。法鷲が金こん剛ごう杵しよの刃を振り、足払いを仕掛けてきたのに反応し、鵺子が一歩飛び退のく。その刹せつ那なの隙すきを逃さず、冬馬は、剣を斜めに疾はしらせて更なる後退を強しいると、戦せん鎌れんの間合いから、忠光の襟えりを摑つかんで離脱した。

「お喋しやべりに夢中になり過ぎたな」

　冬馬が、忠光を抱きかかえ上げ、にやりと笑う。

「そうでもないぞ」

　清河は言って、歯を嚙かみ鳴らした。歪んだ唇の前に、暗色の魔法陣が展開する。

「冬馬、罠わなだ！」

　伊織が叫んだ瞬間、忠光の身体から肉を突き破り、蛸たこのような吸きゆう盤ばんを持つ無数の触手が生え出た。冬馬は剣を振るい、その数本を断ち斬ったが、抗こうしきれず、たちまち四肢を拘束された。

「ちきしょう、嵌はめやがったな」

　触手を引き千切ろうと暴れる冬馬の胸元に、身体が悉ことごとく飛散した忠光の顔がぶら下がっていた。白眼を剝むき、猿さる轡ぐつわの隙間から紫の血が滴したたり落ちている。

「兄様！」

　青ざめ、駆け寄ろうとする小夜を法鷲が腕を回して抱き止めた。

「汚ねえぞ」

「芥ごみこそ、上う手まく利用してやらんとな」

　清きよ河かわは、冷ややかに笑い、眼前の魔法陣を消し去った。

「烈風刃ラデイニアン！」

　伊い織おりの魔法陣から、猛烈な風が飛び立ち、畳たたみの上に広がっていた紫の血を宙に舞い上げる。冬とう馬まの身体からだに巻きつく触手を断とうした風刃の前に鵺や子こが立ち塞ふさがった。

「させないよ」

　戦せん鎌れんを一振りし、魔法を搔かき消すと、跪ひざまずいて拳こぶしを足下に叩たたきつけた。

「影牙タイタス！」

　天井を掠かすめるほど巨大な影獣の手が、畳から立ち上がり、襲ってきた。伊織は同じ攻撃を二度は喰わず、魔法陣から噴き出す風を使って、後方へ飛んだ。襖ふすまを背中で弾はじき飛ばし、中の間に着地する。法鷲も小夜を抱いて飛び退のいた直後、影の爪が三人の立っていた場所を襲い、畳ごと床板を抉えぐり取った。

「小僧、後で俺が行くまで、大人しくしておけよ」

　清河が、忠ただ光みつの頭を叩く。頭ず蓋がいが砕けて脳のう漿しようが散らばった後、残った下した顎あごを軸にして、魔法陣が扇おうぎの如く展開した。何かの魔導書で見覚えがある図形だったが、すぐに思い出せない。

「何だよ、今度は」

　困惑する冬馬を虹色の光波が蓮はすのように包み込み、瞳を焦こがさんばかりの凄すさまじい閃せん光こうと共に弾けた。

「冬馬！」

　爆発に轟ごう音おんは伴わず、伊織の叫びが屋敷に木霊こだまする。数瞬で光が消え去ったので瞼まぶたを開くと、部屋は破壊されておらず、冬馬の姿だけがなかった。

「消えたのか……」

　法鷲が、小夜を腕に抱きながら呆ぼう然ぜんとして呟つぶやく。

　伊織は、図形が何の魔法に使われていたか記憶が蘇よみがえり、うなじの毛が逆立つのを覚えた。

「貴様、転送陣を使ったな」

「よく一目で分かったな。翻訳家として、飯を食っているのは伊だ達てじゃないというわけか」

　清河が顎を撫なでつつ感心する。転送陣は高位の移送魔法で、人を数里離れた場所へ一瞬で運ぶことが出来た。清河が、冬馬をただ単に遠くへ飛ばすわけがない。恐らく魔人の身体を奪う為、牢ろう獄ごくか何かの中に転送したはずだ。

「言え、清河。冬馬を何ど処こに連れ去った？」

「仲間になれば、教えてやってもいいが、どうせ、その気はないだろ？」

　伊織は、当たり前だと答えてやるのも馬ば鹿からしく、魔法陣を構えながら法ほう鷲じゆを横目で見た。

「私が、清河を叩く。お前は、鵺子を抑えてくれ」

　言って、魔法陣から風の円刃を放ち、清きよ河かわを襲う。直撃する軌道と距離だったが、標的が直前で消え、伊い織おりの傍そばに現れた。余裕をみせ、ゆるりと刀身を鞘さやから引き出しているうちに、清河に背を向け、屋敷の外へと駆ける。

　伊織を追い、清河が奥座敷を出た。父に続こうとした鵺や子この行く手を、法ほう鷲じゆが塞ふさぐ。

「待て、お前の相手は俺だ」

　言って、金こん剛ごう杵しよを眼前に掲げた少年の腕を離れ、小さ夜よも身構えた。左手も禍まが々まがしい獣魔の鉤かぎ爪づめに変え、鵺子に翳かざす。

「貴女あなたは、絶対許さないし、士し郎ろうにも指一本触れさせないわ」

　そう宣告した少女の顔は、極彩色の憎悪と獣性に彩いろどられていた。こめかみや頰ほおは、鱗うろこで覆おおわれ、奥おく二ぶた重えの目め尻じりが切れ込むように吊つり上がっている。

「小夜、いい顔してるじゃないか。ぞくぞくするよ」

　鵺子が恍こう惚こつの表情を浮かべ、震える肩を抱く。法鷲は、それに汚物を見るような目を向けながら、小夜の前へ身体を入れた。背中越しに言う。

「危ないから下がってろ」

「士郎こそ下がって。この女は危険だわ」

　互いに譲らぬ二人を見て、鵺子が、うんざりとした顔になり、溜ため息いきをついた。

「思い上がるんじゃないよ。あんたら風ふ情ぜいが、一人で私に勝てると思ってるのかい？　遊んで欲しけりゃ、一緒に来な」

　戦せん鎌れんを片手で構えた少女に、小夜が襲い掛かる。半瞬遅れて法鷲が後に続き、二対一の乱戦が始まった。




　襖ふすまが裂け、柱が折れ、土壁に横長の穴が空く。倒れた行灯あんどんの火が、畳たたみに燃え移り、闇に舞い踊おどる粉ふん塵じんを浮き上がらせた。

「烈風刃ラデイニアン！」

　当たらぬと分かりながらも、疾しつ風ぷうの刃を飛ばして清河を牽けん制せいする。伊織は少しでも鵺子を引き離す為、屋敷をがむしゃらに駆け抜け、満天の星が頭上に輝く前庭に転がり下りた。

　土蔵が死角になり、丹に乃のや紅こうの姿は見えなかったが、鋼はがねの響きと肉を断つ音が聞こえるので、戦いはまだ続いているようだ。

　灯とう籠ろうが風刃に薙なぎ倒され、池に崩れ落ちる。ぼちゃんと水みず飛沫しぶきが上がった真逆の方向に、清河が現れた。刀は構えず、表情には早くも勝者の笑みが浮かんでいる。

「逃げてばかりじゃ、俺は倒せんぞ」

　伊織は、ここで勝負することに決め、風の魔法陣を握り消した。清河に斜はすに身体を向け、白銀の光が灯った指先を背中に隠し、予想が間違っていないか、はったりを交えて探りを入れる。

「いいや、倒すさ。お前の力の秘密は、もう分かってるからな」

「秘密？」

　清きよ河かわの凜り々りしげな眉まゆが、ぴくりと動いた。

「お前、吸血鬼なんだろ？」

　伊織が、短刀で突き刺すように言った。絶対的な確証はなかったが、急所を貫つらぬいたらしく、清河が口の端を斜めに大きく引き上げる。僅わずかに覗のぞき見えた犬歯は、人のそれではなく、狼おおかみの牙となっていた。

「何だ、気づいていたのか」

　正体を暴かれながら、狼ろう狽ばいしないのは、その能力の高さに絶対の自信があるからだろう。

　正しよう蓮れん寺じ川がわでの初戦、清河は常じよう軌きを逸いつした力を示した。姿が消えて見える高速移動、頭から臍へそまで斬きり下げられながらも死には至らない再生力。戦いが終わった後、冬馬に確認したところ、全て幻覚ではなかった。ならばと、礼れい蔵ぞうに魔導書を借り受け、徹底的に該がい当とうする魔法や魔物を調べ上げ、辿たどり着いた答えが、呪われた血を媒ばい介かいにして、絶大な力を手に入れた高位の不死人『吸血鬼』だった。

　特徴的な能力として挙げられていた二本の柱が、超加速と不死性だ。まさに清河が見せた力そのものだった。加えて、小こ五ご郎ろうの犬歯二本が牙のようになっているという冬とう馬まの証言と、不死人の外的特徴が一致したので、敵の正体は吸血鬼だと当たりをつけた。以後、再戦に備え、準備は怠おこたりない。

「先に言っておくが、俺をお伽とぎ噺ばなしの吸血鬼と一緒にするなよ。太陽の光も、愚かなキリストの十字架もきかんからな」

「そんなことは教えられなくても知ってるさ」

　伊織は言って、背中から魔法陣を出し、瞬速の動きで五指を疾はしらせた。清らかな一語一語が、聖なる句となり、神の力を宿した呪しゆを織おりなす。

「──聖マクギルの御名において、諸霊を呼び出す者なり。日と現れ、月と現れし、光冠を戴いただき、暗黒の咎とが人びとを討て。浮遊光霊グラウド！」

　白銀の魔法陣から、夜空の月を想起させる光球が五つ出現し、伊織の頭上を旋回しながら浮遊した。その眩まばゆい光が、何を意味するか気づき、清河の顔から微笑が消し飛んだ。

「神聖魔法だと……」

「何を驚いてる？　正体に気づいておきながら、手を打たないほど私は馬ば鹿かじゃないぞ」

　伊織は、冷ややかに言い、気取られぬよう間合いを徐々に詰めていった。清河が、だらりと下げていた剣けん尖せんを闇に舞いあげる。

「器用な奴やつだと思っていたが、この短期間のうちに神聖魔法を修得するとは、恐れいったよ。しかし、それだけの血があるなら、いい実験材料になるな」

　変わらぬ高慢な語り口を聞き、伊織は目元に苦笑を滲にじませた。

「いい加減、大口を叩たたくのは、やめたらどうだ？」

「当てられる前に、術者を屠ほふれば、どうということはない」

「じゃあ、やってみせてくれ」

　伊い織おりの挑発に乗り、清きよ河かわが加速した。視界から消え去り、同じ刹せつ那なのうちに、背後に出現する。魔法陣を握る伊織の右腕を斬きり捨てんと、高く跳ね上げた剣が、光球に灼やかれ手首ごと宙に舞った。

　光の衛兵たちが領域に侵入してきた敵に反応し、自動迎撃に移る。死地に足を踏み入れたと察し、清河は再加速して離脱した。敵の肉を嚙かみ損なった光球が地面に激突し、粉々に砕けて飛散する。

　足下に残った刀を握る手首と耳の切れ端が、砂のように崩れ、風に攫さらわれて跡形もなく消え去った。伊織の視界の隅で、見事な枝振りを誇示していた松の根元に、黒い影が蹲うずくまった。

「巫ふ山ざ戯けた魔法だな」

　清河が、ぺっと地面に唾を吐はく。聖なる光に焼き切れた傷口から灰色の煙が立ち昇っていた。

　白銀の魔法陣から新たな光球が浮かび上がり、伊織の周囲に展開した。

「お前の動きを見切って、直撃させる自信がなかったからな。修得するのに、苦労したぞ」
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　吸血鬼などの不死人を抹まつ殺さつする為、生み出されたのが、神聖魔法である。禁呪を取り締まる法王庁の異端審問官に、使い手が多い。礼れい蔵ぞうから──恐らくは丹に乃のの手配による魔導書を借り受け、必死に習熟した。得意な治ち癒ゆ魔法と神しん列れつが似ていたのが幸いし、ここまで使いこなせるようになっている。

　実戦は、もちろん初めてだったが、威力は上々だった。不死人にしか効果がないことと射程距離の短さは難だが、これで文句を言うのは贅ぜい沢たくが過ぎる。

「冬とう馬まを何ど処こにやった？　殺されたくなければ吐はけ」

　伊い織おりが、にじりよると、清きよ河かわは神の火に灼やかれ、再生が遅ち々ちと進まぬ右腕を、つまらなそうに眺めながら立ち上がった。

「俺を殺すだと？」

　顔を上げ、にやりと笑う。手痛い傷を負わされたにもかかわらず、表情に余裕が満ちあふれている。恐怖は欠片かけらも見当たらない。

「残念だったな。ただの吸血鬼なら倒せただろうが、そうはいかん。俺を敵に回したことを神に呪のろうがいい」

　言って、高々と掲かかげた左腕が、指先から闇やみ色いろに塗り変わる。輪りん郭かくが歪ゆがんで見えたのも束つかの間、清河の身体は無数の蝙蝠こうもりに転じ、夜空へと舞い上がった。

（まさか純血種に力を授けられていたとはな……）

　目を鋭く細めた伊織を、不吉な飛影が、耳みみ障ざわりな羽音を鳴らして取り込む。四方から清河の声が、折り重なり聞こえてきた。

「数匹撃ち倒したところで、俺を殺すどころか、止めることも出来んぞ」

　早くも勝者の口調だった。蝙蝠たちが、一斉に低く笑う。

「その美う味まそうな首筋に牙を立て、じっくり血を味わってやる」

　伊織は乾いた唇を舌で濡ぬらすと、五指に燐りん光こうを灯し、魔法陣に新たな図形を描き加えた。

　蝙蝠の群れが八方から少女に襲い掛かる。刹せつ那な、白銀の魔法陣から出現した十数の光球が細かな弾となって分裂し、満天の星の如く伊織の頭上を覆い尽くした。

「残念だったな。私が、ただの魔法士じゃなくて」

　冷たく冴さえた声音で言い、光の散弾で蝙蝠たちを迎え撃つ。羽根が千切れ、胴体が粉々に砕け散って地に落ちる。炎を噴き上げる篝かがり火びに飛び込んだ羽虫さながらに、蝙蝠の第一波は一方的に殲せん滅めつされた。

「何だと……」

　清河の呻うめき声が、木霊こだまのように夜に響く。はっきりと動揺が聞き取れたが、怯ひるむことなく蝙蝠の第二波が暴風のように蜷局とぐろを巻き、伊織を襲ってきた。手数で押し切れると判断したようだが、それが誤りだと判明するのに、時は余り要さなかった。

　伊織が構える白銀の魔法陣から間断なく光球が現れ、清河の分身を神火で次々と焼き払う。一匹たりとて、少女の首筋に牙を突き刺すことが出来なかった。

　それを見て清河も、無む駄だと悟さとる。忌いま々いましげに舌打ちし、愚直な突撃を止やめた。

「分ぶが悪いのは、認めざるをえんな。ここは退ひかせてもらうぞ」

　告げるや、蝙蝠こうもりたちが背を向け飛び去っていく。逃がしてなるかと、伊い織おりは指先から白銀の陣に魔力を注ぎ込んだ。

「待て、清きよ河かわ！」

　光球が黒い群れを追い掛け、大いに屠ほふったが、余さず討ち取ることは出来ない。飛影が闇やみに溶け込み、すっかり見えなくなった。鵺や子この元へ逃げ去ったと読み、屋敷へ向かおうとした伊織の耳に、予期せぬ人物の声が飛び込んでくる。

「ここにおったがか」

　土蔵の陰から、内く蔵ら太たが剣を片手に駆け寄ってきた。手て練だれの忍びである紅こうが、一刻は目を覚まさないと確約したが、当て身を深く打ち損ねたらしい。

（それにしても早くないか……）

　と小首を捻ひねった伊織の頭上で、瓦かわらを踏む音が鳴る。清河が戻って来たのかと思い、すかさず光球を放つと、硬い鱗うろこに弾はじかれた。

　庭に降り立った一匹の獣魔が、丁度通り掛かってきた内蔵太に突進して覆おおい被かぶさる。

「那な須すさん。俺が分からんがか？」

　獣魔の侵食が増し、面おも影かげが殆ほとんどない那須伸しん吾ごに、内蔵太は、懸命に呼びかけたが、その甲か斐いなく組み伏せられた。今は雑ざ魚こに関わっている暇はないが、見殺しにすることは出来ない。

　伊織は舌打ちして、白銀の魔法陣を握り潰つぶし、五指を踊らせ、風の陣を構築した。

「爆針風ケイレル！」

　風弾が、内蔵太の喉のど仏ぼとけに食い込もうとした鉤かぎ爪づめを跳ね上げる。唸うなりを上げて飛来した次の一発が、獣魔の顔面を抉えぐり取った。

　内蔵太は、力なくおぶさってきた那須の屍し体たいを物哀しげな表情で横に下ろした。顔に滴したたっている紫の返り血を袖そでで拭ぬぐい、剣を杖つえ代わりにして立ち上がる。

「礼は言わんぞ。案内だけさせて、仇かたきを討たせんとは、どういう了見じゃ」

　歩み寄ってきた伊織に開口一番文句を言うと、唇を子供のように尖とがらせた。しかし、腹立たしいのはこちらも同じである。

「貴方あなたに、もしものことがあったら、龍りよう馬まさんに合わせる顔がなかったですから」

「おまんらに心配されるほど、俺は柔やわじゃないぜよ。今日まで、どれだけの人を斬きったと思っちょる？」

　誇らしげに言い、剣を月下に翳かざす。柄の拵こしらえは悪いが、刀身は、肉厚で如い何かにも強きよう靱じんそうだ。

　沈黙の意味を勝手に解釈し、内蔵太が肩をすくめる。

「まあ、いい。ところで、魔物の親玉は何ど処こにおるんじゃ？」

「ここです」

　伊織は、懐ふところから魔法銃を抜き、内蔵太のこめかみに突きつけた。撃げき鉄てつを起こす音が、闇に響く。内蔵太が、呆あきれ果てて言葉も出ないと言わんばかりの息を吐き出した。

「……おまん、血迷うたか？」

「これ以上ないぐらい正気さ。化けるなら、もう少し上う手まくやれ。刀が違うぞ」

　内く蔵ら太たが、鼻の奥で笑う。

「俺としたことが、しくじったな」

　頰ほおを邪悪に歪ゆがめた横顔が、清きよ河かわへと変へん貌ぼうする。傷口からまだ灰色の煙が、薄く棚引いていた。

「小僧、中々冷静じゃないか」

「下げ衆すが相手と分かれば、用心深くなって当然さ」

　強がったが、運が良かったに過ぎない。龍りよう馬まから魔法銃を預かった際、隣で内蔵太も彼の佩はい刀とうを受け取っており、それが記憶の片隅に引っ掛かっていただけだ。

「褒ほめてやりたいところだが、ただの魔法じゃ、俺は殺せないぞ」

「弾倉に入っているのは、対不死人用に清めた銀の弾丸だ。脳に撃ち込めば、お前でも堪たえきれないさ」

　伊い織おりは冷然と言い、銃口でこめかみを押した。

「言え、冬とう馬まを何ど処こにやった？」

　清河が肩を揺すって、くっくっと笑う。

「何がおかしい？」

「俺が、素直に話すと思うのか？」

「死にたくなければ話せ。加速しても、この距離じゃ逃げられないぞ」

「では、試してみるがいい」

　挑発に乗るつもりはないが、このままでは口を割りそうにない。伊織は覚悟を決め、引き金を引いた。

　撃げき鉄てつが下り、魔法陣が開く。銃口が爆はぜ、銀の弾丸が射出されたが、清河の側頭部を撃ち抜くことなく、虚空へと飛び去った。

「何っ……」

　息を詰めた伊織の背後に、清河が姿を現す。

「何処を狙ねらってる？　私はここだぞ」

　顔を引き攣つらせ振り向いた伊織の右手が、魔法銃を握ったまま地に転がる。少女の口から叫び声が迸ほとばしるより早く、清河は剣を逆ぎやく袈け裟さに振り上げた。剣けん尖せんが腹の肉を斬きり裂き、血風が舞い上がる。

「うううっ」

　伊織は身体をくの字に曲げ、流れ落ちる腸はらわたを片手で押さえたが、傷が広すぎ、あえなく零こぼれ出た。前のめりに崩れ落ちた少女の頭を、清河が勝ち誇って踏みつける。

「馬ば鹿かな奴やつめ」

「それは、お前だ」

　伊い織おりは、魔弾が生み出した幻術に囚とらわれている清きよ河かわの背後に立ち、白銀の魔法陣から聖なる光を撃ち出した。五つの光球が、四肢を断ち、胴を貫かん通つうする。その衝撃をもって、幻まぼろしから覚かく醒せいした清河が、雄お叫たけぶように悲鳴をあげた。

「ぐわああ！」

　手足があるなら転げ回っただろうが、顔と胸の一部しか残っていないので、それも出来ない。伊織は、魔法陣から新たな光球を浮かび上がらせ、醜みにくい肉の残ざん骸がいとなった不死人の眼前に漂ただよわせた。

「これが最後だ。死にたくなければ、冬とう馬まの居場所を吐はけ」

　光に触れた睫まつ毛げが、煙を上げて焦こげる。啼なき叫ぶだけの清河に、どうやって口を割らせるか思案していると、法ほう鷲じゆの叫び声が聞こえた。

「伊織、離れろ！」

　空を切る飛来音と凄すさまじい殺気が、伊織を動かし、後方へと地を蹴けった。戦せん鎌れんの先端が袴はかまの裾すそを斬きり裂いて飛び去る。伊織が体勢を立て直し、身構えた時には、清河の首が目の前から消えていた。

「父様、しっかりして下さい」

　池の縁に立つ鵺や子こが、戦鎌の鉄鎖から清河を受け取り、赤子のように腕にかき抱いた。父の囁ささやきに一、二度相あい槌づちを打ち、視線を上げる。今にも嚙かみつきそうな顔で、伊織を睨にらみ、語気荒く吠ほえ立てた。

「蛆うじ虫むしの分際で、父様に何てことをしてくれたんだい。あんたは絶対に許さないよ」

　白銀の魔法陣を拳こぶしの中に消した伊織の元に、法鷲と小さ夜よが駆け寄ってきた。相当苦戦していたらしく、二人とも満身に傷を負っている。

「伊織、すまない」

「大丈夫だ。このまま逃がさなければいいだけのことさ」

　無敵の強さを誇る吸血鬼といえども、達磨だるまのように手足をもいだ後では、恐れるに足らない。魔人の力が発現しないよう気をつけながら、鵺子を生け捕るのは難事だが、形勢は明らかに伊織たちが有利だった。

「貴様、許さんぞ。よくも俺の身体を……」

　清河が鵺子の胸の中で、憎悪で満ちた声を絞しぼり出した。口内は鮮血で溢あふれ、牙も舌も真っ赤に染まっている。

　どう攻めるか考えていると、魔物たちを撃ち倒した丹に乃のと紅こうが、血刀を引っさげやってきた。その後方には、ヌアザの姿も見える。これで決定的な戦力が揃そろった。

　丹乃が、肩を寄せ尋ねる。

「冬馬がいないけど、どうしたの？」

　伊織は、すまないと言い掛け、言葉を飲み込み、事実だけを告げた。

「転送陣で何ど処こかへ連れ去られた」

　丹に乃のは、それがどういう意味か瞬時に理解し、唇の端を嚙かみ、天を仰いだ。

「私たちは、大おお馬ば鹿かね。少し考えれば、分かりそうなことだったのに……」

「まだ取り返しがつく。とっと片をつけよう」

　そう促うながし、伊い織おりは指先に残り少ない魔力を搔かき集めた。

　鵺や子この表情は、未いまだ憎悪に染まっていたが、絶望的な戦力差を認識しているらしく、飛び掛かってくる気配はない。少女の腕の中で、清きよ河かわが血泡を噴きながら声を張り上げた。

「決めたぞ。失し本もと冬とう馬まの身体は、俺が使ってやる。今度会う時は、奴やつの手でお前を絞しめ殺してやるからな」

　そう呪いの言葉を残すと、清河は鵺子に抱えられ、月明かりが作りだした影の中に沈降し始めた。

「そうはさせまへんよ」

　紅こうが言って、握っていた魔法陣ごと苦く無ないを飛ばす。

「影荊獄シエロツド！」

　刃先が地に突き立つや、影から無数の荊いばらが噴き上がった。鵺子が堪たまらず影から血まみれの足を引き抜き、後方へと飛び退のく。

「馬鹿だねえ、せっかく見逃してやろうと思ったのに」

　嘲ちよう笑しようを浮かべ、戦せん鎌れんの刃で自分の掌てのひらを引き裂いた。赤眼で伊織たちを威い嚇かくし、真に呪われた言葉を吐き出す。

「クアヤク・ヴルグドム・ウル・バークル──」

　耳穴を錐きりで突かれたような鋭い衝撃に続き、全身を吐はき気のする悪寒が這はう。神かん藤どうの真しん呪じゆを聞いた時よりも、数倍強烈で立つことすらままならない。

　鵺子は赤眼を見開き、詠えい唱しようを進めながら、手に握る戦鎌を月に向かって放り投げた。血で濡ぬれた刃が闇を斬きり裂き、暗紫色の軌跡を残す。そこから禍まが々まがしい文様が大樹の枝の如く伸び、見上げるほど巨大な城門の形を成した。

「──アズラト・ルア・ケラフタグ・トラルグン・ヴァルーシア！」

　鵺子の唱結によって、門の閂かんぬきが外れる。大扉が左右に別れ、地獄から這はい出てきたに違いない猛烈な邪気と極寒の風が、伊織たちを瞬またたく間に包み込んだ。

　城門の内側に塗り込められていた闇から、毛で覆おおわれた異常な大きさの脚が出てきた。続けて現れた手は、前脚と呼ぶのが相応ふさわしいほど長い。そこから生え出ている三本の爪は、巨木のように太かった。鼻が槍やりの穂先のように突き出ている顔は人面のようであり、獣にも似ている。背には触手が生おい茂しげり、ざわざわと揺らめいていた。

　神藤の獣が現れた時と同様、身体中に穴が空き、精気が急速に吸い取られる感覚が襲ってきた。見渡すと伊織だけではないらしく、全員の顔色が土気を帯びている。

　法ほう鷲じゆが、痛むこめかみを揉もみながら、獣を見上げた。

「でかいなんてもんじゃねえな」

　背をやや丸めた状態で、ヌアザの三倍以上はあった。紀き州しゆう兵へいを全滅させた影は、この獣に違いない。

　膝ひざを支えて立ち上がった丹に乃のが、禍まが々まがしい姿に魅み入いりながら囁ささやく。

「ダゴンだわ……」

　鵺や子この高笑いが、峠とうげに響き渡った。

「死の底で、魔人の力をとくと味わうがいいさ」

　言うや、清きよ河かわを抱いて夜空に浮き上がる。

「逃がすか！」

　伊い織おりは叫び、雷撃を放ったが、獣の背から触手が伸び、それを防いだ。残る魔力を大きく割いた一撃だったにもかかわらず、蚯蚓みみずのような表ひよう皮ひが剝はがれ落ちただけで、生き生きと動いている。

　鵺子たちを見失った伊織の前に、巨獣ダゴンが立ち塞ふさがり、細長い顎あごを開いた。その喉のど奥おくで紫色の光球が膨ふくれ上がったのを目撃した直後、閃せん光こうが視界を覆おおい尽くした。少し遅れ、背後で千の雷いか土づちを落としたような轟ごう音おんが鳴る。振り返ると、西方の山の頂いただきが消し飛び、大量の土砂が、噴煙のように立ち昇っていた。

「何なんだ、こいつは……」

　脅おびえることすら出来ない圧倒的な力だった。立ち尽くす伊織の耳元に、丹乃が唇を寄せる。

「大崩壊によって外なる闇へと去った獣の中で、最も位階の高い獣よ。こいつ一匹で国を滅ぼし、陸を沈め、海を割る力を持っているわ。召しよう喚かんが不完全で制御しきれてないみたいだけど、死ぬ気で戦わないと全滅──」

　声が凄すさまじい雷音で搔かき消された。ダゴンが吐はき出した紫の光弾が、幕軍が退却している山間の隘あい路ろに直撃し、巨大な土柱が噴き上がる。逃げ惑う兵士たちの悲鳴が風に乗り、伊織の元まで運ばれてきた。

　ダゴンは攻撃を止やめず、今度は龍りよう馬まが群がる獣魔を相手にしている峠とうげ下したへ殺さつ戮りくの光を放った。又、轟ごう音おんが響き、谷間の平地が湧わき起こった土煙で見えなくなった。

「くそっ。敵も味方もお構いなしか」

　伊織は罵ののしりながら、殺到してきた触手を雷撃で迎え撃ったが、防戦するのが手一杯で、本体に一撃も喰らわせることが出来ない。たちまち他の皆と一緒に、庭の片隅へと追い込まれた。

　ダゴンは、伊織たちが飛んで逃げないよう触手で牽けん制せいしながら、膨大な死を撒まき散らしている顎あぎとを開けた。喉奥の光球が、みるみる成長していく。

　丹乃が双剣を魔法陣に疾はしらせ、図形を描き変えた。召喚主の指令に応え、ヌアザがクラウ・ソラスの棟に連なっていた二つの円環に指を掛け引き抜く。

「第一、第二封ふう環かん解放。クラウ・ソラス神勁発動アー＝マツド！」

　刀身が、烈火の色を帯びて光輝いた。灼しやく熱ねつの太刀風を舞い起こし、振り落とされたヌアザの神剣が、巨獣の光こう弾だんを両断する。

「みんな伏せて！」

　丹に乃のの叫びを轟ごう音おんが飲み込み、猛もう烈れつな爆風が吹き起こった。足が浮いたと感じる間もなく、土蔵の壁に全身が叩たたきつけられる。伊い織おりも頭を強したたか打ちつけ、一瞬眩暈めまいがし、焦点を失った。

　近くにいる小さ夜よたちの声が遠くに聞こえる。

「士し郎ろう、しっかりして」

「……大丈夫だ」

　爆風によって剝はがれ、落下してきた土壁の塊かたまりは、法ほう鷲じゆが小夜の上に覆おおい被かぶさり、身を挺ていして防いでいた。法鷲の顎あごを伝え落ちた血を頰ほおに受け、小夜が涙ながらに少年の腕を醜い鉤かぎ爪づめで摑つかんだ。

「何で私を助けたの？　もう、こんな化け物なのよ」

「馬ば鹿か野郎。そういうことは、二度と言うな」

「でも……」

「心配するな。お前の身体は、清きよ河かわたちを地獄の底まで追って、必ず取り返してやる」

　法鷲は、獣魔の爪に小指を絡ませ、約束だと力強く言い、立ち上がった。孔く雀じやくの頭を模した印いん契げいを結び、陀だ羅ら尼にを唱える。

「ノウモボダヤ・ノウモタラマヤ・ノウモソウキヤ・タニヤタ──」

　しぶとく生き残る伊織たちに止とどめを刺さんと歩き出したダゴンの腰に、満身創そう痍いのヌアザが組み付き、銀腕を押し当てた。紅こうに助け起こされた丹に乃のが、口の端から血を流しながら声を限りに叫ぶ。

「撃て！」

　ヌアザの掌てのひらから零ぜろの距離で撃ち出された光球が、ダゴンの腹にめり込み、たたらを踏ませたが、表皮を覆っていた毛を焼き尽くしただけに止まり、深傷を負わすには至らない。ダゴンは即反撃に移って、背の触手を伸ばし、近くにいた丹乃と紅を薙なぎ倒した。

　法鷲は、発生した衝撃波に身を低くして堪こらえ切り、陀羅尼を唱え続ける。

「──クドキャウカ・ノウモラカタン・ゴラダラ・バラシャトニバ・サンマンテイノウ・ナシャソニシャソ・ノウマクハタナン・ソワカ」

　声高く吠ほえた法鷲の背から大鳥が出現し、長大な光翼を羽ばたかせ、宙に飛び立つ。鋭く鳴き、魔物に咒しゆの嘴くちばしを突き立てんとしたが、ダゴンが暴風を起こして腕を一薙ぎすると、逆に粉砕され、光と塵ちりとなり闇へと溶け去った。

「何だと……」

　膝ひざをつき、倒れかけた法鷲を小夜が鉤爪で支える。二人の頭上へ、のたうつ無数の触手が雨の如く降ってきた。土壁に手をつき、伊い織おりが立ち上がる。

「──汝なんじ、亜あ法ほうに従え。轟雷デユラス！」

　魔力を残らず放出して雷撃の檻おりを作り、法ほう鷲じゆたちを囲んだ。殺到した触手は、雷いか土づちの牙に嚙かまれて怯ひるみ、一斉にダゴンの背中に戻った。直後、魔力が尽き果て、檻が消失する。束の間、二人を守ることが出来たが、伊い織おりは壁に背を預けたまま、一歩も動けなかった。

　意識を失った紅こうの傍そばで、丹に乃のが双剣を手に起き上がる。血を嚙みながら叱しつ咤たした。

「ヌアザ、立ちなさい！　まだよ」

　召しよう喚かん主ぬしに声に従い、ヌアザが地に落ちていた神剣を拾い上げ、魔物に打ち掛かった。しかし、丹乃の魔力が枯こ渇かつ寸前らしく、その太刀筋は見る影もない。水の中で剣を振っているのかと思うほど遅く、ダゴンの腕に易やす々やすと弾はじき返され、一方的に攻め込まれる。

「眠ってる場合じゃねえだろうが」

　法鷲が、自分の二の腕に血が出るほど嚙みつき、鉛なまりのように重くなった瞼まぶたを無理やり開けた。

「丹乃、もう少しだけ、そいつを止めてくれ」

「少しだけよ」

　丹乃が足をふらつかせながら、残る魔力を双剣に注ぎ込む。ヌアザは、それに応え、重くなった神剣を地に投げ、銀腕をダゴンの胴に回して絞り上げた。暴れ狂った触手が、ヌアザの総身に雨あめ霰あられと降り注いで突き立ち、赤銅色の肌が、瞬またたく間に鮮血で染まる。

　法鷲は右手に金こん剛ごう杵しよを握り締め眼前に翳かざし、左手の刀印を心臓に当てると、覇気に満ちた声で咒しゆを唱え始めた。

「降ごう魔ま憤ふん怒ぬの大だい威い力りき、金こん剛ごう蔵王ざおう権ごん現げんよ。三さん障しよう四し魔まの暗黒を照破し、無辺の火光を放ち、地行の魔ま怨おんを消伏したまえ──」

　刀印を心臓から額、左肩、右肩へと移していく。足下から蒼あおい火か焰えん光こうが噴き出し、法鷲を包み込んでいった。

　ダゴンが触手では埒らちが明かぬと見て、ヌアザの顔を鷲わし摑づかんだ。剛ごう爪そうが肉にめり込み、頭ず蓋がいが音をたてて軋きしむ。

　刹せつ那な、白壁の一角が派手に崩壊した。返り血で全身を紫に染め抜いた龍りゆう人じんが、瓦が礫れきを蹴け散ちらし、ダゴンへと突進する。襲い掛かってきた無数の触手を灼しやく熱ねつの息吹で焼き払い、強きよう靱じんな尾を振って敵の脚を叩たたいた。

　巨獣は片かた膝ひざをついたが、追撃を許さない。ヌアザの顔から爪を放し、横よこ薙なぎで襲ってきた尾を摑み取ると、千切らんばかりの勢いで引き寄せ、顎あごを開いた。牙の間から紫の閃せん光こうが迸ほとばしり、龍人の肩を貫く。残光が後背の尾根に直撃し、膨大な土煙を上げ吹き飛んだ。

　龍人は、傷口から群ぐん青じよう色の血をどっと流しながらも退かず、ダゴンへと果か敢かんに挑み掛かった。が、火焰の息を吹きつけようとした瞬間、巨爪に腹を切り裂かれ、地響きを上げて倒れ伏す。

　秘術の効力が切れたのか、ぴくりとも動かぬ龍人の全身から鱗うろこが剝はがれ落ち始めた。白煙を上げ、身体も目に見えて小さくなっていく。

　ダゴンが巨きよ軀くを揺らして踏みだし、龍りゆう人じんに向けて顎あごを開いた。喉のど奥おくが輝き、止とどめの一撃が放たれようとした瞬間、銀腕が伸びて凶悪な口を塞ふさぐ。

「させないわよ」

　丹に乃のが双剣を握り締め、ダゴンを睨にらむ。顔に血の気がなく、唇が青い。立っているのもやっとの様子だが、少女の操るヌアザは、暴れる獣に翻ほん弄ろうされながらも顎から銀腕を放さない。

　彼女に負けじと気力を奮い起こし、指に魔力の光を灯そうとした伊い織おりの眼に、最悪の光景が飛び込んできた。獣魔たちが崩れた白壁の間から、続々と庭に入ってきている。

「よりにもよって……」

　膨ぼう大だいの魔気に誘われ、峠とうげ中じゆうの獣魔が集まって来ているのか、数がやたらに多い。ダゴンを倒すことが出来たとしても、獣魔の群れに襲われれば一巻の終わりだ。

　丹乃も、ひたひたと接近してくる黒い影に気がつき、頰ほほを歪ゆがめた。心を吹き抜けた動揺の風が、残る魔力の火を搔かき消したのか、巨獣の顎を塞ふせぎ止めていた銀腕が、操り糸を切られたように、だらりと垂れ下がる。ヌアザの身体がたちまち朧おぼろになり、闇へと静かに吸い込まれていった。

「──オン・バサラ・クシャ・アランジャ・ウン・ソワカ」

　天上まで届くかのような大音声で真しん言ごんが結ばれるや否や、巨獣の真横の宙空に、長大な亀き裂れつが奔はしった。眦まなじりを吊つり上げた法ほう鷲じゆが、胸元に当てていた刀印を前へと突き出す。総身に燃え広がっていた火か焰えん光こうが左手へと集まり、皮ひ膚ふを破り、肉を嚙かみ、骨を溶かした。刹せつ那な、大だい亀き裂れつが閃せん光こうを発して砕け、中から青黒色の神腕が伸び、ダゴンを巨大な拳こぶしで握り込んだ。

「消え失せろ！」

　法鷲の雄お叫たけびに応じ、青黒色の神腕が宙空に生じた光の洞どう穴けつへとダゴンを引きずり込む。のたうつ触手が、光の切れ端に触れた途端、浄化の蒼そう炎えんに包まれ、一瞬のうち燃え尽きた。さしもの巨獣も死の匂いを感じ取ったらしく、三本の爪を地面深くに打ち込み、土つち埃ぼこりをあげながら前へ前へと足をかく。その必死な抵抗によって、青黒の拳が開き、ダゴンが今にも外へ出ようとしていた。

「駄目だ。逃げられるぞ」

　分かりながらも為なす術すべがなかった伊い織おりの前で、蹲うずくまっていた小さ夜よが立ち上がり、ダゴンに向かって歩き出した。後を追って捕まえようとしたが、足に力が入らない。

「小夜どの、行くな！」

　伊織の叫びが、夜風に乗って少女の後ろ髪を撫なでたが、振り返ってもくれなかった。

　ダゴンへと向かう小夜の周りに、庭中の獣魔が、粛しゆく々しゆくと集まり始める。

「士し郎ろう、愛してるわ。何があっても、生き延びてね」

　死力を尽くし戦う中、言葉の欠片かけらが耳に届いたのか、法鷲がダゴンに槍やりの如く突き立てていた視線を小さ夜よに移した。

「馬ば鹿か、下がれ！」

　小夜は無言のまま、法ほう鷲じゆに笑みを返し、前へと向き直る。白の直ひた垂たれに、紫の血が斑まだらに滲にじんでいた。

　少女に歩み寄った一匹の獣魔が、奇怪な鳴き声を上げながら醜しゆう悪あくな腕を伸ばす。

　それを見た丹に乃のが、剣を杖つえ代わりにして立ち上がったが、走るどころか歩くことも出来ない。

「何やってるの！　早く逃げなさい！」

　獣魔の爪が衣ころもを裂き、小夜の脇わき腹ばら深くに突き立った。

　伊い織おりは思わず目を背けたが、一滴の血も流れ出て来なかった。鋭い獣爪が少女の身体からだに溶け込み、肘ひじ先さきまで瞬またたく間に形がなくなる。

　小夜は歩きながら、集まってきた闇の同はら胞からに優しく語りかけた。

「お願い。みんな、力を貸して」

　獣魔たちは物言わず、頷うなずきもせず、少女に次々と取りつき、鱗うろこで覆おおわれた肉を同化させていった。その所作は、姫君に接する下げ僕ぼくのように恭うやうやしい。

　小夜の下半身は、魔物の群れに埋め尽くされてすぐに見えなくなった。獣魔たちは、少女の上半身には手を出さない。取りついた仲間の背に自らの身体をずぶずぶと埋め込み、後から来た者は、それに続いていく。

　肉と肉が溶け合い、混ざり合う不快な音が、伊織の耳じ朶だを撫なでた。

　月が地に映し出す獣影が、みるみる膨ふくれ上がっていく。

　どうすることも出来ず、息を飲んでいた伊織たちの前で、庭中の魔物が余すことなく結合を果たし、一匹の巨大な獣魔と化した。

　表皮を覆う鱗の間に、赤あか痣あざのように点々と表情のない人面が見える。

　獣の額からは、小夜の上半身が角の如く突き出ていた。

　透き通るような白い肌は白さを増し、黒くろ瑪瑙めのうのような瞳は眩まばゆいばかりに光輝いている。

　少女の美び貌ぼうは少しも損なわれていないどころか、高貴な威い厳げんさえ漂っていた。鱗で覆われた醜い獣魔の身体が、皮肉にもそれを際立てている。

　一瞬、白い頰ほおを銀の光が滑り落ちた。

　涙だろうか。

　伊織が、そう感じた直後、美しくも醜い獣魔が大地を蹴けった。

　少女の叫びが、闇に響き渡る。

「出て来るな!!」

　小夜は青黒の拳こぶしを割って外に出ようとしていたダゴンに体当たり、地面に深く刺さっていた爪を引き抜くと、そのまま拳の中へと押し戻した。

　砂さ塵じんを巻き起こしながら大地を蹴り続け、ダゴンを光の洞どう穴けつへと送り込む。

　敵の触手が鱗うろこを突き破り、鮮血が滝のように流れ出して全身を覆おおった。小さ夜よの口の端からも、紫の血が零こぼれ出ているが、いささかもひるまない。

　懸命な助太刀によって勢いを盛り返した青黒の神腕が、魔物を再び引き込み始めた。

　苦く悶もんの咆ほう哮こうが、四囲の山々に轟とどろく。宙に空いた光の中に禍まが々まがしい巨きよ軀くが煙を噴き上げながら没ぼつしていった。

　咒しゆの仕上げが近いと確信し、法ほう鷲じゆが叫んだ。

「小夜、もういい！　離れろ！」

　ダゴンを押しながら獣魔が首を捻ひねり、隻せき腕わんの少年に顔を向けた。

　小夜の唇が、短い言葉を紡ぐ。

　──さよなら。

　目前に迫った浄化の蒼そう炎えんが、少女の顔をはっきりと照らし出した。

　唇が緩ゆるやかに弧を描く。

　まるで小春日のような微笑だった。

　法鷲が三白眼を見開き、あらん限りの声を出して呼び止める。

「小夜、行くな！」

　それを振り切り、獣魔が首の向きを前へと戻した。

　突進が勢いを増し、自らの身体からだごとダゴンを一気に光の中へ押し込む。同瞬、異界に繫つながる暗紫の城門が、扉を開いたまま消滅した。

「馬ば鹿か野郎……」

　法鷲の手から、金こん剛ごう杵しよが転がり落ちる。

　宙を穿うがっていた光の洞穴が、発生した時と同じく急速に閉じていき、元の闇やみに戻った。

　法鷲が、聞こえぬ声で何か囁ささやき、大地に蹲うずくまる。

　伊い織おりは、駆け寄ることも出来ず、土壁に背を擦さすりながら腰を落とした。仰あおいだ夜空に冷たく輝く星が見える。

　暗闇が視界の縁ふちから次第に広がっていき、伊織の意識はふっつりと途絶えた。
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　空高く浮かぶ月が、街道添いに立ち並ぶ旅籠はたごの甍いらかを鈍にび色いろに輝かせている。

　伊い織おりは浴衣ゆかた姿で、椿つばき屋や二階の欄らん干かんに腰掛け、宿場町を眺めていた。幕軍の生き残りが、大挙して押し寄せた為、旅籠はここを除き何ど処こも満員になり、人が道端にまで溢あふれ出ている。中には、篝かがり火びの下で具足を身につけたまま酒を飲んでいる兵士もいるが、騒ぐ者はいなかった。表情は葬式の参列者のように重く沈み、ひたらすら悪夢を振り払おうと杯さかずきを重ねている。天てん誅ちゆう組ぐみは壊滅したが、公儀の勝利として喧けん伝でんされることはなさそうだ。京から追われた尊そん攘じようの志士たちの蜂ほう起きを促うながし、天下は大きくうねるに違いない。結果だけを捕らえれば、維新の魁かいたらんとした吉よし村むら寅とら太た郎ろうたちは、本懐を遂げたと言える。

　伊織たちも、天あま辻つじ峠とうげを退き、五ご條じようへ戻ってから丸一日が経たつ。心身ともに損傷の激しい法ほう鷲じゆは、天誅組でただ一人生き残った池いけ内く蔵ら太たと奥の部屋で布団を並べて眠っている。命に別状はないものの、いつ目を覚ますのか、伊織でも分からなかった。

　部屋の真ん中では、龍りよう馬まが火鉢で手を焙あぶりながら、女将おかみの姿に戻った紅こうと酒を飲んでいた。龍の秘術を使用した影響で疲労の色が濃いものの、多くの友を亡くした哀しみを顔に出さず、いつも通り、瞳に柔和な光を宿している。

　龍馬が畳たたみに後ろ手をつき、伊織に振り返る。

「なあ、久く世ぜ君。こっちに来んか？」

「すみません。もう少しだけ外を眺めていたいんです」

　五條の街並みを眺めながら、静か過ぎる声音で答えた。風が吉よし野のの険しい峰みねに磨みがき上げられ、肌を切るほどに冷たい。

　紅が見かねて立ち上がり、窓辺に歩み寄った。少女の細い肩に綿入りの半はん纏てんを被かぶせ、そっと耳元で呟つぶやく。

「夜風は、身体からだに毒ですよ」

　伊織は頷うなずいたが、欄干から離れようとせず、視線を夜景に戻した。紅が小さく息を漏もらす。襖ふすまがすっと開き、丹に乃のが部屋に入ってきた。

　湯上がりらしく、髪飾りを外し、長い髪を首筋の後で一つに束ねている。浴衣の襟えり元もとから覗のぞく白い肌が、仄ほのかに赤みをさしていた。

「丹乃どの、飲まんか？」

　首を横に振り、襖を開けたまま中へと進み、龍馬の傍そばで膝ひざをついた。

「伊織と二人で話したいんです。紅と一緒に、外して頂いただけますか？」

　丁てい寧ねいだが、有無を言わさぬ口調だった。

「ほいだら、お紅さんと下で飲んじょるよ」

　龍馬はお銚ちよう子しを抓つまんで立ち上がると、紅を目頭で誘い、廊下へと立ち去っていった。

　丹乃が欄干に手をつき、伊織の横顔に矢のような視線を射込む。

「何て顔してるのよ」

「ほうっておいてくれ」

　伊い織おりは表情同様、愛想なく言ったが、追い払うまでの効果はなかった。湯の香りを纏まとった丹に乃のが身を乗り出し、伊織を睨にらむ。

「まさか冬とう馬まのことを諦あきらめたわけじゃないわよね？」

「当たり前だ」

　語気は強かったが、胸は不安ではち切れんばかりだった。紅こうが椿つばき屋やに戻るなり、部下を八方に散らし街道に網あみを張ってくれたが、冬馬はおろか、鵺や子こたちの行方も突きとめられていない。良くない予感だけが脳裏に過よぎる中、何の当てもなく、彼の無事を只ただ案じるより他がなかった。

　丹乃が、その心中を読み取り、勝ち気な眉まゆを引き上げると、伊織の鼻先に指を突きつけた。

「いい？　魂こん魄ぱく転移は、やろうと思って、すぐに使える禁呪じゃないわ。普通の人間同士でも、魔力の消耗が膨大だし、組み上げる魔法陣も相当な規模になるし、術者も大勢必要なの。まして魔人の魂を入れ替えるとなったら、何倍も難しくなるはず。鵺子と小さ夜よの魂を入れ替えず、魔身結合で暫しばらくお茶を濁したのが、その証拠よ」

　魂魄転移が、どれだけ手間が掛かるかは知らないが、清きよ河かわが小夜の身体にすぐ手を出さなかったのは事実だ。伊織の胸の奥に、小さな希望の火が灯った。

「手遅れになる前に、私は絶対助け出すわ。貴女あなたも惚ほうけてないで、やるべきことを考え、出来ることから始めなさい」

　そう駄目押しに叱しかりつけられ、伊織の思考に掛かっていた靄もやが晴れていった。行方が分からなくとも、出来ることがある。

　伊織は欄らん干かんから腰を上げ、丹乃に力強く宣言した。

「飯を食ってくる。それから──」

　やるべきことがあった。彼を思えば、自分の悲嘆など物の数には入らない。




　伊織は浴衣ゆかたの裾すそをたくし上げると、手て拭ぬぐいを片手に、湯気が立ち籠こめている洗い場を進んだ。素足に石床は冷たく、歩みが自然と早まる。

　いつの間にか寝所を抜け出していた少年が、湯船から顔を出していた。伊織は岩風呂の縁に足を掛け、そっぽを向いている法ほう鷲じゆに呆あきれ切った口調で言った。

「お前は、本当にじっとしてられない奴やつだな」

　立て続けに負った大おお怪け我がを魔法で治ち癒ゆした為、少年の身体には、精気が殆ほとんど残っていなかったはずだ。常人ならば布団から這はい出て、ここまで歩いて来るなど絶対に出来ない。

「夢見が悪くて、寝汗をたっぷりかいちまったんだ。そりゃあ、風呂ぐらい入りたくなるぜ」

　視線を合わせずに答えた法鷲を、伊織は手招いた。

「上がれ。私が背中を洗ってやる」

「構わねえよ。片手でも洗えるから」

　にべなく断った法ほう鷲じゆの左手は、二の腕の半なかばから先がない。巨獣ダゴンを浄じよう滅めつさせた咒しゆの代だい償しようとして永遠に失われてしまった。魔法で塞ふさいだ傷口は、肉が盛り上がり、骨は見えなくなっている。

　法鷲は強い男だった。小さ夜よと片腕を喪そう失しつした直後も、一滴の涙も零こぼすことはなかった。目覚めてからも泣いていないらしく、眼の縁ふちは僅わずかも赤くない。

　伊い織おりは、不機嫌そうに顎あごをしゃくり、指先に雷撃の種を灯した。

「つべこべ言わずに上がれ。また、湯の上に浮かびたいのか？」

　法鷲は声から空から脅おどしではないと察し、渋々湯船から出てきた。口をむっすりと引き結んだまま、一番近くに転がっていた洗い椅い子すに腰を下ろす。

　伊織は桶おけに湯を汲くみ、二度少年の背中に浴びせると、尻しりが濡ぬれるのも構わず椅子に座った。手て拭ぬぐいに洗い粉を塗まぶし、黙々と張りのある肌を磨く。少年の背は筋肉に覆おおわれていて硬かったが、近くで見ると思ったより小さかった。

　暫しばらく貝のように口を閉ざしていた法鷲が、露ろ天てん風呂を囲む森を見つめながら、湯気に消え入るような声で呟つぶやいた。

「俺が咒を解いていたら、小夜は助かったかもしれない……」

「そうだな」

　伊織は、静かな口調で答えた。噓うそは傷口を化か膿のうさせ、治療を長引かせる。今は痛みに堪こらえ、事実を正しく認識する必要があった。

「でも、その後に皆殺しになってたはずだ。小夜どのの覚悟を無駄にして、共に逝いくことが正しかったと思うか？」

「そんなこと、何の言い訳にもなりゃしねえよ。俺は又、自分の命を守って、小夜を見捨てたんだ」

「違う。小夜どのが、お前を守ったんだ。男なんだから、情けないことをぐちぐち言うんじゃない」

　伊織はそう叱しかりつけ、法鷲の尻を掌てのひらで打った。小気味のいい乾いた音が、洗い場に響き渡る。法鷲は怒らずに溜ため息いきをついて、うなだれた。

「男が惚ほれた女に守られて、どうすんだよ」

「女は、男よりも強い。だから守られて当然だ」

　真剣に言ったが、法鷲が鼻で笑い飛ばす。伊織はむきにならず、話の流れを変えた。

「お前は、これからどうするつもりなんだ？」

「地獄の果てまで、あいつらを追ってやる。約束したんだ、小夜に。お前の身体からだは、俺が絶対に取り戻してやるって」

　言って口を噤つぐんだ。感情が高ぶり、これ以上は言葉が喉のどから出ないのだろう。

「じゃあ、約束を果たさなきゃいけないな」

　そう優しく声を掛けたのを最後に、伊い織おりも押し黙った。

　法ほう鷲じゆの背中が、時折小さく跳ね動く。手て拭ぬぐい越しに彼が嗚お咽えつしているのが伝わってきた。

　梢こずえがそよぐ森の奥で、鳥が哀しげに囀さえずる。

　小さ夜よ啼なく鳥が、何処いずこにいるか今は分からない。


（了）









あとがき




　ご無ぶ沙さ汰たしております、田た名な部べ宗そう司じです。

　前作のあとがきで通常の刊行ペースを遵じゆん守しゆすると宣言したにもかかわらず、また半年もお待たせし、誠に申し訳ありませんでした。世が世なら市中引き回しの上、磔はりつけ獄ごく門もんに処されるような不始末。悔くい改め、次作はもう少し早く発刊出来るよう、鋭えい意い執筆に励はげみます。

　遅いと言えば、ようやく本作にて幕末の重要人物であり、昨年の大河ドラマの主人公だった坂さか本もと龍りよう馬まを登場させることが出来ました。

　しかし、遅い。遅すぎる。次の日の電車に乗り込むような間抜けぶりに、我ながら苦笑を禁じ得ません。

　ただ、三作目に龍馬を出すのは、プロット通り。全ては締しめ切り直前になると、プレッシャーで筆がピタリと止まってしまう僕の脆ぜい弱じやくなハートに原因があります。本当に情けないです。とほほ……。

　ついでと言っては何ですが、鈍どん足そくの刊行ペースとは別に、龍馬に関連して、お詫わびしたいことが一つあります。

　二巻の発売直後、ネットで「坂本龍馬と失し本もと冬とう馬まは名前が似ているので、作者は龍馬を登場させる気がないだろう」という読者様の書き込みを拝見致しました。確かに混同するような名は、避けるのが定じよう石せき。お説ご尤もつともで、畏おそれ入るしかありません。

　では何な故ぜ、名前が似てしまったかと言うと、坂さか本もと龍りよう馬まの存在が大きすぎて、自分の作りだしたキャラと同じ枠の中で考えることが出来なかったからです。単純に「失し本もと」はシーボルトの娘、失本イネから。「冬とう馬ま」は好きな漫まん画がの登場人物から拝借しており、維い新しんの英雄の名を模もすつもりは毛ほどもありませんでした。

　一巻の発売前に龍馬と名が似ていることに気がつき、改訂するチャンスはあったのですが、自分の中で失本冬馬という名が銅板に彫り込んだかのように消しがたいものになっていた為、そのまま刊行した次第です。「夏」の一字がつく伊い織おりの本名と対比させたかったので、この決断を今も後悔していませんが、もっと熟じゆく慮りよして命名すべきだったと反省しております。




　さて、いよいよ次巻は、風ふう雲うん急きゆうを告げる京きよう都とが舞台です。松まつ江え、大おお坂さか、大和やまとと遠回りして、蓄えてきた力を存分に発揮出来たらなと思っております。




　本作は沢たく山さんの方にお力添え頂いただき、刊行することが出来ました。この場を借りて、お礼申し上げます。

　締め切りを守らない駄だ目め作家を見捨てず、適切な助言を慈じ雨うの如ごとく与えて下さった担当編集の佐さ藤とう様。

　美び麗れいなイラストで、キャラに光輝く命を吹き込んで下さった最高の魔法使い椋くら本もと夏か夜や先生。

　夜空にあまねく星ほど多い間違いを懇こん切せつ丁てい寧ねいに指摘して下さった校こう閲えつ様。

　本が売れていないことを報告すると、快活に笑った後、慰なぐさめ、励はげましてくれた会社のみんな。

　すぐ折れる心を根気よく補修し続けてくれた友人。

　どんな時も僕を信じ、温かく見守ってくれる家族のみんな。

　ネットで前作の感想を書き込み、落ち込む僕を奮ふるい立たせて下さった方々。

　そして、遅筆に愛想を尽かすことなく、本書を手に取って下さった読者の皆様。

　本当にありがとうございました。僕のような至らぬ人間が、書き続けることが出来ているのは、皆々様のご厚こう情じようのお陰です。

　それではまた、次巻でお会いしましょう。




　最後になりますが、東北関東大震災で被害に遭あわれた皆様に謹つつしんでお見舞い申し上げます。

　復興に向け多忙な日々をお過ごしかと思いますが、健康を崩さぬよう、くれぐれもご自じ愛あい下ください。





田た名な部べ宗そう司じ
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田た名な部べ宗そう司じ

書くのも、走るのも苦手ですが、食べることだけは大得意です。この大福なら一度に、二十個はいけます。
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椋くら本もと夏か夜や

紅茶とペンギンと露天風呂をこよなく愛する関西人。現在、Ｂボタンダッシュ（古！）の日々を満喫中。ちょっと涼しくなったら吉野行きたいなあ！
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